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「役立たず」と言われたので、喜んでお暇させていただきます。

～虐げられた無自覚チート聖女は、隣国で精霊たちと第二の人生を謳歌する～【電子限定ＳＳ付き】

真崎奈南
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一章、その手柄は、彼女のもの




　精霊の恵みとされる温暖な気候のもと、広大な土地で育まれる多種さまざまな農作物によって繁栄してきたアルビオン国。

　夕方に差しかかろうとしている時刻、首都イスームの中心であり、国王一家が暮らすドリエット城には、貴族の父と着飾った年頃の娘たちが、第一王子であるハシントンの十八回目の誕生日を祝いに訪れていた。

「あぁもう。やっぱり私、地味すぎる。これじゃあ、ハシントン様の気を引けないわ」

　前を歩いている一歳年上の従姉いとこのミレスティが苛いら立だち混じりにぼやいたため、十六歳になったばかりのローズ・セレイムルは鎧よろいがずらりと並ぶ物々しい雰囲気の一階廊下を進みながら、己の青い目を瞬かせる。

　ミレスティの赤のドレスも、髪飾りに使われている真っ赤な宝石の輝きも、ローズには目に痛いほどで、わたくしには地味に見えませんけれど、と不思議な気持ちで首を傾げた。

　ミレスティの赤茶色の髪の毛は艶やかで、そして同じ色を宿した瞳は吊つり目がちであり、見た目も相手を萎縮するほどに勝ち気な印象だ。

　そのままでも十分目立ちますのにと思う一方で、地味というのはわたくしのような者のことでは、と言いたくなるのをローズはぐっとこらえた。

　腰まである薄ピンク色の髪には髪飾りのひとつもなく、着ている黄色のドレスはミレスティのお下がりのため、型遅れで幼い印象だ。

　ローズもセレイムル家の年頃の娘のひとりとして招待を受けている。しかし、ミレスティのあとに従って歩いている姿は、周りの人々にはお付きの者に見えているだろう。

　そこまで考えて、実際、わたくしはミレスティのお世話係のようなものですけど、とローズはこっそり息を吐き、ミレスティの斜め前を歩く伯父へ目を向ける。

　二歳のときに両親が事故で亡くなり、その後、父ハロルド・セレイムルの兄である、エドガルドの元にローズは引き取られたのだ。

　ローズはミレスティと同じように大切に伯父夫妻に育てられた……などということはなかった。屋敷の掃除や洗濯をやらされ、うまくできないと、なじられたり叩たたかれたりした。食事もミレスティの食べ残しだけなどで満足に与えてもらえなかった。時には、悪くなった食材だったり、香辛料がたっぷり塗られていたりと、悪意の感じられる代物を食べるしかなかったこともあり、屋敷の侍女よりもひどい扱いを受けてきた。

　今日の招待を受け、ローズもミレスティ同様に祖父母からドレスや宝飾具を贈られている。しかしそれらは早々にミレスティの目に留まり、『気に入ったわ』と彼女のクローゼットに仕舞い込まれてしまった。

　代わりに『あなたはこれで十分よね』と差し出されたのが、今ローズが着ているミレスティのお古のドレスだ。

　反発しようものなら、ミレスティが癇かん癪しゃくを起こし、しばらくの間、自分に対する嫌がらせが激しくなるのをローズは身をもって知っている。それを回避するべく、不満も虚しさも悲しさもすべてのみ込み、ローズはにこりと笑ってお古のドレスを受け取ったのだった。

　つらい思いも痛い思いもしたくない。そのためには、ミレスティより決して目立とうとせず、口答えもせず、彼女の機嫌を損ねないことがなによりも大切だった。

「ならば他の娘たちよりも多く話をし、ハシントン様の印象に残れば良かろう」

「それもそうね。ハシントン様はどこにいらっしゃるかしら」

　エドガルドとミレスティのそんなやり取りを聞きながら、ローズも大広間へと足を踏み入れる。

　いくつもの煌きらびやかなシャンデリアの下に、色鮮やかなドレスを身に纏まとったたくさんの娘たちがいる。貴族服を纏った男性も数えきれないほどいて、にこやかに談笑する姿が見受けられた。

　人の多さに圧倒されるが、それよりもローズが目を奪われたのはテーブルに並べられた豪勢な食事だ。瑞みず々みずしい果物や、艶やかな色を放つ肉の塊などを目にした瞬間、ローズのお腹が切なげに、しかしはっきりと主張するように大きく鳴り響いた。

　ハシントンの姿を探して進んでいくミレスティのあとを追いかけながらも、朝早くに昨日の残り物の小さな硬いパンをかじっただけのローズは、どうしても食事に目が行きがちになり、思わず呟つぶやく。

「わたくしも、少しいただいてもよろしいかしら」

　もちろん招待客のひとりなのだから好きに食べて問題ない。しかし、そうすることによってミレスティやエドガルドを不機嫌にさせ、後々咎とがめられたらと想像すると、ローズの体が恐怖で震える。

　とてもじゃないが勝手に食事をする気にはなれない。けれど美味しそうな肉から目を逸らせずにいたローズは、ドンッと誰かにぶつかってしまい、横へふらりとよろめいた。

　小さな悲鳴とともにローズはその場に倒れそうになるが、ぶつかった相手に素早く腰を引き寄せられ、難を逃れた。

「すみません。よそ見をしていたもので。大丈夫ですか？」

「は、はい。わたくしこそ、大変失礼いたしました。お料理に目を奪われていまして」

　ローズは自分を支えてくれている相手へと視線を向けて、思わず息をのむ。深緑色の髪に、同色の瞳を備えた綺麗な顔がすぐ目の前にあったからだ。

　男性とこれほどまでに接近した経験がないローズは、自分より少し年上だろう彼に対し気恥ずかしくてわずかに頬を赤らめる。

「無理もないよ。どれも美味しそうだもんな」

　次の瞬間、脳内に直接響くかのようにどこからか違う声がかけられる。ローズが目線を移動させると、彼の顔のすぐ横に精霊と呼ばれる羽のついた小さな男の子が浮かんでいるのに気がついた。

　普段セレイムル邸で見かける精霊たちは、簡素な身なりをしている者ばかりだが、この大広間にいる貴族が連れている精霊たちは皆一様に、正装に身を包んでいる。

　もちろん、今声をかけてきた精霊も同様だ。

　言葉を交わせる精霊は位が高く、上位精霊と呼ばれている。とはいえ、いくら相手が上位精霊でも、人間側の魔力も高くないと交流を持つことは難しい。

　上位精霊にはあまりお目にかかれないため、ちょっぴり驚くも、ローズはすぐににこりと微笑んで、「ええ、その通りですわね」と同意の言葉を返した。

　男性は腕の力を緩めてそっと距離を置き、ローズの視線が自分のそばにいる精霊に向けられているのを確認してから、微かに口元に笑みを浮かべた。

「あなたはフェリックスの姿が見えるだけでなく、言葉までも聞き取れるのですね」

「はい……あ、いいえ違います。わたくし、精霊なんてまったく見えていませんわ」

「はい？」

　男性からの問いかけにローズは首肯したが、すぐにハッとし、顔を青ざめさせながら言い直した。

　フェリックスが精霊の名前だと理解しているからこその否定の言葉、そしてなにより、男性は先ほどローズがフェリックスに対して返事をしているのを目にしている。ローズにあからさまな嘘うそをつかれて、男性は呆あっ気けに取られたように目を大きく見開いた。

「なにかありましたか？」

　そこでまた違う男性に声をかけられ、ローズはぎこちなく目の前の彼から顔を逸らし、声のした後方を振り返った。

　そこにいたのはブロンドの髪に茶色の瞳を持つ男性で、深緑色の髪の男性同様、見目麗しくて、ローズは眩まぶしげに目を細める。

「あぁ、ハシントンか」

　しかし、続けて深緑色の髪の男性の口から飛び出した名前を耳にし、ローズは慌てふためきながらブロンドの髪の男性に対し膝を折ってお辞儀をする。

　現れたのがハシントン王子だとは思いもしなかったため、ご挨拶しなくちゃと考えるものの、ローズは緊張で頭の中が真っ白になる。

　うまい言葉が出てこなくてお辞儀をした状態で固まってしまったローズにはお構いなしに、ハシントンと男性は話を続けた。

「俺が彼女にぶつかってしまって、それだけだ。特に問題はない」

「そう。なら良いけど……そうだ。聖女宮の副長が君と話をしたいらしい」

「そうか、わかった」

　ハシントンの口から飛び出した『聖女宮』という言葉にローズは興味を引かれ、改めて深緑色の髪の男性を見た。

　光の魔力を扱う男性も少しはいるが、昔から、その能力に特化しているのは女性がほとんどで、優れた聖女が集まってできた国の機関を「聖女宮」という。大地の魔力を司る精霊たちにより、人々が自然の恵みなどの恩恵を受ける代わりに、負の気に当てられやすい精霊を保護して回復したり、場の浄化を行ったりする役目を聖女は担い、そんな聖女たちのトップに大聖女がいる。

　精霊と接する機会が多い聖女宮、はたまた聖女という存在に、ローズは幼い頃から密かに憧れの気持ちを抱いている。

　ふたりの会話を聞きながら少し冷静さを取り戻したローズは、深緑色の髪の男性がハシントンに対してまったく萎縮していないことに気づいた。また同時にハシントンも、男性の態度を不快に感じている様子もないため違和感を覚える。

　いったいこちらのお方は誰なのかしらと気になり始めたローズはそろりと顔を上げ、こっそり男性を盗み見た。

　深緑色の髪の男性が着ている貴族服は皺ひとつなく、ジャケットの黒い生地は滑らかに照明の光を反射している。襟元や袖口に施された細やかで繊細な刺し繍しゅう、飾りボタンにつけられている大きな宝石など、すべてが上質なもので身分の高さがうかがえる。

　もちろん王子の誕生日パーティーに招待を受けている時点で、貴族の生まれであるのは確かだろうが、国の王子相手に気安すぎる態度を取る深緑色の髪の男性を、ローズはまじまじと観察した。

　すると視線に気づいた男性から、「なにか？」といった眼差しを返されてしまい、盗み見を咎められたようで、ローズは気まずさでいっぱいになる。ぎこちなくも「ほほほ」と笑ってやり過ごそうとしたとき、女性の黄色い声が響いた。

「ハシントン様！　こちらにいらしたのですね。探しましたわ」

　その声音に思わず息をのんだローズを押しのけて前に出てきたのは、ミレスティだった。彼女は満面の笑みを浮かべていたが、今さっき自分が押しやったのがローズだと気づくと同時に、眉間の皺を深くさせた。

「ローズ！　私の後ろにいるものだとばかり思っていたのに、どうしてここに。しかもハシントン様と一緒にいるなんて」

　自分よりも先に王子と話をしていた様子を見て取り、ローズに抜け駆けされたと思ったミレスティは歯は痒がゆそうに呟く。

　ローズは「誤解ですわ」とこうなった状況を説明しようとしたが、ミレスティから威圧的な眼差しを突きつけられ、言葉を失う。

　そんな従姉妹ふたりのやり取りに気づいていないハシントンは、「あぁ！」と思い出したように声をあげた。

「あなたは確か、セレイムル公爵の娘のミレスティ嬢。僕の誕生日のお祝いに駆けつけてくださったのですね。ありがとうございます。……ええとあなたは？　初めてお会いする気がしますが」

　ハシントンはミレスティに感謝の言葉を述べたあと、ローズを見た。

　しかし、問われたローズが口を開くよりも先に、ミレスティがローズの前に出て、ハシントンへと愛想よく笑いかけた。

「私の従妹がご迷惑をおかけしまして、大変失礼いたしました」

「従妹だったのですね。お名前をお伺いしても？」

　ハシントンからの最後の問いかけは、ローズに対するものだったが、ここでもやはり会話の権利はミレスティに奪われる。

「この子はローズ・セレイムルと申します。亡くなった叔父の子で、人見知りだから普段はずっと家の中に引きこもっていまして。そのため社交性がないといいますか、世間知らずなところがあって」

　ミレスティによる紹介の文言に、ローズは徐々に視線を落としていく。

　彼女の言葉は鎖のようで、ローズの心はたやすく囚われる。仮に訂正したい箇所があったとしても、反論をぐっとのみ込んで、言われた通りに振る舞わなくてはいけない気持ちにさせられていくからだ。

「ローズ・セレイムル、か。覚えておこう」

　小声なのに、はっきりと届いた言葉にローズは勢いよく顔を上げた。そう言葉をかけてくれたのは深緑色の髪の男性で、彼はキョトンと見つめるローズに対してわずかに微笑んだ。

　そして「失礼する」とひと言断りを入れると、まだ話し足りなそうなハシントンを気に留める様子もなく、場を離れていく。

「今の方はどなたですの？　なんだか冷たいというか、無礼にも感じましたわ」

　深緑色の髪の男性の態度にムッと顔を顰しかめるミレスティに対し、ハシントンは苦笑いするだけで多くを語らず、そのままローズへと視線を移動させる。

「失礼ですが、あなたのお父上は、ハロルド・セレイムルですか？」

「はい、そうでございます。ハシントン様は、わたくしの父を知っていらっしゃいますの？」

　思わぬところで父の名前が飛び出してきたため、ローズは顔を綻ばせて嬉うれしそうに聞き返す。

「教育係から話を聞いているよ。とても剣の腕が立ち、勇敢な男性だったと。頭も良かったとか。それから、母上も光の魔力に長けていたみたいだね」

　父だけでなく母のことまでも話題に上がりローズは目を輝かせるが、そこですかさず、ミレスティが話に割り込んできた。

「ハシントン様、そこはきっと聞き違いですわね。光の魔力に長けているのは、この子のではなく、私の母の方です。なにせお母様は、あのパーセル家出身ですから」

　火や水など、さまざまな魔力が使われる中で、ミレスティの母親のエマヌエラは、光の魔力を得意とする一族として有名なパーセル家の生まれで、今、大聖女を勤めているのもパーセル家出身の者だ。

　そして、エマヌエラ自身も今もなお聖女として活動していて、若い頃に精霊と共に荒れた地へ赴き、三日三晩祈りを捧ささげ、豊かな土壌へと変えた話をミレスティが自慢げにし始めた。

　これまで何度もその話を聞かされているローズも、いつもと同様に黙って耳を傾ける。

　そしてミレスティの話は、母がどんなに素晴らしいかの自慢から、そんな母や母方の親族から自分は能力を褒められていて、ものすごく将来を期待されているという結びに毎度落ち着く。

　代々受け継いできた光の魔力の才能は、ミレスティにとって誇りそのものなのだ。

　ローズは顔も知らない両親を恋しく思うと同時に、昔、親のように慕っていた年配の召使いの女性を思い出す。

　アーサという名のその女性は、ローズが七歳の頃にセレイムル家を離れてしまったが、それまでローズに言葉や文字、教養などさまざまな物事を教えてくれたのだ。

『この先いかなる困難にぶつかろうとも、精霊のお導きのもと、お母上のように毅き然ぜんと前を向いて生きていくのですよ』

　今でもしっかりとローズの心に残っているのは、アーサの品のある微笑みとこの言葉だ。

　そして、アーサの言う『お母上』とはローズの母、マリアンを指している。

　昔からセレイムル家の召使いたちはエドガルドとエマヌエラの機嫌を損ねないように、ローズの両親の話を一切口にしない。唯一親身になってくれたアーサもあまり多くを語らなかったため、ローズは両親のことをいまだによく知らない。

　立場の強いハシントンなら、誰に気兼ねすることなく両親の話を聞かせてくれるだろう。けれど、ミレスティの自慢話を遮るのは危険行為である。

　ローズは唇を軽く噛かんで、込み上げてくる両親への思慕を抑え込む。アーサの言いつけを守ってしっかりと顔を上げて、口元に穏やかな笑みをたたえた。

　ミレスティを微笑んで見つめるローズにハシントンはわずかに目を奪われたあと、自分へと近づいてきた三人の男性招待客に気づき、口を開く。

「ミレスティ、後ほどダンスのお相手をお願いします。……ローズ、ぜひあなたも」

「は、はい。喜んで」

　自分まで誘われたことに驚きながら、ローズは咄とっ嗟さに了承の言葉を返す。

　慌ててミレスティがハシントンに話しかけようとしたが、それよりも先に彼は「失礼します」と告げ、他の招待客の方へとつま先を向けた。

　すぐに三人の貴族の男が王子を取り囲み、にこやかに話し始めたため、さすがのミレスティも割って入れず、不満顔となる。

　そこへ、人と人の間をすり抜けてエドガルドがやって来た。

「ミレスティ、待たせたな」

「お父様、遅いですわ！　お父様がいてくれたら、もう少しハシントン様を引き止められたのに」

「すまない。知り合いとの話をなかなか切り上げられなかったんだ。王子は……ああ、あそこか。行くぞ」

　周囲を見回したエドガルドはすぐにハシントンの姿を見つけ、そちらへ歩き出したが、ミレスティは父のあとに続かず、ローズへ体を向けた。

　ミレスティにじろりと高圧的に見つめられ、ローズは嫌な予感と共に真顔となる。

「ねぇ、ローズ。パーティーの空気は十分味わったでしょ？　もう良いわよね？　庭で待っていなさい。パーティーが終わったら、迎えに行ってあげるから」

「お、お庭で？」

　突然の要求にローズは大きく戸惑い、ミレスティの苛立ち顔からテーブルの豪勢な食事へと、つい視線を移動させる。ミレスティはローズのその行動を反抗的に感じたようで、一気に眉間の皺を深くさせた。

「不満？　まさかあなた本当にハシントン様と踊るつもりでいたわけじゃないわよね？　あわよくばハシントン様の気を引こうとか」

「い、いえ。わたくし、決してそんなことは」

「違うというなら、黙って私の言葉に従いなさい！　ハシントン様の視界に入らぬように、早く外へ！」

　ミレスティは厳しく言い放つと、庭へ出られるように開け放たれている両開きの大窓の扉を指差した。

「わかりました」

　自分の言葉は届かない。反発心など、幼い頃に捨ててしまった。ローズは静かに返事をし、ゆっくりと庭に向かって歩き出す。途中途中でどうしても料理に目が行くが、背中にミレスティの視線を感じ、道を逸れることはできなかった。

　空腹でお腹の音が鳴り響き、惨めさでいっぱいになりながら、ローズは煌びやかな世界から逃げるように大広間をあとにした。




　外に出ると小さなテラスになっていて、テーブルや椅子がいくつか置かれていた。

　手すりに手をかけて綺き麗れいに整えられている庭を見つめる男女や、椅子に腰掛けた貴婦人たちが扇子で口元を隠しつつ会話を弾ませている姿があった。

　ローズはそんな人々から薄暗い空へゆるりと目を向ける。精霊の恵みを受けるこの国は、一年を通して晴れている日の方が多い。

　しかしここ半年ほどは今日のような曇りばかりが続いていて、ローズは空を見上げるたび不思議な気持ちになっていた。

　辺りが薄暗いからか、心なしか肌寒さを覚えつつテラスを下り、庭へ移動する。

　庭の剪せん定ていされた低木の間を進んでいくと、ローズの腰の高さほどある大岩が小道の真ん中に置かれていた。小道はその先にも続いていたが、ローズはちらりと後ろを振り返ってから、大岩の傍らで足を止める。

「あまり奥に行ってしまうと見つけてもらえず、わたくしは置き去りにされるかもしれませんね」

　さすがにこの場に置き去りにはされないだろうが、すぐに姿を見つけられなければ捜す手間に腹を立て、帰宅途中で馬車から降ろされる可能性がある。

　大広間のテラスから近くもなく遠くもないこの辺りがちょうどいいと考え、ローズは大岩によいしょと腰掛けた。

　城から聞こえてくる賑にぎやかな音に耳を傾けながらぼんやりと遠くを見つめると、ぷりぷりと怒っていたミレスティの顔を思い出し、小さくため息をつく。

「ミレスティは、わたくしがハシントン様と踊るのがそんなに嫌だったのですね」

　あの場では咄嗟に『喜んで』と答えたローズだったが、よく考えるとダンスの作法をまるでわかっていない自分が王子と踊っていいはずがない。

　ダンスのお相手として盛大な粗相をして、王子に恥をかかせるところだったと背筋を震わせ、大広間を離れられて良かったわと、今の自分の状況を前向きに捉えた。

　なにか食べられそうな実がなっていないかと考えつつ、低木や道の先にある木々に目を向けていたとき、緩やかな風に乗って微かなざわめき声が聞こえてきた。

「誰かいらっしゃいますの？」

　ローズは周囲を見回しながら問いかけたが、声の主は見つけられない。「空腹ゆえの幻聴でしょうか？」と苦笑いを浮かべるも、すぐに再び同じような声を聞き取り、ローズは大岩を下りた。

　心を落ち着かせるようにそっと目を閉じて、耳を澄ませて数秒後、小道の奥から吹いてきた強い風がローズのピンク色の髪を大きく揺らす。

「……苦しい……誰か、助けて……」

　先ほどから聞こえ続けている幾人かのざわめき声に交ざって、苦しげな呼吸音と共に発せられたか細い女性の声をはっきり聞き取ると、ローズは目を開け、小走りで道の奥へと進み出した。

　脳内に直接声が届いたような感覚だったため、聞こえたのは精霊のもので間違いない。

「精霊さん、どうなさいましたか？　人の手が必要でしたら、お手伝いいたしますわ」

　ローズは声をかけながら、木の枝や花壇など精霊がいそうな場所を捜して歩いていくが、なかなか声の主たちの姿を見つけられない。

　一度立ち止まって、ローズは後ろを振り返る。大岩が随分遠く見えるほど奥まで来てしまったため、これ以上城から離れることにためらいが生まれる。

　しかし、足を止めたのはほんの一瞬だけだった。

　すぐにローズは道の奥へと視線を戻し、精霊の声と気配を探りながら、なにかに導かれるように力強く進み出した。

　庭の奥に進むにつれ、黒いモヤが立ち込め始め、陽が落ちたかのような薄暗さに包み込まれる。

「まるで別世界に足を踏み入れたみたい」

　境界線を越えて危険地帯に入ってしまった気持ちになり、ぞくりと身を震わせたとき、ローズの視界に上部が半円状となっている木製の門が飛び込んできた。

　警戒しながら、少し古びていて蔦つたが巻きついているアーチをくぐり抜けた瞬間、苦しげな声がはっきりと脳内に響き、ローズは確信する。

「この先ですね」

　陰鬱な雰囲気の中、正面にある大木から目を離さずに歩みを進めていく。

　しかし、近づいていけば、それは一本の大木ではなく、三本の木が身を寄せ合って生えているのだと気づかされる。

　幹の間から、チラチラと精霊の姿が見え隠れしている。重く張り詰めた空気を感じながらローズは様子をうかがうように覗のぞき込んだ。

　三本の木はそれぞれ斜め上に向かって伸びており、頂点で絡み合って三角形の空間を作り出している。その空間で、幹の低い箇所から伸びた枝がまるで自分の意志を持っているかのように複雑に絡み合い、ローズの視線の高さに鳥の巣のようなものを作り上げていた。

　木々に守り隠されているそこには女性の精霊がぐったりと横たわっていて、彼女の周りを心配そうに四体の精霊が取り囲んでいる。

　その様子を目にし、聞こえていた声はここからで間違いないとローズが再び確信したとき、女性の精霊を取り囲んでいたうちの一体、男性の精霊がローズに気づき、怒りの羽音を立てながら一気に近づいてきた。

「のっ、覗き見なんてして、ごめんなさい。誓って、わたくしはあなたたちの敵ではありません。なにか困っているのなら、精霊さんたちの力になりたいと思いまして」

　警戒や攻撃態勢を取るのは、目と鼻の先からローズを睨にらみつけてくる男の精霊だけでなく、他の精霊たちも同様だ。

　精霊たちは揃そろってローズの動きを注視していたが、巣の中の女性の精霊が苦しげに眉根を寄せて寝返りを打ち、ゴホゴホと咳せき込むと、慌てて彼女に寄り添い、優しく背中を摩さすり始めた。

　すると、他にも隠れていたらしい精霊たちが心配そうに木のそばに近づいてきた。

　巣の中の彼女だけ身なりが違った。多くの精霊たちは、ローズが日常で目にするような簡素な装いをしているのに対し、彼女は先ほど大広間で貴族と行動を共にしていた精霊たちと同じく、綺麗なドレスを纏っている。

　彼女がここにいる精霊たちを取りまとめている上位精霊だとするならば、ローズを警戒し、守ろうとする精霊たちの行動にも納得がいく。

『精霊たちが困っていたら、力を貸してあげましょう。精霊はローズお嬢様の良き友であり、仲間であるのですから』

　親代わりとして慕っていたアーサから繰り返し言われた教えを、ローズは思い出す。

　まさにアーサの言っていた通りで、彼女がいなくなり悲しんでいたローズに寄り添い、また助けてくれたのは精霊たちだけだった。

　ずっと自分を支えてくれた存在だからこそ、精霊たちが人間の力を必要としているときは率先して手助けしようと、ローズは心に決めているのだ。

「そこで苦しんでいらっしゃるのは、皆さんの大切な方なのですね。少しばかりですが、わたくしは光の魔力が使えますの。痛みや苦しさを和らげるくらいはできるはずですから、彼女に近づくのを許してくださいませんか？」

　心を込めて訴えかけると、ローズの真剣さが伝わったのか、精霊たちがすっと横に退き、道を開ける。近づくことへの了承を得たと理解し、ローズはゆっくりと歩み寄っていった。

　巣に横たわる彼女に近づけば近づくほど、肌寒さが増していく。

　アルビオン国の温暖な気候は、精霊の恵みとされているため、今感じているこの異様な寒さは、もしかしたら彼女の具合の悪さが影響しているのではないだろうかと、ローズはふと考える。

「熱も高そうに見えますが、いつから体調を――」

　問いかけの途中で、彼女の右足首が鎖で繋つながれているのに気づき、ローズは言葉を失う。

　拘束されている箇所には古い傷の痕のようなものも見受けられる。それが拘束具を外そうと抵抗した痕にも見え、彼女はずっと前からこの状態なのではと思えてくる。

「いったいどうして、彼女は繋がれているのですか？」

　驚きょう愕がくと共に問いかけると、周囲の精霊たちはざわつき出したが、ローズにはなにひとつ言葉として理解できない。

　横たわっている彼女以外に上位精霊はいないようで、ローズは状況を説明してもらうのを諦めた。

　城の庭でこのような状況に置かれている彼女を、国の機関であり精霊を保護する立場の聖女宮の人々が知らないはずがない。それなのに、彼女は温かでもなく清潔にも見えない寝床で横たわっていて、誰かに看病されているような形跡もない。

　聖女宮が見てみぬふりをしているのか、それとも国王一家が手出しできないように聖女宮へ圧力でもかけているのか。

「どちらにせよ、放置されていることに変わりはありませんわね」

　精霊の扱いがセレイムル家での自分に重なって見えて、ローズの心がズキッと痛んだ瞬間、彼女が激しく咳き込み始めた。

「正直言って、あまり自信はありません。けれどだからといって放ってもおけません」

　ローズは強い決意を持って彼女へと手を伸ばし、目をつぶった。

　光の魔力を扱えたアーサから基礎的な使い方は、幼い頃にこっそり教えてもらっている。

　ローズがうまくやってのけるとアーサは顔を綻ばせて褒めてくれたのだが、その一方で、『今はまだ人前で披露しない方がよろしいかと存じます』と神妙な面持ちで繰り返した。

　しかし幼かったローズはみんなにも褒めてもらいたくて、同じく習い立てでろくに光の魔力を扱えなかったミレスティの前で、怪我をした小動物を回復させてしまったのだ。

　もちろんローズの褒めてもらいたいという思惑は大外れとなる。

　光の魔力に関して、パーセル家の血筋の自分たちが誰よりも優れていると強い誇りを持っているエマヌエラ、そして自分が一番でないと気が済まないミレスティの逆げき鱗りんに触れ、ローズへの風当たりが強くなってしまったのだ。

　それからローズは人前で力を使わなくなり、最近では能力すら持っていないように振る舞っていたため、実際に発動させるのは久しぶりである。

　アーサとの記憶を必死に掘り起こしつつ、なおかつ、最近ミレスティが光の魔力の練習をしていたときの所作も頭の中で思い浮かべる。

　広げた両手のひらに気持ちを集中させ、苦しげな呼吸と熱を帯びた小さな気配を感じ取る。

　頭の天辺やつま先から手へと気が流れ始めれば、ドキドキと鼓動が速くなっていく。

　ふらりと足がよろめいて、ローズは目を開ける。わずかに時間を置いて歪ゆがんだ視界が元に戻ると、自分の手がうっすらと輝いているのに気づいた。その輝きが手から離れ、精霊の彼女を守るように包み込む。

　練習でミレスティが苦戦しながら行っていたのと同じことをローズはやってのけて、これで多少は回復するはずだと固唾を飲んで様子を見守っていると、繰り返されていた咳せきが和らぎ始め、ホッとする。

　しかし、周囲の薄暗さが濃くなり、一気に増した負の気配にローズはぞくりと背筋を震わせた。

　上空で蠢うごめいていた闇が黒いモヤとなって横たわっている精霊の元へと降りてくる。黒いモヤが、ローズが生んだ光ごと彼女の体を飲み込もうとしているのを見て、このままでは助けられないとローズは無我夢中で叫んだ。

「力よ、どうかわたくしの思いに応えて！」

　自分の中の光の魔力を呼び覚ますべく唱えると、ローズは黒いモヤに向かって命令する。

「退きなさい！」

　強い声音と共に、ローズの体全体が光を放ち出す。大きく膨らんだ光は一瞬で弾け飛び、ローズを中心に、すべてを押し流すかのような風が吹いた。




　時を少し戻して、ローズが囚われの精霊の元へ辿たどり着いた頃。

　ミレスティは不機嫌な足取りでテラスから庭へと下りた。

「ローズがいなくたって、ハシントン様は大して気にしないと思うわ。それなのにお父様ったら」

　ローズを庭へ追いやったあと、ミレスティは父親とハシントンの元へ向かった。

　無事に再び言葉を交わすことができたのだが、ハシントンはローズの姿がないのを気にかけている様子で、会話の終わりには先ほど同様、『ぜひおふたりに、僕のダンスのお相手をお願いします』と誘いの言葉を繰り返したのだ。

　エドガルドは笑顔で了承する。そして王子が離れたあと、娘からローズを庭へ追いやったと聞き、『ダンスが始まる前に、ローズを連れ戻してこい』と言い放ったのだ。

　ミレスティは周囲を見回しながら「ローズ！」と何度か呼びかけるが、その姿はなかなか現れない。見つけ出さなければいけないことを面倒に感じ、ため息をついたとき、庭の奥から吹いてきたつむじ風に押され、ミレスティの足が後退する。

「今のはなに？」

　風が強い魔力を孕はらんでいて、ミレスティが戸惑いの表情を浮かべていると、ざわつき始めたテラスの方から、「空を見て」と女性の声があがった。

　つられて視線を上げたミレスティは、視界に捉えた光景に思わず息をのむ。

　相変わらず空には薄暗い雲がかかっているのだが、なぜか庭の奥の上空部分にまるで大きく切り取られたかのように円形の雲間ができていて、そこに青空が覗いている。

「まさか、あの子、なにか余計なことをしでかしたわけじゃないでしょうね」

　咄嗟にミレスティはローズの顔を思い浮かべ、眉間に皺を寄せた。

　空の変化に気づき始めた人々が大広間からテラスへと出てきて、騒がしさが一気に増したのをミレスティは肌で感じ取り、わずかに顔を青ざめさせる。

「早く見つけなくちゃ」

　雲間から帯状の明るい光が降り注いでいる庭の奥へと、ミレスティは急ぎ足で向かっていった。




　ローズは巣の中の精霊の容態が安定しているのを確認すると、息を弾ませながら青空が顔を覗かせている雲間を呆ぼう然ぜんと見上げる。

　いったいなにが起きたのか理解できずにぼんやりしていたが、目め眩まいに襲われたローズはふらりと体を揺らしてから、ぺたりとその場に座り込む。

　心配そうな様子で精霊たちが自分の周りに集まってきたのに気づいたローズは、無理やり笑みを浮かべた。

「わたくしは大丈夫です」

　そう言って立ち上がろうとするが、うまく足に力が入らず困惑していると、ローズのお腹が空腹を訴え、激しく鳴り響いた。

「実は、お腹が空いていまして」

　お腹の音にキョトンとしている精霊たちに対してローズが苦笑いすると、何体かの精霊たちが慌てて飛び立ち、それほど間を置かずに戻ってくる。

　四体の精霊が水の溜たまった一枚の大きな葉っぱを運んできて、また別の四体の精霊たちはそれぞれに木の実を両手いっぱいに抱えている。

　各々からじっと見つめられたローズは、驚きと喜びに震えながら問いかける。

「も、もしかして、わたくしのために？」

　精霊たちがこくこくと首を縦に振って答え、ローズは嬉しさいっぱいの笑顔となる。

「ありがとうございます。いただきます！」

　まずは葉っぱを慎重に受け取って、水を飲み干す。

　ホッと息をついてから、「とっても美味しいです」と運んできてくれた精霊たちに微笑みかけたとき、辺りが陰り出す。空を見上げたローズは「まあ」と目を大きく見開き、手から葉っぱを取り落とした。

　光が差し込んでいた雲間を、まるで傷口を塞ぐかのように暗い雲が埋め尽くしていく。そして、周囲に生えている木々の影や岩の後ろなど陰りが濃くなった場所から、小さな黒いモヤが姿を現し始めた。それらは集まり、ローズの身長と同じくらいの塊を形成する。

　黒いモヤは先ほどよりも薄く動きも鈍いが、巣の中の精霊へ着実に近づいていく。

　助けなくちゃと気力を振り絞って立ち上がった瞬間、駆け寄ってくる足音と共に「ローズ！」と苛立ち混じりの声が響き、ローズはギクリとし動きを止めた。

「捜したじゃないの！　普通はもっとわかりやすい場所にいるでしょ？　手間のかかる人ね」

「ミレスティ。ごめんなさい」

「戻るわよ。あなたもハシントン様と踊らなくちゃいけないって、お父様が。わかっていると思うけど、あなた程度がハシントン様に色目を使っても無駄だからね……もう！　ローズ、早く来なさいってば！」

　文句を連ねながら今来た道を戻ろうとしたミレスティだったが、ローズが自分についてこないため、不機嫌な声を響かせる。

　しかし、それでもローズは動かない。チラチラと三本の木を気にしていることに気づくと、ミレスティは苛立ちをため息に変えて、ローズへ歩み寄った。

「精霊？」

　横から巣の中を覗き込んだあと、ミレスティはやっと周囲に蠢いている黒いモヤの気配を感じ取ったらしく、気味が悪そうに顔を顰めた。

「あのモヤが、この精霊を狙っているみたいで」

　ローズが告げると、黒いモヤがわずかに勢いを取り戻し、巣の中の精霊へと狙いを定め、真っ直ぐ近づいていく。その様子をミレスティは怯おびえながら見つめていたが、ハッとして目を大きく見開く。

「この精霊、もしかして国守りの精霊？　だとしたら、すごいチャンスだわ。ローズ、邪魔よ！」

『国守りの精霊』という聞いたことのない言葉に、ローズは思わず首を傾げる。そんなローズをミレスティは横へと押しやって巣の目の前に立ち、最初にローズがそうしたように、精霊へと両手をかざした。

「ローズ、あなたも少しは光の魔力が使えるのだから、私の補佐をしなさい」

　周囲から感じる負の気配に自分の力だけでは足りないと感じたようで、ミレスティは焦り気味にローズへ要求する。

　言われた通り、ローズもミレスティの傍らから精霊へと手を伸ばす。しかし、先ほどの攻防で力を使い切ってしまったようで、ローズの手はほんのわずかしか輝きを保てない。

「本当に、あなたは役立たずね！　もういいわ、どいて」

「ご、ごめんなさい」

　ミレスティに睨まれて、謝りながらゆっくりと後退したローズは、庭の至るところから集まってきた黒いモヤが再び塊となるのを視界に捉えた。

　モヤが『国守りの精霊』と呼ばれた彼女の元へ向かって進み始め、ローズはミレスティと巣を背中に庇かばい、黒いモヤに向かって己の両手を広げた。

　黒い塊の進みは止まらない。自分の身ひとつでは食い止められないかもしれないが時間くらいは稼がないとと、ローズが恐怖心に抗うにように唇を噛んだ時、横から伸びてきた手がローズの腕を掴つかんだ。

「無茶なことを」

　呆あきれ声を耳で捉えると同時に、ぐっと力強く引っ張られ、ローズはそのまま機敏な動きに巻き込まれる形で視界を一回転させる。

　黒いモヤが炎と共に燃え上がって消えるのを目にしてから、ローズは自分を支え、抱きしめている人物へと恐る恐る視線を上げる。
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「あなたは、さっきの」

　目が合ったのは、先ほど大広間で倒れそうになった自分を支えてくれたあの深緑色の髪の男性だった。彼の右手に握りしめられている剣の刃先は赤い炎を纏っていたが、やがて炎が消え、男性はローズを解放し、丁重に鞘さやへ剣を納めた。

　大勢の人々と共にハシントンも駆けつけて、巣の中にいる精霊を確認し、ホッと息をつく。

「何事もなく良かった」

「今さっき具現化した穢けがれを追い払った。国守りの精霊が無事なのは彼女たちのお陰だ。感謝するといい」

　自分の発言にすかさず深緑色の髪の男性から訂正を入れられて、ハシントンは息をのみ、ミレスティとローズへ順番に視線を向けた。

「あなた方ふたりが、国守りの精霊を守ってくださったのですか？」

「ふたりで庭を散歩していたら精霊に危機が迫っているのを察知しまして、私が光の魔力で精霊をお守りいたしました。この子は魔力が低いので補佐役にもなりませんでしたけど、そばにいてくれただけで心強かったです」

　小声で毒を含ませながらも、ミレスティは優等生の顔で状況を説明する。

　ローズはキョトンとした表情を浮かべ、ハシントンと共にやって来た人々から「素晴らしい。さすがパーセル家の母を持つだけある」と称賛の声が次々とあがる。

　すると、人々のどよめくような声が届いたのか、巣の中で横たわっている国守りの精霊が目を開け、ゆっくりと上半身を起こした。

　自分の胸に手を当ててから彼女は顔を上げ、巣のすぐ近くにいるミレスティに目を留める。

「私の中に、温かな光の魔力が残っています。これはあなたの力ですか？」

　か細い声が、問いかけた相手であるミレスティだけでなく、居合わせた魔力の高い人々の脳内に直接響き渡った。

「えぇ。私の光の魔力です！」

　誇らしげに答えたミレスティへ向かって、精霊は祈りを捧げるように胸の前で両手を組む。

「私を癒やし、守ってくださった。心より感謝いたします。この先も、どうか私と共にあらんことを」

　厳かに発せられた言葉の意味に、ミレスティは「まあ！」と目を輝かせ、ハシントンは動揺し、ミレスティと国守りの精霊を交互に見つめた。

「国守りの精霊が、セレイムル公爵の娘が大聖女になるのを望んだ」

「大聖女に選ばれたなら、ハシントン様の花嫁の最有力候補になったのも同じ」

　誰かの会話から人々の間に興奮が広がり、「めでたいじゃないか」と皆が巣のそばにいるミレスティとハシントンの元へ押し寄せていく。

　ローズはそのうちのひとりから遠慮なくぶつかられ、弾き飛ばされる形で三本の木から一気に離れた。巣のそばで、まんざらでもない顔で人々から称えられているミレスティに対して、ローズがこっそりため息をつくと、そこへ精霊たちが集まってくる。

　中には不満げな顔でミレスティを指差しながらローズに訴えかけてくる精霊もいた。言葉はわからなくてもミレスティに対して納得していないのが伝わってきたため、ローズは穏やかに微笑んで、そっと人差し指を己の唇の前にかざした。

「ミレスティがここに到着する前のことはどうか秘密にしておいてください。それがわたくしのためだと思って、お願いいたします」

　精霊たちは不満な表情を浮かべていたが、ローズに頭を下げられ懇願されてしまえば、受け入れるしかないといった様子へと変化していく。

　木の実を抱えていた精霊がローズに近寄ってはにかみ顔で差し出すと、木の実を持っていた他の精霊たちも一斉にローズの元に集まり、渡そうとする。

「ありがとうございます。いただきます」

　ローズは嬉しそうに笑ってから、最初に差し出された木の実を受け取って、パクリと頬張った。甘ずっぱさが口の中に広がり、ローズは目を輝かせる。

　和やかな空気の中、他の精霊からも木の実を受け取って口へ運ぶ。

　しかし、遠くから自分を見つめていたあの深緑色の髪の男性と目が合い、居心地の悪さを感じたローズは、そっと彼から顔を逸らしたあと、その場を離れた。

「あの方は、本当にどこのどなただったのでしょうか」

　大口を開けたところを見られて恥ずかしさを覚えただけでなく、自分を見つめる男性のあの深緑色の瞳にすべてを見透かされてしまうような気がして、少しだけ怖くなったのだった。










二章、婚約者様と新たな門出




　国守りの精霊を助けたハシントンの誕生日から、ミレスティの立場が大きく変わり出す。

　自分が到着する前にローズがあの場所でなにをしていたかなんて、ミレスティは想像すらせず、国守りの精霊を助けたのは自分であると信じて疑わなかった。

　光の魔力を備えているミレスティは元々、聖女宮の規則に則のっとって十八歳になったら入宮し、聖女として鍛錬を行うことになっていた。

　しかし、国守りの精霊に望まれたため、まだ十七歳ではあるがあと一年を待たずに、ミレスティを入宮させるべきではという声があがり始めたのだ。

　その声の発端は、エマヌエラの功績によって聖女宮の長を任されているエドガルドで、彼に続いて現大聖女だけでなく、聖女宮の役職の多くを占めているパーセル家も同調したのだ。

　そのため、当然のように聖女見習いとしてではなく、最初から大聖女候補としての扱いでの入宮という流れになっていった。

　もちろん自分の光の魔力に自信を持っているミレスティにとってこの流れは誇らしかったが、それ以上に、ミレスティの気持ちを舞い上がらせる事柄があった。

　大聖女は王の、もしくは王子の妃となると決まっていて、現大聖女も先代国王の四番目の妃の座を得ている。

　このままミレスティが大聖女になれば、年齢的にハシントンと婚姻を結ぶことになるのだ。しかも、ハシントンはまだ独身で、このまますんなり物事が進めば彼の最初の妃になれる。

　幼い頃からハシントンの花嫁になりたいと望んでいたミレスティにとって、絶対にこのチャンスを逃すわけにはいかず、彼女自身も一年早い入宮を強く希望したのだった。




　半年が経ち、ミレスティの入宮まであと一週間と迫った昼下がり、ローズはセレイムル邸の一階廊下を、汚れた水が入ったバケツを持って歩いていた。

「そこ、埃ほこりが溜まってるじゃない！　ハシントン様の視界に入ったら恥をかくのは私よ！　もうすぐお越しになる時間なんだから、今すぐ綺麗にして！」

　応接間の扉の前に差しかかったとき、壁の向こうからミレスティの苛立った声が聞こえてきて、ローズは思わず足を止める。

　精霊がローズの肩に腰掛けてごきげんな様子で歌っていたが、ひびいた怒声に驚き、パッと姿を消してしまう。

　大聖女見習いどころか入宮も済ませていないミレスティは、もちろんまだハシントンの婚約者に正式に決定したわけではない。

　しかし、国守りの精霊やパーセル家の力関係などさまざまな要因から、ミレスティが大聖女になる可能性が大であると予想されるため、ここ三カ月の間、頻繁に王子が親睦を深めようと会いにやって来ているのだ。

「そうでしたわ。今日は、ハシントン様がお見えになる日でした。大変だわ」

　訪問日の朝には、ローズは決まって、王子の滞在中は部屋から出ないようにとミレスティから言いつけられる。今朝もそうだったのだが、床掃除に精を出しすぎてしまい、うっかり頭から抜け落ちていたのだ。

　訪問時間が迫っている今、神経質になっているミレスティと廊下で鉢合わせでもしたら、「さっさと部屋に行きなさいよ！」と怒鳴られるに決まっている。

　急がなくてはと、ローズはバケツを持ち直してから、屋敷の外の手洗い場に向かうべく足早に歩き出した。

　勝手口から外に出て庭の奥にある広めの手洗い場へ向かっていたところで、セレイムル家の門をくぐって一台の馬車が入ってきた。馬車に獅し子しの模様を象った金細工が入っていて、その立派さにローズは目を奪われる。

　数秒後、それが王家の紋章だと気づき、自分は身を隠すべきかと右往左往し始める。

　木の陰にでも隠れようとしたところで、ローズは石に躓つまずき、小さく悲鳴をあげた。倒れると同時に持っていたバケツの水もぶちまけ、濁った水は地面だけでなく足にもしっかりかかってしまい、ローズは己の惨状に苦笑いを浮かべた。

「もしかして、そこにいるのはローズかい？」

　悲鳴やバケツを落とした音を耳にして様子を見にきたハシントンから、不思議そうに声をかけられた。

「は、はい、その通りです。ハシントン様に、このような見すぼらしい格好をお目にかけてしまい、申し訳ございません」

　着ている服は普段着のドレスを着古したもので、ところどころほつれや破れもあり、つぎはぎだらけになってしまっている。その上、足元は汚れた水を浴びたせいでわずかに黒く変色している。

　従者を引き連れて近づいてきたハシントンに対して、ローズは地面に両膝をついて頭を下げて謝罪する。すると、ハシントンの手がそっとローズの華きゃ奢しゃな肩に触れた。

「ローズ、顔を上げてください。いったい君はどうしてそんな格好をしているのですか？　それじゃあまるで、召使いだ」

　ローズは強張った顔を恐々と上げて、怪け訝げんそうなハシントンと目を合わせた。

「わ……わたくし……お、お掃除が生きがいですの」

　咄嗟にローズはそう答え、ぎこちなく微笑みかけると、ハシントンはローズの肩に触れたその手を差し出してくる。

「立てますか？」

　手を貸そうとしてくれるハシントンの優しさが嬉しくてローズが微笑むと、ハシントンはわずかに目を見開いたあと、つられて笑みを浮かべた。

　厚意は嬉しいが、綺麗なハシントンの手に自分の手入れの行き届いていない傷だらけの手をのせるのが申し訳なくて、ローズが微笑みを顔に貼りつけたまま固まっていると、ハシントンの後ろから駆け寄ってくる足音が聞こえてきた。

「ハシントン様、お待ちしていましたわ！」

　喜びをこらえきれない様子で声をかけてきたのは、もちろんミレスティで、ローズはしまったと顔を青ざめさせた。

「こんなところでなにをなさっているのですか？」

　地面に座り込んでいるローズと、そんなローズに手を差し出しているハシントンを見て、ミレスティは眉根を寄せるも、すぐにハシントンの視線を気にして、笑顔を取り繕った。

「ローズ、あなたもここでいったいなにをしていたのよ。やだ、ものすごく汚れているじゃない。大丈夫？」

　ミレスティは静かにローズへ歩み寄って、支えるように腕を掴み、「立てる？」と労りの言葉をかける。

　ゆっくりと立ち上がったローズと、ローズを気遣うミレスティの様子を見て、ハシントンは「仲が良いね」とにこやかに思いを述べた。

　しかし実際は、そばで目にしたミレスティの口角が引き攣つっているため、彼女が苛立ちをこらえているのが丸わかりで、今夜のわたくしの夕食はないかもしれません、とローズは項うな垂だれたくなるのを必死に我慢した。

「そんな格好では風邪をひいてしまいますね。早く着替えた方がいい。あぁ、そうだ。今日は隣国シェリンガムで美味しいと評判の紅茶を一緒にいただこうと、その茶葉を土産として持ってきました。ローズもぜひ」

「まぁ、お土産だなんて、ハシントン様、ありがとうございます。シェリンガムは美味しいものが多いですものね。どのようなお味か楽しみですわ」

　ミレスティはパッとローズから離れ、ハシントンの隣へと移動し、すでに彼の婚約者のような顔で、寄り添い立った。

『ローズもぜひ』と誘われたが、返答の時間をローズに与えずに、ミレスティは「さぁ、中へ」と先導して歩き出す。

　従者たちみんなも揃って移動し始める中、ローズだけはその場から動かなかった。ハシントンの視界に入るなという言いつけを守れなかったため、これ以上、行動を共にするのは避けた方がいいと考えたからだ。

　しかし、ほどなくして、離れていった一団からミレスティだけがローズのところへ戻ってきた。

「ローズ、お使いに行ってきてちょうだい。オリントの洋菓子店でベリーチップのタルト……いいえ、シナモンシュガーのカップケーキが美味しいと評判ね。それをふたつほど。あとは侍従長とやり取りしてちょうだい。決して応接間には顔を出さないでね」

「オリントの洋菓子店」

　ローズは聞いた店名を繰り返してから、その前にこれを片付けなくてはと、足元に転がっているバケツに視線を落とすが、それに気づいたミレスティがすかさず注意する。

「そんなもの後回しでいいわ。さっさと着替えて行ってきてちょうだい」

　ローズに断るという選択肢はなく、ミレスティに「わかりました」とこくりと頷うなずく。ミレスティは気だるげに短く息をついてから、くるりと踵きびすを返し、ハシントンの方へと走り出した。

「ローズはどうかしたの？」

「いえ、なんでもございませんわ。お気になさらないで」

　動き出そうとしないローズを気にするハシントンに、ミレスティはにこやかに答えて、「さぁ、屋敷の中へ」と促した。

　ローズはミレスティや王子が視界から消えるのを待ってから、邪魔になってはいけないとバケツを道の端に避けて、自分の部屋である屋根裏の物置小屋へと、いったん戻る。

　部屋にいた精霊たちから心配そうな視線を受けて、ローズは「平気です。ちょっと水がかかってしまっただけですから」と心なしか疲れた様子で笑みを浮かべた。

　ミレスティのお下がりの簡素なドレスに着替えて、休憩する間もなく部屋を後にする。

　侍従長から「庭の掃除がまだ終わってないじゃない」と小言を言われつつ、苦笑いでお金を受け取ったあと、久しぶりにひとりで屋敷の外へ出られると胸を高鳴らせながら、足早にセレイムル家を出た。




　オリントの洋菓子店までは、歩いて十五分ほどだったとローズは記憶している。

　こういうときにしか屋敷を出られないローズは、道を行き交う馬車や声高に呼び込みをしている賑わう店先などに興味深く目を向けつつ、記憶を頼りに歩いていく。

　しかし、しっかりと道に迷ってしまい、道ゆく人に店の場所を聞きながら、二十五分ほどかかって店に到着する。

　オレンジ色の屋根に丸みを帯びた出窓など、可愛らしい外観の店の前にある小さな看板に『オリントの洋菓子店』と書かれてあるのをしっかりと確認してから、少しそわそわしながらローズは店の中へと入っていった。

　本店は隣国のシェリンガムにあり、店主、オリントは若い頃に多くの国へ赴いては、菓子作りの勉強をしてきたこともあり、美味しいと評判だ。混雑気味の店内を進み、商品が並ぶショーケースの前までやって来て、うっとりとため息をつく。

「どれも美味しそうですね。このマロンクリームのタルトなんて、絶品に決まっていますわ……あぁ、美味しそう」

　半ばガラスに張りつく形で、ローズは「美味しそう」を繰り返していたが、途中ではたと気づく。

「わたくし、なにを買ってくるように言われましたっけ？　ベリー？　チョコ？　大変、まったく思い出せません」

　違っていたらミレスティから大目玉をくらうのは明らかで、ローズは青ざめる。

　必死に思い出そうとするが、その間の記憶がすっぽり頭から抜けてしまっていて、どうしようもない。途方に暮れつつも、ローズは自分が一番惹ひかれているマロンクリームのタルトをちらりと見た。

「マロンクリームなら、見た目からしてもう絶対に美味しいに決まっていますし、これを買っていけば許される……なんて考えは甘いでしょうか」

　ブツブツと真剣な顔で呟いていると、ローズの横に並び立った男性がショーケースの向こうにいる店員へと声をかけた。

「マロンクリームのタルトふたつ」

　聞き覚えのある声にローズは目を大きく開いて、ゆるりと横へ視線を向ける。

「あら、あなたは」

　ローズの横に偶然並んだのは、半年前にハシントンの誕生日パーティーで会ったあの深緑色の髪の男性だった。

　男性もローズを覚えていたようで、無言のまま驚きで目を丸くしている。

「お前、あのときの！　元気そうだな！」

　続けて、男性の肩に座っていた精霊が明るい笑顔と共にローズに声をかけてくる。ローズはどちらに向かって言ったとも取れるように「ごきげんよう」と言葉を返した。

「あなた様は、やはりマロンクリームのタルトなのですね。わかります。とっても美味しそうですものね……困りましたわ、どうしましょう」

「気になるなら、お前もマロンクリームのタルトにしたら良いだろう」

「あ、いえ。わたくし、お使いを頼まれましたの。でもなにを頼まれたのか、うっかり忘れてしまいまして」

　ローズは首を小さく横に振って否定したあと、首をわずかに傾げて困り顔になる。その様子をじっと見つめて、男性がやや確信めいた口調でぽつりと問いかける。

「あの従姉にか？」

「え、えぇ。そうなのです。よくおわかりになりましたね。ハシントン様が屋敷にお見えになっていまして、ミレスティから買ってきてほしいと」

「ハシントンか。それなら、マロンクリームのタルトで喜ぶと思うぞ。昨日ちょうどこの店の話になって、新作を食べたいと言っていたから」

　何気なく飛び出した有力な情報に、ローズはパッと表情を明るくさせた。

「良いことを聞きましたわ……でも、先ほど、おふたつ注文されていましたわね。それってあなた様と、ハシントン様の分では？」

　男性の注文を受けて準備している店員へと目を向けると、精霊が男性の広い肩の上ですっくと立ち上がる。

「ひとつはハシントンじゃなくて、俺の分だ！」

「そ、そうでしたのね。失礼いたしました」

　精霊に怒られるも、ローズは苦笑いで謝罪したあと、改めて男性と向き合う。

「あなた様はハシントン様と仲良しのようなので、その言葉信じますわね。マロンクリームのタルトをふたつ、お願いいたします」

　続けて店員に注文したあと、ローズは慌てて侍従長から渡された金額を確認し、「良かった。足りましたわ」と、ホッとした声で呟く。

　男性はその様子もじっと見つめていたが、「お待たせいたしました」と箱詰めが終わった店員から声をかけられると、表情ひとつ変えずに返答した。

「追加で同じものをもうひとついただけるか？　それは箱を別にしてもらいたい」

　店員が「かしこまりました」と頷き、踵を返すと、男性は再び自分のそばにいるローズへと視線を向ける。ショーケースの中に並ぶ洋菓子をうっとりとした様子で見ている彼女に対してなんとも言えない顔をし、歯痒そうに小さく息をついた。

　ローズはマロンクリームタルトの入った箱をしっかりと持って、男性と精霊と共に店を出た。

　邪魔にならないように店の前から少し離れたところで足を止めると、ローズは男性に向かってにこりと笑いかけた。

「とても困っていたので、助言ありがとうございました。それでは、ごきげんよう」

　そのまま歩き出そうとしたが、男性に「ちょっと待て」と呼びかけられ、不思議そうな眼差しを返す。

「ほら、やるよ。食べろ」

　差し出された小さなケーキの箱と男性の顔を交互に見て、言葉の意味を噛み締めると、ローズは徐々に目を輝かせていく。

「わっ、わたくしにくださるのですか？」

「あぁ。そのふたつはハシントンと、従姉の分なんだろ？　お前も食べたいはずだ」

「たっ、食べたいです！」

　わずかに震える手でケーキの箱を受け取ると、ローズは嬉しくて目に涙を浮かべる。

「こ、これは追加で買われたものですよね。見ず知らずのわたくしなんかに、このような施しをくださるなんて。本当にありがとうございます！　嬉しいです。このご恩は一生忘れません」

　繰り返し頭を下げるローズに、男性は「大袈げ裟さだ」と笑ったが、彼は表情を改めて真剣な面持ちとなる。

「確か、名をローズと言ったな。シェリンガムに興味はないか？」

　自分の名を確認され、ローズはこくりと頷いたあと、キョトンと目を大きく見開いた。

「シェリンガム国でございますか？　首都はとっても綺麗で洗練された町並みだとか。それから、どこの国よりも精霊とうまく共存し、守られていると聞いたことがあります。いつか見てみたいとは思いますけど」

「ここから飛び出して、独り立ちしてみたいとは思わないか？」

「独り立ち、ですか？　わたくし、そういうのはまったく考えたことがなくて正直よくわかりません」

　ミレスティが入宮後は、厄介払いとして伯父が選んだ男性の元に自分は嫁ぐのだろうと、ぼんやり考えたのは何度かあった。しかし、自分の意思で出ていくというのは想像すらしたこともなく、戸惑いが膨らむ。

　男性は、視線を足下に落としたローズの肩を掴んで真摯に力強く続けた。

「いつまであの従姉の小間使いを続けるつもりだ？　その能力は評価に値するし、あの従姉の影なんかではなくローズ自身がもっと認められるべきだ。伯父夫妻に育ててもらった恩を感じているとは思うけど、お前の人生だろ？　誰にも気兼ねせず、もっと自由に、自分の望む未来へと進めばいい。ローズはどう生きていきたい？」

　男性からかけられた言葉にローズは心を掴まれ、顔を上げて大きく目を見開いた。

　自分の意見など通らないのが当たり前で、気持ちを押し殺して生きてきた。しかし、今、自分の気持ちを問われたことで、ひとりの人間として認められたと感じ、少しだけ世界が広がったように思えた。

「ジェイク様、やっと見つけました。……いかがなさいましたか？」

　少し離れたところから声がかけられる。ローズもつられて振り返ると、丸眼鏡をかけた執事風の四十代くらいの男が足早に歩み寄ってくる姿が視界に入る。

　知り合いがやって来たのなら自分はこの辺で失礼しようと、ローズは改めてジェイクと呼ばれた男性へと深く頭を下げた。

「そんな風に言ってもらえたのは初めてで、わたくし、なんて言っていいか、言葉が見つかりません」

　感動で心が震えているのを感じながら、ローズはしみじみとした口調で気持ちを述べ、そしてにこりと笑いかける。

「大事にいただきます。本当にありがとうございます。ジェイク様」

　もう一度ジェイクに頭を下げ、そして肩にいる精霊ににこりと笑いかけてから、踵を返しぱたぱたと走り出した。

　執事の男、イヴァンテはローズを振り返り見ながらジェイクの元へとやって来る。

「ジェイク様が、女性に贈り物をされたのですか？　いったい彼女はどこのどなたです。お名前は？」

「……さぁな」

　興味津々のイヴァンテにジェイクはあっさりと言い放ち、何事もなかったかのような顔でひとり歩き出す。「ジェイク様！」と歯痒く声をあげたあと、イヴァンテは口惜しそうにもう一度だけローズを振り返り見てから、ジェイクを追いかけた。




　指示されたのとは違うものを買ってしまったが、ハシントンがマロンクリームのタルトを『渾こん身しんの新作だと聞いて、気になっていたんです』とたいそう喜んでくれたため、ローズは大目玉をくらわずに済んだ。

　人間の食べ物も精霊たちは食べるため、みんなと分け合いながらジェイクからもらったマロンクリームタルトをこっそりと食べ、美味しさに悶もん絶ぜつする。

　ずっと、ジェイクから言われた言葉がローズの心をざわつかせていた。

　自分はどうしたいのだろう、どのように生きていきたいのだろうと自問自答するうちに、昔、自分の世話をしてくれた侍女、アーサの言葉を繰り返し思い出し始める。

『精霊たちが困っていたら、力を貸してあげましょう。精霊はローズお嬢様の良き友であり、仲間であるのですから』

　本当にその通りで、ローズにとって友や仲間と呼べる存在は精霊だけだった。わたくしは精霊たちの力になれるような存在になりたいと、ローズは考えるようになっていった。

　ミレスティの入宮もあと三日と迫り、ローズが彼女の荷造りをしていたとき、爪の手入れに精を出していたミレスティが当然の顔で聞いてきた。

「あなたは大して持っていく物もないだろうし、もうとっくに荷造りは終わっているのよね？」

「どうして、わたくしも荷造りを？」

　聖女宮にはミレスティがひとりで行くものだとばかり思っていたため、ローズはほんの数秒、ポカンとする。

「もしかして、わたくしも入宮するということでしょうか！」

　聖女宮に入り、光の魔力の使い方をしっかり学べるなら、精霊を助けられる存在となれる。思い描いた〝なりたい自分〟に近づけるかもと、思わず声を弾ませたローズを、ミレスティは鼻で笑い飛ばす。

「そんなわけないじゃない。一般の入宮は十八歳からと決まっているわ。今回、私は特別なの」

「それなら、どうしてわたくしも？」

　はっきり否定されて心が痛み、ローズは嫌な予感に表情を強張らせていく。

「あなたは聖女見習いとしてじゃなくて、私のお世話係としてついてくるのよ」

「セレイムル家には優秀な侍女が何人もいらっしゃいますし、なにもわたくしでなくても」

「あなたじゃなきゃ意味がないのよ。私が入宮したあと、あなたが私の婚約者であるハシントン様に擦り寄らないように、連れていくの。私の目の届くところにいてもらった方が安心だわ」

　お目にかかったのも言葉を交わしたのも数える程度で、もちろんハシントンに擦り寄ろうと考えたことなど一度もない。それなのに、どうしてそんな勘違いをされてしまったのかと、ローズの中で困惑が膨らむ。

「誓って、わたくしそんなこといたしません！」

「ハシントン様は、私に会いに来てくださっているとき、あなたとも話がしたいって、よくおっしゃるの。それって、あなたがあの方の気を引くような態度を取っているからでしょ？」

「完全なる誤解ですわ！」

　なんとかわかってほしくて、ローズは声高に訴えかけるも、ミレスティはまったく聞く耳持たずで、そうに違いないとばかりに怒りの眼差しを向けてくる。

「彼の正妃に、そして大聖女にもなる私の世話をさせてあげるんだから、これ以上の名誉はないでしょ？　私に感謝してちょうだい」

　上から目線で放たれた言葉にローズは沈黙し、自分の思い描いた夢が音を立てて崩れ落ちていくのを感じ、絶望する。

「誤解だと言うのなら、私のお付きとして共に来ることになんの問題もないわよね？」

　いくら期待されているとはいえ、聖女のトップである大聖女にまで上り詰めるのは、たやすいことではなく、五年、十年、はたまた二十年かかったとしてもおかしくない。

『お前の人生だろ？　誰にも気兼ねせず、もっと自由に、自分の望む未来へと進めばいい。ローズはどう生きていきたい？』

　ミレスティにこき使われる生活の終わりが遠ざかったことで、ジェイクの希望に溢あふれた言葉が胸を締めつける。ローズは悔しそうに唇を噛んだあと、ミレスティの問いかけに小さく頷いて応えた。

　ミレスティは満足げに微笑んで、「さっさと荷物をまとめてちょうだい」と命令し、自分の爪へと視線を戻したのだった。




　きっとこの先の人生も今となにも変わらないんだろうなとローズが気落ちしているうちに、とうとうミレスティの入宮の日がやって来た。

　聖女宮に入るための試験は一年に一度行われる。難関として知られている筆記試験を通過し、実技試験を兼ねた面接にも見事合格すれば、晴れて聖女宮で学ぶ権利を得られる。

　それが通常の流れだが、今回のミレスティは特別枠での入宮のため、行われたのは簡単な面接のみ。しかも面接官もパーセル家の血筋の者ばかりで、『ただの雑談で終わったわ』と、試験後にミレスティが母親のエマヌエラに笑って話す姿をローズは見かけていた。

　経緯はどうあれ、ミレスティに入宮の許可が下りたのは事実である。

　他の合格者たちと共に入宮式に臨むべく、真新しい制服に身を包んだミレスティは、着飾ったエマヌエラと一緒に十分ほど前に屋敷を出た。

　そして、ようやくミレスティの荷物を馬車に積み終わり、聖女宮で付き人が身につける黒の女中服に着替えたローズも、エドガルドと共に聖女宮へと出発する。

　御者の隣にローズも腰掛けて、自分の荷物が入っている小さなバッグをぎゅっと抱きしめながら、ぼんやりと町並みを眺めた。しかし、聖女宮まであと少しの距離まで来たところで視界に飛び込んできた姿に、思わず座面から腰を浮かせる。

　ちょうど店から出てきたジェイクと、しっかりと目が合ったのだ。

「危ないです。ちゃんと座っていてください」と御者に怒られ、ローズは御者台から飛び降りてしまいたい気持ちをぐっとこらえて、「はい」と返事をした。

　それから五分ほど進んだところで、馬車が停止する。精霊たちの姿がところどころ彫り込まれた聖女宮の立派な白い門の前には、ローズたちの他にもいくつもの馬車が停まっていて、そこから新入生の荷物がどんどん運び下ろされている。

　ローズが御者台から降りて複雑な気持ちで門を見つめていると、自分と同じ女中服を着た誇らしげな顔の女性が、両手で荷物を抱えてくぐり抜けていった。

「わたくしは、あのような明るい顔はできそうにありません」

　聖女宮の門はまるで地獄への入り口みたいにローズの目に映り、思わず呟く。

「この中へ足を踏み入れたら、きっともう引き返せません。本当にそれでよろしいの？　今勇気を出せば、もっと違う人生を歩めるかもしれませんのに」

　自問自答からの思いはどんどん膨らみ、強固なものになっていく。

　馬車から降りてきたエドガルドが聖女宮の門番と言葉を交わしてから、立ち尽くしているローズに「行くぞ」と声をかけた。

「伯父様！　お伺いしたいことがございます」

　先に歩き出していたエドガルドが、ローズの呼びかけに振り返る。ローズは自分に向けられた冷めた眼差しにわずかに息をのんだ。

「今でないとダメなのか？」

　体がすくみ、頭の中も真っ白になるが、ここで一歩を踏み出さないと後悔すると、なんとか勇気を振り絞り、自分の思いを言葉にする。

「わたくしも、十八歳になりましたら、聖女宮の試験を受けてみたいと考えておりまして」

　エドガルドの眉が不機嫌にひそめられ、ローズは体を強張らせるが、言ってしまった以上もう引き返せず、喉の渇きを感じながら続きを口にする。

「わたくしも聖女になりたいのです。今、ミレスティの付き人として入ったとしても、時期が来たら、その役目を誰かと交代してもらえますか？」

「聖女か」

　お前になれると思っているのかと小馬鹿にされるかと思ったが、意外にもエドガルドはしみじみと呟いた。

「そういえば、ミレスティが光の魔力の使い方を学び初めたばかりの頃、お前は既に動物の怪我を治していたな」

「あっ、あれは……まぐれです」

「ミレスティが国守りの精霊を助けたとき、精霊の居場所はお前が見つけたともミレスティから聞いている。どうしてわかった？　まさか、国守りの精霊の声が聞こえたのか？」

　ローズは本当のことを言いたくなくて黙り込んだが、エドガルドからずばり指摘され表情を強張らせる。自分に向けられる鋭い眼差しから、誤魔化し通すのは無理だと思い、力なくこくりと頷き返した。

「なるほど、お前の母親も元聖女だったな。これまであまり感じなかったが、娘のお前もそれなりに能力があるようだ」

　あまり聞かない高揚した声でエドガルドは呟くと、ローズに対してニヤリと笑いかけた。獲物を見つけ、嬉しさで目を輝かせた獣のようにローズには見え、ぞくりと背筋が震える。

「お前はこれからもずっと、ミレスティのそばにいなさい。ミレスティが無事に大聖女になれるように、そして大聖女になったあとも、お前がミレスティを支え、手助けをしろ」

「これからもずっと、ですか？」

　それはつまり、死ぬまでずっとということかと、ローズの中で不安が渦巻く。そうなれば、自分は一生自由など得られないと焦りや動揺も膨らみ、ローズは先ほど示した自分の気持ちをもう一度、必死に言葉にする。

「で、ですから、わたくしもいずれ聖女になり――」

「いや、ダメだ。お前はミレスティの影となれ！　ここまで育ててやった恩を、ミレスティの役に立つことで、私に返してもらおう」

　強く放たれた言葉にローズは衝撃を受け、数秒、呆然とする。しかし、心にぽっと生まれたモヤモヤが徐々に大きくなり、ローズはぎゅっと拳を握りしめる。

「親を亡くしたわたくしを引き取って、育ててくださったことには、恩を感じております」

　言葉にしながら頭に浮かぶのは、これまでの思いと、自分が置かれていた環境。

　祖父母を含め、周りには『弟の代わりに私たち夫妻が、ローズを大切に、そして立派に育てる』とエドガルドやエマヌエラは言っていた。しかし実際には、召使いを雇う金がもったいないからと、ローズをタダ働きの召使いとしてこき使っていたようなものだ。

「……伯父様、わたくし、これ以上は嫌です」

　心からの声を発した瞬間、ローズの我慢の糸がぷつりと切れた。

「わたくしは、もう誰かの影でなんていたくありません。自分のための人生を歩んでいきたいのです」

「なんだって！　お前はなんて恩知らずなんだ。見捨てず、ここまで育ててやったというのに」

「でしたら今、わたくしをお見捨てください！」

　声を荒らげたエドガルドと、凛りんとした態度で言い放ったローズに、周囲の人々が何事かといった視線を投げつけてくる。

　エドガルドはほんの一瞬ばつの悪そうな顔をしたものの、ローズに歩み寄り、ローズにだけ聞こえる程度の声量で凄すごんだ。

「いいや、お前にはまだまだ役に立ってもらう。今はミレスティに仕え、そしていずれはセレイムル家にとって有益となる位の高い男の元に嫁ぐんだ」

　エドガルドはローズの腕を掴もうとするが、捕らえられるよりも早くローズは大きく後退し、強い意志を持ってエドガルドを真っ直ぐ見つめる。

「伯父様が決めた相手に嫁ぐのも嫌です。婚姻を結ぶ相手も、わたくしが自分で決めます！」

「勝手なことを言うな！」

　エドガルドはカッとして怒鳴りつけると同時に乱暴にローズの腕を掴み、聖女宮の門へと歩き出した。

「わたくし、絶対に嫌です！　どうかわかってください！　伯父様！」

　ローズがいくら拒否してもすべて無視され、悔しくて目に涙が浮かぶ。

　どんどん近づいてくる聖女宮の門を見て、ローズの中で小さな諦めの気持ちが生まれたとき、眼前を黒い影が横切った。

　突然目の前に現れたのはジェイクと共にいたあの精霊で、エドガルドがローズを掴んでいる手に向かってかざした手から、小さな火球が放たれた。

「熱いっ！」

　火球は見事にエドガルドの手に命中し、エドガルドは反射的に視線を向ける。足を止め、そこにいた精霊に怪訝そうな顔を浮かべたものの、それでもローズの手は離さない。エドガルドは気を取り直して再びローズを引き連れて歩き出そうとするが、前に進むのを邪魔するように精霊がエドガルドの周りをぐるぐると回り始める。

「なんなんだこの精霊は、どけ！」

　空いている手で精霊を必死に払い落とそうとしていると、今度はローズを掴んでいた手を誰かに掴まれ、エドガルドは先ほどよりも強い痛みに襲われる。慌てて振り返り、自分に対し鋭く睨み、敵意を露わにしている深緑色の髪の男の迫力に、ほんの数秒、言葉を失う。

　一方ローズは現れた男性を見て、一気に目を輝かせた。

「ジェイク様！」

「一週間ぶりだな、ローズ……って、さっきは気づかなかったけれど、それは聖女宮の女中服だな」

　ローズに対して表情を柔らかくしたのも束の間、気づいた事実にジェイクはすぐに笑みを消す。

「見かけない顔だな。ローズ、知り合いか？」

　ジロジロと不ぶ躾しつけな眼差しでジェイクの身なりを見ているエドガルドから問われ、ローズは「はい」と素直に返事をする。すると、先ほど火球を投げつけてきた精霊がジェイクの肩に慣れた様子で腰掛けたのを目にし、エドガルドは苛立ち、小さく舌打ちした。

「精霊を仕向けたのは君か。私の姪めいといったいどこで知り合ったのかは知らないが、随分無礼な男だな。まずは手を離せ」

　自分の手首を掴んでいるジェイクの手をじろりと睨みつけつつ、エドガルドは高圧的に要求の言葉を並べる。

　そこで「ジェイク様」と呼びかけながら、この前、ローズが別れ際に顔を合わせた四十代の執事の男、イヴァンテが、息を切らした様子で駆け寄ってきた。しかし、ジェイクに来るなと眼差しで指示され、五歩分ほどの距離を開けて足を止める。

　ジェイクはエドガルドへと視線を戻すと、軽く鼻で笑って言い返した。

「あなたがローズから手を離すのが先だ。彼女がひどく嫌がっている」

　掴んでいた手に力を入れると、痛みでローズから離れたエドガルドの手をひねり上げ、軽く突き飛ばす。

「貴様、なにをする！」

「確認する。彼女を聖女宮へ？　それも聖女見習いとしてではなく、付き人として？」

「あぁ、その通りだ。だからどうした」

　ジェイクは淡々と質問を重ねたのち、痛そうに手首を摩りながらさらりと言ってのけたエドガルドを鋭く睨みつける。

「彼女も納得の上か？」

「お、お前には関係ないだろう！　これは私たち家族の問題だ。行くぞ、ローズ！」

　エドガルドは完全に怯ひるんだようで、早くこの場を離れたそうに声を荒らげてローズに呼びかけた。

　しかし、これで見逃すほどジェイクは甘くない。恭しくもしっかりとローズの手を掴み直して、エドガルドに奪い取られるのを阻止した。

「質問の相手を変える。君は納得の上か？」

「わたくしは……嫌です。行きたくありません」

　エドガルドを気にしながらも、ローズは自分の気持ちをはっきりと言葉にした。

　苛立ちや自分の思い通りにいかない歯痒さを込めて、エドガルドが「ローズ！」と怒鳴りつける。びくりと恐怖で体を強張らせたローズを安心させるかのように、ジェイクは掴んだ手に軽く力を込め、わずかに微笑みかける。

「なら、シェリンガムに来ないか？　なんなら俺の婚約者候補として、手厚く君を迎えたっていい」

「ジェイク様の婚約者候補、ですか？」

「あぁ、そういう名目でなら俺も君に目をかけられるから身の安全も保証できるし、衣食住に関してだってなんの心配もいらない。その身ひとつで来てもらって構わない」

　突然のお誘いにローズは驚き、少しばかり目を見開く。

　お金を持っていない自分にとって身ひとつで良いというのは好条件でしかないが、逆にそんな自分がジェイクのような素敵な男性の婚約者候補となってしまって良いのだろうかと、不安が生まれる。

　しかし、こちらを見ているイヴァンテはとても目をキラキラさせていて、喜ばしいと感じているのが伝わってきた。

　どうしましょうと戸惑いが生まれるも、勇気のなさがそうさせるだけであり、ローズの気持ちはシェリンガムに行ってみたいと大きく傾いている。

　自分を見つめるジェイクの瞳はとても真っ直ぐで、繋がった手は力強くてとても温かい。

　この手を離せば、未来を変えるチャンスを失うことになるとローズは気づき、それだけは嫌だと強く思う。

　自分のための人生を歩んでいきたいと、ローズは改めて己の気持ちと向かい合い、ジェイクの手を握り返した。

「そのお話、お受けいたします！　あなた様の婚約者候補として、わたくしをシェリンガムへ連れていってくださいまし！」

「馬鹿なことばかり言うな！　私の娘はな、いずれハシントン王子の花嫁になるんだ。そんな娘の従妹にあたるローズを、どこの馬の骨ともわからぬ奴の嫁になどやれるか！」

　ローズが力いっぱい返事をすると、間髪を容いれずエドガルドが口を挟んだが、そこに「待て」と命じられていたはずのイヴァンテが音もなく歩み寄ってくる。

　イヴァンテは、ローズが先ほど目にしたキラキラとした表情とは一変し、相手を萎縮させるほどの威厳に満ちた態度でエドガルドの前に立った。

「言葉を慎んでいただけますでしょうか」

「なっ、なぜ俺がたしなめられなくちゃならん。姪を言葉巧みに惑わすあいつをどうにかしろ！」

　聖女宮の門番たちも騒ぎに気づいたらしく、ヒソヒソと話し合ったあと、そのうちのひとりが、どこかに報告をしにいくのか、持ち場を離れた。

　聖女宮の長おさでもあるエドガルドはこれ以上騒ぎを大きくしてはならないと判断したらしく、襟元やジャケットの裾を引っ張り、身なりを正して気持ちを切り替える。

「どこの誰かは知らないが、まぁそれなりに身分のある子息だと拝見した。だがな、さっきも言ったが俺の娘は、一国の王子であらせられるハシントン様の正妃になるんだ。従妹のローズも高貴な身の上の男の元に嫁いでもらわねば体裁が悪い。そうだな、私と同じく公爵の地位を賜った者のご子息だというのならローズの嫁ぎ先として考えてやってもいいが」

　最後に上から目線の意見を添えてエドガルドはニヤリと笑ってみせたが、侍従は表情を少しも変えず、向き合い続ける。

「はっきり申し上げますが、あなたの許しなど必要ありません。なぜなら、ジェイク様がこのお嬢様をご所望なのですから」

　エドガルドは「ははは」と呆れ笑いを挟んで、小馬鹿にしたように言い放つ。

「おいおい、この男はいったいどこの誰だというんだ」

「はい。このお方は、シェリンガム国、第一王子のジェイク様であらせられます」

　イヴァンテの発した言葉でエドガルドは動きを止め、ローズも唖あ然ぜんとした様子で瞬きを繰り返した。

「なっ、なんだって。この男……この方が、シェリンガム国の……まさか、そんな」

　今さっきまでのジェイクに対する自分の礼を欠いた態度が脳裏に蘇よみがえってきたらしく、エドガルドは顔色も言葉も完全に失い、固まっている。

「よって、こちらのお嬢様をシェリンガムへお連れします。今後のことは、おいおいご連絡させていただきます」

　イヴァンテはエドガルドへお辞儀をし、そして機敏にジェイクへと体を向け、「ジェイク様」と厳かに声をかけた。

　ジェイクは黙って頷くと、ローズに目配せをして手を繋ぎ直した。

　彼に連れられてローズも共に歩き出す。混乱した様子で項垂れ気味のエドガルドを振り返ったのは一度だけ。

　すぐにローズはエドガルドに背を向けて、真っ直ぐ前だけを向いて歩を進める。

　先へ先へと長く続いている道が新しい人生への幕開けに思えて、ローズは胸を高鳴らせ、期待に満ちた笑みを浮かべた。










三章、いざ、シェリンガムへ




　エドガルドの元を離れてから間もなく、ローズは実家のものよりも格段に豪華な馬車に乗り込んだ。

　ローズはジェイクと向かい合わせで腰をかける。最初こそ、シェリンガムの王子を目の前にしていることや、座り慣れないふかふかな座面の滑らかな手触りにソワソワしたり、馬車を守り並走する騎士団員たちの物々しさに圧倒されたりしていた。

　しかし、ジェイクは身分を明かしたあとも、これまでの態度となんら変わらず、ローズは徐々に落ち着きを取り戻していった。年齢も十八とふたつ年上なだけなのに、とてもしっかりしているジェイクにローズは驚き、尊敬の眼差しを向けている間に、馬車は町を出て雄大な平地をどんどん進んでいった。

「動物の群れがあちこちに見られますわね。……あっ！　あの大木のそばにいるのは、子供の頃、図鑑で見たことがありますけど、なんというお名前でしたでしょうか」

　窓の外に広がる夕暮れの橙だいだい色に染まった大地をうっとりと見つめていたローズは、大木の木陰で休んでいる自分の体くらいの大きさで、手足や耳が長い茶色の動物を指差した。ジェイクの肩に座っていたフェリックスは羽をはばたかせて、ローズの顔の隣に並ぶと、同じ目線で指を差した先にいる動物の姿を確認する。

「どれどれ？　あぁ、シャインか」

「そんなお名前でしたか？　もっとこう、ドドンと強そうな」

「あれはどう見てもシャインだって。見た目はデカいけど、性格は穏やかだから飼っている人も多いし、子供でもわかるくらい誰でも知ってる動物だろ？　逆にお前、なんで知らないんだよ」

「伯父様の家では飼っていませんでしたから」

　フェリックスに指摘され、ローズはほんの数秒言葉に詰まってからそんな言い訳をし、自然と顔を俯うつむかせていく。

　ローズは伯父の家から許可なく出られなかったため、伯父の家が世界のすべてだった。

　先ほど図鑑と言ったが、それもアーサがいた頃の話であり、そういった物はすべてミレスティによって取り上げられてしまった。そのため、アーサからの学びや図鑑を読んだりして得た昔の知識がぼんやり残っている程度だ。

「従姉に世間知らずって言われてたけど、あながち嘘じゃないかも」

　フェリックスの何気ないひと言にローズの胸がちくりと痛んだ。腕を組んで、ちょっぴり呆れて呟いたフェリックスの頭をジェイクが後ろから突っつく。

「少し黙っていろ」

「ジェイク、なにするんだよ！」

「知らないなら、知っていけば良い。これからローズにはいくらでもチャンスがあるんだから」

　誠実に響いたジェイクの言葉にローズはハッと顔を上げる。心の中に心地の良い温かさが広がっていくのを感じながら、ローズは穏やかに微笑むと、窓の向こうに人工的な建物が見えてきたため、パッと目を輝かせた。

「町が見えてきましたわ！」

　浮遊していたフェリックスもローズの肩に降り立って、「あれはオルコスって町で、この町を抜けるとようやくシェリンガムに入るんだぜ」と説明する。

「シェリンガムまで、本当にあと少しなのですね！」と声を弾ませて楽しそうに笑うローズに、ジェイクも小さく笑ってから、気持ちを切り替えるように話しかけた。

「とはいえ、シェリンガムの首都まではまだまだ道のりは遠い。今夜はオルコスに泊まることにしようか」

　馬車は町に入ったあと、周りと比べると大きな三階建ての建物の前で停車する。

「ジェイク様、宿泊先へ到着いたしました」とイヴァンテによって開けられた馬車の扉からジェイクが降りると、ローズもジェイクの手を借りつつ、外へと出た。

「町並みは長閑のどかなのに、人々は賑やかですわね」

　民家や商店の建物も古びていて町並みに派手さはないが、商人や旅人のような姿が多く見受けられるためか、とても活気がある。

「部屋はもうひとつ取れたか？」

「はい。部屋のグレードは少し低くなりますが。そこしか空きがありませんでしたので、申し訳ございませんが、ひと晩我慢いただけたらと思います」

　イヴァンテはジェイクの問いに答え、そしてローズに頭を下げた。そこで自分の部屋の話だとローズは気づき、慌てて両手を振る。

「わたくしは平気です。横になれる場所がありさえすれば、屋根裏でも物置でも、どこでも眠れますから」

「屋根裏だなんて、とんでもない！　ジェイク様の婚約者候補である大切なローズ様を、そのような場所で眠らせるわけにはいきませんよ」

　面白いお嬢さんだといった様子でイヴァンテが「ははは」と笑うが、その屋根裏部屋でわたくしはこれまで生活してきたのだけれど、とローズは弱々しく笑みを浮かべる。

　そして『婚約者候補』というひと言がローズの心に引っかかる。改めて言葉の重みを噛み締めて、湧き上がってきた不安に唇を軽く噛んだ。

　ほんの少し顔色を変えたローズを横目で気にしつつ、ジェイクが話を切り出す。

「部屋に行く前に、町で服を買いたい。その格好のまま、ローズをシェリンガムに連れていったら、勘違いされそうだ」

「そうですね。それでは婚約者候補ではなく侍女志願者に思われてしまいます。仕立て屋の店主に声かけを」

　ジェイクの指示を受け、イヴァンテが控えていた騎士団員のひとりに声をかけた。走り出した騎士団員の後ろ姿から、聖女宮の女中服のままの自分へとローズは視線を移動させ、「確かに」と小声で同意した。

「こっちだ」とジェイクに促されて、ローズも彼に続いて歩き出す。後ろからイヴァンテがついてくるのを肩越しに振り返り見てから、ジェイクを守るように周りに点在している騎士団員たちをぐるりと見回す。

　目の前にいる彼は間違いなく本物の王子様なのだと実感せざるを得なくなり、世間知らずの自分なんかが、このまま婚約者候補としてついていってしまって本当に大丈夫なのだろうかと、どんどん不安が膨らんでいく。

　ジェイクと目が合い、「おい」と呼びかけられた瞬間、ローズはなにかに躓き、「わわっ」と声が出た。前のめりに倒れそうになったローズの体をジェイクはしっかりと支え、小さく安あん堵どの息をつく。

「道が悪いから気をつけろと言おうと思ったんだが、少し遅かったみたいだ」

　道は長四角の石が敷き詰められているのだが、ジェイクの言う通り、ところどころ浮き上がってしまっている。それに足を取られたのだと理解し、ローズはジェイクに微笑みかけた。

「ありがとうございます。注意して歩きますね」

「まぁ、注意していても転ぶときは転ぶ。そうならないように掴んでおけ」

　そう言ってジェイクは腕を曲げて、どうぞと促すような眼差しをローズに向ける。

「ジェ、ジェイク様の腕を掴んで、よろしいので？」

　ローズが思わず確認すると、ジェイクは当然の顔で頷く。本人の許可があっても、王子様に気安く触れてしまったら不敬罪を言い渡され、首をはねられてしまわないだろうかと怖くなり、ローズは後ろにいるイヴァンテの顔色を確認する。すると、イヴァンテは涙を目に浮かべて頷きながらジェイクとローズを見ていた。

　イヴァンテがどういう感情なのかは読み取れないが、無礼だと怒られはしなそうだと判断すると、逆に、ジェイクの厚意を受け入れない方が失礼にあたるのではという考えが生まれる。

「そっ、それではお言葉に甘えまして……失礼いたします！」

　これまで自分から男性に触れる機会がなかったため、ローズは緊張感に襲われる。

　恥ずかしそうに頬を赤らめ、慣れない手つきでぎこちなく腕を掴んできたローズを、ジェイクは穏やかに見つめて、「しっかり掴んどけよ」と優しい声で囁ささやきかけた。

　ふたりの後ろで、「ジェイク様に、ようやくお相手が」とイヴァンテが嬉しさを噛み締めているのに気づかぬまま、ローズは物珍しげにきょろきょろと町を眺めながら、ジェイクと歩幅を揃えて進んでいく。

　ほどなくして到着した仕立て屋では、先に向かった騎士団員によって既に女性店主と話がついていたらしく、人払いが済んでいた。

　そこで既製品として売られていた普段着用のドレスをいくつか試着してから、三着ほど購入してもらう。ひとまず今着替えるものとして、三着のうちの薄緑色の、あまり装飾のない一番質素なものをローズは自然と選び取っていた。

　二階で着替え終えると、「あら、とってもお可愛らしい」と女性店主に褒め称えられ、ローズは鏡台の前に座らされる。髪も綺麗に結ってもらい、ほんのりと化粧まで施してもらったあと、ローズは緊張の足取りで店の応接室で待っているジェイクの元へ向かう。

「お、お待たせいたしました」

　上ずった声で話しかけると、長い足を組み優雅にソファーに腰掛け、紅茶のカップを口元へ運ぼうとしていたジェイクがちらりとローズに目を向け、ぴたりと動きを止めた。

「ローズ様、本当に可愛らしいですね。さすがジェイク様が見込んだお方なだけあります」

　一緒に降りてきた女店主から誇らしげに感想を述べられ、ローズは気恥ずかしそうにリボンと一緒に編み込まれた髪の毛に触れる。

「わたくしには、ちょっと派手に思えて、なんだか落ち着きませんけれど……変ではないでしょうか？」

　普段着用で選んだ中でも一番地味ではあるが、生地や装飾具からして高級なものであるのは間違いない。ローズがいつも着ているお下がりのくたびれたドレスと比べたら雲泥の差だ。

　身の丈に合っていないのではとソワソワしながら、ローズがジェイクに問いかける。ローズをじっと見つめていたジェイクの唇がわずかに動き、なにかを言いかけた瞬間、ふたりの間にフェリックスが割り込んできた。

「ローズ、すっごい似合ってるぜ！　俺の知ってる人間の中で、一番可愛い！」

　テンション高くフェリックスからも褒められ、ローズは嬉しそうにふわりと柔らかく微笑む。

「まぁ、とっても嬉しいことを言ってくださいますのね。ありがとうございます」

「お世辞なんかじゃないからな。なぁ、ジェイクも似合ってると思うだろ？」

　同意を求めてフェリックスが振り返ると、ジェイクは半開きとなっていた口をパタリと閉じて、少し不ふ貞て腐れた様子で「あぁ」とだけ答え、静かに紅茶のカップをソーサーへ戻す。

「着替えが済んだのなら、行くぞ。宿屋に戻って食事にしよう」

　店主に手を軽く掲げて挨拶をしつつ、ひとりさっさと仕立て屋を出ていってしまったジェイクを追いかけ、ローズたちも慌てて店を出た。

「なんだよ。ローズが想像以上に可愛らしかったから照れてんのか？」

　機嫌悪く見えるジェイクの後ろ姿に対して、フェリックスがニヤニヤしながら呟くと、ローズはちょっぴり悲しそうに表情を曇らせた。

「違いますわ。ただ単にわたくしに似合っていないだけです。自分でも、浮いているように感じますもの。やっぱりわたくしには、女中服の方がお似合いかもしれませんね」

　ローズの沈んだ声はジェイクの耳に届いていたようで、彼は足を急停止させるとぐるりと踵を返し、ローズの元まで一気に戻ってくる。

「ほら、掴まれ。また転ぶから」

　強引に腕を差し出され、ローズは呆気に取られながらも先ほどと同様に、「失礼します」と彼の腕を取る。宙に浮いていたフェリックスは歩き出したふたりを早速追いかけ、イヴァンテも少しだけ距離を置きながらもふたりの後ろ姿を微笑ましげに見つめた。

「他になにか必要なものはあるか？　明日は朝早く出発する予定だから、今のうちに買っておこう」

「ありがとうございます。必要なものは特に今のところ、ありませんけれど」

　なくて困るものと考えても思いつかず、微笑みながらゆっくりと首を横に振ったが、しかし、ふわりと漂ってきた甘い匂いに気がついてしまえば、気がそぞろになっていく。

　その匂いを辿ると、近くの店先でなにかを手売りしているのを発見する。店員が、串くしに並んで刺さった小さな丸い生地にたっぷりと蜂蜜をかけているのを目にし、ローズは美しく尊いものでも見つめるかのように、うっとりと目を細めた。

「世の中には、美味しそうな物がたくさんありますのね。どんなお味がするのでしょう」

　思わず漏れたローズの心の声にジェイクは小さく笑って足を止め、イヴァンテを振り返る。

「あれを、ローズに」

「かしこまりました」

　ジェイクから指示を受け、イヴァンテが即座に動き出す一方、ローズは焦った様子で自分の口を片手で押さえた。

「あ、あのっ。今のはうっかり呟いてしまっただけですの。気にしないでください。そ、そんな、食べてみたいだなんて、わたくしちっとも思って……いえ、本当はちょっとだけ思っていたりもしますけど」

「食べたいだろ？　遠慮するな。シェリンガムにも美味しいものはたくさんある。評判になっている最近できたケーキ屋から昔ながらの郷土料理まで、首都にも有名な店がいくつもあるんだ。これから可能な限り、ローズを連れていこう」

　ローズは目に涙を浮かべて、「ジェイク様」と歓喜に声を震わせたが、すぐに申し訳なさそうに瞳を伏せた。

「ジェイク様は、食いしん坊のわたくしにこんなに良くしてくださるのに、わたくしは恩を返すどころか、この先、その素敵なお顔に泥を塗ってしまいそうで不安でなりません」

「どうしてそう思う？」

「実はわたくし、自分のしでかしたことに今になって怖おじ気けづいております」

　思い切って気持ちを打ち明けたあと、ローズはひと呼吸挟んで不安を吐き出し、そして言葉を選びながら、警護にあたっている騎士団員には聞こえないほどの小さな声で話を続ける。

「現状から逃げ出したくて、ジェイク様の婚約者候補に志願してしまいました。でも、世間知らずで無知なわたくしがこのままシェリンガムに入ったら、なにかとんでもないことをやらかしてジェイク様の面目を潰してしまうのではないかと」

　心なしか『世間知らず』という部分が強調され、フェリックスは馬車の中での自分の発言を思い出したようで、「あっ、ローズ、なんかごめん」と気まずげに謝罪の言葉を口にする。

「いっそ、侍女志願者として、いいえ、王族に仕える侍女にというのもそれこそ烏お滸こがましいですわよね。これ以上迷惑をかけられませんし、ここでポイッとしていただいても大丈夫……き、きっと大丈夫ですわ。わたくし、なんとかして生きていけると思います」

　徐々に声も小さくなっていき、言葉とは裏腹に心細くてたまらないといったローズの表情を見て、ジェイクは苦笑いを浮かべる。

「俺の気持ちは少しも変わっていないよ。ローズが嫌でなければ、このまま予定通り、自分の花嫁候補として国に連れていく」

　揺るぎない気持ちを真摯にぶつけたあと、ジェイクは不安いっぱいの顔でいるローズの頭を撫なでようと、そっと手を伸ばす。

　彼女を安心させたくて無意識にした動作だったが、店先からこちらを見ていた、しかも、なんとなく喜んで見えるイヴァンテと目が合い、ローズの頭に触れずに、ぎこちなく手を引き戻した。

　まだ感じるイヴァンテの視線から意識を背けて、ジェイクは気軽な様子で続けた。

「婚約者候補といっても、そんなに深刻に考えなくて良い。父上と、可能ならば国守りの精霊にも一度会ってくれさえすれば、折を見て辞退してもらって構わない。そうすれば、俺が連れてきたからと理由をつけて、ローズが不便なく生活していけるように色々と援助しやすくなるから」

「そんなに気軽に放棄してもよろしいの？」

　ローズは俯きがちだった視線を上げ、驚きと安堵の入り混じった顔をする。

「そういえば、まだ説明していなかったな。シェリンガムでは、王族と婚姻を結ぶには国王陛下だけでなく、国守りの精霊からも許しを得なければならない。許可を得られたら、国守りの精霊から試練が課せられる」

「しかもジェイクの場合は国守りの精霊の代替わりも絡んでくる。国守りの精霊だけでなく、大聖女である王妃からも試練が言い渡されるから、めちゃくちゃ大変なんだぜ」

　ジェイクとフェリックスの簡単な説明を聞き、ローズは顔を強張らせた。

「試練を受けるんですの？」

「本来なら。でも、ローズは深く踏み込まなくていい。面倒臭いことになる前に、さっきみたいに怖気づきましたとでも言って候補から外れてくれ」

「わかりました。それにしても、ジェイク様の花嫁となられる方はたくさんの試練を乗り越えなくてはなりませんのね。とっても大変ですわ」

　ホッとしたあと、しみじみとそう発言したローズを腕を組んで見ていたフェリックスが、納得いかない様子で指摘する。

「でもさ、もしローズが、国王様に王妃様、それからバレンティナ様にまでめちゃくちゃ気に入られちゃったらどうするんだよ。簡単には後戻りできなくなって、そのままジェイクと結婚しなくちゃいけなくなるかも」

　確かにといった様子で真顔になったジェイクへと、ローズは突然飛び出した知らない名前に首を傾げて問いかける。

「バレンティナ様とは？」

「……えっ。あぁ、シェリンガムの国守りの精霊の名前だ」

「あぁ、なるほど」とローズは呟いてから「ふふふ」と微笑んで、フェリックスの指摘をおっとりとした空気で否定する。

「それはありませんわ。わたくし、こう見えて本当に結構なポンコツですから。ジェイク様の花嫁候補となる許可ですら得られる自信がありませんもの」

　ニコニコ顔を崩さないローズは、謙遜でもなく、心の底からそう思っているのがうかがえ、ジェイクとフェリックスはぎこちなく笑う。

「シェリンガムについたあとは、ローズの思うようにやってくれ。ただし、困ったことがあれば、遠慮せずにちゃんと俺を頼れ。力になるから」

「ありがとうございます。ジェイク様は本当にお優しい方ですわね」

　菓子を購入し、店先から足早に戻ってきたイヴァンテはローズの言葉が聞こえたようで、まるで自分が褒められたかのように嬉しそうに、そして誇らしげな顔をする。そしてジェイクとローズに対し、礼儀を持ってお辞儀をする。

「ジェイク様、ローズ様、お疲れになったと思います。無事購入して参りましたので、宿屋に戻りましょう」

　ジェイクは「あぁ」と、ローズは「はい！」と声を揃えて返事をし、一行は宿屋に向かって歩き出したのだった。




　受付がある宿屋一階は、古びた壺つぼや鎧などの骨こっ董とう品がところどころ飾られてはいるものの、派手さは感じられず、落ち着いた雰囲気に包まれている。

　どこにでもあるような普通の田舎町の宿屋ではあったが、ローズには物珍しくてたまらなく、飾られているものだけでなく、たまたま居合わせた大荷物を背負った旅人の姿までじっと見つめてしまう。

　店主の案内により、一行は最上階である三階へと階段を使って上っていく。

　上り切ったところから廊下の左側と右側では、風景が違っていた。左側は二階同様、普通の板の廊下が続いているだけだが、右側はふかふかな赤の絨じゅう毯たんが敷き詰められている。三階の右側にあたるいくつかの部屋だけ他よりグレードが高いと思われ、予想通り、ローズは左廊下の突き当たりの部屋へ通された。

「まあ！　とっても素敵なお部屋ですわね！」

　部屋はこぢんまりとしていて、ベッドがふたつとテーブルにチェアやドレッサーとクローゼットなど家具も飾り気のないものばかり。いたって普通ではあるが、薄暗くて狭い屋根裏部屋で過ごしてきたローズにとっては、素敵なお部屋という感想しか出てこない。

「ジェイク様の婚約者候補のお方にこのような質素な部屋しか準備できず、申し訳ございません」と、廊下を進みながら心苦しそうに体を小さくしていた店主だったが、嬉しげにはしゃぐローズにホッとしたような表情を浮かべ、「婚約者様には心よりのおもてなしをさせていただきます」と声を弾ませた。

　人払いした食堂で夕食をとったあと、ふたりはそれぞれの部屋へ向かっていく。

　ローズはふかふかのベッドにちょこんと腰掛けて、部屋が広すぎるため落ち着かずにいると、ジェイクについていったフェリックスがやって来た。「ひとりだと寂しいと思ってさ、しばらく一緒にいてやるよ！」と明るく笑うフェリックスに、ようやくローズは落ち着きを取り戻す。

　それからローズは、買ってもらったお菓子を一緒に食べて、幸せいっぱいに顔を綻ばせたり、シェリンガムの有名な観光名所の話をいくつか聞いて目を輝かせたり、「ジェイクは精霊みんなに優しいのに、俺に対しては時々優しくない」というフェリックスの可愛らしい愚痴に苦笑いしたりした。

　話は盛り上がり、そのままフェリックスはローズに寄り添い眠りにつく。

　そして、翌朝、「ローズが寂しそうにしていたら話し相手になってやれとは言ったが、ひと晩一緒に過ごせとまでは言ってない」とフェリックスはジェイクに不機嫌に睨みつけられ、「ほら、冷たいだろ？」とローズに泣きつくことになる。




　賑やかなオルコスの町をあとにし、平原を真っ直ぐ進んでいくと、やがて大きな門へと辿り着き、「国境だ」とジェイクがローズに説明する。

　窓の向こうでは、通り抜けの許可が下りるのを待っているのか、馬車や荷車が列を作っていた。王子が乗っているこの馬車もいったん停められはしたものの、門番が窓越しに王子の顔を見て、「ジェイク様、おかえりなさいませ」と深く頭を下げると再び馬車は動き出し、すんなりと門を通り抜けていく。

　そこからいくつかの町を通り過ぎ、立派な宿屋に宿泊したあと、数時間かけて馬車を走らせる。昼を過ぎた頃、ようやくローズたちを乗せた馬車はシェリンガムの首都であるイエッゾルへと入っていった。

　街路樹や川が多く、道もしっかりと整えられていて、街灯としてのランプも多く設置されている。家が多く建ち並んでいる箇所を抜けると、次はさまざまな店の看板がローズの視界に飛び込んでくる。

「人も多いですけれど、精霊さんたちの姿もたくさんあって、さすがシェリンガムですわね。精霊さんたちが楽しそうにしていると、わたくしまで楽しくなってきます」

　窓の向こうに見える町並みを食い入るように見つめる無邪気なローズの様子に、ジェイクはわずかに微笑みを浮かべたが、通りにいる着飾った女性ふたりが、こちらを指差して興奮気味になにやら騒いでいる様子に気づいて、すっと表情から笑みを消した。

　賑やかなマルシェの横を通り過ぎ、緩やかな坂を上っていく。やがて目の前に現れた物々しい門を通り抜けて先へ進むと、立派な城が見えてくる。

「帰ってきてしまったな」

　ジェイクの呟きと共に馬車が停まり、彼が表情を引き締めると同時に扉が開けられる。

「降りるぞ」と呟いて先に馬車を降りたジェイクに続くべく、ローズも座面から腰を上げて、様子をうかがいつつ恐々と外へ顔を出す。

　侍従や騎士団員など多くの人々が並び立ち、「おかえりなさいませ」と声を揃えて発声したあと、歩き出したジェイクに対し、それぞれにお辞儀をする。

　ジェイクは途中で足を止め、馬車を振り返る。

「ローズ、早くこちらへ」

　自分に向かって手を差し伸べられて、ローズは緊張気味に馬車から降り立つ。「お前は誰だ」と周囲から突き刺さってくる視線を感じながら、足早にジェイクの元へ向かう。

「彼女は、俺の客人だ。丁重にもてなせ」

　ローズの腰に手を回し、そっと自分の元に引き寄せたジェイクの姿を目の当たりにして、「はい！」という威勢良い返事とざわめきが同時に起きた。

「客人って、ジェイク様があんな地味な子を？」と不満げに眉をひそめた侍女たちが小声で言葉を交わしたのをジェイクは聞き逃さず、突き刺すような眼差しを向ける。

　侍女たちが顔を青ざめさせて口を閉じ、顔を伏せたのを横目で確認しつつ、ジェイクはローズを引き連れて歩き出した。

　庭から城内へと進む中、すれ違う人々みんながジェイクに対して丁寧にお辞儀をする。それに顔色ひとつ変えずに凛とした眼差しのみで応えていくジェイクは、今まで接してきた優しい彼とは違って、纏っている雰囲気だけで相手を威圧させてしまうほどの近寄りがたさを放っている。

　王子としての彼の一面を横目で見つつ、ローズはジェイクに後れを取らないように必死に歩き続けた。

　真っ白な太い柱が並び、磨き上げられた光沢のある長い廊下を進んでいくと、やがて大きな扉の前に辿り着く。両脇に控えていた騎士たちが「ジェイク様、お帰りなさいませ」と敬礼してから大きく扉を開け放った。

　漂ってきた香ばしいパンの匂いに気を取られながら、ジェイクと共に中へ足を踏み入れると、ローズの視界に長テーブルの上に並べられた豪華な食事が飛び込んでくる。

　そこには、華やかなブロンドの髪を綺麗に結い上げ、目鼻立ちのはっきりとした四十代くらいの美しい女性が座っていて、すぐに椅子から立ち上がり、ジェイクを見つめながら嬉しそうに歩み寄ってくる。

「ジェイク、お帰りなさい」

「母上、ただいま戻りました」

　ジェイクの返事で女性が王妃だと気づき、ローズは姿勢を正す。王妃は、緊張で一気に顔を強張らせたローズを興味深そうに見つめつつ、話を切り出す。

「昨日早馬で戻ってきた者からジェイクが気に入った女性を連れて帰ってくると聞いて、楽しみに待っていたのよ。あなた、お名前をお聞きしても？」

　気に入った女性という点にくすぐったさを感じながらも、ローズは王妃に対して精いっぱい礼儀正しくお辞儀をした。

「はっ、初めまして、ローズ・セレイムルと申します」

「騎士団員の覚え間違いではなかったようね。本当に息子がセレイムル家の娘を連れて帰ってくるなんて。なんの因果かしら」

「母上、それはどういう意味？」

「こっちの話だから、気にしないで」

　王妃はジェイクの問いかけには明確に答えない。そのくせ、ローズに対して、わずかに嫌悪感も滲にじませながらジロジロ見つめ続けていたため、ジェイクは「母上」とたしなめる。

　場を取りなすようにゴホンと咳払いしたのち、王妃はそばに控えている侍女に「ふたりの分も用意してちょうだい」と指示をして席に戻り、テーブルのそばに立っているジェイクとローズにぎこちない笑みを向ける。

「ふたりとも座って。到着してすぐで悪いけれど、食事に付き合ってちょうだい」

　そんなお誘いを受け、ローズは改めてテーブルの上にある豪華な食事に目を輝かせる。

「ローズ、こちらへ」

「はっ、はい」

　ジェイクにエスコートされ、ローズが席に座ると、その隣にジェイクも腰掛ける。

「父上は？」

「執務室にこもっているわ。朝食は一緒に食べましたけれど、昼食はそちらでとるみたい」

「相変わらずお忙しそうだ」

「忙しいのはジェイクも同じよ。精霊たちの保護や人間との諍いさかいを解決するべく色々な国を飛び回っていて、城を離れている方が多いのだもの。今回はアルビオン国だったわね。精霊たちの様子はどうだった？」

　寂しそうな王妃に対し、ジェイクは優しく微笑んでから、「半年前と比べれば多少落ち着いていると思う」と真面目な顔で話し出す。

　そうこうしているうちに、ジェイクとローズの前にも肉や魚などのメインの食事がどんどん並べられていく。

「これ、めちゃくちゃ美う味まいぜ。俺の大好物だ」

「こちらのお肉ですか？　とっても柔らかそうですわね」

　ずっとジェイクのそばを浮遊していたフェリックスがテーブルに降り立ち、皿の中のひと口大の肉の塊を指差しながら、ローズに話しかけた。

　フェリックスの指差した先にある肉に視線を落としながら、ローズはうっとりと口元を綻ばせる。

「ローズさん、召し上がれ」

「はいっ、いただきます！」

　王妃からの声かけにローズは嬉しそうに返事をし、フォークとナイフを手に取って、早速、フェリックスのおすすめを口に運ぶ。

　もぐもぐ咀そ嚼しゃくしながらローズはさらに目を輝かせて、フェリックスに繰り返し頷きかける。

　フェリックスと親しげにやり取りするローズの様子を見つめていた王妃はハッとした表情を浮かべてから、顎に手をやり考え込み、静かに切り出す。

「ローズさん、ジェイクとはいつどこで知り合ったのかしら？」

　正直に答えてしまっていいのか、ジェイクと目を合わせて確認を取ってから、ローズは少し緊張気味に言葉を返す。

「半年前にありましたハシントン様のお誕生日パーティーです」

「半年前？　知り合ってまだ少ししか経っていないじゃない。住むところも遠いし、顔を合わせたのも数える程度なのでは？　それでは相手のこともまだよくわかっていないだろうに、住み慣れた土地を離れる決意をしてしまうくらい、王子という身分は魅力的だったみたいね」

　王妃の嫌みに反応して眉をひそめたのはジェイクだけで、ローズは少し首を傾げて記憶を辿りながら話を続ける。

「ジェイク様が王子だと知ったのは、わたくしが彼についていくと決めたあとでした。ジェイク様はハシントン様相手にも堂々と振る舞っていらして、どういった方なのだろうと気になっていましたが、まさか王子様だとは思いもしませんでしたわ。知ったときはそれはそれは驚きまして、わたくし、しばらく開いた口が塞がりませんでした」

　喋っているうちに徐々に緊張がほぐれていったようで、ローズが「ふふふ」と柔らかく笑ってみせれば、再び王妃はローズに目を奪われる。

「ええと」と他の質問を絞り出そうとするが、少し混乱しているようで、なかなか次の言葉が出てこなかった。

「そ、そうね。でしたら、ジェイクのどこに惹かれて、ついていくと決めたのか教えていただきたいわ」

　またローズは首を傾げて、考え込む。やや間を置いてから、言葉を選びつつ王妃へ答えた。

「わたくしは、ジェイク様に人生の選択肢を増やしていただきましたの。いえ、きっと選択肢は元々あったのかもしれません。見えていなかったのを気づかせてくださって、選ぶ勇気を持てずにいたわたくしの背中を押してもくださいました」

　ローズは心の底から感謝をしているという風に穏やかに微笑んで、自分の胸に手を当てながらしみじみと思いを伝える。

「わたくしは世間知らずで無知な人間で、それを負い目にも感じていましたが、これから知っていけばいいとジェイク様におっしゃっていただいて胸が熱くなりました。町の外には素晴らしい景色が広がっていて、あの動物はシャインという名で、野生だと群れで暮らしているというのをしっかり学びました。これからもっとたくさん見聞きして、学んで、心を豊かにしてみせますわ」

「ふふふ」と嬉しそうな笑い声を挟んでから、ローズはジェイクに笑顔を向けた。

「ジェイク様は真っ直ぐでいて強い信念をお持ちです。そしてなにより、わたくしのような者を放ってはおけないほど心根もお優しい。ジェイク様と出会えたことは、わたくしにとって宝です」

　今度はジェイクがローズの言葉にハッとさせられ、わずかながらも頬を赤く染めていく。フェリックスにニヤニヤと笑われて、ジェイクは自分の頬の熱さに気づいたようで、右手で口元を隠した。

　ジェイクの仕草を見てフェリックスは面白がり、王妃は驚きに満ちた顔をする。一方で、ローズは顔を青ざめさせ、慌て出す。

「ジェイク様、ご気分が優れないのですか？」

「あ、いや、大丈夫。気にしないでくれ」

「逆だよ、逆！　嬉しくてたまらないって顔だろ」

「おい、お前は黙ってろ」

　フェリックスから頭を突っつかれ、おまけに余計なひと言までくらい、ジェイクは赤い顔のままじろりと睨みつける。

「ご気分がお悪いのかと思って、びっくりしましたわ。でもそうではなく、むしろ嬉しいというのならなんの問題もないですわね。わたくしもなんだかつられて嬉しくなってまいりました。美味しそうなお料理に囲まれて、またさらに嬉しいですわね」

　手をぴったりと合わせてにっこり微笑んでから、ローズはスプーンを手に取る。スープを口に運び、「こんなに濃厚なお味のスープは生まれて初めてですわ」と目を輝かせた。

　そんなローズを呆気に取られた様子で見つめていた王妃だったが、徐々に神妙な面持ちとなっていく。

「姓をセレイムルと言いましたね。アルビオン国のパーセル家の長女がセレイムル公爵家に嫁いだと記憶していたのですが……あなたはエマヌエラの娘？」

　伯父夫婦の話だとすぐにわかり、ローズはスプーンを置いてから首を横に振って否定する。

「いいえ、違います。エマヌエラさんは、わたくしの伯父にあたるエドガルドさんの奥様で、わたくしの母ではありません」

「まぁそうだったのね、良かったわ！　あのいけ好かないエマヌエラの娘に、まさか私の可愛くて優秀な息子が骨抜きにされてしまうなんてと、とっても憂鬱だったけれど、違ったのね。心底ホッとしたわ」

　あっけらかんとそう言ってのけた王妃にキョトンとするローズの横から、ジェイクがため息をつきつつ注意した。

「母上、心の中で思うのはともかく、誰かの前で言わない方がいいよ。そのセレイムル公爵の娘がゆくゆくはハシントンの正妃になる予定だから」

「ハシントン王子の正妃に？　それなら、アルビオン国の大聖女にもなるのよね。シェリンガムも負けていられないわね」

　闘志を燃やす王妃の言葉を、ローズは重く受け止めて、わずかに表情を曇らせた。

　国の面子として、ジェイクの花嫁には、ハシントンの花嫁であるミレスティに引けを取らない娘を希望しているというのなら、やはり自分では力不足だと再認識する。

　まだ辞退するタイミングではないかしらと頭を悩ませるローズを王妃は見つめていたが、我慢できなくなった様子で切り出した。

「ところでさっきから私、ローズさんに見覚えがあるように思えて仕方ないのだけれど、あなたの両親のことを聞かせてもらってもいいかしら？」

「もちろんです。……ですが、両親はわたくしが二歳のときに事故で亡くなっているので、わたくし自身、ふたりのことは覚えておりませんの。人づてに聞いた話でよろしければ、いくらでもお話しさせていただきますわ」

　顔色を失いつつも、真剣な顔で自分の話に耳を傾けようとしてくれる王妃に向かって、ローズはにっこりと笑いかけてから、朧おぼろげになりつつある記憶を辿る。

「わたくしの父は、ハロルド・セレイムル。剣の腕が立ったと聞いております。そして母は、マリアンといいまして」

「マリアン!?　それは確か？　旧姓はストリンヒでなくて？」

　ローズから飛び出した名前に王妃は大きく反応して椅子から腰を浮かし、前のめりになりながら興奮気味に早口で捲し立てた。

「名前はマリアンで間違いないと思いますが、旧姓まではわかりません」

「あなた、母親似だと言われたことは？」

「ええ、確かに。昔、セレイムル家に召使いとして働いていた女性から、似ていると言われました」

　すっかり忘れていたが、王妃の質問によって、かつてアーサから『髪や目の色や雰囲気など、お母上にそっくりです』と言われたことがあったのをローズは思い出した。

「そうよね、やっぱりあなたそっくりだわ、若い頃のマリアンに」

「母を知っていらっしゃるのですか？」

「知っているもなにも、マリアンは私の親友よ。……私が一方的にそう思っていただけかもしれないけれど」

　王妃という高い身分の方が母親を知っていただけでも驚きなのに、親友と呼べるほどに強い繋がりがあったことにローズは衝撃を受け、言葉が出てこない。

　その上、王妃が昔を思い返して寂しげな顔をしたため、いったいなにがあったのかと胸が苦しくなる。やや間を置いてから、王妃が理由を口にした。

「マリアンは私にひと言の相談もなく、ある日突然、好きな男性を追って家を出てしまった。アルビオンのどこかで元気に暮らしているものだとばかり思っていたのに……そう、マリアンはもう」

　両親は事故で亡くなっていると伝えてある。両親の記憶がないローズにとっては、さらりと言ってしまえる事実であるが、母との思い出がある王妃にとってはそう簡単に受け止められないかもと、自然とローズの表情も暗くなる。

　王妃は涙の溜まった目尻を指先でそっと拭ってから、しっかりとローズとジェイクの顔を交互に見て、王妃たる凛とした空気を放ちながらにこりと笑いかけた。

「私の息子がマリアンの忘れ形見を見初めて帰ってくるなんて運命ね。国王陛下の名のもとに、ローズさんがジェイクの花嫁候補になることを許可します！」

　まさか顔を合わせて数分で可否が下されるとは思ってもいなかったローズは、キョトンとしたまま瞬きを繰り返す。ジェイクも唖然とした顔で王妃を見ているため、同じ思いでいるのが伝わってくる。

「お、王妃様。そんなにあっさり、お認めになってしまって、よろしくて？」

「えぇ、ジェイクの花嫁候補選出に関しては、私が陛下に一任されているから、問題ないわ。といっても、ここからが本番よ」

　王妃の声が好戦的に響いたため、ローズはハッとし、気持ちを引き締めた。

「ジェイクの花嫁になる女性は、国守りの精霊の相棒となれる力を持っていなくちゃいけない。そしてジェイクの代は国守りの精霊の代替わりとも重なっているため、新たな時代を精霊と共に切り拓ひらいていける強さもなくてはいけません」

　結局は自分には関係ないとわかっているのに、王妃の説明を聞いているうちに、不思議とローズの鼓動が高鳴り出し、わずかながらも使命感のようなものが生まれ、動揺する。

「ここから先、精霊たちに認められるには、ジェイクとの相性よりも聖女としての才能の方が重要視されます」

　そこで王妃は、シェリンガムではアルビオンと違い、光の魔力を扱えさえすれば聖女として自由に活動を始められると説明を挟む。名乗れはしても、それを生業にして活動し続けるには、非常に高い能力を求められるため、もちろん簡単ではない。

　少しばかり間を置いたあと、王妃は言葉を選びながら真剣に続ける。

「厳しいことを言うけれど、望み通りの結果が得られなかったとしても、自分には他の人生もあると前向きに受け止めてちょうだい」

　ローズは心の中のざわめきを追い出すべく深く息をついてから、真っ直ぐに王妃を見つめ返し、力強く返事をした。

「わかりました。悲観せずに新たな人生を見つけますわ」

　すでに割り切っている様子のローズに、王妃は途端に寂しそうな顔となる。

「そ、そう。でも私は、あなたを自分のそばに置いておきたいけど。ねぇジェイク、ローズさんの光の魔力はどの程度？　現大聖女の私と肩を並べるほど才能に溢れていたマリアンの娘だもの、やっぱりローズさんもバレンティナや精霊たちが認めるくらい豊かな才能を持っていたりするのかしら」

　わからないと肩をすくめるだけのジェイクに、王妃が歯痒そうに顔を顰めていると、わずかに開いていた窓から風が吹き込んできて、カーテンを大きく揺らした。同時に聞こえてきた楽しそうなざわめきから、精霊たちの気配を感じ取り、ローズは興味津々に周囲を見回す。

「あらあら、早速精霊たちが偵察にやって来たわ」

　風に乗って流れてきたいくつもの光の球が、ジェイクの手前で弾け飛び、精霊たちが姿を現す。精霊たちは嬉しそうにみんなでジェイクを取り囲み、ジェイクも表情を和らげて「ただいま」と優しく声をかけた。

　フェリックスが、ジェイクが俺以外の精霊に優しいと文句を言っていたのをローズは思い出す。どうやら本当みたいですわねと苦笑いしながら、ジェイクの穏やかな表情を見つめていると、もう一体、品を感じられる精霊が音もなく近づいていきた。

「ジェイク様、ごきげんよう。ご無事にお戻りになられてなによりです。フェリックスもご苦労様でした」

　上位精霊が敬意と共にお辞儀をしたのち、微笑みながらジェイクとフェリックスに話しかけると、ジェイクが「ありがとう」と返事をし、フェリックスもいつもと違う硬い表情で頭を下げた。

　言葉を話せる上位精霊はアルビオンでは国守りの精霊くらいしかいなかったのに、シェリンガムには数多くいるのかしらと考えていたローズは、精霊と目が合い、思わず息をのむ。

　さっきまでにっこりと笑っていたのが嘘のように、上位精霊から冷めた目で睨みつけられたからだ。

「あなたがジェイク様がアルビオンから連れて帰ってきた方ですか？」

「は、はい。ローズ・セレイムルと申します。初めまして」

　ローズはぎこちなくも精いっぱい愛想良く答えたが、上位精霊は不満げに見つめ返すのみで、無言となる。

　わたくしはどうしたらとローズが戸惑っている間に、ジェイクの周りにいた他の精霊たちに取り囲まれてしまい、おずおずと話しかけた。

「み、皆さんも、初めまして、ですわよね？　お手柔らかに、よろしくお願いいたしますわね」

　以前会ったことがあり、なにか気に障るような発言でもしてしまったのだろうかと勘違いしてしまうくらい精霊たちから敵意を向けられる。しかし、あくまでに睨みつけてくるだけで、攻撃してくるような気配はないため、ローズはにっこりと微笑んで精霊たちを見つめ返した。

「私はこの子を、ローズ・セレイムルをジェイクの新たな婚約者候補として認めました。すぐにでもそちらの判断を仰ぎたいと、バレンティナに伝えてちょうだい」

「承知いたしました」

「ああそれから、ローズの母親はマリアン・ストリンヒだとも、バレンティナに伝えて。驚くと同時にお喜びにもなられると思うわ」

　上位精霊は「マリアン・ストリンヒ!?」と大きな声で復唱し、びっくりした様子でローズを見た。上位精霊も精霊たちも、すぐにローズに対する刺とげ々とげしさが消え、今までの自分の態度を省みて気まずくなったような表情へと変化していった。

「そのようにお伝えいたします。呼び出しがかかりましたら私からお伺いしますので、今しばらくお待ちください」

　上位精霊は王妃に頭を下げてから、今度はローズにも軽くお辞儀をして、「失礼いたしました」と告げると、来たときと同様に光の球へと姿を変え、風と共に窓の外へと出ていった。

　精霊たちもジェイクの周りを浮遊してから光の球となり、上位精霊を追いかける形で立ち去った。

「ローズさん、ごめんなさいね。みんな、さっきの私のように、あなたがエマヌエラの娘だと勘違いしていたのよ。エマヌエラを始め、パーセル家の面々は、他の国の聖女だけでなく、精霊に対しても態度があまりよろしくないことで有名なの」

「大丈夫です。まったく気にしておりませんわ……それより、わたくしの母を、皆さん知っていらっしゃるみたいですね。いったいどんな女性だったのでしょうか」

「それなら、私がたくさん話をしてあげましょう」

「まあ本当ですか？　ぜひぜひ教えてくださいませ」

　ローズと王妃が声を弾ませて約束を交わしたとき、再び風が窓から吹き込んできて、栗くり色の髪を右耳の上でひとつに束ねた女の子の精霊が現れた。大きなリボンを腰に結び、裾にかけてふわりと広がった飾り気のないワンピースを着ている。

　目鼻立ちのはっきりとした美人の精霊は嬉しそうにジェイクの肩に抱きつき、満面の笑みを浮かべた。

「ミア、ただいま。元気だったか？」

　さっきの精霊たちと同じようにジェイクが、ミアという名前の精霊に優しく笑いかけた。するとフェリックスがローズのそばにやって来て、テーブルの上に胡座あぐらをかいて座った。

「来た来た。あいつジェイクを好きすぎて、ジェイクに近づく人間や精霊の女に攻撃的になるから、ローズも注意しとけよ」

「そうなのですね。こんな風に精霊さんたちに囲まれて暮らしていけたら、毎日賑やかで、とっても楽しいでしょうね」

「あら、ジェイクと結婚すればローズさんもそうなるわ」

　あっけらかんと続けた王妃の言葉に、ミアは瞳を不機嫌にぎらつかせ、そこで初めて、ジェイクの隣にいるローズの存在を視界に入れて認識する。

　威嚇をしながら自分の周りを飛び始めたミアに、ローズが苦笑いを浮かべたとき、コックが汁の滴り落ちている厚みのある肉がのった皿をジェイクとローズの前に置いた。

「お、お肉がものすごく分厚いですわ！」

「タバナの肉だ。シェリンガムでは多く食べられているけれど、アルビオンでは一般的ではないみたいだな」

「タバナという名前は初めて聞きましたわ。それ以前にこんなに分厚い肉の塊を目の前にするのも初めてです。た、食べてもよろしくて？」

「もちろん。美味いから早く食べろ」

　肉の塊に目が釘付けになっているローズにジェイクは優しい眼差しを向け、そんなジェイクにミアは面白くなさそうに頬を膨らませる。

「いただきます！」

　ローズは慣れない手つきでナイフとフォークを使って切り分けてから、ドキドキした様子でひと口大にした肉を口に運ぶ。

　しかし、ローズが肉にかぶりつこうとした瞬間、後ろから髪を引っ張られて邪魔される。

　驚き振り返れば、頭の後ろにはミアがいて、不敵な笑みを浮かべていた。

「おい、ローズは王妃様からジェイクの婚約者候補としての許可をすでにもらっているんだぜ。しかも、ローズの母親はあのマリアンだ！　もう少しローズに敬意を払った方がいいと思うぜ」

　フェリックスがミアに対して注意する。ミアはマリアンの名前に驚いたような反応はしたものの、刺々しさが消えることはなかった。

　ミアはフェリックスに食ってかかるような行動を取ってから、テーブルの上にある自分と背丈の変わらないくらいの小瓶を両手で抱え持ち、ローズの皿の上にある肉へと真っ赤なスパイスをぶちまける。

　見かねたジェイクから「ミア！」と注意され、その一瞬、ミアは傷ついたような顔をする。「ローズ、すまない。気を悪くしないでくれ」

「いいえ。これくらいなんとも思いませんわ」

　しかし、ジェイクがローズに謝り、ローズが大らかな態度で答える様子を目にすると、再びミアはムッとして頬を膨らませた。

「すぐに新しい肉を用意させよう」とジェイクがシェフの姿を探して部屋を見回すと同時に、ローズは先ほど食べ損ねたフォークに刺さったままの肉をパクリと食べる。

　ぱあっと目を輝かせながら、スパイスを大量にかけられてしまった肉にもナイフを入れて、ためらいもなく、もぐもぐ食べ始めた。

「少しピリッとして味の印象もがらりと変わりましたが、とっても美味しいです！」

　手を止めず、そして無理をしている様子もまったくなく、実に美味しそうに食べ進めていくローズに、周りの人々は唖然とする。

　フェリックスは皿に顔を寄せて、嗅ぎ取った辛い匂いに咳き込んで、目を潤ませる。

「その粉って、結構辛いよな？　そんなに大量にかかったままで食べるのは、こっちが心配になるレベルだけど。ローズ、大丈夫か」

「そうなんですの？　わたくし、甘いのも辛いのも苦いのもなんでもいける口ですし、もっと辛いものを食したときもありました。あれに比べたら、なんの問題もございませんわ。お肉の旨うま味みと合わさって、本当に美味しいです」

「味音痴か？」というフェリックスのぼやきに、王妃は苦笑いを浮かべるが、ジェイクはローズの『もっと辛いものを食したときもありました』というひと言に引っかかり、眉根を寄せた。

「あの従姉の嫌がらせか？」

　ジェイクがたまらず問いかけたが、ローズは困った顔をし、「ええと」と呟くだけにとどめた。明確な返事をしないのは当たっているからだと理解して、それを食べるしかない状況だったのではとまで、ジェイクは想像する。

「ローズ」

　優しく名前を呼び、ローズに労りの眼差しを向けるジェイクにミアは憤慨し、懲りずにローズの皿へと突撃する。

　サラダの瑞々しい葉っぱの上に、花びらを模して綺麗に飾りつけてあった薄い肉を、ミアは力ずくでバラバラにし、手近にあったさまざまなソースをぶっかける。

　続けて、小皿に並べ置いてあったパンも引きちぎっては、スープが入っている深皿の中へ投げ込んだ。

　乱雑な皿の上の状態は、家畜の餌のような見た目となってしまっていて、フェリックスが「うえぇえぇ」と不快げに顔を顰めた。

　皿を見つめたまま動きを止めたローズに、ミアは達成感に満ち溢れた顔をしたが、しかしその顔は数秒しかもたなかった。

　ローズは見た目を気にする様子もなく、パクパクと食べ始めたからだ。

「美味しい！」と先ほど同様目を輝かせて、サラダを「食べやすいし、かかっている調味料のお味も絶妙ですわ！」とあっという間に完食し、パンが投げ込まれたスープは「パンに味が染み込んでいて、これまた美味です！」と歓喜に打ち震える。

　自分の嫌がらせにまったく動じないローズに、ミアは最終手段だとばかりに髪の毛に掴みかかっていく。

　懸命に髪を引っ張るミアを一切気にせず、ローズがスープを完食したところに、ちょうどシェフが魚料理を運んできた。

　シェフが「こちらもどうぞ」と料理をローズの前に置き、空いている皿を嬉しそうに手に取って、テーブルを離れていく。

　すると、ローズは大切そうに魚料理ののった皿を両手で持って、ミアへと顔を向ける。

「こちらはどのように召し上がったら、より美味しくいただけますの？」

　期待のこもった輝く眼差しで問いかけてきたローズに、ミアは戦意を喪失し、げっそりとした顔になる。その場をゆっくりと離れ、やがて窓から外へと出ていった。

「ミアさん、行ってしまわれましたわ。残念ですわね」

　しょぼんと皿に視線を戻したローズに、まずはフェリックスがお腹を抱えて笑い出す。王妃も「見た目より中身はたくましいのね」と目に涙を滲ませる。

「ローズには敵わないな」

　ジェイクはローズの耳元へと手を伸ばす。ミアのせいでごちゃごちゃになってしまっている髪をなぞるように指先ですき、穏やかな微笑みを浮かべたのだった。










四章、ミア




　王妃と食事を楽しくいただいたあと、ジェイクの父である国王にも少し時間をもらい、執務室で挨拶をした。

　ジェイクの色によく似た髪と瞳の美しさにほんの一瞬見入ってしまったものの、やはり一国の王だけあって圧倒されるほど凛り々りしくもあった。王様相手に話した内容などまったく覚えていないくらい、ローズは緊張したまま執務室をあとにした。

　それから王妃にひとまずの別れを告げて、夕暮れ時にローズはジェイクと共に城を出た。

「た、高くありませんの？」

「まあそれなりに高さはあるな」

「怖くありません？」

「怖くはない。だから早く手を貸せ」

　白馬に跨またがった状態で、ジェイクはローズに手を差し出す。馬車ではなく直接馬に乗って移動しようとジェイクに提案され、ローズは了承したのだが、乗馬が初めてでもあるため恐怖心が湧き上がる。

　とはいえ、いつまでも城の前にとどまってはいられず、勇気を出してジェイクの手を掴み、慣れない様子で鞍くらの鐙あぶみに足をかける。

　戸惑うローズをジェイクは力強く引き上げて自分の前に座らせると、泣きそうな顔でローズが肩越しにジェイクを振り返る。

「想像以上に高くて怖いですわ。なぜそんなに平気な顔をしていられますの？」

「慣れだな」

「慣れ……ひっ、ひゃああっ！」

　前置きもなくジェイクは馬の腹を蹴って、走らせる。高さだけでなく速さへの恐怖もあわさり、ローズの悲鳴が町中で断続的に響いた。

　やがて町外れにある森の傍らに延びる小道へと入ると馬は徐々に速度を落とし、小さな門をくぐり抜け、古びてはいるが立派な二階建ての洋館の前で足を止める。

「ローズ、着いたぞ。大丈夫か？」

　自分の腕の中で小刻みに震えているローズに声をかけてからジェイクは先に馬を降り、ローズに両手を伸ばす。

「ありがとうございます。とっても貴重な体験をさせていただきました。それはもう怖くて怖くてたまりませんでしたけれど」

　ローズも震えながらジェイクへと手を伸ばし、手伝ってもらいながら馬を降りた。

「子供の頃は精霊さんのように飛んでみたいと考えたこともありましたけれど、この程度で音をあげるようでは、わたくしには到底無理ですわね」

　顔色悪くぼやいてから、ローズは白馬へと向き直る。

「あなたとっても足が速いのね。ここまで運んでくださって、ありがとうございました」

　白馬は「どういたしまして」といった様子で、ローズに対して小さく嘶いななく。ローズは馬のたてがみを撫でながら、黒いものが視界の隅を掠めた気がして、庭を取り囲むように生えている木々へと視線を向けた。

　ジェイクもローズに続いて馬の鼻筋を撫でていると、「ジェイク様」と聞き覚えのある男性の声が響き渡った。

　振り返ったジェイクとローズの元に、城に到着したあとから姿が見えなかったイヴァンテと、他に三人の侍女がきびきびとした足取りで近寄ってくる。

　ジェイクとローズの前に到達すると同時に、イヴァンテたちは揃って頭を下げた。

「話が急でしたので頭数が集まらず、実はまだ掃除が終わっておりません。これからローズ様がお暮らしになる場所ですから万全の状態でお迎えしたかったのですが、力及ばずとなってしまい、申し訳ございません」

　イヴァンテが発した『ローズ様』というひと言に、四十代くらいのベテラン風の侍女がピクリと肩を揺らし、ゆっくりと顔を上げる。それには気づかぬままに、ローズは目の前の立派な洋館とジェイクを交互に見ながら混乱気味に確認する。

「ジェ、ジェイク様、も、もしかして、わたくし、こちらの立派なお屋敷をお借りしてもよろしいのですか？」

「ああ、これは普段、俺が別宅として使用しているものだから、気兼ねなく好きに使ってくれて良い。困りごとや必要な物があったら、遠慮せずにイヴァンテか侍女に言ってくれ」

「ジェイク様、なにからなにまでありがとうございます。皆様方も、これから迷惑をかけると思いますがどうぞよろしくお願いいたします」

　まずはジェイクに、それからイヴァンテと侍女に対してにっこりと笑って感謝を述べ、頭を下げた。

「屋敷を案内するよ。外にも色々あるから、まずはそっちから案内しようか」

「ええ、お願いしますわ。なんだかワクワクしますわね！」

　ローズは声を弾ませて、ジェイクにエスコートされながら歩き出したのだが、すれ違いざまに侍女に腕を掴まれた。

　突然の出来事にもちろんローズは驚いたが、自分を掴む侍女の手が震えていて目には涙が浮かんでいたため、その手を払うことはできなかった。

　二十代前半くらいの若い侍女ふたりも唖然とした顔で、ローズたちの様子をうかがう。

　どこかで会った気もしながらローズが侍女と見つめ合っていると、侍女がか細い声を発した。

「……ローズお嬢様、なのですか？」

　声を聞いた瞬間、ローズの鼓動が体の中でトクリと大きく響き、記憶と現実が繋がった感覚に襲われたあと、口を開く。

「まさか、アーサ？　アーサですわね！」

「ええ、その通りです。アーサです。あなた様を思い浮かべない日はございませんでした。またこうしてお目にかかれる日が来るだなんて、夢のようです。立派になられた上に、ジェイク様に見初められて」

　輝かせた目に涙を浮かべたローズを、アーサが歓喜に震えながらそっと抱きしめた。もちろんローズもアーサをぎゅっと抱きしめ返す。

「アーサ、会いたかったわ！　まさかシェリンガムで再会が叶かなうだなんて。本当に夢のよう」

　喜びに溢れているふたりの様子を驚き見つめていたジェイクが、少し怪しむようにローズに問いかけた。

「知り合いだったのか？」

「ええ。幼い頃、大変お世話になった方ですわ」

　ローズは普段よりも興奮気味に顔を赤らめているが、ジェイクは沈着冷静な様子で眉間の皺をそのままに、イヴァンテにも確認する。

「知っていたか？」

「いいえ、初耳でございます」

「俺としては、セレイムル家と関わりのあった者をあまりローズに近づけさせたくないのだが」

　ジェイクが渋ると、アーサはローズから離れて、ジェイクに向かって頭を下げながら粛々と告げた。

「今までわけあって口外しておりませんでしたが、私がまだアルビオン国民であった頃、確かにセレイムル家に仕えていた時期がございました。一方的に解雇を告げられ、屋敷を離れなければならなくなったときから十年間ずっと、ローズお嬢様のことを気にかけておりました」

　ローズはアーサが突然いなくなったと思っていた。それはエマヌエラからそう言われていたためで、そのときは、なぜひと言も言わずに自分の前からいなくなってしまったのかと、とても寂しくて悲しくて、しばらく涙が止まらなかった。

　しかし今、アーサ本人の口から飛び出した真実は〝一方的な解雇〟であり、ローズの認識とはだいぶ違っていた。もちろん解雇したのは雇い主であったエドガルド夫妻で間違いない。エマヌエラがローズに嘘をついていた事実に、信じられないと悔しさが込み上げてくる。

　アーサはさらに深く首を垂れて、力強く言い放った。

「どうか、わたくしめに、再びローズお嬢様のお世話をさせてください！」

「ジェイク様、わたくしからもお願いいたしますわ。アーサはこれまでずっと、わたくしの心の支えとなってくれていた方でもあります。彼女の言葉に、どれだけ励まされたことか」

　ローズも必死にジェイクにお願いし、アーサはローズの言葉に感極まり、「ローズお嬢様」と涙をこぼした。

　ハラハラとした様子で若い侍女たちが見守る横から、すっとイヴァンテがジェイクの隣へと歩み寄り、小声で考えを述べた。

「気がかりでしたら、アーサは外しましょうか？」

　ジェイクは俯き加減で少し間を置いてから、ゆるりと首を横に振った。

「いや、このままで構わない。アーサといったな、ローズを頼む」

「はい。ジェイク様がローズお嬢様との縁を繋いでくださいました。このご恩に報えるように、このわたくしめ、誠心誠意お仕えさせていただきます」

　顔を上げて見えたアーサの強い決意に満ちた眼差しに、ジェイクは口元に笑みを浮かべ、こくりと頷き返した。

　白馬を連れたイヴァンテと共に、ジェイクが歩き出す。ジェイクを追いかける形でアーサとローズ、その後ろに侍女ふたりが続き、六人は洋館の左側へと向かって小道を進んでいく。

　まず現れたのは厩きゅう舎しゃで、アーサが水や藁わらを用意し、白馬が休める環境を整えているそばで、イヴァンテたちが乗ってきたのだろう茶色の毛並みの馬をローズはジェイクと共に撫でた。

　次に、ジェイク自ら管理しているという、花がたくさん咲き、蝶ちょうも多く飛んでいる温室を案内され、最後に整備された庭園を進み、立派な木がひとつだけポツンと植えられている場所へと移動する。

　屋敷に到着してから時折視界を掠める黒いモヤのようなものを、ローズはここでも感じながら、大きな木へと突き進んでいく。そっと手のひらで幹に触れると、そこからふわりと温かな風が生まれ、ローズの髪をわずかに揺らす。

「も、もしかして、この大木は光の魔力を備えていらっしゃいますの？」

　肩越しに振り返ってローズが問いかけると、ジェイクはすぐに頷いて認める。

「よくわかったな。この屋敷の東側に『穢れの森』と呼ばれる森が広がっていて、そこに溜まってしまう穢れを吸収させるべく、森の中に聖樹が三本植えてある。けれど、穢れが濃すぎてそれだけじゃ足りず、庭にも植えたんだ」

「先ほどからちらちらと影が見えておりましたからなにかと思っていましたが、近くにそういった森がございますのね。シェリンガムには精霊さんたちが多くいらっしゃるのに、ここではまったく姿がないと思っていたら、きっと理由はそれですわね」

「穢れのそばに住まわせてしまって、すまない。まあしかし、光の魔力を持つローズはあまり感じないと思うけど、この場所では穢れに対する恐れのようなものが本能的に働くせいか、狙われやすい精霊はもちろん、人間もあまり近寄ってこないから、俺は比較的のんびり過ごせるんだ」

　ローズは微かに蠢いている黒いモヤへ視線を向け、以前、アルビオンの国守りの精霊と対たい峙じしたときを思い出し、わずかに身を震わせる。

「あれは穢れと呼ばれているものだったのですね。改めて見ても、やっぱり気味が悪いですわ」

「あのときは、祓うの大変だったろ？」

「えぇ、もっと大きくて禍まが々まがしいものがアルビオンの国守りの――」

　ジェイクの口車に乗せられて答えかけたローズだったが、途中で言葉を切り、ぎこちなく笑ってみせた。あの出来事はミレスティの手柄となっているし、黙っているべきだという考えと、もう彼女からは離れたのだし、ジェイクになら真実を話してしまっても良いんじゃないかというふたつの考えの板挟みに合う。

　ローズは頭を悩ませた後、ひとまずこの件に関しては保留とし、話を逸らした。

「そ、それにしても、初めて聖樹というものを見ました。シェリンガムには素晴らしい樹木がございますのね」

「これは錬成によって人工的に生み出された聖樹なんだ。自然が生み出した聖樹はもっと大きくて、たとえ老木であっても、見るものを圧倒するくらい生命力に満ち溢れている」

「聖樹を作り出せるのですね。すごい才能ですわ」

「才能ならローズにもある。やる気になれば、ローズもすぐに錬成術を扱えるようになるよ」

　ローズは木の幹から離した自分の手のひらをじっと見つめ、「わたくしにもできまして？」と自問自答する。一方で、アーサは複雑な面持ちでローズを見つめた。

「戻るか」というジェイクのひと言で、一行は今来た道を引き返し始める。

　途中で、ローズは何度も後ろを振り返った。そのたび、慌てて木に隠れるミアの姿をはっきりと見て取り、思わず口元に笑みを浮かべたローズへとジェイクが小声で話しかける。

「ミアも俺たちについてきたようだな。またローズに迷惑をかけるかもしれない」

「あら、わたくし、迷惑だなんてちっとも思いませんでしたわよ。今日会った精霊さんたちの中で、一番可愛らしく思えたくらいですもの」

　イヴァンテが押し開けた扉からローズたちは屋敷の中へと入っていく。クリーム色の落ち着いた色合いの壁に、ところどころ風景画が飾ってあるくらいで、目立った装飾はない。

　居間へと通されると、置いてあった箒ほうきや雑巾の入ったバケツをアーサが慌てて片付けに入る。

「失礼いたしました。こちらの居間まで手が回りませんでした。しかし、ローズ様に使っていただくお部屋など、本日生活するにあたって利用されるだろう場所は、ひと通り掃除が終わっております。他もすぐに清掃を行いますので、今しばらく我慢いただけましたら幸いです」

「普段使っているといっても温室くらいなもので、俺も最近はあまり屋敷の中に立ち入ってなかったんだ。だから掃除も時々しか入ってもらっていなくて。すまない」

　イヴァンテとジェイクに気を遣われ、ローズはにこやかに手を横に振ってみせた。

「なんの問題もございません。こう見えて、お掃除は得意な方なので、これからわたくしもお手伝いさせていただきますね」

「ほほほ」と朗らかに笑うローズにジェイクは小さく笑みを浮かべ、侍女ふたりとイヴァンテはキョトンとする。居間に戻ってきたアーサは、「相変わらずですね」と懐かしみながら嬉しそうに呟いた。

　若い侍女たちは夕食の準備に取りかかるべく厨ちゅう房ぼうへ向かい、ローズは再びジェイクとフェリックスに屋敷の中を案内してもらう。自室となる二階の角部屋や広々とした食堂、お風呂場などを見て回り、そのすべてに「なんて立派ですの！」と目を丸くし、圧倒され続けた。

　良い匂いが漂ってくる厨房の横を通り過ぎたあと、居間に戻る途中でジェイクが呟く。

「今夜は俺もここで夕食を食べて帰ろうかな」

「ぜひそうしてくださいませ！　まだジェイク様とお話し足りませんわ！」

　その発言にすぐにローズが反応し、嬉しそうな足取りとなった彼女に、ジェイクは少し気恥ずかしげに口元に笑みを浮かべた。

　食堂に入ろうとジェイクが扉へ手を伸ばしたとき、訪ねてきた騎士団員と玄関先で話をしていたイヴァンテからすかさず声をかけられる。

「ジェイク様、そろそろ城にお戻りになられた方がよろしいかと。国王様がお呼びだそうです」

　ジェイクは足を止め、ちらりとローズに目を向ける。それからゆっくりとイヴァンテに視線を移動させ、不満そうな顔をした。

「ローズと一緒にここで夕食を済ませてから城に戻るつもりでいたんだが」

「至急戻ってこいとのことです」

「父上に仕事を振られる予感しかしない」

　前髪をかき上げてぼやいたあと、ジェイクは諦めたように短い息を吐く。扉に伸ばした手を引っ込めて、ローズへ向き直った。

「ローズ、すまない。ここは大人しく城に戻っておくよ」

「仕方ありませんね。今度、時間に余裕があるときにでも一緒にお食事をさせてくださいな」

「あぁ、約束する。近いうちに必ず」

　残念な気持ちを隠しきれないものの、にこやかに笑うローズと、ジェイクは約束の言葉を力強く交わす。ジェイクのそばを浮遊していたフェリックスは、そろりとローズの方に向かっていくが、ジェイクにむんずと捕らえられた。

「フェリックス、どこに行く？」

「え？　……い、いや。俺は泊まっていこうかなと思いまして」

「ダメだ。お前も帰るぞ」

　口元は笑っているが、目は完全に笑っていないジェイクに、フェリックスは「ヒイッ！」と小さく叫んだ。ジェイクがフェリックスを掴んだまま玄関へ向かい始めると、フェリックスはその手から逃れようともがき出す。

「なっ、なんでだよ。別に良いじゃんか！」

「良くない」

　ジェイクを見送るために廊下に出てきたアーサと共にローズが玄関から外に出ると、ちょうどイヴァンテが馬を二頭連れてやって来た。

　フェリックスを捕まえたまま器用に白馬に跨ったジェイクは、ローズを真っ直ぐ見つめてわずかに微笑んだ。

「今日からここがローズの家だ。ゆっくり休んでくれ」

「心より感謝申し上げます。どうかジェイク様が、今宵も良い夢を見られますように」

　ジェイクの言葉が嬉しくて、胸が熱くなるのを感じ取りながら、ローズも笑顔で彼を見つめ返す。

　イヴァンテが馬に乗ったのを確認してから、ジェイクは「またな」とローズへひと声かけて、馬の脇腹を蹴り、悠然と走り出した。

　あっという間に遠ざかっていく後ろ姿に向かって、ローズは「ジェイク様、お気をつけて！　フェリックスもまた来てくださいね！」と声を張り上げた。

「俺は帰りたくなーーい！」とフェリックスから戻ってきた叫び声のような返事に、「ふふふ」と笑っていたローズの横を小さな体が勢いよく通り過ぎていった。

　ジェイクを追いかけていくミアの姿に気づいて、ローズはすぐさま大きな声で話しかける。

「あら、ミアもお帰りになられるのですね。よろしかったら、今度は一緒にお茶でもいかがですか？」

　するとミアは途中で動きを止め、羽をはばたかせながらローズを振り返った。不満げでもあり、戸惑っているようにも見える複雑な面持ちで自分をじっと見つめてくるミアに、ローズはにっこりと笑いかけ、手を振ってみせた。

　途端、ミアはハッとした顔をする。そして、ローズに向かってあっかんべーをし、軽やかに身を翻した。その姿をローズの隣で見ていたアーサが、信じられないといった様子で「まあ！」と口を開く。

「ミアという精霊のことは聞いておりましたが、噂うわさ通り、あまり素直な性格ではないご様子ですね」

「わたくしには警戒心がとても強く見えますわ。きっと信頼しているのがジェイク様だけなのでしょうね。ジェイク様は綺麗な心をお持ちですから。なんだかわかる気がいたします」

　ミアの小さな姿を目で追いかけながら、しみじみと自分の考えを言い並べたローズだったが、不意に目を大きく見開いた。

　木々の暗がりの中からまるで手を伸ばして掴もうとしているかのように、真っ直ぐ進んでいたミアに向かって、穢れと呼ばれる黒いモヤがゆらりと伸びていったのだ。

　その気配に間一髪でミアは気づき、慌ててモヤを避けた。しかし、穢れはミアの体を掠かすめたようで、羽の一部に穢れをわずかに残した。

　飛び難そうにフラフラと左右に揺れながら遠ざかっていくミアの様子に、ローズは心配になる。

「ミア、大丈夫でしょうか？」

「あれくらいなら、光の魔力を借りずとも祓えるはずなので、平気だと思います。とはいえ、穢れは厄介なものでございます。光の魔力を持つ者には近寄ってこないと言われていますが、それも時と場合によりますから油断してはいけませんよ」

　アルビオン国で穢れが国守りの精霊を狙っていた光景や、先ほどジェイクが穢れは精霊を狙うと言っていたのをローズは思い出す。そして、自分も穢れにしっかりと対抗できるように術を身につけたいと思いが強くなっていく。

「わかりましたわ！　でもわたくし程度の能力では心こころ許もとないですし、光の魔力の扱い方を一から教えてくださいませんでしょうか？　それから、もしよかったら、ジェイク様が先ほど言っていた錬成とやらも要点だけでいいので教わりたいなと」

　ついでに密かに気になっていた錬成にも触れつつ、ローズがお願いすると、アーサは瞳に力をみなぎらせて言った。

「私でよろしければ、その役目、お引き受けします！　ジェイク様の花嫁として誰もが認めざるを得ないくらいに、ローズお嬢様を立派な聖女にしてみせましょう！」

　アーサがローズの両肩を掴み、鼻息荒く宣言する一方で、ジェイクの花嫁になる予定のないローズは「そ、そこまで張り切らなくてよろしいのですが」と苦笑いした。




　ふかふかのベッドで落ち着かないまま眠りにつき、しかし、ローズは一度も目覚めることなく、すっきりとした朝を迎える。

　ゆっくりとベッドから体を起こして広い部屋を見回し、セレイムル家を出たのが夢ではないのだと改めて実感する。

　ベッドを下りて大きな窓へと歩み寄り、カーテンを開けようと手を伸ばしたとき、ドアが静かにノックされた。「失礼いたします」と小声で断りを入れつつ、アーサによってドアが開かれる。

　振り返るとすぐに目が合い、ローズはにこりと笑いかけた。

「アーサ、おはよう」

「ローズお嬢様、おはようございます！　長旅で疲れていたでしょうに、もう起きてしまわれたのですね。もしかしてあまり眠れませんでしたか？」

「いいえ、とっても快適でしたわ。久しぶりに熟睡できましたもの。起きてしまったのは習慣ですわね。いつもこのくらいの時間には起床しておりますから」

　明かり取りの小窓しかない薄暗い屋根裏部屋で寒さに身を震わせながら目覚めて、洗濯用の水を井戸から汲くむことから一日が始まる。

　数日前までの自分を思い出し、少し声音が沈みはしたが、ローズは穏やかな面持ちでカーテンを開けて、朝日の眩しさに目を細めた。

　部屋に入ってきたアーサは、下ろしたてだと見てわかるほど真っ白なタオルをローチェストの上にきちんと置いてから、ローズの元へやって来る。

「やはり、これまでずっと理不尽な扱いをされてきたのですね。この手を見ればわかります」

　カーテンを掴んだままだったローズの手にアーサが優しく触れて、悔しそうに顔を歪めた。

「私は元々、ローズお嬢様のご両親にお仕えしておりました。おふたりの忘れ形見であるローズお嬢様を私がお守りしなくてはと、エドガルド夫妻の元に入りましたが、あなた様に冷たい態度を取る様子を目にするうちに、このままではいけないと思うようになりました」

　アーサの手から伝わってくる震えを感じながら、ローズはじっとアーサを見つめる。

「今更な言い訳になりますが、本当はお嬢様を連れて屋敷から逃げ出す予定だったのです。しかし、途中で計画がバレてしまって、私だけが追い出されてしまいました。ずっと心配しておりました」

　昨日に引き続き知った過去の真実に、ローズは胸を痛めた。

　声も震わせての懺ざん悔げの言葉をすべて受け止めて、ローズはアーサの手を両手で包み込み、握りしめた。

　アーサは涙をこらえ、軽く唇を噛んでから表情を明るくさせ、自分のせいで重苦しくなった空気を吹き飛ばす。

「今日はお天気が良くなりそうですので、のちほど町の案内も兼ねて、生活に必要な物を買いに行きましょう。イヴァンテさんが教本を取り置きしておくと言っていましたし、本屋にも寄りますよ」

「ええ、ぜひ案内していただきたいですわ。……でも、恥ずかしながら、実はわたくし、無一文ですの。大至急、働く場所を探さなくてはいけませんね」

「とんでもない！　これからローズお嬢様は花嫁候補としてバレンティナ様にお会いし、許可が下りたなら、試練に取り組むことになります。しっかりとそちらに集中してもらえるようにと、昨日イヴァンテ様より多すぎるくらいの生活費を預かっております。これもすべてジェイク様の計らいですよ」

　ローズは目と口を大きく開き、少し遅れて開いた口を手で隠す。

「まあ、ジェイク様がそのようなことまで。本当に素晴らしいお方ですわね」

「それだけローズお嬢様を大切に想っていらっしゃるのですよ。ローズお嬢様も、ジェイク様の想いにしっかり応えなければなりませんね。花嫁修行、頑張りましょう！」

　実際は想い合っているわけではないため、「ふふふ」と誤魔化して笑うだけにとどめつつ、いつかちゃんとジェイクに恩返ししなくてはと、ローズは思いを新たにした。




　朝食を食べたあと、ローズも侍女たちと一緒になって屋敷の掃除をし、その後、先日ジェイクに買ってもらったドレスに着替えた。そして買い物に向かうべく、屋敷を出てイヴァンテが手配してくれた馬車に乗り込んだ。

　鬱うっ蒼そうとした森を窓から見ながら小道を通り過ぎ、賑やかな町の中心部へと入っていく。

　ローズは本屋の近くで馬車を降りて、アーサと共に歩き出した。ここに来る道中には見かけなかった精霊たちの姿が町中にはたくさんあり、彼らの楽しげな様子にローズが気を取られていると、逆に精霊たちもローズに気がつき、少し興奮した様子で集まってきた。

「まあ、いったいどうしたのでしょう」

　精霊たちの行動にアーサは驚き、すぐさまローズを自分の背で庇った。

「あの、皆様方、なにかご用ですか？」

　咄嗟にローズは問いかけるも、集まってきた中に上位精霊はいないようで、言葉としての返事はなく、ただざわめくような音が響くばかりだ。

　精霊たちに攻撃的な気配はなく身の危険は感じないが、完全に取り囲まれたため、本屋は目の前だというのにまったく先に進めない。

　ローズたちが困っていると、本屋の方向から「あ！」と知っている声が響き、小さな姿が猛スピードで近づいてきた。

「ほら、退いた退いた！　ローズが困っているだろ！」

　やって来たフェリックスが、集まっていた精霊たちを事もなげに追い払う。中には不満そうな顔をする者たちもいたが、やはりフェリックスは精霊の中で位が高いようで、みんな素直に彼に従い、ローズから距離を取った。

「ありがとう、フェリックス。精霊さんたち、いったいどうしてしまったのでしょうか？　わたくしもしかして、なにか粗相をしてしまいました？」

「そういうんじゃない。みんな、ジェイクが選んだ女の子だって、ローズに興味津々なだけだよ」

「あら、そうでしたのね。本当にジェイク様は皆さんに慕われていますわね」

　フェリックスの返答を聞いて、ローズがしみじみと感想を述べると、精霊たちは目をキラキラさせながらフェリックスを取り囲む。

「皆さん、なんて？」

「ジェイクは我が国の誇りだってさ。世界は広くても、火、水、風、土、光と、さまざまな魔力を会得している王子はジェイクだけ。ぶっきら棒なときもあるけど、心根の優しさは伝わってくるし、顔はハンサムだしって言ってる」

「確かに整ったお顔をお持ちですよね。優秀だろうとは感じておりましたが、多くの魔力を習得されているだなんて、相当な努力家でもございますのね」

　ローズは納得して頷くと、精霊たちもローズの言葉に同意し、こくこくと頷く。

「どこから来たのか」というフェリックスを通しての精霊たちの質問に、「アルビオンからですわ」とローズが答えるなどして、会話を楽しんでいたが、途中で、フェリックスが面倒になったようで、「もういいだろ！　ローズも忙しいんだから終わり！」と仲介役を放棄しにかかる。

　しかし、最後にというように、ふくよかな体型の女性の精霊がフェリックスに問いかけた。

　その後ろには、ふたつに髪を結った可愛らしい女の子の精霊がローズと話したそうにもじもじしている。親子かしらと予想しながら、ローズがにこりと笑いかけると、女の子は嬉しそうに顔を明るくさせた。

「……え？　ローズが誰とペアを組む予定なのかって？　まだバレンティナ様との謁見が済んでないし、そこまで話は進んでいないよ」

　フェリックスに冷たくあしらわれるも、母親らしき精霊は必死に食い下がる。しかし、フェリックスから首を横に振られて拒否され、今度はローズに身振り手振りで訴えかけてくる。

　ローズは困惑し、フェリックスに眼差しで助けを求めると、フェリックスは呆れたように肩をすくめてみせた。

「ペアを組む相手として娘を選んでくれないかって言ってる」

「そうなのですね。まだなにもわからない状態ですし、無責任なお約束はできませんわ。困りましたわね」

「ほら、ローズを困らせるな。帰った帰った」

　母娘だけでなく、みんなを追い払いながら、フェリックスはアーサにローズを連れて本屋へ行くように目線で促した。

　すぐさまアーサに腕を引かれ、ローズは「失礼いたします」とにこやかに笑いながら歩き出すも、しばらく背後のざわめきは静まらなかった。

　少し遅れてローズたちに追いついたフェリックスはうんざり顔でぼやいた。

「あの親子はあわよくばローズに取り入ろうと思って話しかけてきたんだろうけど、他のみんなは、純粋にジェイクの想い人であるローズがどんな娘なのか気になって仕方ないみたいだ」

　ジェイクの想い人という言葉がいつもより重く感じられ、「プレッシャーですわ」とローズは遠くを見つめる。

「本当だったら遠くから眺めてどんな子か知りたいところだけれど、ローズはあの森のそばに住んでいるから気軽に様子を見にも行けない。だから町中に出てきた今がチャンスだと思って、みんなで群がってしまったんだ。話せる奴がいないと意味ないのに」

「だとしたら、フェリックスってとても便利ですわね」

「便利と言われると、なんか複雑な気持ちになるな」

　にこやかに飛び出したローズの悪気のない発言に、フェリックスは苦笑いする。

「皆さんに、気軽に屋敷へ遊びに来てもらえないでしょうか？」

「それは無理だよ。俺だって、光の魔力を持ってるジェイクやローズがそばにいてくれれば平気だけれど、ひとりではあの森の脇道を通りたくないもん。穢れが入ってこないように、光の魔力で結界でも作ってくれたら別だけれど」

　フェリックスから提示された解決案にローズはキョトンとし、足が止まりかける。

「そんなもの作れますの？」

「詳しいことはわからないけれど、錬成術でできるんじゃないかな」

「錬成術ですか。どんなものなのかまったく想像もつきませんが、わたくしが習得するまでに大変長い月日がかかってしまいそうですわね」

「だったら、ジェイクに相談してみたらいいよ。簡単な錬成ならできると前に言っていたから」

　本屋の扉を開けようと手を伸ばしたアーサがゆるりと振り返り、少し言い難そうに断言した。

「お嬢様ならすぐにできると思いますよ。なにせ、子供の頃に見事にやってのけておりましたから」

　アーサのひと言に、ローズとフェリックスから「え？」と同時に疑問の声があがる。

「しかも、光錬成したあとに、シャインの幼獣相手に聖獣進化までしようとして」

「うっ、嘘だろ？」

　フェリックスの唖然とした顔を目にし、アーサは慌てて手を振って否定する。

「結局、そのときは聖獣進化は成功しませんでしたが、私の目にはあと一歩だったように見えました。ローズお嬢様は覚えておりませんか？　エマヌエラ夫人とミレスティの前で光の魔力を使い、ウサギの怪我を治したあと、どなたかが持っていた魔法石がローズお嬢様の魔力に反応し、光錬成したのを」

　小動物の怪我を治したのはローズも覚えている。しかし、エマヌエラに怒鳴られて大泣きして、その後すぐにアーサもいなくなってしまったことが記憶に強く残っているだけで、錬成に関してはまったく覚えていない。

　険しい顔で首をひねるローズにアーサは小さく笑いかけてから、本屋の扉を押し開けた。

「幼かったのですから無理もないですね。でも、一からおさらいしていけば、すぐにあの頃の感覚を取り戻すかもしれません」

　アーサの確信めいた言葉を聞きながら、ローズとフェリックスはゆっくりと本屋の中へ入っていく。見慣れた様子で表情の変わらないフェリックスとは違い、ローズは所狭しと並べられたたくさんの本に取り囲まれている状況に感激で目を輝かせて店内を見回す。

　どこからともなく年老いた店主が現れ、ローズに目を留め、声をかける。

「いらっしゃいませ。もしや、ローズ様でございますか？」

「ええ、そうです。ローズ・セレイムルと申します……あの、どうしてわたくしの名を？」

「昨日、ジェイク様がいらっしゃいまして、あなた様のことを伺っております。お話通り、可愛らしいお方ですね」

「まあ」と目を丸くし、自分の頬に手を当てたローズに、店主は微笑ましげに目を細める。

「お見えになったらお渡しするようにと、本の取り置きをしております。少々お待ちください」

　そう言って店主が店の奥へと姿を消したあと、アーサは顎に手を当てながら本棚の前へと移動する。

　ローズも手近にあった本へと手を伸ばしてページをめくると、なにやら難しそうな文言が並んでいるのが目に飛び込んできて、そっと本を閉じた。

　もっと胸が弾むような面白そうな本はないだろうかと、ローズがいくつか表紙を流し見していると、店主が積み重なった本を両手で抱えて戻ってくる。

　魔力関連の本が二冊、シェリンガムの歴史の本が一冊、それから分厚い図鑑を二冊と、店主は持ってきた本の中身を簡単に見せつつひと通り説明する。その中でも、絵による解説が入っている図鑑にローズは強く興味を示して、目を輝かせた。

　そんなローズの素直な反応に店主が微笑みながら、「すぐに袋にお入れいたしますね」と声をかけたとき、店主が持ってきた本の横に、ドスンと音を響かせてアーサが本を置く。

「これも一緒にお願いいたします」

　ローズは何気なくそちらへ目を向け、一拍置いて目を大きく見開いた。

　アーサが持ってきた本は三冊ほど重なっていて、一番上にのっている本のタイトルは『上級者向けのマナー、その一』だった。

「その一ということは、その二もありますのよね？　もしかしたら、一番下がその三という可能性もありまして？」

「はい。その通りですよ。ローズお嬢様、よくおわかりになりましたね。張り切って仕上げていきましょう」

　独り言のつもりで呟いた言葉に、アーサに笑顔で答えられ、ローズは目を回しそうになった。

　店の外まで見送りに出てくれた店主にお礼を言ったあと、大量の本を抱え持って馬車に向かって歩いていく御者の後ろ姿を、ローズは店の前からしばし呆然と見つめた。

「頑張れローズ」とフェリックスからの励ましが入りつつ、一行は他のお店も見て回るべく馬車とは反対方向へと歩き出した。

　いくつか焼き菓子を買い込んだときも、大きなシャインが散歩している姿を見かけたときも、精霊たちから手た折おった小花のプレゼントをもらったときも、ローズは嬉しそうに目を輝かせた。

　大きな広場で巨大な鐘が備わった教会を前にして、白く輝く建物の優美さにしばし見み惚ほれていると、中から透明感のある歌声が聞こえてきて、うっとりと聞き入る。

　神聖な気持ちになっていたが、お昼ご飯の時間が近づいてきていたために、ローズのお腹がぐうっと鳴り響いてしまい、「そろそろ屋敷へ戻りましょうか」というアーサの提案に、素直に頷いたのだった。




　馬車に戻ると、すぐに馬車は屋敷に向けて出発する。ローズはふかふかの座席に腰掛けながら窓から愛おしげに町並みを眺めていたが、ふと気になって向かい側の座席の隅に置かれている先ほど購入した本へと手を伸ばした。

　ローズが自分の手元に引き寄せたのは図鑑の二冊で、たくさんの情報と共に動植物や鉱物などが描かれている。嬉しくて、思わず「わああ」と声を弾ませたローズに、傍らに座っていたフェリックスが苦笑いする。

「教本はイヴァンテが選んだものだけど、図鑑はローズはこういうのが喜びそうだってジェイクが選んだんだ」

「まあ！　ジェイク様が選んでくださったんですね。正直、この中で一番心ときめきますわ。あとでお礼を言わなくては」

　ローズはシャインの図説が載っているページを愛おしげに手で撫でつつ、他の本へと何気なく視線を向け、「あら？」とわずかに首を傾げた。

「錬成術の本ですわ」

　それぞれの本のタイトルを改めて確認すると、三冊あると思っていたマナーの本は実際は二冊だけで、どうやらアーサの選んだ残りの一冊は錬成術に関する教本だった。

　ローズはごくりと唾を飲んでから本を手に取って、図鑑のときと同じく胸が高鳴るのを感じながらページをめくる。

「物体と魔力を組み合わせての創造を錬成と呼び、そうして造り出したものを魔導具と呼ぶ」

　最初の一文を無意識に声に出して読み上げてから、ローズは夢中になって文章を黙読する。

　生活に役立つであろう基礎的な魔導具から、上級者ともなれば、武器や防具との錬成による魔力付与も可能と書かれている。

　さらに、動物、植物から精霊、人間まで、魔力付与に伴って進化をも促せるが、そこまで錬成術を極められることは稀まれであるとも記されていた。

　本屋に入る前に聞いたアーサの言葉を思い出しながら、信じられない気持ちでローズは自分の手のひらを見つめたあと、本に視線を戻す。

　読み進めていくうちにある項目に目が留まり、ローズがフェリックスへと顔を向けたとき、ガタリと馬車が急停止した。

　窓の向こうへ視線を移動させると、ちょうど穢れの森の脇道へと差しかかったところで、ローズは不思議に思いながら「どうしたのでしょうか」と呟く。

　しかし小さな姿を視界に捉え、すぐに馬車が停まった理由を理解する。

　同じく気がついたフェリックスと共にローズは慌てて馬車を降りて、アーサの「ローズお嬢様お待ちください」という制止も聞かずに、脇道を足早に進んでいく。

　道の中ほどに、ミアの姿があった。森の中から伸びてきた触手のようなモヤによって、彼女は羽に穢れを負っていて、うまく浮遊できずにいる。

　ローズの目の前で、逃げるだけで精いっぱいの状態のミアの足に穢れが巻きつき、小さな体は地面へ叩きつけられる。そのまま森の中へと引き摺ずり込まれそうになり、ミアの顔に恐怖が滲んだ。

「やめなさい！」

　厳しく言い放ちながらローズは両膝を地面について、ためらいもなく素手で穢れをむぎゅっと掴んだ。穢れが悶もだえるように身をくねらせるも、ローズは決して穢れから手を離さない。

「け、穢れって、掴めるんだな」とフェリックスが口元を引き攣らせ、追いかけてきたアーサも唖然とした顔をする。

「ミアを今すぐ離しなさい。でないと、滅しますわよ」

　口元は微笑んでいるが、眼差しは氷点下の冷たさでローズがそう宣言すると、掴んでいる部分から穢れは霧散し、一瞬にして消えていく。ミアの足に巻きついていた穢れも消え去ったのを確認し、ローズはホッと息をついた。

「ミア、大丈夫でしたか？　まあ、可愛らしいお顔が台無しですわ」

　呆然としているミアにローズはにこりと笑いかけてから、「失礼します」とひと言断りを入れて、自分のドレスの袖口でミアの頬についている土を優しく拭う。続けて、羽を軽く手で払って、付着していた穢れを落とした。

「どこか痛むところはありませんか？」

　ぼんやりと自分を見上げたまま動かないミアが心配になり、ローズはフェリックスへと助けを求める。

　すると、すぐにフェリックスがミアのそばへと舞い降りてきて、「おい、大丈夫か？」と少し面倒臭そうに話しかけ、ミアの視線を遮るように顔の前で手を振ってみせた。

　そこでミアはハッとし、目障りだという様子で、フェリックスの手を両手で押しのけた。

「お前、なんでこんなところをひとりでうろついているんだよ。危険なのはわかるだろ？」

　フェリックスに注意されると、ミアはなにかを訴えかけつつフェリックスに向かっていく。

「城の中にジェイクの姿がないから、こっちにいると思って来たって？　ジェイクなら国王様と一緒に執務室にこもってるはずだけど？　しばらく執務室から出られそうもないって、今朝ぼやいてたから」

　執務室の中まではさすがに入れないため、ミアは残念そうに項垂れる。その様子はローズの目には寂しそうにも映り、どうにかしてジェイクに会わせてあげたい気持ちにさせられる。

「仕事を片付け次第、ローズのところに行くと言っていたし、そんなにジェイクと会いたいなら、ローズのそばで待っていたら良いよ」

「そうですわね！　ジェイク様が、こちらに来てくださるというのなら、一緒にお茶でも飲みながら屋敷でお待ちになったらよろしいですわ。すれ違いにならずに済むだけでなく、わたくしも交流できて楽しいですし」

　フェリックスの提案に、ローズはパッと目を輝かせてお誘いをかけた。しかし、ミアにムッと顔を顰められ、あっかんべーまでされてしまい、「お嫌ですか？　残念ですわね」と寂しそうに呟いた。

　羽も自由に動かせるようになったからか、ミアは身を翻して去ろうとしたが、すぐさまフェリックスが不機嫌に声を荒らげる。

「おい、ミア！　助けてもらったんだから、ローズに感謝の意を示すべきだろ」

　ミアは慌てて振り返ると、真っ直ぐローズと見つめ合い、肩から下げているポシェットに触れる。しかし、今さっきローズに対して失礼な態度を取ったためばつの悪さを感じているのか、アーサやフェリックスの少し刺々しい視線を気にする素振りを見せてから顔を俯かせた。

　一向に謝らないその態度にフェリックスが再び「ミア！」と不満をぶつける。ローズは立ち上がるとそっとフェリックスに触れて、軽く首を横に振ってからにこりと笑いかけた。

　ミアとセレイムル家にいた頃の自分を心の中で重ねながら、ローズは明るい声音でミアに話しかける。

「わたくし、お礼ならいつでも受けつけていますわ！　だから今ので懲りずに屋敷に遊びに来てくださいな。それまでに、必ずこの道をなんの不安もなく通れるようにしておきますから」

　顔を上げて、面食らった様子で目と口を大きく開いたミアに、ローズは穏やかに微笑み、胸に両手を当てて、軽く膝を折った。

「わたくし、ミアが来てくださるのを心よりお待ちしております」

　ミアは戸惑い顔でなにかを言いかけるが、不安そうに表情を曇らせたまま、ローズに背を向け、町の方へと飛び去った。

「ローズは甘いよ。助けてもらっておいて、感謝されるどころかあんな態度を取られたら、普通は腹立たしくなるだろ？　少なくとも、俺は腹立たしいし、なんか悔しい」

「ありがとうございます。わたくしの気持ちを考えて、フェリックスが怒ってくださった。その優しさで、とっても幸せな気持ちになりましてよ？」

　ローズの温かな微笑みにフェリックスはなにも言えなくなり、諦めのため息をつく。「ローズには敵わないな」とジェイクそっくりに前髪をかき上げたフェリックスに、ローズは「ふふふ」と笑って、気持ちを新たに拳を握りしめた。

「さて、宣言してしまいましたし、わたくし頑張らないと！　アーサと御者の方にも、色々と準備を手伝ってもらいますわね」

「なにする気なんだ？」

「さっき、フェリックスが言っていたことを実行するのです。錬成術を駆使して、この道に光の結界を張りますわ」

　飛び出した言葉にフェリックスとアーサがポカンとし、言葉を失う。

　しかし、ローズは顎に手を当てて考え込み、道の先にわずかに見える屋敷へと視線を向けた。

「この道だけでなく、屋敷を取り囲むようにぐるりと結界を張れたら、精霊さんたちも穢れに怯えることがなくなり安心ですわよね」

「い、いきなり、そこまで錬成術を使いこなすのは難しいんじゃないか？　子供の頃に使えたとしても、今できるかどうかわからないのに……ああ、ジェイクに頼むのか。それだったら」

「いえ。わたくしがやってみますわ。何事もやってみなくちゃわからないですものね。それに、本を読んでいたら、なんだかできそうな気もしてきましたし」

　あっけらかんと言い放ったローズに、フェリックスは「そ、そうか。頑張ってくれ」と苦笑いし、アーサは「その勢いで、花嫁修行も頑張りましょうね」と続けた。

　三人が馬車の中へと戻ると、遠くの家屋の物陰からミアがふわりと羽をはばたかせ姿を現す。先ほどと同じく、ポシェットの中にある小さな膨らみに布の上から触れると、決意と共に唇を引き結び、屋敷に向かって走り出した馬車を一直線に追いかけた。




　ローズは屋敷へと戻ると、早速、錬成術の本を開き、『錬成初級、魔法付与』と大きく書かれてあるページを指差した。

　ランプの中に入っている丸く透明な魔法石に火の魔力を付与し、赤く輝かせることで、夜間の明かりにしたり、寒いときは暖を取ったりして使用するのだ。この魔法石ランプと呼ばれるものはジェイクのこの別宅にもあり、一般的に広く使われている魔導具である。

　同ページに、これの光の魔力版も小さく補足されている。そちらは明かりの代わりというよりは魔物避けとして使うもので、夜間の外出を始め、冒険者などが洞窟や森を抜ける際にあると便利だとされていた。

　ローズは、この光の魔力版を等間隔に並べて、結界のような役割をさせればいいのではと考えたのだ。

　屋敷の裏の物置の中に魔法石ランプの予備がいくつかあるとアーサから聞いて、ローズはすぐさま部屋を飛び出した。

　馬車のそばでひと息ついていた御者にも手伝ってもらって、ローズは物置にある魔法石ランプを、あるだけ小屋の外へと運び出した。

「全部で十個。森の脇道に結界を作るには、いくつくらい必要かしら。これだけではやっぱり無理でしょうか」

「それはローズの魔力がどの程度かで決まるんじゃないかな？　魔力が強ければ、効果範囲も広いだろうし」

　フェリックスの言葉を聞き、頷いたローズだったが、なにかに気づいて屋敷の方を振り返り、驚いた様子で話しかける。

「もしかして、そこにいらっしゃるのはミアですか？」

　ローズの問いかけに応じて、玄関近くの鉢植えの後ろからミアが姿を現し、ヨタヨタしながらローズの元へと近づいてくる。

　先ほどローズが祓ったはずの穢れが、今またミアの羽についていたため、フェリックスは「お前なぁ」と呆れた顔をする。

　ミアはおずおずとローズの顔の前までやって来ると、両手を胸の上で重ね合わせてから、丁寧にお辞儀をする。

　それは女性の精霊が敬意を込めて行う正式な挨拶で、目を大きくしたローズの傍らで、フェリックスとアーサはまさかといった驚きの表情を浮かべる。

　続けて、ミアはポシェットの中から取り出した木の実を両手でローズに差し出した。

「わたくしに、くださいますの？」

　こくりと頷いたミアの小さな手から木の実を受け取り、ローズは嬉しそうに微笑む。

「それ、美味いやつだ。強い風が吹く崖の近くに生えている木になっているし、しかも棘とげのある殻を纏っているしで、摘み取るだけでもひと苦労で、殻を剥くのだって手間がかかる」

「まあ、そんな貴重なものをくださるなんて。早速、いただいてもよろしいかしら？」

　ミアが再び頷くのを待ってから、ローズは木の実をパクリと頬張り、「とっても甘いですわ！」と目を輝かせた。

　味わったあと、ローズもお返しとばかりに、ミアの羽についた穢れをさっと手で祓い落とした。そして、ミアが無造作に並べられた魔法石ランプを見下ろして不思議そうな顔をしたのに気づいて、得意げに話し出す。

「実はわたくし、脇道に、そしてゆくゆくは屋敷の周りにも、穢れが簡単に入ってこられないように光の魔力で結界を作ろうと思いまして」

　考えを聞いて困惑した表情になったミアに、フェリックスは同意するような笑みを浮かべてから、作業台の上に三つ並べてのっている魔法石ランプを指差した。

「ひとまず、実践あるのみだ。光関係の錬成は難易度が高くて大変らしいし、まずは錬成術の基礎である魔法付与がきちんと行えるかどうかからだな」

「その通りですわね。魔法付与、やってみましょう」

　三つのうち、真ん中に置かれてある魔法石ランプの前へとローズは進み出たが、ふっと既視感を覚え、同時に鼓動が重苦しく鳴り響き出したのを感じながら、恐々と周りを振り返り見た。

　フェリックスとミアとアーサはすぐ近くから、魔法石ランプを運び終えて休んでいる御者も少し距離を置いたところからローズの様子をじっとうかがっている。

　本当にできるのかといった懐疑的な眼差しが自分に集まってきていて、そしてなにより、アーサの心配そうな面持ちを視界に捉えると、あの日もこんな感じだったと、自然とローズの体が強張っていく。

　控えればいいのに少し得意げになってしまっていた愚かな幼い自分、嘲あざ笑わらいながら見下すような眼差しを向けてくる大人たち。心配そうにしていたアーサが、ローズが光の魔力を使ったあと、顔を両手で覆った姿。

　断片的に蘇ってきた記憶に、ローズは苦しげな息をつく。

「ミレスティの真似をして、光の魔力を披露したあのときみたいですわね。色々と思い出してしまいましたわ」

　アルビオンで国守りの精霊を助けたときは、急を要す中での出来事で、なにかに気を取られる余裕もないまま無我夢中で光の魔力を発動したが、今は違う。

　もちろん、今周りにいる者たちは、決してローズに対し侮蔑的な態度を取っているわけではない。しかし、似通ったこの状況が過去の記憶と重なり、あの日目の当たりにした、エマヌエラとミレスティの怒りで歪んだ顔や怒鳴り声がローズの中で蘇り、感じた恐怖や悲しみにのみ込まれそうになる。

　ローズは顔色を悪くさせながらも魔法石ランプへと手を伸ばすと、今度は褒められたかったのに認めてすらもらえなかった大きな失望感に心が囚われ、苦しげに眉根を寄せる。

　その後、部屋に閉じ込められ、しばらく出られなかった。食事もさらに質素なものへと変わり、屋敷の召使いたちからも『お前は、ミレスティお嬢様の引き立て役にしかすぎないんだよ。生意気な』と蔑まれることが多くなる。

　空腹でぼんやりする頭で、自分はミレスティより目立ってはいけないと理解する。それからは何事もミレスティのようにうまくはできないと自身に暗示をかけ、特に光の魔力を使ってはいけないという戒めをローズは自分に課していったのだ。

「失敗しても、成功しても、どうかわたくしを叱らないでくださいね」

　微かに体を震わせながらローズがぽつりとそう呟くと、アーサは言葉の裏側にある意味を察して「ローズお嬢様」と声を詰まらせた。

　そしてミアもまたローズの言葉から、少なからずなにかを察していた。再び短く息を吐き、今一度魔法石ランプと向かい合ったローズを、ミアはじっと見つめる。

　改めて魔法石ランプに伸ばした手が小刻みに震えているのに気づくと、ミアはいても立ってもいられなくなり、ローズの手に自分の小さな手を重ね置いた。

　温もりにローズはハッとし、大きく目を見開く。

「ミア」

　ローズが呼びかけると同時にミアも顔を上げ、視線が繋がる。

　励ますかのように口元に笑みをたたえたミアを見つめ返し、ローズに笑顔が戻ってくる。

「情けない姿を見せてしまって、申し訳ありません。わたくしは、皆さんと共に生きる今を手に入れましたものね。過去は過去でしかありませんわ」

　心を苦しく捕らえていた過去から一歩抜け出すべく、ローズは魔法石ランプへと両手をかざし、ゆっくりと目を閉じた。

　気持ちを集中すれば、徐々にローズの体全体が熱くなっていく。手にぴたりと触れているミアは変化に驚き、戸惑う。

　フェリックスとアーサと御者も魔法石の中へ一気に光が溜まっていく様子に圧倒され、言葉を失った。

　ローズはまぶたの裏で、光の魔力を付与した魔法石ランプをひとつふたつと思い浮かべ、一列に並べていく。それらを線で結び、結界としてのイメージをより強く持ったとき、体の内側で熱が一気に膨張し、ローズは思わず目を開ける。

　その瞬間、ローズの体の熱が澄んだ風と共に一気に放出された。

「今のは、いったい……あら？」

　手元のひとつだけでなく、外に出した魔法石ランプのすべてが輝き、光の魔力が付与されている。これはいったいなにが起きたのかと理解が追いつかず動きを止めたローズの後ろで、フェリックスが興奮気味に声をあげる。
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「一気に魔法石十個全部に魔法付与するなんて、すごいぞローズ！」

「すごいのですか？　うまくいったのでしたら……良かっ……た、ですわ」

　ローズはふらついたあと倒れそうになるが、傾いた体を誰かに抱き止められた。

「それだけじゃない。結界線の錬成にも成功してる」

「ジェイク様」

　たくましい右腕に支えられ、ローズは夢心地の気分で、ジェイクの美麗な顔を見上げていたが、「本当だ！」とフェリックスが驚きの声をあげると同時に視線を魔法石ランプへ移動する。

　目を凝らしてみると、ランプ同士が光の線で繋がっているのが見て取れ、自分が思い描いた通りに創造できていたことに、「もしかして大成功でしょうか」と唖然としながらぽつりと呟く。

「相変わらず、無茶苦茶な力の使い方だな。ローズ、大丈夫か？」

　問いかけながら、ジェイクが何気なく、ローズの乱れた前髪を指先で整える。触れられた感触と彼から注がれる優しい眼差しに鼓動が跳ね、ローズはジェイクの左手を両手で軽く掴んだ。

「ええ。わたくしを気遣ってくれる皆様がいますし、なにより一番の味方が来てくださったから、わたくしもうなにも怖いものはございませんわ」

　にこやかにそう答えたローズにジェイクはほんの数秒目を奪われ、少しだけ頬を赤く染めながら視線を逸らす。

　ジェイクの動揺を精霊二体は見逃さない。フェリックスはニヤニヤと笑みを浮かべ、ミアはふたりを引き離すべくローズの髪の毛を引っ張り始める。

　ローズだけはジェイクの動揺にまったく気づかず、そしてミアに髪を引っ張られても気にする様子は微み塵じんもなく、いつもの調子で問いかける。

「ジェイク様は執務室に缶詰だったのでは？」

「大方片付けたから、新しく仕事を振られる前に知らん顔して逃げてきた。で、ローズはいったいなにをしていたんだ？」

　ジェイクはぼやきつつも、自分が乗ってきた白馬を厩舎に連れていくようにと御者に指示を出したあと、改めて魔法石ランプを見回す。そこでローズはハッとし、「勝手に屋敷のものを使ってしまってごめんなさい」と謝罪してから、屋敷の周りに結界を張り巡らせたいという思いつきを説明し始める。

「面白いな。もう少し詳しく聞かせてくれ」

　自分の話に興味を抱き、目を輝かせたジェイクに、ローズは嬉しくなり、にっこりと笑顔の花を咲かせる。

「ええもちろん。ジェイク様の意見も聞きたいと思っておりましたの。お菓子を食べながらお話ししましょう！　ミアもどうぞ！」

　ローズは少しふらつきながらもジェイクの腕から離れ、屋敷に向かって歩き出す。

　ミアの攻撃を笑顔でやり過ごすローズの様子をジェイクは穏やかな面持ちで見つめていたが、そばに寄ってきたフェリックスに気がつくと表情に不機嫌さを滲ませる。

「お前にも手伝ってもらおうと思ったのに、さっさと姿を消しやがって」

「そりゃそうだよ。書類と格闘しているジェイクを眺めるより、ローズと一緒にいた方が断然面白いし、それでいて、くつろげるっていうか」

「確かにそうだな。彼女といると、不思議と心が安らぐ……俺、生活の拠点をしばらくこちらに移そうかな」

　思いを口にした直後、フェリックスに意味ありげにニヤリと笑いかけられ、ジェイクは再び顔を赤らめる。

「なっ、なんだよ、その顔は。別に深い意味はないからな！」

　ジェイクの喚わめきに、屋敷の玄関付近まで行っていたローズがミアやアーサと共に振り返る。

「ジェイク様、どうかされましたか？」

「なんでもない。気にしないでくれ！」

　気恥ずかしさを誤魔化すべく声を大にして返事をしてから、ジェイクは「ここは俺の家だぞ。家主が寝泊まりしてなにか問題でも？」とボソボソ文句を続け、自分を茶化すようにまとわりついてくるフェリックスを押しやりながら歩き出した。










五章、ローズの選択




　ローズがジェイクの別宅で暮らし始めてから一週間が経った。

　朝日が差し込む部屋の中、ベッドで微睡まどろんでいたローズは、一階の廊下を足早に歩く音を耳にして慌てて飛び起きた。

「寝すぎてしまいましたわ！　早く朝食の準備の手伝いを……」

　ふと言葉を途切れさせ、一拍置いてから部屋を見回したあと、ここはセレイムル邸ではないのだと理解が追いつき、心の底からホッと息をつく。

「体に染みついた習慣はなかなか抜けませんわね」

　寝坊をしてしまうと朝食にありつけないこともあったため、これまでずっと起床時間にはひどく敏感になっていた。そのためか、ここ一週間、朝方に人の気配を感じては、もう不必要となった焦りと共に飛び起きてばかりいる。

　ローズは苦笑いしながらベッドから下りて、窓際に置かれている小さな丸テーブルの前に立った。

　通常は花瓶を置いたりするのだが、数日前からそこにはバスケットがのっていて、敷き詰められたふかふかの毛布にくるまってミアが眠っている。

「おはようございます、ミア！」

　明るく声をかけると、ミアがゆっくりと目を開けて寝ぼけ眼でローズを見上げる。しかし、再び眠りに落ちるように目を閉じたため、ローズはミアの毛布を引き剥がしにかかった。

「二度寝の気持ちよさは、よくわかりますけど、起きてくださいな！」

　ローズがミアと毛布の引っ張り合いをしていると、アーサが朝の挨拶をしに部屋に入ってくる。

　朝から賑やかなふたりの様子を微笑ましそうに眺めながら、「そろそろ、おふたりの朝ご飯の準備が整いますよ」と声をかけ、朝の新鮮な空気を部屋に取り込むべく窓を開け放つ。

「今日はミアも呼ばれているのですよね？　早く準備を整えて、一緒に行きましょう」

　ローズの言葉で一気に眠気が吹き飛んだミアは目を大きく見開き、続けて浮かない様子となる。そしてポールハンガーにかけられてある、今日着るためにと昨夜準備したローズのよそ行きのドレスを切なげに見つめる。

「バレンティナ様はどのようなお方なのでしょうか。お会いするのが楽しみですね」

　ローズがにこやかに思いを言葉にすると、ミアは掴んでいた毛布を手荒にローズへと押しつけ、あっかんべーをしてから窓から外へと飛び出していった。

　ローズは慌てて、窓から身を乗り出しながら外を見た。

「ミア！　どこにいますの？　戻ってきてくださいな。もうすぐ朝ご飯ですわよ！」

　何度か呼びかけてみたが、戻ってくる様子はない。ローズは気落ちしつつ、アーサに促されるままに寝間着から普段着用のドレスへと着替えて、一階へと下りた。

「わたくし、気に障ることをしてしまったのでしょうか。無理やり起こそうとしたのがいけませんでした？　もしかして、ひと晩中、なにかとてつもない寝言をブツブツ言ってしまっていたとか？」

　口を両手で押さえて顔を青くしたローズに、アーサは苦笑いする。

「そんなにお気になさらなくても、ミアはすぐに戻ってきますよ」

「そうだと良いのですが。お友達になるって、難しいですわね」

　魔法石ランプを使っての錬成に成功した日から、ミアはジェイクがいなくても屋敷に姿を現すようになった。

　しばらくすると、さりげなくローズの手伝いをしたり、ローズの部屋で寝泊まりしたりすることも多くなっていたのだ。

　心の距離が縮まったのを感じていたのもあり、ローズは切なくて仕方ない。

　そして、ミアと同じく屋敷に入り浸るようになった者がもうひとりいる。

　アーサに開けてもらった扉から食堂へと入って見つけた姿に、ローズの笑みがわずかに戻る。

「おはようございます、ジェイク様！　フェリックス！」

　ジェイクは読んでいた紙面からローズへと視線を移動させ、口へと運びかけていたティーカップをソーサーへと戻す。そしてテーブルの上で胡座をかいて食事をしていたフェリックスも、パンを持ったままローズへと顔を向ける。

「おはよう、ローズ。浮かない顔してどうした？」

「もしかして、今日はバレンティナ様との面会があるから緊張しているのか？」

　以前城で会った上位精霊から言伝があり、今日これから、バレンティナとの面会の予定が入っている。

　本来ならば、この面会はジェイクの花嫁候補として認めてもらえるかどうかの試練であるため、フェリックスの言う通り緊張していてもおかしくないのだが、認められなくても問題ないローズにとっては違う。

「いいえ。前にお話で聞いた聖樹も見られるでしょうし、たくさんの精霊さんがお集まりになられるとも思いますので、わたくし、バレンティナ様との面会はとっても楽しみに思っておりますの」

「それじゃあ、どうしたんだ？」

　ローズが向かい側の席に腰掛けるのを待ってからジェイクが問いかけると、ローズは悲しそうに肩を落とした。

「わたくし、朝からミアを怒らせてしまいました。ミアも一緒にバレンティナ様のところへ行けたらと思っていましたのに、どこかへ飛んでいってしまわれましたわ。出発の時間までに戻ってくるでしょうか？」

　窓へとちらちら目を向けるローズに、フェリックスはスープを飲み干してひと息ついてから、肩をすくめて喋り出す。

「あいつは気分屋だもんな。でも、花嫁候補としてバレンティナ様から許可が下りた場合、ローズがペアの相手として誰を選ぶのか気になるだろうし、絶対に集会には顔を出すと思うぜ」

　フェリックスの話を聞いて、ローズは難しそうな顔をする。そして自分たちの近くに誰もいないのを確認してから、こそこそとジェイクに話しかけた。

「わたくし、うっかり浮かれてしまっていましたが、もしかして、バレンティナ様には会いに行かず、辞退を申し出た方がよろしかったでしょうか？」

「……え？」

「前に、わたくしは深く踏み込まなくていいとおっしゃってくださいましたでしょ？　万が一、ジェイク様の婚約者候補になる許可が下りてしまったら、面倒臭いことになりそうですし」

　悪気なくそう言い放ったローズを、ジェイクは無表情で見つめ返し、しばし動きを止める。その後、狼狽うろたえるように視線を揺らしてぎこちなく頷いた。

「た、確かに言ったな。でも別に、断るのは今じゃなくても良いんじゃないか？　バレンティナと会うのを楽しみにしているみたいだし、天然の聖樹だって見たいだろ？　許可が下りなくて、そこで終わる可能性だってある」

「そうですわね！　わかりましたわ。許可をもらえなかったときは、ものすごい形相で悔しがってみせますわね」

「あ、ああ。楽しみにしている」

　ジェイクが感情のこもっていない声で相あい槌づちを打ったところで、アーサがローズの朝食をトレーにのせてやって来る。具だくさんのスープを目の前にして、「美味しそうですわ」と嬉しそうに口元を綻ばせたローズをジェイクは複雑な面持ちで眺めていたが、フェリックスから慰めの眼差しを向けられていることに気づき、「やめろ、余計に惨めな気持ちになる」と短くぼやいたのだった。




　結局、予定時間になってもミアは戻ってこず、ローズはしょんぼりと屋敷を出た。

　魔法石ランプをこれでもかというくらい設置し、結界を張り巡らしたため、屋敷の周りは空気まで澄んでいる。

　大きく深呼吸してから、ローズはジェイクと共に馬車に乗り込んだ。

　目的地は町の西側に位置する湖の、その真ん中にある森の小島である。そこはバレンティナや精霊たちが暮らしている場所であるため神聖な場所とされていて、人間が許可なく立ち入るのはもちろんのこと、湖自体にむやみに近づくこともよしとされていない。

　そのため、湖から少し距離を置いて馬車を停めて、そこにアーサと御者を残し、ローズとジェイクとフェリックスのみで歩いて向かう。

　ジェイクに続いてローズも馬車を降りようとする。しかし、周りに集まってきていた人々や精霊たちからの挨拶に、冷たくも感じるくらいの凛とした面持ちで軽く手をかかげて応えているジェイクの様子に思わず動きを止めた。

「民を前にすると、ジェイク様は心なしかお顔が厳しくなりますのね」

　自分の知っているジェイクとの雰囲気の違いにローズが思わず呟くと、まだ馬車の中にいたフェリックスがこっそりと教えてくれる。

「仕方ないよ。子供の頃から、王子として毅然とした態度でいるように求められてきたし、本人も人間に対して信用してないところもあって、たとえ平民相手だとしても、わずかな隙も見せたくないらしい」

「まあ、そうでしたの。身分が高い者ゆえの苦悩がたくさんおありなのでしょうね。王子様も大変ですわ」

　孤高にすら感じるジェイクの後ろ姿からローズは目を離せずにいると、ジェイクがくるりと踵を返し、馬車から降りずにいるローズの元へ戻ってくる。

「人が多くて不安か？　大丈夫、なにかあったら俺が守るから。おいでローズ」

　彼の言葉と自分に向けられた優しい微笑みに、ローズの鼓動がわずかに高鳴る。

　紳士的に差し出されたジェイクの手にローズは迷わず自分の手を重ね、軽く握りしめた。そして今度は彼の澄んだ瞳から目を離せないまま、ゆっくりと馬車を降りた。

　ローズの腰にジェイクが手を添えて歩き出すと、興味津々の様子の人々から、「あの子にジェイク様がひと目惚ぼれして連れ帰ってきたっていう噂は、本当だったみたいだね」といった囁き声が聞こえてくる。

　自分も注目されているとローズが緊張で顔を強張らせたとき、後方から声援があがった。

「とってもお似合いですよ。頑張ってくださいませ、未来の花嫁様！」

　思わず足を止め、ローズは声がした方へと驚き振り返る。嫉妬や羨望の眼差しを向けてくる若い女性も中にはいたが、ほとんどがローズを応援しているかのような温かな眼差しで、ローズはぎこちなく笑みを浮かべて、頭を下げた。

「行こう」とジェイクに軽く腰を押され、ローズは湖に向かって歩き出す。

「どう考えてもポンコツのわたくしでは見劣りしていますのに、こんなに素敵なジェイク様とお似合いだなんて、皆さん気を遣ってくださってお優しいですわね」

「ジェイクがローズにベタ惚れしているように見えるからじゃないか？」

　フェリックスがニヤニヤしながら口を挟むと、ローズが「まあ」と目を丸くする。

「わたくし、近いうちに辞退いたしますのに、それではジェイク様が振られたみたいに思われてしまいますわ。少し離れて、心の距離を醸し出しておくべきですわね」

　フェリックスを冷めた目で見つめていたジェイクが今度はローズを物言いたげに見下ろし、ぽつりと呟く。

「いいや、ベタ惚れだと思わせておいた方が面白そうだ」

「でもそうしますと、ジェイク様の面子が」

　訴えかけるべくジェイクへと視線を上げた瞬間、頭部に温もりを感じて、ローズはキョトンとする。

　今のはぶつかってしまいましたのねと、状況を理解できていないのはローズだけ。ふたりを観察していた人々は、ジェイクが愛おしそうにローズの頭部に口づけを落としたのをしっかりと目撃していたため、歓声とどよめきが同時に沸き起こったのだった。

　湖は少し古びた柵で取り囲まれていて、やがてローズたちは柵の切れ目に辿り着く。

「許可なき立ち入りの抑止力となるようにと、精霊たちに頼まれて三代前の国王が柵を設置したんだけど、そろそろ新たな柵に変える必要がありそうだな」

　役目を引き継ぐ者としての責任ある発言をする凛としたジェイクの横顔をローズは少し眩しげに見つめながら、特に誰かが見張っているわけでもない出入り口から、中へと入っていく。

　柵の内側の林の中へと一歩足を踏み入れた瞬間、清せい澄ちょうな空気に包み込まれ、明らかに雰囲気が変わり、ローズは思わず息をのむ。

「神聖な場所とされているだけありますわね。なんだか身が引き締まります」

「俺も、ここに来るたびそう感じている」

　先導して歩き出したジェイクとフェリックスに続いて、ローズはそれ以上無駄話をせず、厳かな気持ちで小道を進んでいく。

　やがて、目の前に湖が現れる。町中にあるため小さいものかと考えていたが、湖は想像していた以上に大きく、ローズは圧倒される。

　湖の真ん中にはこんもりと生い茂っている森の小島があり、ジェイクは短く息をついてから、そこに通じる桟橋を渡り始めた。

　ローズもジェイクを追いかける。途中で、透明度が高い湖面へ視線を落とすと魚が泳ぐ姿がはっきりと見え、美味しそうに感じてしまい、いけません神聖な場所で不謹慎ですわと、ローズは心の中で自分自身を戒めた。

　桟橋を渡りきって森の中へ入ると、葉で陽光が遮られ、辺りは一気に薄暗くなる。

　暗さに目が慣れず、転びそうになってしまったローズは、すぐさま後ろからジェイクの腕を掴んだ。

　恐々とした足取りで先へ進んでいくと、やがて少し開けた場所に辿り着き、そこにあった一本の大木にローズは目を奪われる。

　開けている場所のはずなのにまだ薄暗いのは、大木から伸びた太い枝たちがローズの顔くらい大きい葉をたくさん有していて、光を遮っているためだ。

　大木の手前には、多くの精霊たち、そしてひとりの人間の女性の姿があり、大木に向かって祈りを捧げているようだ。

　太い幹の窪くぼみから、杖つえを持った女性の精霊がふわりと舞い出てきて、窪みのそばの枝へと移動した。

「ジェイク、よく来ましたね。待っていましたよ」

　女性の精霊は年老いてはいるが、目力が強く、身なりも品があり、周囲の精霊たちとは一線を画している。なにより、言葉を話しているため上位精霊なのは間違いなく、もしかしたらとローズがその正体に感づいたとき、ジェイクが精霊に笑いかけた。

「元気そうだな、バレンティナ」

　ジェイクのひと言で、やはりバレンティナ様なのですねとローズが目を輝かせると同時に、祈りを捧げていた人間の女性が、肩までの栗色の髪を大きく揺らしながら勢いよく振り返り、ジェイクに対して笑顔を弾けさせた。

「ジェイク様！　会いたかったです！」

　パタパタと駆け寄ってきては、思いの丈をぶつけるかのように、ジェイクに抱きつく。

「国に戻られたら夕食をご一緒にとお約束していましたのに、お顔すら見せていただけないなんて、ひどいです！」

「す、すまないオトゥール嬢。仕事が立て込んでいて」

「それでしたら、今夜のご予定は？　私、つい先ほど、バレンティナ様からジェイク様の花嫁候補となる許可をやっといただけましたの。今日もまたジェイク様との記念日となりました」

　ジェイクは冷めた顔つきになりつつも女性の勢いに押されて、二歩ほど後退する。女性はジェイクの表情に気づかぬままに、逃さないという風にジェイクにぴったり抱きついて離れない。

　ふたりの密着度に、ローズの心の中でわずかな苛立ちが芽生えた。軽く拳を握りしめてしまっている自分に気づくと同時にローズは我に返り、体の奥底でゆらめくこの不愉快さはなんなのでしょうと、不思議に思い首を傾げる。

「相変わらずだな」とジェイクから冷めたぼやきが発せられたところで、女性はようやく体を離し、自分を見つめているローズへと視線を向ける。

「ジェイク様と一緒にアルビオンからやって来たっていうのが、あなた？」

「は、はい。ローズ・セレイムルと申します」

「私、べネッサ・オトゥール。父は公爵位を承っていて、母は上級聖女として活躍していまして、私も幼い頃からジェイク様の花嫁となるべく教育を受けて参りました」

　先制攻撃を仕掛けてきたべネッサに、ほんの一瞬ミレスティの姿が重なり、ローズは思わず体を強張らせた。

「お父上とお母上、素晴らしい方なのですね。べネッサさんも、それはそれは大変でしたね」

　ローズは素直にべネッサの両親を褒め称え、べネッサの労もねぎらう。一方で、素晴らしい両親のもとに生まれた自分もまた素晴らしいと主張し、ローズの出鼻をくじこうとしたベネッサだが、ローズがいつも通りのにこやかさを崩さないため、まるで手応えがなく、物足りなさだけが募っていく。

　すすっとべネッサはローズに歩み寄り、ぎゅっとローズの手首を掴むと、互いにしか聞こえないくらいの声で話しかける。

「ジェイク様の正妃となるのはこの私ですから。あなたがジェイク様のお気に入りだろうと、絶対に負けません」

　べネッサがローズを睨みつけると同時に、「オトゥール嬢」とジェイクが口を挟んだ。

　そこでべネッサは力を抜き、ローズから手を離し、糸いと屑くずでもついていたかのようにローズのドレスを軽く手で払った。

　べネッサの宣戦布告にさすがのローズも戸惑いを隠せず、べネッサはジェイクの隣は自分の場所だといったような顔をして、ローズとジェイクの間に割り込んでいく。

「べネッサ、あなたには追って試練の内容を伝えます。今日はご苦労であった」

　バレンティナが短く息をついてから、べネッサに向けて言い放つ。もう帰っていいと言われたも同然ではあるが、ベネッサは不満を滲ませる。

「まだ少しジェイク様と一緒に……」

「今日はご苦労であった」

　バレンティナが有無を言わさぬ厳しい表情でそう繰り返すと、それ以上食い下がれず黙り込んだべネッサの元へ、一体の精霊が慌てた様子で飛んでいく。

「バレンティナ様、失礼いたします！　ほら、べネッサ、行きますよ！」

　精霊はバレンティナに向かって頭を下げてから、必死にべネッサのドレスを引っ張り、すぐにでもこの場を離れようとする。べネッサも「失礼いたします」とバレンティナに頭を下げたあと、何度もジェイクを笑顔で振り返りながら、ゆっくりと歩き出した。

「毎度思うが、あの惚れ込み方は狂気に近い。そんな彼女を正妃に迎えなくちゃいけなくなったら、ジェイクは確実に病むな。可哀想に」

「仕方ない。俺は自分の正妃を選べないから」

　遠ざかっていくべネッサに顔を険しくしながらフェリックスが小声でジェイクに話しかけると、ジェイクも諦めの言葉を小さく吐き捨てた。

　すると、枝に立ってジェイクを見つめていたバレンティナが静かに口を開く。

「いいや、選べる。王子自ら、候補者を連れてくると決めているのだから」

　ハッとし、わずかに目を大きく見開いたジェイクへと、バレンティナは少し意地悪ににやりと笑いかける。

「もちろん好意を持った娘の魔力が能力で選ばれた娘より劣っていれば、正妃に迎えるのは諦めてもらうしかないが、お前さんが普通の娘に惹かれるわけがあるまい。運命を感じざるを得ないほどのものをその娘が持っていたから、わざわざアルビオンから連れてきたのだろう？」

　ジェイクはバレンティナを真っ直ぐに見つめて、はっきりと告げる。

「おっしゃる通り、俺は能力だけでなく、彼女のすべてから目が離せない。バレンティナも彼女をすぐに認めるはずだ」

　力強く言い切ったあと、ジェイクは恭しくローズの手を取り、真剣な面持ちでローズを見つめた。

「心底惹かれているあなたを娶めとれたら、どれほど幸せだろうか」

　囁かれた甘い言葉に、ローズは目をまん丸くする。本心ではないとわかっているのに彼の言葉に心を掴まれ、鼓動が高鳴り、頬も熱くなっていく。

　演技だから落ち着きなさいと心の中で繰り返していると、バレンティナが笑みを浮かべて「面白い」と独りごち、以前、城で会った上位精霊へと視線で合図を送る。

　上位精霊はバレンティナに対して軽く頭を下げてから、自分の顔の大きさくらいある包みを両手で抱えた状態で、ローズの前に進み出た。

「まずは、あなたの力がどの程度なのか見せてもらいましょう」

　バレンティナの宣言でジェイクの手が離れ、心細さを感じつつも、ローズは上位精霊と向き合って、おずおずと包みを受け取った。

　触れた感じから、中身は球だろうかと考えていると、バレンティナから「結び目を解きなさい」と次の指示が飛ぶ。

　包みを片手で持ち直して言われた通りにすると、中から既視感のあるものが出てくる。

　数日前に魔法石ランプで結界を作るのに扱ったばかりだ。しかし、慎重に指先で摘んで持ち上げると、キラキラとした金色の輝きが内包されているのに気づいた。

「これも、魔法石なのかしら？」

「そうだ。しかし、魔法石の中でもこれは少し特殊なもので、魔力付与した者の魔力量を測ることもできる」

「そうなのですね」

　なるほどと納得してから、ローズは魔法石を光に透かして「綺麗ですわね」とうっとりしていると、バレンティナの次の指示が飛ぶ。

「さあ、それに己の力を付与しなさい。私の後継者を選ぶ役目を託すに値するかどうかを見極めさせてもらう。といっても、現段階では素質があるかどうかを……」

　力を込めろと聞いてローズはこくりと頷くと、バレンティナの言葉を最後まで聞かずに、魔法石を両手で持ち直す。

　思い浮かんだのは、やはり、先日の魔法石へ魔力付与したときのことだ。あのときみたいにやればいいと考えながら深呼吸し、ローズは目を閉じた。

　魔法石へ意識を集中すると、即座に体が燃えるように熱くなっていく。先日以上の熱さを感じる一方で、魔力が球体へと吸い込まれていくのもはっきりと感じ取り、この前の魔法石とは違って特殊なものなのだと体で理解する。

　どのくらい魔力付与をしたらいいのかと疑問を抱いたのも束の間、球体による魔力の吸引が加速し、魔力の流動を制御できなくなる。

　一気に力を吸い取られ、足元がふらつく。なんとか目眩をこらえ、倒れずに済んだところで、ローズの手にあった魔法石から一気に光が放出され、強い熱風が吹き抜けていった。

　熱風を起こしたまでは前回と同じだが、今回は魔法石に力はあまりとどまっておらず、それどころか、球体の中で輝いていたはずの金色の輝きまで消えてしまっていた。

「これでは、ただの透明なガラス石ですわ。わたくし、失敗してしまいました」

　魔法石を持ったまま、しゅんと肩を落としたローズに、ジェイクが愉快そうに笑みを浮かべて首を横に振る。

「周りをよく見てみろ。失敗なんかじゃない。むしろ大成功」

　慌てて視線を上げたローズの目に、バレンティナを始めとする精霊たちの体が、光の粒子を浴びたみたいに一様に輝いている様子が飛び込んでくる。

　そして皆揃って唖然とした顔をしていて、ローズは不安になって「本当に大成功なのでしょうか」とジェイクに囁きかけた。

　すると、「ははは」とバレンティナの豪快な笑い声がその場に響く。ひとしきり笑ったあと、余計に不安を募らせたローズに対して、バレンティナが力強く微笑んだ。

「文句なしの合格だ」

「わっ、わたくし、合格ですの？」

「ああ。ジェイクの花嫁候補として認め、そして、私の後継者を決める権利を与えよう」

「ま、まあ。それは、責任重大ですわね」

　不合格を言い渡されるとばかり思っていたため、ローズは唖然とし、ジェイクは苦笑いする。一方で、集まっていた精霊たちはバレンティナの許可が下りた瞬間、一気にざわめき立ち、ソワソワした様子でローズへ視線を集中させる。

「しかし、一発合格する娘は初めてだ。普通は魔法石に魔力をすべて吸い取られてしまい、立っていられない状態になる。さっきの娘もそうだ。吸い取った魔力はすぐにお返しするゆえ、お前さんたちの目には元気に見えただろうが」

　魔力を一気に使いすぎると、倒れてしまうこともある。そんなときは、体を横たえて休む必要が出てくるのだが、そんな状態だったとは微塵も思えないほど、先ほど会ったベネッサは元気だった。ローズは神妙な面持ちのまま、確かにと小さく頷く。

「しかも、ローズに関しては魔法石の方が魔力を吸い込みきれず、機能停止になってしまっておる。これもまた初めての事例だ。おまけにお前さんには、まだ余力が残っていそうだな」

　機能停止になった魔法石から解放された魔力がローズに戻ったのなら、そうあって当然なのだが、魔法石から放出されたローズの魔力は、実は周囲にいる精霊たちへと分け与えられているのだ。

　バレンティナは愉快そうに笑いながら、持っていた杖を軽く振る。すると、魔法石がほんのりと光を放ち、やがてその光は温かさと共にローズの手から体の中へと移動していった。

　目眩が軽減したのを感じ、魔法石の中にわずかに残っていた自分の力が戻ってきたのだと、ローズは理解する。

「しかし、我らと暮らすのを拒み、シェリンガムを出ていったマリアンの娘を、ジェイクが妃にしたいと連れ帰ってくるなんて皮肉なものだ」

　バレンティナからも母の名が出て、しかも、精霊たちと暮らすのを拒んだというのを聞かされ、ローズは思わず顔を強張らせる。

「もしかして、わたくしの母は、あなた方に失礼なことをしてしまいまして？　それなら母に代わって謝らせてくださいませ」

「マリアンは王妃と肩を並べるほど能力が高く、それでいて、少しばかり破天荒な娘だった。周囲の人間を振り回し、精霊たちも、もちろんこの私も例外なく、気がつくと彼女のペースに巻き込まれていた。とはいえ、嫌な気持ちにはならなかったゆえ、ローズが謝る必要はない」

　バレンティナの話を聞き、ジェイクとフェリックスはそういう人間を俺たちも知っているといった風にローズを見た。

「国を出ていったのは、あやつなりの考えがあったのだろうと、私は今でも思っている」

　バレンティナは嬉しそうでいて寂しそうでもある儚はかなげな微笑みを浮かべたが、すぐに凛々しさを取り戻し、背筋を伸ばした。

「マリアンが亡くなってしまったことも、娘がいたこともつい先日王妃から聞いたばかりだ。母親譲りの力を持ちながら、私の耳には一切、ローズの情報が入ってこなかったのはどういう理由だ？　聖女宮にも入宮していたのだろう？」

「いえ、入宮しておりません。わたくしは、入宮が許可される年齢に達していませんでしたし、仮に達していたとしても、わたくしの育ての親である伯父夫婦の意向で、聖女見習いとしては入宮できなかったと思いますわ」

「伯父夫婦、そいつらの名は？」

　そこでローズは黙り込み、言いづらいという風に顔を伏せた。そのため、バレンティナは眉をひそめたあと、ローズに代わってジェイクとフェリックスへ説明を求める。ジェイクとフェリックスは互いに顔を見合わせてから、フェリックスがここは俺が引き受けたとばかりにバレンティナの前に進み出て、深々と頭を下げる。

「伯父はエドガルド・セレイムル。伯母のエマヌエラは、パーセル家の出でございます」

「パーセル家か。マリアンが、よりにもよってあの血筋の者の身内になっていたなんて……まさかな」

　フェリックスの返答に、バレンティナは手で押さえた頭を軽く振ってみせた。エマヌエラ伯母さんのご実家は、やっぱり評判がよろしくないのですねと真顔になったローズへと、バレンティナから続けての質問が飛ぶ。

「それなら、ローズはアルビオンの聖女宮の内情は知らぬのだな？」

　その通りだとローズが頷くとバレンティナは寂しそうな顔をし、フェリックスはつらそうな顔でなにか物言いたげにふたりを見つめる。

「承知した。では、世間話はここまでにしておこう」

　ひとつため息を挟んで区切りとし、バレンティナは「アイレン、サーリア、ナディア」とこの場のどこかにいるだろう精霊の名前を呼び始める。

　名前がひとつ呼ばれるたび、精霊たちがざわめき立つ。そして、名前を呼ばれた精霊たちがバレンティナの前へ出てきて、それぞれがお辞儀をした。

「そして……ミア！」

　最後に付け加えられた名前にローズはパッと表情を明るくさせたが、その一方で精霊たちのざわめきがひと際大きくなる。今までのざわめきは祝福するかのように好意的に聞こえていたのに、ミアが呼ばれた途端、非難や嘲笑うような響きが混ざり出したため、ローズは不思議に思い精霊たちを見回す。

「ミア、いるのはわかっている。さっさと前へ出てきなさい」

　四番目として呼ばれたミアがなかなか姿を現さないため、バレンティナが自分の後方へ向かって呆れ顔で呼びかける。すると、数秒置いて木の後ろからミアが出てきて、気まずそうな様子で名前を呼ばれた他の三体の精霊たちの横に並ぶ。

「以上だ」

　バレンティナが発した短い宣言に精霊たちが再度大きくざわめき、それは「静かに」という制止の言葉がその場に響き渡るまで続いた。

「この中から、私の跡を継ぐのにふさわしいと思う者を選びなさい」

　ローズは責任の重みを改めて感じながら、最初に呼ばれた生真面目そうな見た目をしたアイレンという名の精霊と視線を合わせ、軽くお辞儀をした。すると、アイレンもローズへとお辞儀を仕返し、にこりと笑う。

「ローズさん、初めまして。アイレンです」

　話しかけられて、ローズは驚きで目を大きく開く。

「まあ、アイレンさんは言葉を話せますのね」

「はい。先ほどジェイク様の婚約者候補となった女性が選んだ精霊のドロシーも、私と同じく上位精霊です。彼女はとても優秀です。この中で、ドロシーと渡り合えるのはこの私だけと言って過言ではありません」

　べネッサを連れてこの場をあとにした精霊の様子を思い返し、ローズは「確かに喋っていらっしゃいましたわね」と呟く。すると、気が気じゃない雰囲気で、サーリアとナディアがローズに必死に訴えかけ始め、同時にローズはサーリアが以前本屋の前で出会った娘の精霊だと気づく。娘が次世代の国守りの精霊の候補に上がっていたから、あのとき母親の精霊は必死に食い下がってきたのだと腑ふに落ちた。

　とはいえ、時折混じる身振り手振りから、なにかをアピールしているのはわかるが、やはり言葉がわからないため、ローズは微笑みしか返せない。

　そしてミアとも視線を合わせるが、プイッと顔を逸らされてしまい、微笑みが苦笑いへと変わる。

「この先の試練は、選んだ者と共に取り組むこととなる。それを踏まえて、さあ、選択なさい」

　バレンティナが厳かに告げて、次のローズの言葉を待つように、精霊たちが一気に静まり返る。ミアは相変わらず興味がなさそうな態度だが、選ばれた他の三体の精霊は一様に緊張の面持ちでローズを見つめる。

　張り詰めた空気の中、しきりに小首を傾げるローズだけはどことなく緊張感が薄く、こんなときでもいつもと同じ調子の彼女にジェイクはこっそり笑みを浮かべた。

「今ここで選ばなくてはいけませんの？」

「ああそうだ」

「困りましたわね。それなら、わたくし選べませんわ」

　バレンティナの返答を受け、ローズは短く息をつき、にこやかに告げる。考えるまでもなく上位精霊であるアイレンが選ばれるだろうと考えていた精霊たちは、みんな呆気に取られている。もちろん自分が選ばれると疑わなかったアイレンも同様で、唖然とした表情で固まっている。

「精霊の皆様方やシェリンガムの大事な未来を担う存在ですもの。会って数秒で即決できるほど自分の見る目が優れているだなんて、わたくし、まったく思えませんし」

　ローズはにこやかに「だって、ポンコツですもの」と付け加え、ふふふと笑い、バレンティナは仕方あるまいといった様子で軽く頷く。

「ならば、どうしたい？」

「おひとりずつとお喋りさせていただきたいですわ」

「お喋りといっても、アイレンとしか無理だろう」

「いえ。心配無用です。わたくし、優秀な通訳に心当たりがございましてよ」

「通訳って、俺のことか？」と口を挟んできたフェリックスへ、ローズは目を輝かせて首肯する。

「ええ。それから、ジェイク様にも相談させてもらい、決定したく思います。国を支えていく次期国王の意見は外せませんもの」

　続けて、ローズはジェイクへにっこり笑いかける。ジェイクもつられて微笑み返すと、精霊たちの目にはふたりが信頼と愛情で強く繋がっているようにしか見えなく、うっとりと頬を染めた。

　バレンティナは少しの間を置いてから、再び凛とした声音を響かせる。

「ならばこちらも、期限を設けさせてもらう……一週間ではどうだ？」

「十分ですわ」

「よろしい。許可する」

「ありがとうございます」

　ローズがバレンティナへと膝を折って丁寧にお辞儀をすると、ようやく場の緊張感も緩和され、精霊たちが物珍しそうにローズの周りに集まってくる。

　その中に、アイレンとサーリアとナディアの姿もあり、ローズは笑顔で彼女たちに話しかける。

「アイレンさんは明日、サーリアさんは明後日あさって、ナディアさんは明明後日しあさって。それぞれご予定は空いていまして？　わたくしがお借りしているお屋敷にお越しくださると助かりますわ」

　途端に、三体から嫌そうな顔をされてしまい、「お、お嫌ですか？」とローズは慌てふためき出す。

「ローズさんがいらっしゃるのは穢れの森のそばにあるジェイク様のお屋敷だと聞いております。できれば、他の場所を指定していただけませんか？　そうしたら、私ども、喜んでうかがいますので」

「それなら大丈夫だ。ローズが結界を張って穢れが近寄れなくなってるから。騙だまされたと思って来てみろよ」

　フェリックスが話に加わって説明したが、彼女たちは信じられない様子のため、少し離れたところにいるミアを「おーい、ミア！」と呼びかけた。

　状況を知っているミアに口添えを頼もうという考えだったらしいが、当のミアはこちらへ顔を向けているのにもかかわらず、フェリックスが手招きしても、踏ん切りがつかない様子で動こうとしない。

「来づらそうだな」

　そんなミアの姿を見てジェイクがぽつりと呟き、ローズがハッとした様子で口に手を当てる。

「わたくしの余計なひと言が尾を引いていますのでしょうか」

「それは気にしなくていい。ミアが気にしているのは別のことだろう」

　ジェイクは同じく選ばれた三体の精霊たちへと視線を戻す。彼女たちは、ローズがミアを気にしているのが気に入らないようで、不満そうにしている。

　フェリックスの三回目の呼びかけで、ミアは踵を返し、ローズたちに背を向けて立ち去ろうとしたため、すぐさまローズは大きな声で話しかけた。

「ミアも屋敷にいらっしゃって！　必ずよ！　いつでも構いません！　待っていますから！」

　その場に響き渡ったローズの声に反応し、ミアは動きを止めた。振り返ってこちらに来てくれるだろうかとローズが期待したのも束の間、ミアは横から精霊たちになにか声をかけられ、そちらへと言い返すような仕草をする。

　言い返された相手は怯んだが、今度は他方向からもなにか言われ、ミアが怯む番となる。

　そのままミアは、逃げ出すように姿を消してしまった。

「大した能力もないくせに、バレンティナ様から気にかけてもらっているからって、いい気になって」

　アイレンのぼやきを耳にし、ローズは表情を曇らせる。逃げ出したミアの後ろ姿が、セレイムル家にいた頃の自分に重なって見えたからだ。

「ローズ。一週間後に、再びここに来なさい」

「わかりましたわ」

「話はこれで終わりです。みんなも、帰ってよろしい。解散」

　自分の求めにローズが答えて膝を折ったのを見届けてから、バレンティナは両手を広げて、この場にいるすべての者に語りかける。そして、ひと仕事終わったとばかりに、深く息をつき、森の奥へと向かって羽をはばたかせた。

　バレンティナを見ていたフェリックスは、迷うような仕草を見せてから、ローズとジェイクと向き合った。

「俺、バレンティナ様に話しておきたいことがあるんだ。できれば帰らず、ここで待っていてくれ」

　ジェイクはローズと顔を見合わせてから、「わかった」と頷いた。「聖樹を間近で見てもよろしくて？」と言ったローズのはしゃいだ声を聞きながら、フェリックスはバレンティナを追いかけていった。

　聖樹を見上げて圧倒されるローズの元に、帰る様子のない精霊たちが集まってくる。目を輝かせ、頭を下げながら、なにか話しかけてくる精霊たちに困っていると、アイレンがやって来る。

　アイレンが言うには、先ほど魔法石から流れ出た光の粒子を体に纏ったことで、怪我が治ったり、腰痛などの症状が軽減したりと、精霊たちにさまざまな効果をもたらしたようなのだ。

「皆さんが元気になってくださったのなら、わたくしも嬉しいですわ。……そうですわ！　なにかありましたら、ジェイク様の屋敷にいらしてください。わたくし、できる範囲で回復のお手伝いをさせていただきますわ」

　ローズのにこやかな提案に精霊たちは表情を強張らせ、ゆっくりとローズから離れていった。

「穢れの森は避けたい場所ですから」とアイレンは苦笑いし、「それでは明日」とお辞儀をしてから、彼女も姿を消した。

「皆さん、いなくなってしまわれましたわ。やはり穢れの森が怖いんですわね。あの森自体、なんとかできるならしてしまいたいですわ」

　先ほどまでたくさんの精霊たちがいたのに、今はふたりっきりとなってしまっている空間を見回しながら、ローズは真剣に悩み始める。

　ローズは眉間に皺を寄せていたが、自分を見つめるジェイクがふっと柔らかい笑みを浮かべたため、わずかに顔を赤らめた。

「わたくし変な顔になっていましたか？」

「いや、そうじゃなくて、ローズみたいに他の者を思いやれる人が次の国守りの精霊のパートナーとなってくれたら、シェリンガムもより良くなるだろうにと思っていた」

「でしたら、ジェイク様はわたくしを娶らねばなりませんわね」

　ローズのにこやかな返答にジェイクは咳き込み、「い、いや、俺は置いといてだな」とほんの少し気恥ずかしそうに続けたとき、一陣の風と共にローズの元へバレンティナが慌てた様子で戻ってきた。

「バレンティナ様、どうかされまして？」

　先ほど見た凛とした様子とは違い、顔色が大きく変わっていて、ローズまで表情を強張らせた。

　一拍遅れて帰ってきたフェリックスへと、ジェイクも緊張感と共に「どうしたんだ？」と問いかけた。しかし、フェリックスは必死に追いかけてきたらしく、呼吸が整わない。

「ああ、ローズ。どうしてもっと早く教えてくれなかった」

　バレンティナは震える両手でローズの手に触れる。

「ありがとう。心からの感謝を」

「バレンティナ様、わたくし、感謝されるようなことなどなにもしておりませんわ」

　突然の行動に混乱するローズの手をバレンティナは縋すがるように掴み直し、目に涙を浮かべた。

「アルビオンの国守りの精霊は私の娘、アデリタだ。強力な穢れを祓って、弱っている娘を癒やしてくれたそうだな。娘を助けてくれて、本当にありがとう」

　ローズが驚いてフェリックスを見ると、申し訳なさそうな表情で返された。

「あのときのことをローズが隠しておきたかったのはわかっていたけれど、バレンティナ様もアデリタ様をずっと心配しておられたから、黙っていられなくて。アデリタ様を助けたのはミレスティって娘じゃなくて、ローズだよな？」

　フェリックスから断言されて困り顔になったローズへと、ジェイクもダメ押しする。

「俺たちもあの前にアデリタの様子を確認している。しかし、アデリタを取り巻く穢れが強すぎて、しっかりと準備を整えてからでないと祓いきれないと判断したんだ。なのに、穢れは祓われていた。立役者がどちらかだなんて、ふたりの様子を見れば一目瞭然だった」

　ジェイクの揺るぎない言葉と、表情の変化を見逃すものかといったフェリックスとバレンティナからの真剣な眼差しに、ローズは諦めの笑みを浮かべた。

「色々面倒なので、あれはミレスティの手柄のままにしておいてほしいのですけれども、おふたりはすべてお見通しですわね。確かに、アデリタさんの元にはわたくしが最初に到着しました。そこからは、つらそうな精霊さんを放っておけなくて必死だったので、あまり覚えてなくて」

「アデリタは世界を見てくると書き置きだけを残し、幾体かの精霊を連れて、突然シェリンガムから姿を消した。精霊だけでなく、ジェイクの力も借りて娘を捜してもらっていたが、なかなか行方が掴めなかった。そしてようやくアルビオンにいることがわかり、身を案じていたところだ……お前さんには、いくら感謝しても足りないな。ジェイクとの結婚式は我ら精霊も必ず参加し、祝福を授けよう」

　バレンティナは目を閉じて、まるで誓いを立てるかのようにローズの指先へと己の額を押し当てた。結婚式と言われ反応に困っていたローズだったが、バレンティナの指先から伝わってくる熱に自然と鼓動が速くなり、思わず目を大きく見開く。

　ゆっくりとローズから体を離し、バレンティナは緊張を伴った硬い声音で問いかける。

「アデリタの他には、上位精霊を見かけなかったかい？」

「他ですか？　……いえ、見かけませんでしたわ」

「そうか、わかった」

　ローズが記憶を辿りながらゆるりと首を横に振ると、バレンティナがほんの数秒悲しそうに表情を崩した。しかし、すぐに威厳をその顔に貼りつけ、口元に笑みも浮かべた。

「お前さんがどの精霊を選ぶのか、楽しみにしている。ジェイクも今日はご苦労だった。またすぐに会おう」

　ジェイクと共にローズもお辞儀をし、顔を上げたときにはもうバレンティナの姿はふたりの前から消えていた。




　ローズはジェイクとフェリックスと共に小島を出ると、すぐに町の人々や精霊たちから声をかけられ足止めをくらう。婚約者候補となる許可が下りたのを、すでにみんなが知っている様子だったため、「情報がお早いですわね」とローズは驚いた。

　なんとかそこから抜け出し、馬車へと急ぐ途中で、ローズは表情を明るくさせる。

「精霊さんたちをお迎えするのに、お菓子や茶葉を買い込んで帰りたいのですけれども」

「それなら、この近くにおすすめの店がある」

「本当ですか？　ぜひ行ってみたいです。案内してくださいませ」

　ジェイクが微笑んで「もちろん」と頷くと、ローズは嬉しそうに顔を輝かせた。

　ハラハラしながら待っているだろうアーサに報告するために一度馬車へ戻ってから、共に店に向かうことにして、ローズはジェイクと並んで足取り軽く進んでいく。

　しかし、馬車の手前で腰に手を当て待ち構えているベネッサの姿を目にした途端、ふたりの足は自然と止まる。

　ローズはキョトンとした様子で目をわずかに大きく開き、ジェイクは「うっ」と嫌そうに呻うめいた。

「バレンティナ様から花嫁候補としての許可が下りたと聞きました。この私だって、許可を得るのに三回も挑戦したのに、初めてで通るなんて信じられない！」

「ええ。わたくし自身も信じられない気持ちでいっぱいです」

　ベネッサの表情に釣られてローズも彼女と同じ深刻な顔で返事をする。するとべネッサは語気を強めて言い放った。

「しかも、あなたは精霊の決定を保留にしたらしいわね。普通は、バレンティナ様の求めに応じて、その場で即決するでしょ？　バレンティナ様を待たせるなんて何様のつもりなの！」

「まあ大変、わたくし、その普通を知りませんでしたわ。なので、できないからできないと正直に言ってしまいました。あとで非礼を謝罪しなくてはいけませんね」

　ローズはジェイクに「謝罪に、手土産を持参するべきですわよね。バレンティナ様はなにを喜びまして？　一週間後の謝罪では遅いでしょうか？」と相談を始める。

　困った様子ではあるものの、ローズに自分の威嚇が効いていないのを感じ、べネッサは八つ当たりするように嫌みをぶつける。

「どうせ上位精霊であるアイレンを選ぶでしょうに、なにをもったいぶっているのかしら」

「どうしてそう思いますの？」

　決してもったいぶっているわけではないため、ローズは意味がわからず目をパチクリさせながらべネッサに問うと、べネッサの相棒であるドロシーが得意げな顔で前に出てきた。

「私は上位精霊ですよ。上位精霊以外は相手になりません。とはいっても、上位精霊であるアイレンも相手としては物足りないですけど」

　ドロシーの優越感に満ちた「ふふふ」という笑い声に混ざって、近くの木からカサリと葉の揺れる音が小さく響いた。ローズが音のした方へ目を向けると、そこには身を隠しているつもりのようだが、羽や背中が見えてしまっているミアの姿があった。

　ローズが可愛らしいと微笑む一方で、同じくミアに気づいたドロシーはニヤリと笑う。

「選ばれたアイレン以外の面子も大したことのない者たちばかり。ましてや能無しゆえに、お優しいバレンティナ様に気にかけてもらっているだけのミアなんて論外です」

　先ほどよりも大きく葉がガサリと揺れ、再びローズが木に視線を戻したときにはもうミアの姿はなくなっていた。気配も感じ取れなくなったため、どこかに行ってしまったのは明らかだった。ローズは心がちくりと痛むのを感じながら「ミア」と小さく呟いて、べネッサへと体を向ける。

「あなたはどうしてこの方をお選びになりましたの？」

　手をドロシーへと差し向けながら問いかけると、べネッサは当然の顔で答えた。

「上位精霊の中で一番賢く、魔力も強いからよ。だから、あなたが誰を選ぼうと負ける気がしないわ。次の国守りの精霊はこの子、ジェイク様の正妃には私がなります」

　ローズはべネッサの言葉を「ふむふむ」と聞いたあと、顎に指を添えつつ悩んでいたが、考えがまとまると同時にこくりと頷いた。

「でしたら、わたくしはバレンティナ様のような心の温かな方を選ぼうと思います。一番高貴な立場となったとき、それを自分の誉ほまれとせず、決して驕おごらず、下々の精霊たちのために惜しみなく力を発揮するような、そんな方がいいですわ。他の精霊たちを見下すような発言をする方は論外です」

　にっこりと笑ってローズが自分の方針を発表すると、ドロシーが面食らった顔をして、次第に顔を赤くし、拳を振るわせ始める。

「あなた、今、私に喧けん嘩かを売ったわね！」

「わっ、わたくし、そんなつもりはまったくありません。誤解させたのなら、謝りますわ」

　ドロシーがローズの顔の前へと一気に進み出て、宙で地団駄を踏むような仕草をする。今にでも掴みかかりそうな雰囲気のドロシーに対し、ジェイクが呆れた様子でため息をつくと、べネッサはすぐさま割って入った。

「ドロシー、やめなさい。ジェイク様が見ている前でみっともないわ」

　自分が咎められたため、ドロシーは不満そうにする。しかし、ジェイクとフェリックスの視線、そして距離を置いてこちらの様子をうかがっている人々が発した「ジェイク様をめぐる女の戦いが始まっているぞ」という声に気まずさを覚えたようで、大人しく後ろへと引き下がっていく。

　代わるようにべネッサが前に出て、ジェイクへにこりと笑いかける。

「私が帰らずに待っていたのは、ジェイク様に御用があったからですわ。今夜、オトゥール邸でどうぞお食事をご一緒に」

　突然の申し出に、ジェイクは警戒心を露わに眉間に皺を寄せた。その表情にわずかに怯みながらも、べネッサはなおも続ける。

「私の使いが、イヴァンテに今夜のご予定の確認をし、同時にお食事をご一緒させていただく話もつけてきております。どうぞこのままオトゥール邸へお越しください。お食事をしながら、これから課題に取り組む私になにか言葉をくださいませ」

「すまないが、先約が入っている」

　歯切れ悪く答えながらジェイクが自分をチラリと見たため、先ほど彼と交わした店に案内するという約束をローズは思い出す。べネッサは彼の視線から誰との約束があるのかすぐに勘づき、眉をひそめた。

「たとえ数分だけだったとしても、私の方が先にジェイク様の婚約者候補となる正式な許可を得ました。今日は私を優先してください」

　言いながら、べネッサはジェイクの腕を掴んで自分の方へ引き寄せて、ふたりを引き離した。

　一方ローズは、べネッサがジェイクへと体を密着させているのを目の当たりにしてわずかに言葉を失うも、すぐににこりと笑う。

「ジェイク様、わたくしは大丈夫なので、どうぞお気になさらず。こちらはフェリックスに案内を頼めば済む話ですから」

　明るく身を引いたが、実際はローズの心の中でモヤモヤとした気持ちがわずかに芽生えていた。なんだか面白くありませんわと笑顔の裏で考えれば、次第に表情も強張っていき、自分の目の前を飛んでいたフェリックスの体を、少し乱暴に右手でガシッと掴んだ。

「なっ！　ローズ、くっ、苦しいって」

「ジェイク様、べネッサさん、わたくしはこれで失礼いたしますわ」

　ローズはフェリックスを掴んだまま、軽く膝を折って挨拶をする。遠巻きに落ち着かない様子でこちらをうかがっているアーサに、「アーサも一緒についてきてくださいな」と声をかけてから、苦しそうなフェリックスの案内の元、歩き出した。

　歩き進めながら、フェリックスが呆れ顔でローズに問いかけた。

「なんだよ、ジェイクを取られたのがそんなに面白くないのか？」

　ローズは数秒考えてから、しみじみとした口調で答える。

「気の合う友人を取られてしまったみたいな気持ちと言えば、良いのでしょうか？　わたくし人間の友達がおりませんから、よくわかりませんけれど」

「気の合う友人ねぇ」とフェリックスにニヤリと笑われるが、ローズは茶化されたとは気づいておらず、真面目な顔で自分の気持ちを打ち明ける。

「許されるなら、わたくしも招待を受けたかのような顔でジェイク様についていってしまいたいですわ。おふたりが愛を深め合う時間を邪魔してはいけないとわかっていますけれど、なんだかモヤモヤしますわね」

「ローズ、それって……いや、なんでもない。でも、きっと俺の予想では、ジェイクはさっさと帰ってくると思う。今から行く店の紅茶はジェイクも好きだ。帰宅時に出したら喜ぶぜ」

「わかりました。そうしましょう」

　ローズが気分を変えるように、にっこりと笑ったところでアーサが追いついて、これから向かう店について会話に花を咲かせた。

　遠ざかっていくローズたちの後ろ姿を、べネッサは優越感に満ちた顔で見つめていたが、「ジェイク様、私たちも行きましょう」とジェイクの腕を引こうとした瞬間、手を振り払われた。

　ジェイクから冷たい眼差しを向けられ、べネッサは顔色をなくし、ごくりと唾を飲む。

「今後、こういう真似はやめてほしい。俺の妻になるつもりなら心に刻んでおけ。俺の同意を得ずして、自分の意のままに動かそうとするな。それがただの自己満足な企みであったとしても気分が悪いし、場合によってはお前を敵とみなす」

「も、申し訳ございませんでした」

　成り行きを見守っていた町の人々がふたりの様子にざわめく中で、べネッサは少し悔しげに謝罪の言葉を口にした。




　屋敷に帰り、夕食を済ませたあと、ローズがフェリックスに今回バレンティナに選ばれた精霊たちの話を聞いていると、ジェイクがケーキを土産に帰宅する。そこからジェイクも交えて意見交換し、夜遅くまで話は盛り上がったのだった。




　そして、翌日からローズと選ばれた精霊たちとのお茶会が始まる。

　まず初めにやって来たアイレンは、やはり上位精霊であることに相当の自信を持っているらしく、これまでの自分の活躍話ばかりが披露されるだけで終わってしまった。

　続けてやって来たサーリアは、最初に会ったときにいた母親の精霊も一緒に訪ねてきて、そのとき同様、サーリアではなく母親がフェリックスに必死に話しかけたため、結局、サーリアではなく母親とのお喋りとなった。

　三番目だったナディアは、来て早々ローズへと頭を下げた。バレンティナの跡を引き継ぐ責任はやっぱり自分には重すぎると、胸の内を切に訴えた。

　植物魔法が得意なため、その研究者となり、次の国守りとなる精霊を誠心誠意支えたいと言ってくれて、ローズは「応援しますわ」と笑顔で辞退を受け入れたのだった。

　最後の候補者が現れぬまま、とうとう六日が経った。

　ローズはフェリックスと庭に出て、前の三体が揃って驚いてくれた魔法石ランプの結界の具合を確認しながら、脇道を何度も振り返り見た。

「ミア、来ませんね。明日で一週間が経ってしまいますのに」

「ジェイクが城に戻ってるから、もしかしたらそっちにいるかもしれないなぁ。……そうだ！　王妃様もローズに会いたがってたし、挨拶がてら城の様子を見に行こうか？」

　フェリックスのひらめきに、ローズはパッと表情を輝かせたが、すぐに思い直して首を横に振った。

「とても楽しそうで胸が高鳴りますけれど、わたくし、ミアにいつ来ても構わないと言いましたから、言葉通り、いつ来ても良いようにここを動かず待ちますわ」

　フェリックスも「そうだよな」と同意したとき、ローズは機敏に振り返った。気配を感じて脇道の方をじっと見つめていると、恐る恐るといった様子で屋敷に向かってくる小さな姿を視界に捉える。

「ミア！　来てくださるって信じていましたわ！」

　ローズが大声で嬉しそうに呼びかけると、ミアは不貞腐れた様子で、しかし、どことなく照れ臭そうにそばまでやって来た。

「待ちくたびれたぞ」と文句を言うフェリックスをちょっぴり睨みつけたミアの背後へとローズは回り込み、「さあ、どうぞ中へ」と両手で軽く小さな背中を押す。

　ミアを居間へ通し、前の三体同様、テーブルの上に置いてある精霊用の小さなクッションへと着席を促す。

　クッションと向き合うようにローズも椅子に腰掛けると、アーサがすぐさま紅茶と菓子の準備を始めた。

「お久しぶりですわね。精霊さんたちはそれぞれ棲すみ家かにしている場所が違うと聞きましたけれど、ミアはどの辺りで寝ていますの？」

　早速質問をぶつけるローズに少し気後れしながら、ミアは自分の前へと降り立ったフェリックスへと顔を向ける。すると途端にフェリックスが顔を顰める。

「うえー。なんでそんなところで寝られるんだよ」

　ムッとしてクッションから立ち上がったミアには気を留めず、フェリックスはローズへ体を向ける。

「ここから北西にある集団墓地。そこだと他の精霊がいないから気兼ねなく生活できるからって」

「まあ墓地にいらしたの？　怖くはありませんでしたか？　心細いようなら、またこちらで一緒に生活しましょう」

「ここではローズがうるさくて、ちっとものんびりできないんだってさ」

　ミアはローズの言葉で神妙な面持ちとなったが、フェリックスから茶々を入れられた途端、まるでそんなこと言ってないといった様子で彼へ向かっていく。

「ごめんごめん」と笑って詫わびるフェリックスと膨れっ面のミアにローズは「ふふふ」と笑ってから、場を取りなすように軽く手を叩いた。

「さあ、ここからはもう少し真面目にお話ししますわよ。フェリックスはミアの言葉を正確に伝えることだけに集中してくださいな。ミアも心のままに答えてくださいまし」

　ローズの求めに、フェリックスは「わかった」と返事をし、ミアもこくりと頷く。

　少し真面目にと言いつつ、好きな食べ物や場所、精霊の寿命は人間の倍ほどなどという他愛ない雑談が続いたのち、話は徐々にバレンティナに関するものへと移っていった。

「二歳で両親が亡くなり、孤児となってしまった私を、バレンティナ様が小島へと招いてくれました。私はバレンティナ様が大好きで、バレンティナ様みたいに温かな精霊になりたいと思った」

　ミアの子供の頃の話を、フェリックスを通して聞く。

　自分と同じく、ミアも幼い頃に両親を亡くしていたとローズは初めて知り、切なく痛んだ胸をそっと手で押さえた。

　フェリックスもわずかに表情を暗くさせながらも、医療機関である王立医院の裏庭に精霊の孤児が生活できる場所があるとしっかり説明を挟んだ。

　裏庭へ招かれたあと、ミアは恩に報いたくて必死に魔力の勉強をした。しかし、元々不安定だった力が同じく不安定な精神状態と連動して暴走し、結果、多くの精霊を傷つけてしまった。

　それからも力の暴走は治らず、ミアはみんなから距離を置くようになる。

　そんな中、偶然その場に居合わせたジェイクがいとも簡単にミアの暴走を止めたため、そばにいれば大丈夫だと判断し、ミアは彼の近くをうろつき始めたのだ。

「俺がジェイクの相棒となったときからミアはジェイクのそばにいたけど、そんな理由があったなんて知らなかった」

　フェリックスの感想にミアは初めて弱々しい笑みを見せた。

　力の暴走は十年ほど続き、その後は力が枯渇したのか、すっかりミアは大人しくなった。しかし、暴走するたび周りを傷つけてきた事実を覆すのは難しく、そして力が弱くなったせいで能無しというレッテルを貼られ、ミアは孤立したのだ。

「そういうことだから、私が無能というのは本当です。ジェイク様の正妃になりたいなら、アイレンを選ぶのが妥当だと思います」

　言い終えると同時に、フェリックスはつらそうにため息をついた。ミアもしんみりとした様子で俯くが、ローズはにっこりと笑って次の質問をする。

「ミアは国守りの精霊になったら、どのように精霊たちを導いていきたいですか？」

　すぐさま、ミアは「あなた、話聞いていた？」といった様子で目を大きく見開いた。呆気に取られているミアへ、ローズはマイペースに「遠慮せずに、正直にお気持ちを聞かせてくださいな」と返事を促す。

　するとミアは、フェリックスになにか言いかけたが、すぐに口を閉じた。言いたいことがあるけれど勇気が出ず、体を揺らして困ったような顔をする彼女に、フェリックスも一切茶化すことなく真面目に告げる。

「素直に言えよ。そうしないと、きっと後悔するぞ」

　ミアは息をのみ、やがて真剣な面持ちへと変化していった。再びフェリックスへとなにか喋りかけようとしてから、今度は真っ直ぐローズへと体を向け、しっかりと目を合わせた。

「国守りの精霊になれるなら、私はバレンティナ様みたいに、弱い者にも優しい世界を作っていきたい」

　フェリックスの声が、ミアの強い眼差しと共にローズの心へと迫ってくる。自然とローズの口元に笑みが浮かんだ。

「まあ、とっても素敵な考えですわね！」

　両手をぴたりと合わせて目を輝かせたローズに、ミアはパッと表情を明るくし、照れ臭そうに笑った。

「わたくし、正直に言って、選ばれた四体の中で、国守りの精霊にふさわしいのはミアだと感じておりますの。ジェイク様の正妃問題はひとまず置いといて、ミアが国守りの精霊になりたいと思う気持ちがおありでしたら、わたくし、ミアのために頑張ります！」

　力強い輝きを宿したローズの眼差しが、彼女が本気で言っているのを物語っていて、初めて彼女を中心として場に緊張感が生まれた。

「国守りの精霊を目指す覚悟はありまして？」

　ミアはぐっと拳を握りしめてから、ゆっくりと真剣な顔で頷く。

「わかりました！　ポンコツ同士、力を合わせて頑張りましょう！」

　ローズがいつもの朗らかな笑みを浮かべ、少しはしゃぎながらハイタッチを求めて手をかざすと、ミアは膨れっ面となり、ローズに向かってなにか訴え始める。

「あら？　ミア、どうしましたの？」

「私はポンコツじゃない、一緒にしないでって怒ってる」

　ローズの疑問にフェリックスが答える途中で、ミアはローズへと近づいていった。

「でも、私たちにはぴったりの言葉かもしれないわね、だってさ」

　苦笑いのフェリックスが追加で伝えると同時に、ミアはローズの大きな手に向かって自分の小さな手を振りかぶり、勢いよくパチンと打ち鳴らした。










六章、試練と成長




　ローズが自分の相棒にミアを選んだその翌日、バレンティナとの一週間前の約束を果たすべく、ローズは意気揚々と屋敷を出た。

　前と同じ場所に馬車を停めて湖の小島に向かって歩き出すと、今回の同行者であるミアとフェリックスがローズの両脇に並ぶ。

「そういえば、俺昨日早く寝ちゃって、ジェイクに会わなかったな。ミアを選んだって話はしたんだろ？」

「ええもちろん。ジェイク様は、やっぱりなって笑っておられましたわ」

「そうだろうな。俺もあの中だったら、ローズはミアを選ぶだろうなって思ってたもん」

　フェリックスの言葉にミアは驚いた顔をし、そして嬉しそうに、でも気恥ずかしげに口元を綻ばせた。

「今回はジェイク様が同行されませんから、心細くて不安な気持ちをついこぼしてしまいましたの。そうしたら、ここまで来たら楽しんだ者勝ちだ、心のままにやって良しと励ましてくださいまして、お陰でわたくし、今はとってもワクワクしております」

　自分に向けられたジェイクの優しい眼差しを思い返し、ローズはふわりと微笑む。ミアはその表情にハッとし、苦しそうにフェリックスへと話しかけた。

「……え？　……ああ、まあ、そのあたりはあまり気にしなくて良いと思うな」

　ミアへ歯切れ悪く答えるフェリックスに、ローズが「どうしましたか？」と問いかけると、フェリックスの困ったような顔と、ミアの不安そうな顔が同時にローズへ向けられた。

「上位精霊にもなれない自分の力不足のせいで、きっとローズはジェイクの正妃になれない。そんなの悪い。ペアを組む相手は本当に自分で良いのかって、ミアが不安になってる」

　聞かされた内容にローズはほんの一瞬キョトンとしてから、ミアの不安を吹き飛ばすようににっこりと笑いかけた。

「ジェイク様の正妃問題でしたら、本当にお気になさらないでくださいな。ポンコツな自分が正妃だなんてとんでもないというのが本音ですし。でも、ミアには国守りの精霊になっていただきたいから、試練とやらには真剣に取り組むつもりでおりますわ」

　おっとりとそんなことを言うローズを見つめながらフェリックスは腕を組み、最近のジェイクの様子を思い出す。今まで女性に対し面倒臭そうな態度を取るばかりだったジェイクが、自分の正妃という立場に魅力を感じていないローズに歯痒さを感じているのは確かだ。明らかにローズを気に入っているジェイクの心の内を想像しながら、フェリックスは予言する。

「俺、ローズは正妃になれなかったとしても、第二妃にしっかり収まるような気がする」

「第二妃！　なんて幸せな響きでしょう。三番目でも四番目でも、ジェイク様に娶っていただけたら、幸せでしょうね」

　湖へと向かっていくローズのウキウキと楽しそうな様子を、町の人々は遠巻きにしてうかがっている。「すごい娘だわ。ジェイク様だけでなく、精霊にも好かれるだなんて」と囁き合った。

　人々の微笑ましげな視線を背に受けながら、ローズたちは湖に到着する。

　小島へと通じる桟橋を通り、聖樹のある場所までゆっくりとした足取りで進んでいく。

　この前と同じく、聖樹の前には多くの精霊が集まっていて、そこにはバレンティナはもちろん、べネッサとドロシー、候補となっている三体の精霊たちの姿もあった。

　やって来たローズにいち早く気づいたバレンティナが、声を響かせて呼びかけた。

「待っていたぞ。ローズ」

　その瞬間、多くの目が自分たちに向けられたため、ローズたちは思わず立ち止まった。ローズの登場を心待ちにしていたアイレンたちは、彼女の横にあるミアの姿に、まさかといった予感を募らせて徐々に表情を強張らせていく。

　しかし、バレンティナだけは面白がるように目を輝かせる。

「選ぶ者をしっかり決めてきたようだな」

　バレンティナの気持ちの高まりをローズは真剣な面持ちで真っ直ぐに受け止めると、周囲からの戸惑いの眼差しにすっかり狼狽えているミアに「気持ちを強く持って。行きますわよ」と小声で、しかし力強く話しかけ、再び歩き出す。

　ローズはべネッサの横まで進むと、前回会ったときと同様、木の枝の上に立っているバレンティナに向かって膝を折り、恭しく頭を垂れた。

「バレンティナ様、一週間お時間をいただきありがとうございます」

　静かに感謝の言葉を述べたあと、ローズは顔を上げて、力強くバレンティナを見つめる。

「アイレンもサーリアもナディアも皆優れた精霊たちで間違いないですけれど……わたくし、ミアと手を取り合って、試練に取り組むことに決めましたわ」

　言い終えた瞬間、精霊たちが一斉にどよめく。サーリアはショックを受けて涙をこぼし始め、ナディアはミアを選ぶとは予想していなかったようで驚き顔となる。そして、アイレンはローズの元へと飛んできて、「よりによってミアだなんて納得できない！」と語気を荒らげて訴えかける。

　困り顔を浮かべて「ごめんなさいね」としか言わないローズから、ビクビクと身を強張らせて周囲の精霊たちの様子をうかがっているミアへと、アイレンは怒りの矛先を変えた。

「上位精霊にも進化できていないあなたがどうして選ばれるのよ！　なにか裏があるとしか考えられない。どう考えてもおかしいもの！」

　ミアが反論の様子を見せると、すぐさまアイレンから勢いよく詰め寄られ、掴みかかられる。

「あなたみたいな、能無しが……」

　アイレンがミアの両腕を掴み、そう叫んだ瞬間、ローズがむぎゅっとアイレンの体を掴む。

「そこまでにしてくださいな。それ以上ミアを貶けなすようなら、わたくし怒りましてよ」

　にっこりと笑いながら話しかけてきたローズの妙な迫力に、アイレンは思わず口角を引き攣らせた。

「ミアはわたくしの大切なパートナーですから」

　はっきりと言い切ったローズに精霊たちは目を奪われ、ざわつきも徐々に収まり、そこで「ははは」と大きな声でバレンティナが笑うと、その場は完全に静まり返った。

「アイレン、残念だったな。仕方あるまい」

　アイレンは不満を訴えかけようと口を開くが、言葉を発するよりも先に、バレンティナが釘を刺す。

「私が選び、選択を一任した者がミアを選んだ。それゆえ、不満は私に向けられているのも同然だと捉えるが、良いか？」

　そこまで言われてしまうと、アイレンは黙るしかなく、不満をのみ込みながらもバレンティナに従う意思を示すように頭を下げた。

　その姿に、バレンティナはよろしいといった表情を浮かべ、べネッサとドロシーへ視線を移動させる。

「あなた方も、異論はないな」

「ええもちろんです」

　バレンティナからの確認にべネッサは嬉しそうに笑って答えてから、そばにいるローズにしか聞こえないくらいの声で、「もうこの時点で私の勝ちが決まったようなものですもの」と呟いてみせ、ドロシーと共に笑みを浮かべた。

　すると、ローズは不思議そうな顔をし、ミアは悔しそうな表情となる。

「それでは試練を発表しようか。試練は魔法石を混ぜて作られたこの瓶を用いて、今日から四週間かけて行うこととする」

　バレンティナから合図を受け、連絡係となっているあの上位精霊が、べネッサとローズそれぞれに火の模様を象った紋章入りの瓶を一本ずつ手渡す。ローズの顔よりも大きく、下が丸みを帯び、上は長細くなっている形状からフラスコのように見えるが、口の部分は閉じているため、中になにか入れられる代物ではない。

　これをどうやって使うのかと、受け取った瓶を逆さまにしたりしながら首を傾げるローズにバレンティナは苦笑いしつつ、次の指示を飛ばす。

「ジュリア、説明を頼む」

　ジュリアと呼びかけられた上位精霊は頷き返し、神妙な面持ちでふたりと向き合った。

「試練はふたつとします。まずひとつは、明日から一週間、王妃様の指導のもと王立医院にて研修を行います」

　ふむふむと納得しつつ大変そうですわねと不安そうに話を聞くローズと、大したことないわねと余裕の表情を浮かべるべネッサの対照的な様子を、フェリックスは苦笑いで見つめる。

「ただ研修を行うだけでなく、それを通して、あなた方は今手にしている瓶の中に思いの結晶を溜めることも重要となります。瓶が反応して吸収する結晶は、嬉しさ、癒やし、感謝、感動など、精霊や人間が発するプラスのエネルギーです」

　ローズは改めて瓶を見つめ、自分の傍らにいるミアと顔を見合わせる。ミアもローズ同様、不安混じりの表情で見つめ返した。

「ふたつめの試練は、あなた方の行動力を見させていただきます。残りの三週間で思いの結晶を集めてください。方法は問いません。王立医院での研修を引き続き行っても良し、パートナーと共に考え、協力し、新たな方法で集めるのもよし」

「最終的に瓶の中へより多くの結晶を溜めたペアに、次の世代を任せたいと思う。あなた方がどう動くか、楽しみにしているぞ」

　ジュリアから言葉を引き継いだバレンティナが宣言し、明日の朝、王立医院へ集合として話を締めくくった。

　解散となり、精霊たちがざわめきと共にその場を離れ始める。

「フェリックス。四週間後までに、おおよその式の日取りを決めておいてくださいなと、ジェイク様にお伝えください」

　べネッサはフェリックスに伝言を頼むついでに、余裕たっぷりの笑みをローズに向けると、ドロシーと共に勝利を確信しているかのような大きな態度で、小島をあとにした。

「そんなこと伝えたら、ジェイクにキレられる。今のは聞かなかったことにしよう」

　嫌そうな顔でブツブツ呟くフェリックスに、「それでよろしくて？」とローズが問いかけた瞬間、背中に勢いよくなにかがぶつかってきた。

　ローズは小さく悲鳴をあげつつ、前のめりに倒れ込み、その拍子に持っていた瓶を地面へと落としてしまう。

「大変！」

　さすがのローズも血相を変えて瓶を掴み上げ、ヒビが入っていないか状態を確認し、ミアとフェリックスも慌てて瓶に近づく。

「瓶は大丈夫、そうだな」

「ええ、ヒビも入っていないようです。ホッとしました」

「思ったよりも頑丈みたいだけど、割らないように気をつけろよ。もしかしたら、ペナルティがあるかもしれないし」

　言われていないがその可能性は大いにあると、フェリックスは危なっかしいローズに苦い顔をする。

　一方、ローズはミアに手を貸してもらいながら立ち上がり、なにがぶつかったのかしらと後ろを振り返り、「まあ」と小さく呟く。

　すぐそばにアイレン、そして少し距離を置いて涙を浮かべたサーリアと母親がいて、サーリア以外の二体はローズとミアを睨みつけている。

　位置的にローズにぶつかってきたのがアイレンだというのも判断でき、ミアも負けじとアイレンを睨み返した。すると、集会に参加していた他の精霊たちから、非難するかのようなざわめきが起き、思わずミアは唇を噛む。

「ナディアは受け入れてくださったみたいですが、皆さんは納得いきませんのね。困りましたわ」

　憤りをぶつけてくる精霊たちにローズは小さく息をついてから、のんびりとした口調のまま、にっこり笑ってはっきり言い放つ。

「でもまあ、ミアを選んだ理由はそういったところですわ」

　笑顔での宣告に、アイレンとサーリアたちは顔を強張らせ、動きを止める。

「選んであげられなかったことは謝ります。ごめんなさい。けれど、ミアを選んだことに対し、わたくし少しの後悔もございません。どうぞわかってくださいまし」

　ローズはアイレンたちを真っ直ぐ見つめながら力強く言い切って、頭を下げた。

　アイレンに加勢する形でローズの選択に対して不満でざわついていた精霊たちも、揃って気まずそうな顔をする。

「明日に備えて、いっぱい食べて、早めに就寝しなくてはいけませんよね。そろそろ屋敷に帰りましょう」

　変に静まり返った空気などまったく気にかけていないらしく、ローズはミアとフェリックスににっこり笑って話しかけた。「それでは皆様、ごきげんよう」と明るく別れを告げたあと、ローズは「王立医院は屋敷から近いんですの？」とフェリックスに問いかけながら、歩き出したのだった。

　楽しそうに去っていく様子が新たなステージへと向かっていく姿にも見え、残されたアイレンたちは諦めのため息をつく他なかった。




　翌朝、緊張であまり眠れず、あくびが止まらないミアとは逆に、しっかり睡眠をとって元気いっぱいのローズは、昨日帰宅後に届けられた白を基調とした王立医院の制服にワクワクしながら着替えた。

　部屋を出ると、今まさに階段を下りようとしているジェイクとフェリックスの姿を見つけ、ローズは自然と笑顔になる。

「でも、ハシントンから直接ジェイクに要望の連絡が来たんだろ？　ジェイクに来てもらいたいのは確実だし、結構深刻かもしれないぜ」

「だとしても、俺は今、国を離れるわけにはいかない……離れたくないんだ」

「今まで、引き止められても言うことを聞かず、国を出て飛び回ってたくせに。そんなに心配か？」

「うるさい」

　深刻そうな様子のジェイクに声をかけるのをためらうものの、昨日も今朝の朝食時も彼と顔を合わせなかったため、少しだけでも話がしたくて、ローズは我慢できずに足早に歩み寄っていく。

「ジェイク様、おはようございます！」

「ローズ！　お、おはよう」

　ローズの呼びかけにジェイクはギクリとした様子で足を止め、微妙な笑みを浮かべながら彼女が自分の元までやって来るのを待った。

「ハシントン様がどうかなさいましたの？」

「いや、別になんでもない。気にするな。それより、ローズは今日から王立医院での研修だよな？」

「ええそうです。どんなことを学べるのか、今とってもワクワクしております」

「なら良い。今日から四週間、俺はローズに、もちろんオトゥール嬢に対しても、手伝ったり、知恵を貸したりするのを禁止されている。なにもしてあげられないけれど、無理だけはするなよ」

　申し訳なさそうなジェイクの顔の横で、フェリックスはつまらなそうな表情を浮かべた。

「俺も今日からローズたちとの同行を禁止されているんだ。おまけに、ジェイクがローズに肩入れしないよう、お目付役も言い渡されている。俺がいなくて寂しいと思うけど、ふたりでなんとか乗り越えてくれたまえ」

　ジェイクとフェリックスを頼れないのは、正直心細い。しかし、ミアとふたりで力を合わせるのが重要なのだから、この流れを受け入れなければならないとローズは納得し頷く。

「少し不安ではありますけれど、わたくし、ミアと力を合わせて頑張り抜きますわ」

　ローズがにっこり笑うと、ジェイクも穏やかな眼差しでローズを見つめたまま、つられて微笑んだ。

　その瞬間、ジェイクの肩のあたりに小さな光が現れ、ふわりと浮かび上がり、そのまま階段を通り、一階へと向かっていく。

　ジェイク自身は気づいていない小さな光をローズは目で追いかけながら、ジェイクと共にゆっくり階段を下り始めた。

　玄関前でジェイクたちを見送ってから居間に移動すると、ローズはあることに気づいて、急ぎ足でローチェストへ向かう。

　ローチェストの上には、バレンティナから渡された瓶が薄い敷物の上に丁重に置かれている。朝食時には瓶の中になにもなかったのに、いつの間にか、とげとげとした突起のついた光り輝く小さな粒が目視できた。

「もしかして、これが思いの結晶というものなのでしょうか」

　ローズの言葉に反応して、慌ててミアとアーサがやって来て、ローズの両隣から瓶を覗き込んだ。

「お嬢様！　そうです、これが思いの結晶でございます！　まだ研修も始まっていないというのに、驚きました」

「先ほどジェイク様と挨拶を交わしたとき、ジェイク様から出てきた光に似ているように思えますわ」

「思いの結晶は普通は目に見えなく、この魔法の瓶に入ることでようやく認識できるとされているのですが、ローズお嬢様には見えるのですね。さすがです」

　ついさっき目にしたものをローズが呟くと、アーサが驚きの声をあげて、わずかに頬を赤く染めた。

「ジェイク様はローズお嬢様との会話で癒やされたのですね。城で暮らした方が楽でしょうに、生活の拠点をお嬢様がいるこの屋敷に移したのも納得いきますわね」







[image: ]







　アーサのひと言に、ローズはキョトンとする。そしてジェイクの穏やかな微笑みを思い出すと頬をほんのり赤く染め、にっこりと笑った。

「そうなのでしたら、わたくしとっても嬉しいです」

　お世話になりっぱなしの自分は彼の大きなお荷物でしかないと時折考えていたため、こんな自分でも少しは役に立てているのかもとローズは嬉しくてたまらなくなった。

　ジェイクからもらった思いの結晶を見てローズたちがはしゃいでいると、御者が居間に姿を現し、「そろそろお時間ですよ」と声をかけた。

「お嬢様、頑張ってください！」と、アーサから力強く言葉をかけられながら、ローズはミアと共に屋敷を出て、馬車へ乗り込んだ。

　屋敷から王立医院までの移動中、緊張の面持ちで窓から町の景色を見つめていたローズの視界に、ジェイクがいるだろう立派な城が映り込む。

「わたくしも、頑張らなくては」

　ミアのためであり、ジェイクの面子を守るためでもあり、そして今は、少しでも自分に自信を持てるように、四週間、頑張り抜きたいとローズは強く思った。




　やがて馬車は、白く四角い大きな建物の前に到着する。御者に開けてもらった扉から馬車を降りると、建物の入り口で待ち構えていた王妃に「ローズさん！」と明るく呼びかけられた。

　ローズがミアと共に王妃の元へ駆け寄ると、王妃は嬉しそうに軽くローズを抱きしめた。

「ローズさんなら、バレンティナから許可を得られると思っていたけれど、まさかこんなに早くこの日を迎えられるなんて。おかげでしばらくはふたりっきりでゆっくりお話しできないけれど、それは試練が終わってからでいいわよね」

　王妃と初めて会った日に母の話を聞かせてもらう約束をした。しかし、試練で試験官の役割も担う王妃と婚約者候補が個人的に会って親しくするのは周囲の目に公平に映らないため禁止されているのをあとから知り、王妃が残念がっていたのをローズはジェイクから聞いていた。そのため、ローズは王妃の言葉ににっこり笑って同意する。

「なんだか最近、ジェイクが生き生きしていて」と、王妃が笑顔で話し始めたとき、そばに一台の馬車が停止し、中からべネッサがドロシーと一緒に降りてきた。

「王妃様、本日から一週間よろしくお願いいたします」

　ゆったりとした動きでお辞儀をしたべネッサに、「はい。よろしくお願いします」と王妃は返事をし、真剣な面持ちとなる。

「私からの試練はなににしようと考えた末に、王立医院での研修とさせてもらうことにしました。新たな国守りが誕生すれば、あなた方のどちらかが私から大聖女としての役目も引き継ぐことになります。早く学び始めるに越したことはありませんからね」

　大聖女は精霊たちの元へ赴き、治療を施したり、穢れの浄化を行ったりする他に、王立医院の最高責任者なども務めているのだ。

　そこまで言い切ってから、王妃は表情を和らげ、歓迎するようにふたりに対して両手を広げた。

「ようこそ、王立医院へ。研修とはいえたった一週間しかありませんし、私はふたりに王立医院の雰囲気を肌でしっかり感じ取ってもらえたらと考えています。それでは中へどうぞ。早速始めましょう」

　王妃に続いて、べネッサとローズは歩き出し、アーチ型の入り口から建物の中へ足を踏み入れた。

　入った先は受付となっていていくつかの窓口が並んでいる。王立医院で働いている制服姿の人はもちろん、小声で話をしたり本を読んだりしながら、椅子に座って自分の順番を待っている患者の姿も多い。

　皆、王妃に気づくと親しげに挨拶し、王妃も人々に笑顔で答える。一方で、王妃の後ろにいるローズとべネッサに視線が向けば、王子の未来の花嫁を決めるための試練が始まったのだと興味津々に目を輝かせた。

　廊下を足早に進んだあと、ローズたちはだだっ広い部屋へと通される。仕切りによっていくつかの小部屋が作られ、患者と制服姿の看護師が出入りしているため、これらは診察室なのではと想像がついた。

「一日目と二日目は、医院内での仕事の手伝いをしてもらいます」

　受付の手伝いとしては、保管庫にあるカルテの取り出しや戻し、診察室では患者の案内、医師のサポート、薬師がいる調合室では魔導具の磨き上げ、薬品の補充などがある。王妃が必要なポイントをいくつかあげている途中で、看護師チームのチーフを務めている眼鏡をかけた女性も加わって、研修が始まった。

　半日も経たないうちに、不慣れながらも問題なくこなしていくべネッサと、一方で、転んでカルテをぶちまけたり、医師の指示と違う薬品ばかりを持ってきたり、魔導具を磨いている途中で破損してしまったりと、ローズのミスの多さが目立つ。

　べネッサは患者の傷口に薬を塗布し、包帯をうまく巻いてみせた。負けじと、ローズも年老いた白髪混じりの男性の患者と向き合うがうまくできず、「お前、ふざけてんのか！」と怒鳴りつけられてしまう始末だ。

「ごめんなさい」と謝罪し続けながらの二日間をなんとか終えて、ローズはトボトボと王立医院をあとにした。

「わたくし、自分のポンコツさに、これほどまでに打ちのめされたのは初めてですわ」

　ローズは目に涙を浮かべて、肩を落としながら、迎えに来てくれている馬車に向かって真っ直ぐ歩いていく。

　そんな彼女の手には薬箱がしっかりと握りしめられている。これは明日渡されるはずだった物だが、中に入っている包帯で巻き方を練習したいからと、早めにもらってきたのだ。

　苦手を克服しようとする気持ちがあるのだから、すぐにうまく巻けるようになると励ましたいのに、自分の声が届かないことにミアは歯痒そうにローズを見つめる。

「この二日間で、べネッサさんはたくさん思いの結晶をいただいていたというのに、わたくしはさっぱりでした。自分が不ふ甲が斐いなくて情けなくなります」

　べネッサが対応した患者から思いの結晶が浮かび上がるのを、ローズは繰り返し目撃していた。対して自分は相手を不機嫌にさせるだけで、この二日間、結晶をもらえなかった。

　グスッと鼻を鳴らしたローズのわずかに震えている肩へとミアが手を伸ばしたとき、ふわりと漂ってきた甘い匂いにローズは勢いよく顔を上げる。

「この匂いは、オリントの洋菓子店で嗅いだ匂いと同じですわ！」

　漂わせていた哀愁は一瞬で消え、ローズは目を輝かせながら辺りをきょろきょろ見回し始めた。そんなローズにミアは呆れた様子で肩をすくめる。

　姿に気づいてやって来た御者にオリントの洋菓子店のことを話すと、この近くに数日前に新店舗ができたという情報を得る。

「すぐに戻りますから、もう少し待っていてくださいな」とローズは御者に告げて、匂いを頼りに嬉しそうな足取りでミアと共に洋菓子店を目指した。

　しかし、店舗に辿り着くと同時に、店内から続く建物よりも長く伸びた列に、ローズは「混んでいますわね」と困り顔で呟く。御者を待たせているため、また日を改めて買いに来た方が良いだろうと、ローズは泣く泣く気持ちを切り替えた。

「また今度にしましょうか」とミアに声をかけ、名残惜しそうに店に背を向けようとしたとき、「いててっ」と聞き覚えのある男性の声が響き、ローズは声のした方を振り返る。

　店から出てきた拍子に店の前に置かれていた背の高い立て看板に腕をぶつけてしまったらしい六十代くらいの男性は、先ほど王立医院で包帯をうまく巻けなかったローズに対し怒鳴りつけてきたあの白髪混じりの患者だった。

　また怒鳴りつけられるかもとローズの中に怯えの気持ちもあったが、痛みがひどいようでつらそうに歪められた血色の悪い顔を目にしてしまえば、自然と足が動き出す。

「確か、ブラウンさんとおっしゃいましたよね？　大丈夫ですか？」

　ブラウンは歪めていた顔を上げてローズと目を合わせ数秒後、「お前はさっきの」と呟いた。彼が自分を覚えていてくれて、ローズはホッと息をつく。

　入り口を塞いでいるため、並んでいる客たちから邪魔だと思われているような空気を感じ、ブラウンは忌々しげに舌打ちをすると、ゆっくりと歩き出した。

　わずかながら足を引きずっているのを見て取って、ローズはブラウンの腕を掴んで自分の肩に回すと、支えるようにして共に歩き出した。

「なんだお前は！」

「足も痛いのでしょう？　わたくし実は今ちょうど、薬箱を持っていますの。わたくしの練習台になってくださいな」

　怒鳴りつけた瞬間は怯んだにもかかわらず、にっこり笑いかけてきたローズに逆にブラウンがたじろぐ。ローズの指摘通り、ブラウンは足も痛かったようで、「あのベンチに座りましょう」という誘いに反発する気力も起こらぬ様子で、ローズに支えられながらゆっくりと歩き出す。

　ふたり並んでベンチに腰掛けると、ローズは持っていた薬箱を傍らに置く。早速、ブラウンはローズに促され、嫌そうにズボンの裾を捲まくり上げた。

「まあ、こちらも噛み傷ですわね。化膿してますわ！　それに……」

　足首の傷は膿うんでいて痛々しい見た目であり、傷口から足首に穢れの森で見かけたものと同じ黒いモヤがまとわりついているため、ローズは眉をひそめた。

　穢れのことを言葉にするのをためらっていると、ブラウンが気だるそうに続けた。

「さすがバレンティナから後釜を決める権利を託されただけある。お前さんにはこの穢れがしっかり見えているようだな」

「腕の傷に穢れはなかったと記憶しております。足の方が状態も悪く、痛みも強いでしょうに、どうして黙っていたのです？」

「穢れを祓えるくらい腕の良い医師に診てもらうとなると、治療費がものすごく高くなる。しかも、一度では完全に祓えないから頻繁に通わなくてはいけなくなるし、俺みたいに仕事を引退し、細々と暮らしている者には大きな痛手だ」

　ブラウンのぼやきに、「そういうことでしたのね」とローズは顎に手を当てて考え込む。

「俺は光の魔力を多少扱えるから、わずかでもこまめに祓ってなんとか凌しのいでいるが、金もなく自力でなんとかできない奴らは、四六時中、痛みに付き合うしかない」

　ブラウンは「もういいだろう」と気だるく呟いてズボンの裾を下ろそうとしたが、ローズが素早くその手を掴んだ。

「わたくしも、穢れを祓ってみたいです。挑戦させていただいてもよろしくて？」

「お前さんが？　別に構わないが、この穢れは俺の体の中にいるからか、そこらへんで見かける穢れより光の魔力への耐性があるぞ。祓っても祓っても、まるで巣でも作られているみたいに傷口から出てくるし、うっかりすると、お前さんも穢れに攻撃される可能性もある」

「せめて一回分だけでもブラウンさんの肩代わりができるように、頑張って穢れを祓ってみます」

　ローズはにっこりと笑ってから、すっと真剣な面持ちとなり、足首の傷へと両手を伸ばす。気持ちを集中すると同時に目を閉じて、手の先にある蠢く穢れの気配をはっきりと感じ取る。

「穢れよ、浄化なさい」

　力強く命令を下すと共に、ローズを中心に波紋を描くように光の魔力が放出される。

　ドジだと思っていた相手が秘めていた圧倒的な能力を目の当たりにし、ブラウンはごくりと唾を飲んだ。

　ローズはゆっくりと目を開き、冷たい眼差しを傷口に向けた。光の波動に押し流され、かき消された穢れが、今また傷口から這はい出てこようとしている。

「しぶといですわね」

　ローズはため息混じりにぼやくと、次の瞬間、右手で穢れをむんずと掴み、腕を後ろへと大きく引くようにして、穢れを引き摺り出した。

　巨大なミミズのような形態に、ミアとブラウンは唖然とし、開いた口が塞がらない。

　引っ張り出されて慌てふためいているのか、もがくように身をくねらせるが、ローズは離してなるものかと、しっかり握りしめた。

「迷惑をかけてはいけません！」

　穢れに強い口調で注意した途端、穢れ全体が光の網に包まれた。網は穢れ共々、徐々に縮小していき、最後には光の粒子となって霧散する。

　ブラウンは穢れの気配が消えた自分の傷口と、少し疲れがうかがえるローズの顔を交互に見た。

「すごい。完全に穢れを祓った」

「わたくし、祓えました？　でしたら、穢れによる痛みはもう感じませんね。お役に立てて良かったです」

　ローズは改めてブラウンの傷口を確認し、薬もしっかり塗らなくてはいけませんねと、薬箱を自分の元に引き寄せる。

「先ほど王立医院で使ったものはどれでしょうか……きっと、これですわ！」

　中には塗り薬がいくつか入っていて、ローズはどれを使えばいいか少し考えたあと、青色の蓋のものを自信満々に掴み取る。するとすかさず、ミアが身振り手振りで薬を間違えていると伝え、赤色の蓋の方を必死で指差した。

「そうでしたわ。こちらでしたね。教えてくださってありがとうございます」

　ミアが両手でガーゼの切れ端を抱え持って、精霊たちの水飲み場ともなっているすぐ近くの噴水へと向かい、水で濡ぬらし戻ってくる。ガーゼをローズが軽く絞ってから、ブラウンの傷口の周りを軽く拭き、時々「痛い！」と喚くのを笑顔で聞き流しつつ、薬を塗る。残りのガーゼでミアが患部を押さえ、ローズが不器用に包帯を巻き始める。

　ミアに巻き方を注意され、身振り手振りの指示を受けつつ何度かやり直したあと、不格好さは直らなかったものの、ようやく巻き終えることができた。

「なんとかできました。さっきよりは何倍も良い出来ですわね！」

　ローズは達成感に満ちた顔で、そしてミアは苦笑いで、ハイタッチする。その姿をしらけた顔で見ていたブラウンだったが、わずかに口元に笑みを浮かべた。

「そこの精霊さん、王立医院ではハラハラした様子で見てただけだったけど、しっかりお嬢さんを支えてて、言葉で通じ合えなくても、お前さんたちはちゃんと繋がってるみたいだな。なかなか良いパートナーじゃないか」

　ブラウンはローズとミアに交互に視線を向けながら、淡々と語りかけた。

「その言葉、とっても嬉しいですわ！」

　両手を合わせて嬉しそうに笑ったローズに、ブラウンは少しばつの悪そうな顔をし、ベンチから立ち上がった。

「もうすっかり暗くなっちまったな。昼は大人しくても、夜になると凶暴化する獣が多くなってきているし、さっさと帰るか」

「夜になると獣が凶暴化するのですか？　夜間はまったく外出しませんから、気づきませんでしたわ」

「俺は月を眺めながら散歩するのが好きだったんだが、それでこの有様だ」

　言いながらブラウンは、闇に染まりつつある空を見上げて月を探す。寂しそうな横顔を見つめながら、ローズは疑問を口にする。

「動物たちはいったいどうしてそのように」

「穢れの森があるだろ。穢れが動物たちを狂わせているんだ」

　屋敷の窓から見える穢れの森の鬱蒼とした様子を思い返しながら、精霊たちだけでなく動物たちにも悪影響を与えているのかと考えていると、ブラウンが軽く足を引きずりながらゆっくりとベンチから離れていく。

「ブラウンさん、お大事に！　痛みが続くようなら、必ず王立医院で診てもらってくださいね」

　ローズが大きな声で話しかけると、やや進んだ先でブラウンは肩越しに振り返った。

「お嬢さんも、獣が狂い出す前に家に帰るといい」

「わかりました。そうしますわ」

　ローズがにっこり笑って言葉を返すと、ブラウンは間を置いてから、気まずそうにぽつりと呟いた。

「それから……手当てしてくれてありがとう」

　その瞬間、ブラウンの肩から思いの結晶がふわりと浮かび上がり、ローズの目の前を通って、屋敷の方向へと飛んでいく。

「こちらこそ、ありがとうございます！」

　ローズの喜びのひと言に、ブラウンはなにを言っているんだという顔をしてから、ローズたちに背を向け、歩き出す。

「思いの結晶、飛んで行きましたわ！　やりましたね！」

　浮遊する結晶が見えていないミアは、はしゃぐローズを戸惑ったように見つめていたが、やがて嬉しそうに笑みを浮かべた。




　瓶の中で思いの結晶がふた粒となり、迎えた三日目。

　三日目と四日目は立ち入り禁止となっている王立医院の裏庭の中で行われる。そこは孤児となってしまった精霊たちの棲家で、ここで育ったミアは懐かしそうにしきりに周りを見回している。

　名簿に載っている順番で一体ずつ声をかけ、様子などを確認しつつ、具合の悪そうな子には王妃が光の魔力で治療を施していく。

　全員見て回ってから、裏庭で育てている若い聖樹の様子も確認し、花壇の手入れや庭の掃除に取りかかる。

　掃除は得意な方であるローズは、手や服が土で汚れるのも気にせずに、花壇の雑草を引き抜いたり、ためらうことなく裸足となって人工的に作られた小川の中へ入っていき、苔こけや汚れなどをブラシで磨き始めたりする。

　ミアも同様に、今までの恩返しを兼ねて、木になっている果実を丁寧に収穫した。

　時折、嫌そうに箒を掃く手を休めるべネッサやただ様子を眺めているドロシーと違って、ローズたちは終始楽しそうにしていて、自然と幼い精霊たちはローズの周りに集まっていく。

「綺麗になったら、たくさん水遊びしてくださいね」

　苔で滑りそうになりながら精霊たちに話しかけたとき、ローズは茂みの中から姿を現した子犬に気づいて、小川から出た。

「ここでは子犬も一緒に暮らしていらっしゃるの？」

　ブラシを地面に置いた手でローズが子犬を抱きかかえると、王妃が大きく驚く。

「いいえ。どこからか入り込んだみたいね。なにかあったら大変だわ。柵を確認してきてちょうだい」

　同行している看護師チームのチーフの女性は王妃の指示を受け、すぐにローズの元へやって来る。

「渡してください」と要求され、ローズが子犬を手渡すと、女性は子犬を抱えて裏庭を出ていった。ローズは手に残る子犬の温もりに寂しさを覚える。

「王妃様、わたくし、昨日の帰りにブラウンさんとお会いしましたの。そのとき、昼間は普通でも、夜になると穢れの森のせいで凶暴化する獣が多くいるという話を聞きまして……。純粋無垢なあの子犬も、そうなる恐れがあるのでしょうか？」

「ええ、その通りよ。だから、あの子は裏庭から出す必要があるわ。もし穢れに囚われてしまったら、ここにいるみんなが襲われてしまうから」

　王妃の言葉に納得はするものの、なんの罪もない動物たちが邪魔者として扱われているのを目にすると、気の毒に思えて仕方ない。

「穢れの森の影響でしょうか」

「そうね。ならず者の溜まり場が比較的近くにあるせいか、あの森に悪い念が溜まりやすいの。聖樹は穢れを取り込んで、浄化してくれる存在です。歴代の王妃である大聖女たちも定期的に浄化を行い、管理してきました。けれど、恥ずかしい話、穢れが強すぎて数代前から手に負えない状態となってしまっているわ」

　王妃がため息をついたところで、孤児の精霊たちが王妃の前にやって来て、催促するような仕草を見せた。

　王妃はすぐになんのおねだりかわかったようで、優しく微笑んだ。

「なにか歌ってほしいのかしら？　良いですよ」

　王妃はすうっと息を吸い込んで、シェリンガムでは誰もが知っている童謡を優しい声で口ずさむ。ねだった精霊たちや、ローズとミアがうっとりとした表情で澄んだ歌声に耳を傾けていると、他の精霊たちや、箒を手にしたままのべネッサも王妃の元へ自然と集まってくる。

　一番を歌い終わったところで、王妃がローズとべネッサへ視線を向ける。

「私の仕事を引き継げば、こうして歌を歌ったり、本を読んだり、かくれんぼをしたり、一緒に遊ぶのも必要となってきます。せっかくですし、みんなで歌いましょうか？」

　先ほど歌ったシェリンガムの童謡をローズが知っているのを確認してから、王妃が再び最初から歌い始めた。

　そこにべネッサも加わり、なかなかの美声を響かせる。ローズも歌詞やメロディなどをうろ覚えながらも、ふたりと一緒に歌い出し、三秒後、ミアが両手でローズの口を塞ぎにかかる。

「ミア、いったいなんですか？　……あら？　皆さんもどうかされまして？」

　王妃とべネッサの歌声も止まり、ふたりは苦笑いで、そして幼い精霊たちは困惑した面持ちでローズを見つめている。

「メロディはわかりますが、歌詞を正確に覚えてなくて、お聴き苦しかったですわよね。ごめんなさい」

　みんなの視線を受け、ローズが気まずそうに謝罪すると、べネッサが真面目に訂正を入れる。

「あなた、歌詞よりもメロディが問題よ。簡単なメロディなのに、そんなに音を外して歌う人初めて見たわ」

「ローズさんは、歌のレッスンもしておいた方がいいかもしれないわね」

「わ、わたくし、そんなにひどいですか？」

　これまで、鼻歌を歌っていると、ミレスティから『イライラするからやめて！』と苦情が多々入った。そのたび、彼女の虫の居所が悪く、ご機嫌斜めなだけかと思っていたが、苛立ちの原因が自分の歌声だったと気づかされ、ローズは口を両手で塞いだ。

「わたくし歌うのは嫌いじゃありませんの。でも、皆さんを不快にさせるわけにはいきませんものね。これからはうっかり歌わないように気をつけなければなりませんね」

　しゅんと落ち込んだローズを、王妃が「練習すれば、きっと良くなりますよ！」と明るく声をかけ、ミアもローズの肩に手を置いて励ました。

　王妃と共に行動して五日目、人々との交流も兼ねて、ローズたちは町の様子を見て回る。町の中で一番人気がある診療所を訪ね、王妃と医師が最近の町の様子について情報を共有するのを見学させてもらい、その後は、通院するのが難しい患者の自宅へ直接赴いて具合を確認し、他愛ない世間話に花を咲かせた。

　すべての予定をこなして馬車で城に戻り、ローズたちは応接間へと通される。

「五日間、お疲れ様でした。私の場合は試練というよりも、普段の仕事の一部分を体験してもらったようなものですけれど、慣れない場所でよく頑張りました」

　城の中へ通されて緊張した面持ちでいるふたりに王妃は温かな言葉をかけてから、凛とした眼差しを向ける。

「ひと区切りとして、ここまでの評価をあなたがたに差し上げます」

　ローズとべネッサは姿勢を正し、黙って王妃の次の言葉を待った。

「ローズさん、不器用なところもあるけれど、必死に、そして丁寧に向き合おうとする姿が素敵でした。あなたの頑張りを私は評価します」

　王妃はまずローズと向かい合い、目をつぶって、両手を広げる。すると王妃の肩から思いの結晶が次々と放たれ、それらは窓をすり抜けるようにして屋敷の方向へと消えていった。

「ありがとうございます！」

　ローズが膝を曲げつつお礼を言うと、王妃はわずかに口元に笑みを浮かべたあと、べネッサの前へと移動した。

「そして、べネッサさん、すべてにおいて安定してこなしていく姿は、とても素晴らしいものでした。優秀という言葉につきます。あなたの頑張りを、より多く、私は評価します」

　王妃が生じさせたべネッサの評価に値する思いの結晶は、『より多く』という言葉通り、ローズのときよりも量が多かった。キラキラと輝く思いの結晶を見つめるローズの心の中に悔しさが生まれ、軽く拳を握りしめた。

　べネッサとドロシーにも浮遊する思いの結晶は見えていないようだが、『より多く』と評されたため、ローズとミアに対して勝ち誇ったような表情を浮かべた。

「明日と明後日は休日とします。しっかり休んだあと、バレンティナから言い渡された試練を始めてください。可能な範囲で力を貸しますので、相談などありましたら遠慮なく私のところへいらしてください。それでは、次にふたりと会う日を楽しみにしています」

　ローズとべネッサは軽く膝を折って王妃に別れの挨拶をしてから、共に応接間を出た。長い廊下を進み始めると同時に、べネッサがローズに問いかけた。

「残りの三週間をどう動くか、あなたは決めた？」

「いいえ、まだですわ。べネッサさんは決まりまして？」

「私は、この五日間で王妃様と行ったことを繰り返そうかと考えているわ」

「そうなのですね。わたくしはどうしましょう」

　首をわずかに傾げて悩み出したローズへと、べネッサは真剣な顔で切り出す。

「あなたはどれくらい思いの結晶が溜まった？　半分くらい？　四分の一くらいは溜まってる？」

「わたくしは、数えるほどしか溜まっていませんわ」

　ローズの返答を聞き、べネッサはこらえきれない様子で笑みを浮かべた。

「あらそう。まだその程度なのね。残り三週間、頑張りましょうね」

　余裕たっぷりの笑顔で好意的に告げて、べネッサはさっさと廊下を歩き出した。あっという間に遠ざかっていく後ろ姿を見つめて、ローズはついため息をつく。

「わたくしよりもべネッサさんの方がはるかにたくさん溜まっているのは、わかっています。彼女に贈られた思いの結晶をこの目でたくさん見てきましたから」

　俯いたまま足を止めてしまったローズへと、ミアが心配そうに近づく。オロオロしながらミアがローズの顔を覗き込もうとすると同時にローズは勢いよく顔を上げ、ミアの右手を両手で掴んだ。

「落ち込んでなどいられませんわね！　まだ三週間ありますもの、挽ばん回かいするチャンスだってあるはずですわ。ミアが国守りの精霊になれるように、わたくし、最後までしぶとく頑張ります！」

　熱い宣言と共に目に闘志を燃やすローズに、ミアは呆気に取られる。しかし、すぐに嬉しそうに笑ったあと、自分の手を掴むローズの手に左手を添えて、握り返した。




　休日となっている二日間、ローズはミアと屋敷でのんびり過ごし、そして、やる気いっぱいでバレンティナの試練の開始日を迎える。

　どうやって思いの結晶を集めるかを、身振り手振りで必死に伝えてくるミアとなんとか意思疎通を図りながら、ローズは真剣に話し合った。

　結局、良いアイディアが浮かばず、ちょうど居間で書類を読んでいたジェイクを見つけたため、相談しようと声をかけたが、彼が自分に手を貸すのを禁止されているのを思い出す。慌てて口を閉じて、自分に顔を向けたジェイクに意味もなく手を振り、そそくさと退散する。

　次の行動を決められないまま、一日を無駄に過ごしてしまい、ひとまずべネッサと同じように、自分たちも王立医院で手伝いをさせてもらうことにする。

　ローズは意気込んで医師の手伝いに励むも、三日が経つ頃には落ち込みがちになっていった。

　手伝いを終えて、王立医院をあとにすべく、ローズとミアはどんよりとした表情で廊下を進む。

「手応えどころか、邪魔になっているとしか思えませんわ」

　テキパキと動けなければ、思いの結晶を集めるのは難しいとわかっているのに、ローズは前回同様、転んでカルテをばら撒まいたり、医院内で迷子になり戻るのに時間がかかってしまったりと、ミスばかり連発する。

　一方でべネッサはしっかり動けているため、順調に思いの結晶を集められている。どんどん差を広げられ、ローズは焦り、落ち込む時間が増えていく。

「このままでは、結果が目に見えていますよね。やっぱり、なにか考えないといけませんわね」

　ミアに話しかけながら王立医院の建物を出たローズは、薄暗くなり始めている敷地内の菜園でしゃがんで精霊と話をしているジェイクとフェリックスの姿を見つける。

　精霊に対してジェイクが笑みを浮かべたその瞬間、沈んでいたローズの心に陽が差し込み、重苦しさからわずかに解放される。そんな心の変化と、自然と笑みを浮かべた自分に戸惑いを覚えつつも、ローズはジェイクへ歩み寄っていった。

　声をかけるよりも先にジェイクはローズに気づき、ゆっくりと立ち上がると、草の束を両手で抱えていた精霊はローズに軽く頭を下げてから、ふわりと空高く舞い上がっていった。

「ローズ、お疲れ様」

「ジェイク様も、お疲れ様です。精霊たちとなにを話していらっしゃいましたの？」

「研究に使う薬草を摘みに来たみたいで、屋敷の温室でも育てているから、今度見においでと誘っておいた」

　言いながら、遠ざかっていく小さな姿へと優しい眼差しを向けるジェイクを見つめて、ローズは微笑みを浮かべていたが、そんな彼と不意に目が合ってしまい、気恥ずかしさから目を泳がせた。

「も、もしかして、ジェイク様は王妃様にご用事があって、王立医院にいらしたの？　王妃様なら城に戻られましたわ」

「いや。ローズに会いに」

「わたくしに？」

「今朝、元気がなかったから、なんとなく気になってしまって」

　ほんのりと赤く染まった頬をかきながらボソボソと発せられたジェイクの呟きに、ローズは心が温かくなるのを感じ、そっと自分の胸元に手を添えた。

「ありがとうございます。とっても嬉しいですわ。正直、ついさっきまで、自分の不甲斐なさに落ち込んでおりましたの。でもジェイク様の優しいお顔を見たら心が軽くなりました。ジェイク様の存在は、わたくしにとって癒やしです」

　ローズの笑顔に、ジェイクはハッとしたように息をのんでから、いつもより声を張って話を切り出す。

「ローズ、この辺りをちょっとだけ散歩しないか？　最近仕事が立て込んでいて、さすがに疲れた。俺の気晴らしに付き合ってほしい」

　ジェイクは振り返らずとも、視線だけで自分の後方を気にするような仕草を見せた。ローズはすぐに建物の陰からこちらの様子をうかがっているバレンティナの右腕であるジュリアの姿に気づき、自分たちの会話は聞かれているのだと察する。

　ジェイクはローズに対し、手伝ったり知恵を貸したりするのを禁止されている。

　それを破るのではないかと疑い、こちらの様子をうかがっているジュリアに対して、あくまでこれは『俺の気晴らし』であるとジェイクは主張しているのだとわかり、ローズは芝居がかった口調でジェイクに返事をした。

「仕方ないですわね。ちょっとだけなら、付き合ってあげてもよろしくってよ」

　上から目線で言い放ってから、単に自分が相談を持ちかけなければ良いだけなのに気がつき、ローズは苦笑いと共に、いつもの調子で声を弾ませた。

「わたくし、オリントの洋菓子店に行きたいですわ！　実はこの前、行列ができていて、買いそびれてしまいましたの」

「そういえば、つい最近この近くに新店舗が開いたらしいな。多分混んでいるだろうけど、行ってみるか」

「ありがとうございます！」

　ジュリアの視線を感じながらも、ローズは楽しそうにジェイクと共に歩き出した。




　幸いにも、オリントの洋菓子店の入店を待つ列は、先日ブラウンと鉢合わせしたときよりも短かかった。ジェイクに対して恐縮したり、ふたりの仲の良さを微笑ましく見つめたりと、人々の注目を集めながら列の最後尾へとジェイクとローズは移動する。

　思い出のマロンクリームタルトを四つ、無事に購入し、ローズがブラウンを治療したベンチに腰掛けた。

「はあー。やっぱり絶品ですわ」

　ペロリとマロンクリームタルトを平らげたローズは満足そうにお腹を摩ったあと、すでに暗くなっている空をぼんやりと見上げた。

「幸せです」

　幸福感いっぱいに呟くも、一拍置いて、ローズは表情を曇らせる。ずっと心の片隅で、残り時間で、どのように思いの結晶を集めたらという不安が渦巻いているからだ。

　マロンクリームタルトに手を伸ばさずに、ジェイクが自分を見つめていることに気づき、思わずローズはなにか良い案はないかと話を持ちかけそうになる。しかし、すぐにハッとして真顔となり、口をきつく閉じた。

　お目付け役のフェリックスも共にベンチに座っていて、そばに生えている木の上の方から今もなお、ジュリアの気配が感じ取れるこの状態で、痛恨のミスを犯すわけにはいかない。

　ローズが気を引き締め、ジェイクは少しばかり苛立った様子で前髪を乱暴にかき上げる。

「規則を破りたいと思ったのは初めてだ。ローズが困っているのに、手を差し伸べられないのが歯痒くて仕方ない」

　ジェイクは苦しげに自分の気持ちを訴えかけてから、ためらいながらも、ローズの頬にそっと触れる。頬から伝わってくる彼の指先の熱に、心が甘く痺しびれるような感覚にローズが陥ったそのとき、突然子供の泣き叫ぶ声が響き渡った。

　ジェイクはすぐさま手を引き、ローズは夢から覚めたような気持ちで、きょろきょろと周りを見回す。

　もうすぐ閉店時間を迎えるオリントの洋菓子店の中にまだ少し客はいるものの、店の外に人の姿はあまり見当たらず、子供の泣き声だけが異様に響き渡っている。

　ジェイクとローズは頷き合ったあと、すぐにベンチから立ち上がり、声が聞こえてくる方へと向かって、足早に歩き出す。ミアも、タルトの入った箱を持ったフェリックスと共に続く。

　泣き声の主は、オリントの洋菓子店の裏にある、ベンチとブランコがあるだけの小さな公園にいた。暗闇の中、女性が地面に座り込んだ状態で、泣きじゃくっている幼い男の子を抱きしめている。

「どうしましたか？」

　ジェイクが声をかけると同時に、母親だろう女性が青ざめた顔でふたりを振り返った。

「ブランコで遊ぼうとしたら、この子が獣に噛みつかれてしまって」

「まあ大変！」

　言葉通り、男の子の足から血が出ていて、すぐさまローズは涙の止まらない男の子のそばに両膝をついた。ズボンの裾を捲り上げて現れたふくらはぎの噛み傷には、以前相対したブラウンほどひどくはないが、穢れがまとわりついていた。

　ローズは意識を集中しながら手をかざし、光の波動を発生させる。処置が早かったからか、時間をかけずに穢れをしっかり取り除けた。

「穢れを完全に祓うのは俺にも無理だ。さすがローズだな」

　ジェイクが拍手を送ると、遅れてミアとフェリックスも共にローズに向かって拍手した。

　母親はローズの能力の高さにしばし唖然としていたが、自分の腕の中にいる息子が、いつの間にか泣きやんでいるのに気づくと、「ありがとうございます！」と目に涙を浮かべてローズへ頭を下げた。

　母親の体からふわりと浮かび上がった思いの結晶を目にし、ローズは母親の手をがしりと掴んだ。

「これですわ！　わたくし、方法を見つけました！」

　ローズが大喜びしていると、近くの茂みがガサリと音を立てて大きく揺れ、そこから一匹の小さな獣が怒りの咆ほう哮こうと共に飛び出してくる。

「息子を噛んだのは、その獣です！」

　母親の恐怖で引き攣った叫びに続き、息子も怯えた声で再び泣き始めた。

　目が赤く光り、口からよだれを垂らしながら唸うなり続ける様子から、明らかに凶暴化しているとわかり、ジェイクはみんなを守るように素早く前に出た。獣へと右の手のひらを向けて、火の魔力を発動させるべく攻撃体勢を取る。

「まあなんてことでしょう。ジェイク様、お待ちになって」

　口元に手を当てて、驚いた様子で自分の横に並んだローズに、ジェイクは「どうした？」と理由を問う。

「わたくし、あの子犬さんに見覚えがありますの」

　それを聞いたミアもすぐに思い出し、獣を指差す。目の前に現れた獣は、孤児の精霊たちが棲んでいる王立医院の裏庭に入り込んだあの子犬だ。

「本当に穢れに囚われてしまうなんて。なんとかしてあげたいですわ」

　穢れを纏ってしまったがために、可愛らしい面影はまったく残っていない。穢れから解放する方法はないだろうかと考えていると、子犬の背中のあたりが特に穢れが濃くなっているのに気づき、目を凝らすとそこに傷があるのが見えた。

　ローズはジェイクの右手に触れて制止を促したあと、一歩前へ踏み出した。

「ミア！　あの子犬、捕まえますわよ！」

　ミアは信じられないといった顔で勢いよくローズの隣まで進み出るも、子犬をじっと見つめるローズの目の輝きから、本気で言っているのが伝わり、天を仰いだ。

　そして、ミアは両手で拳を握りしめて気合を入れたあと、子犬に向かって一直線に飛んでいく。

　子犬は、自分に向かってくるミアに威嚇の唸り声をあげ、大きくジャンプして飛びかかろうとした。

　ミアは慌てふためきながら機敏に子犬を避け、魔力で風を起こして動きを封じようとする。

　子犬がミアに気を取られている隙に、ローズはそっと歩み寄り、背中の傷口に手をかざす。

「はい！　捕まえましたわ！」

　宣言と共に、子犬の体が光に包まれる。そしてローズはブラウンのときと同様に、えいっと傷口から穢れを引き抜き、その光景にジェイクとフェリックスは言葉を失う。

　狂ったように牙を剥いていた子犬が、穏やかな面持ちを取り戻したのを確認してから、ローズは握りしめていた穢れを光の魔力で消滅させる。

「背中、痛いですわよね」

　穢れを取り除いて見えた背中の傷は思っていたよりもひどく、すぐさまローズは治療を施す。子犬はローズを見上げては尻尾を振っていたが、出血がひどいせいか、次第にぐったりとしていく。

「しっかりしてくださいな」

　ローズが焦った声で呼びかけると、すぐにジェイクとミアも一緒になって手をかざし、光の魔力を流し込む。

「生命力が弱くなってる。なんとか安定させないと」

　ジェイクが呟きと共に光の波動を一気に強めたとき、子犬は弱々しく体を横たえた。そして、つぶらな瞳をローズに向けて、力を振り絞って尻尾をひと振りする。

　すると、子犬の体から思いの結晶が浮かび上がってきて、それがまるで魂が抜けていく瞬間に見えてしまったローズは息をのむ。

　目を見開いて、どこか一点を見つめたまま、魔力の流れを止めたローズに、ジェイクが鋭く「ローズ！」と呼びかける。そこでローズもハッとして我に返った。

「ダメですわ。召されるには早すぎます」

　叫ぶと同時にローズの脳裏に、魔法石ランプを錬成したときの光景が蘇ってきて、咄嗟にローズはミアへと視線を向ける。ミアもローズの眼差しを受け、無意識にローズの手の上に自分の手を重ね置いた。

　波動のうねりの変化をジェイクは感じ取って、素早く子犬から手を引いた瞬間、ローズとミアを中心に、温かで柔らかい風に乗って光の波紋が広がっていった。

　やがて光が引くと、公園内には清らかな空気と静寂が残った。人々が息をのんで視線を注ぐ先から、「ワン！」と可愛らしい声が小さく響いた。

「ひとまずなんとかなりましたわね」

　ローズはホッとし笑みを浮かべ、そのまま気を失う。横に倒れかけたローズの体を、ジェイクが素早く自分の元へ抱き寄せた。同様にミアも力を使い果たしたようで、目を回しながら地面へと落下し、フェリックスは持っていたタルトの入った箱を取り落としつつ、慌てて飛んでいく。

　ローズを抱き寄せながら、ジェイクは子犬へと視線を落とす。ぐったりしていたはずの子犬は、今やしっかりと立ち上がり、ローズに向かって千切れんほどに尻尾を振っている。

　元気になっただけではない。子犬が動くと光の粒子がたなびくため、聖獣に進化したのは明らかで、それは、数人がかりでも難しい最高位の属性強化錬成、俗にいう聖獣進化を、ローズはたった一体の精霊と共にやってのけたことを意味していた。

「本当に、ローズは俺の想像を超えてくる。面白い」

「マロンクリームタルトをこんなにたくさん」と幸せな寝言を呟いているローズにジェイクは微笑みかけながら、絶対に離さないとばかりに抱きしめる手に力を込めたのだった。




　ローズの活躍を祝すように、シェリンガムの夜空を満天の星が彩り、そして夜が明ければ、気持ちの良い陽気の中、大地の魔力を司る精霊たちの恩恵を受け、植物や農作物は瑞々しく立派に成長し、安寧と共に新たな一日を迎える。

　一方で、隣国アルビオンでは太陽を覆い隠すほど厚い雲が空に立ち込めていた。

　肌寒さを感じながらミレスティが聖女宮の廊下を厳しい面持ちで歩いていると、通りすがりの聖女や聖女見習いの制服を身に纏った数人の女性たちとすれ違う。

　すれ違いざま、同時期に聖女見習いとして入宮した女性から「ミレスティさん、昨日はお疲れ様でした」と声をかけられ、ミレスティは「お疲れ様です」と愛想よく答えた。

　素早く立ち去ろうとするが、後ろから聞こえてきた会話にミレスティは思わず足を止める。

「次期大聖女として特別扱いで入宮してきた割には、パッとしないわよね」

「そうそう。ハシントン王子の誕生日に、国守りの精霊についていたみんなが手こずっていた穢れをしっかり祓えていたから、入宮直後から活躍するものだとばかり思っていたのに、普通の見習いでしかないわ」

「本当にあの子が祓ったのかしら。あのとき、シェリンガムのジェイク王子がいらしていたんでしょ？　多くの魔力を会得し、武術にも優れていて、美男子でもあるジェイク様が祓ってくださったと言われた方が納得できるわ」

　うっとりとジェイクを褒めた女性に、「美男子っていうのは能力と関係なくない？」と突っ込みが入り、女性たちは笑いながら廊下の角を曲がり、姿を消した。

　ミレスティは振り返ると、誰もいなくなった廊下を睨みつけ、腹立たしげに舌打ちをする。

「あのとき、穢れを祓ったのは私よ。他の誰でもない、この私なのに、どうして、うまくいかないのよ！」

　国守りの精霊から穢れを祓った瞬間、確かにミレスティは手応えを感じた。

　あの瞬間はすべてうまくいった。それなのに、今また国守りの精霊が穢れに憑つかれ、祓う必要が出てきたため対処しようとするのだが、まったくもってうまくいかないのだ。

　あのときとなにが違うのか、なにが足りないのかと考えると、思い浮かぶ姿があった。聖女たちが今さっき噂していたジェイクという隣国の王子が連れていってしまった従妹、ローズだ。

「そんなはずないわ。あの役立たずにいったいなにができるっていうのよ」

　ミレスティが鼻で笑って自分の考えを打ち消したとき、先ほど聖女たちが消えた曲がり角からハシントンが姿を現し、焦った足音を響かせながらミレスティの元へ近づいてくる。

「ミレスティ、ここにいたんだね」

「ハシントン様！　私、今から朝食をとりに食堂へ向かおうとしていたところなのですが、ご一緒にいかがですか？」

　嬉しそうに誘ってきたミレスティにハシントンは渋い顔をし、ゆっくりと首を横に振る。

「アデリタの具合が悪い。すぐに彼女の元へ行ってくれないか」

　彼からの要求にミレスティも笑顔を消し、嫌そうに顔を顰めた。

「ひどく疲れているので、無理です。だって、昨日は一日中ずっと、穢れを祓うのを手伝わされていたんですよ。今日はしっかりお休みをもらう約束になっていますし。今さっき、今日の当番である聖女たちが行きましたし、彼女たちに頑張ってもらってください」

「助けを求めて、君を呼んでいるんだよ？」

　ハシントンは訴えかけるが、ミレスティにだからなんなのといった様子でそっぽを向かれてしまい、諦めと苛立ちの混ざったため息をつく。

「わかった。それなら、一日ゆっくり休んでくれ。それで疲れが癒えたら、あのときみたいに穢れを一掃してほしい。今度は再び穢れに憑かれないように、アデリタ自身もしっかり回復させてくれ」

　表情を強張らせたミレスティの逃げ道を断つべく、ハシントンはさらに強く要求する。

「次期大聖女、そして僕の花嫁になるつもりなら、それくらいしてもらわないと困る。我が国に国守りを務められる上位精霊はアデリタしか残っていないんだ。彼女を失うわけにはいかない」

　ミレスティが不満そうに黙り込むと、廊下を駆けてくる足音に続いて「ハシントン様！」と呼びかける声が響いた。

「ご報告です。シェリンガムのジェイク王子より、返事がございました」

　騎士団員からの報告にハシントンは表情を明るくさせる。

「ジェイクはいつアルビオンに来てくれるんだ？」

「それが、王子ご自身は国を離れるのが難しく、アデリタ様の治療には代わりの者を向かわせるとのことです」

「そうか、ジェイクに来てもらいたかったが」

　歯痒そうに呟いたハシントンへ、騎士団員はハキハキと報告を続ける。

「今、シェリンガムは精霊の代替わりに関わる試練が行われている最中ですし、それは自身の花嫁選定も兼ねていますから、ジェイク王子は国を離れるのが難しいのではないでしょうか」

　確かにそうかもしれないとハシントンは頷き、ミレスティに問いかける。

「ジェイクが君の従妹であるローズを自身の花嫁の候補として連れ帰ったという話を小耳に挟んだが、それは本当なのか？」

　嫌そうに顔を逸らしたミレスティに代わって、騎士団員が口を開いた。

「本当のようです。ローズ・セレイムルはジェイク様の花嫁候補として認められ、バレンティナ様の試練に取り組んでいると昨日会ったシェリンガムの知人から聞きました。町の民から穢れを祓ったという話もあるようです」

　そこで眼差しを険しくさせたハシントンに、騎士団員は焦りを感じて「あくまで噂話ですが」と付け加える。

　ハシントンは短く息を吐き、騎士団員に「行こう」と声をかける。

「僕は選ぶべき相手を間違えたようだ」

　すれ違いざまにハシントンからかけられた冷たい言葉が、ミレスティの心に深く突き刺さる。

「ローズ、本当に忌々しいわ」

　自尊心を傷つけられた悔しさは、すぐに彼女の中でローズに対する怒りへと変化していった。










七章、歩き出した道




　軽くノックをして入室したジェイクは、真っ直ぐベッドへと向かい、眠っているローズの顔を心配そうに見下ろす。

　ローズが子犬を聖獣へと属性強化させてからすでに三日が経過し、その間、彼女は眠り続けていた。

　最初は、時折、食べ物に関する幸せそうな寝言をローズが発するため、すぐに目覚めるだろうとあまり心配はしていなかった。

　しかし、ほぼ同じタイミングで気を失ったミアは一日も経たず目を覚ましたこともあり、いまだ起きる気配のないローズに、ジェイクは不安を募らせ始めていた。

　女性の部屋に勝手に入るのは良くないとわかっていても、突然容体が急変するのではと考えてしまえば我慢できず、こうして頻繁に様子を見に来てしまっている。

「ローズ。早く目覚めてくれ」

　ぽつりと名前を呼びかけても、彼女は反応を示さない。

　初めて会ったときよりも、髪の艶は増し、頬はほんの少しふっくらしたように見える。目を閉じていてもわかるほど、まつ毛は長く、ピンク色の唇は……口づければ、柔らかな弾力を感じ取れるだろうと想像し、ジェイクは我に返ってローズから目を逸らす。

　しかし、ローズの口から寝息と共に小さな吐息がこぼれると、ジェイクは再び彼女に視線を戻した。

　ジェイクはためらいながらもゆっくりと手を伸ばし、ローズの温かで滑らかな頬に触れ、優しく微笑みかけた瞬間、前触れもなく、ローズがパチリと目を開けた。

　数秒見つめ合ったあと、ローズは自分の頬に触れているジェイクの手へちらりと視線を向けて気にするような仕草をする。そして、「どうして触っていますの？」といった不思議そうな顔で、改めてジェイクを見つめた。

　ジェイクはローズの頬から勢いよく手を離し、「す、すまない。誓って、頬以外は触っていない。本当にすまない」と気まずさいっぱいに謝罪の言葉を口にした。

　深く反省している様子のジェイクに、実はそこまで気にしていないローズは苦笑いしながら体を起こす。あくびをひとつ挟んでから、窓から見える空が夕暮れ色に染まっているのに気づいて、目を大きく見開いた。

「今、夕方なのですか？　どうやらわたくし、寝すぎてしまったみたい」

「三日間眠っていたから、寝すぎと言えばそうかもしれないな。具合はどうだ？　目眩や吐き気はしないか？」

「いえ、なんとも……え？　い、今、三日とおっしゃりました？」

　確認の問いかけに、ジェイクが頷いて答えた数秒後、ローズは気を失ったときの記憶を取り戻す。身を乗り出し気味にジェイクの腕を勢いよく掴んで、自分の元へと引き寄せた。

「そうでしたわ！　あの男の子と子犬さんは無事でして？」

　一気に互いの距離が近くなり、ジェイクは再び狼狽えるも、自分に真っ直ぐ向けられているローズの表情から不安な気持ちを読み取り、安心させるように微笑みかけた。

「大丈夫、どちらも元気だ。男の子は母親と一緒に昨日屋敷に来た。ローズに会えないとわかると、また日を改めると言ってすぐに帰っていったけど。それから子犬の方は……」

　話が子犬へ移ると同時に、ちょうど廊下から可愛らしい鳴き声が聞こえてきて、ローズは思わず扉を見る。すると、ノック音に続いてドアが開き、子犬を抱っこしたアーサが室内に入ってきた。

「ローズお嬢様！　お目覚めになられたのですね。良かった。心配しましたよ」

「心配かけてごめんなさい。でもたくさん寝たので、わたくし、とってもすっきりしております」

　アーサがホッとした笑みを浮かべると、抱きかかえていた子犬が腕の中でもがき出す。アーサが床に下ろしてあげると、ローズに向かって駆けてきた。

　ベッドに飛び乗ろうとしてもうまくできずにいる子犬へと、ローズは手を伸ばす。優しく体を撫でながら、穢れの気配がないことと背中の傷がしっかり塞がっていることを確認したのち、気になった点をぽつりと呟く。

「時々、子犬さんの体がキラキラ輝いて見えますわ。わたくし、目だけ疲れが取れていないのでしょうか」

「いいや、そう見えるのは、この子を聖獣に進化させたからだ」

「聖獣に？　ジェイク様、そのようなこともおできになるのですね。すごいですわ」

「違う。俺じゃない。ローズがミアと力を合わせて、属性強化錬成を成功させたんだ」

　ジェイクから苦笑いで告げられた事実に、ローズはポカンとしたまま「わたくしがですか？」と疑問符を浮かべた。自分の手に視線を落として、子犬と相対していたとき、ミアの小さな手が自分の手に重なった瞬間をぼんやり思い出していると、ぐううとローズのお腹が空腹を主張した。

「ミアとフェリックスもそろそろ帰ってくると思いますし、お食事の準備をしますね」

　アーサはふふふとご機嫌に笑ってから、張り切るような足取りで部屋を出ていった。

「なんだか急にお腹が空いてきましたわ」と呟きながら、ローズがベッドから下りようとすると、ジェイクが手を差し出してくる。

　ローズはにこりと微笑んでから、彼の手を取ってベッドから立ち上がった。うまく足に力が込められず、よたつきながら共に部屋を出る。

「ミアとフェリックスは、どこかに出かけておりますの？　ま、まさか、怪我をして、王立医院へ診てもらいに？　大変ですわ！」

　自分たちを必死に追いかけてくる子犬の姿に笑みを浮かべながら何気なく問いかけたローズだったが、ふっと脳裏をよぎった嫌な妄もう想そうに一気に顔を青くする。

「元気だから心配ない」

　ジェイクはしっかりとローズの手を掴んで階段を下り、居間に置いてある思いの結晶を溜めている瓶の前へとローズを連れていく。

「わたくしが眠っている間に、増えていますわ！」

　数えるほどだったはずの思いの結晶が、今は四分の一くらいまで溜まっていた。驚くローズの視界に、ふわりと飛んできた新たな思いの結晶が映り込み、それはゆっくり瓶の中へ吸い込まれると、すでに溜まっている思いの結晶の上にポトリと落ちて、ころんと転がる。

「またひとつ増えましたわ！」

「溜まっていた分は、あの日のローズの頑張りが大きいと思うけど、今のは確実にミアの頑張りで得た思いの結晶だろうな」

「ミアは今、どこでなにをしておりますの？」

「ローズが休んでいる間に、少しでも思いの結晶を溜めたいって、王立医院の裏庭に手伝いに行ってるんだ。とはいえ、ミアも倒れているし、あまり無理をさせるわけにはいかないから、見張り役としてフェリックスがついていってる」

　ローズが「そうだったのですね」と感動に声を震わせると、また新しい思いの結晶が瓶の中にポトッと落ちていった。

「やっぱりわたくし、頑張り屋さんのミアを、国守りの精霊にしてあげたいです！　そういえば、思いの結晶を溜める方法をひらめきましたの。早速実行に移して、休んでいた三日ぶんを、早く取り戻さないといけませんね！　最後まで諦めませんわ！」

　やる気をみなぎらせているローズをジェイクは眩しげに見つめて、ミアが『じっとしていられないから、今から孤児院に手伝いに行きたい』とフェリックスを通して言ってきたときを思い出す。

　せめて、今日くらいは休むべきだとジェイクが返すと、彼女は『このままではローズが可哀想。私はローズをジェイク様の正妃にしてあげたい』と強く訴えてきたのだ。

　親を失いあてもなく彷徨っていたミアに、バレンティナが救いの手を直接差し伸べたという経緯もあり、バレンティナは親代わりとしてミアに目をかけているのは事実だ。そんなミアが羨ましくて嫉妬している精霊たちは、バレンティナの贔屓により後継ぎ候補に選ばれたのだと考えている。

　しかし、バレンティナはそんなに甘くないと、ジェイクはわずかに笑みを浮かべた。ミアの魔力は枯渇したわけではなく、その小さな体の中に大きな力を眠らせている状態なのだ。余すことなく力を発揮できたら、若い世代の中で突出した存在となるのをバレンティナもわかっているからこその選出だった。

　そんなミアと、無茶苦茶で計り知れない力を秘めたローズが手を組んだのだから、楽しみに思わないはずがなく、ジェイクの声が心なしか弾む。

「倒れそうなときは俺がまた支えてやるから、自分のやりたいように頑張れ」

「ありがとうございます！　頑張りますわね！」

　ローズとジェイクが顔を見合わせて微笑み合ったとき、玄関の呼び鈴が鳴る。ローズの周りをウロウロしていた子犬が真っ先に居間を飛び出し、玄関へ向かっていくと、少し遅れてアーサが廊下を進んでいく。ほどなくして玄関から戻ってくる足音が聞こえてきた。

「お嬢様にお会いしたいという方が来ております」

「わたくしに？　どのようなご用事かしら」

「妻が狂った獣に噛まれたらしく、診ていただきたいようです。お嬢様はまだ本調子ではありませんし、お帰りいただきましょうか？」

「平気です。わたくしでよければ、診て差し上げますわ。ジェイク様、お屋敷の中に入ってもらってもよろしくて？」

　ローズの確認を受け、ジェイクは「もちろん構わない」と力強く頷き返す。それにローズは柔らかく微笑んでから、「お呼びしてくださいな」とアーサにお願いした。

　アーサが玄関へ戻ると、ほどなくして、お腹の大きな女性を男性が支えながら居間に姿を現す。

　話を聞くと、ふたりは夫婦で、男性はこの屋敷の近くに小さな畑を持ち、農業を営んでいるらしい。作業もひと段落し、暗くなる前に帰ろうとしたところに、身重の妻が夫を迎えに来たのだが、そこに穢れの森から狂った獣が飛び出してきた。なんとか逃げられたが、妻が腕を噛まれ、そこに穢れが残ってしまった。

　穢れを祓ってもらうとなると、王立医院ではもちろん、町医者でも高い費用を請求される。

　まだ若い夫婦でこれから出産も控えているため、金銭的に余裕がなく、どうしようかと途方に暮れた。そんなとき、先日のあの親子から声をかけられ、穢れの森の横に住んでいる女性なら力を貸してくれるかもとローズの話を聞き、こうして訪ねてきたのだ。

　しかし、ローズが何者かとは聞いていなかったようで、ローズのそばに寄り添い立っているジェイクの姿に気がつくと、すぐに唖然とし、無礼をしでかしたと夫婦は顔を青ざめさせた。

「ここがジェイク様の別宅だとは知りませんでした。……ということは、もしかしてあなたが、ジェイク様がアルビオンで恋に落ちたという婚約者様ですか？　私のような身分の低い者が突然押しかけてしまい、本当に申し訳ございません」

「お気になさらないで。わたくしは婚約者ではなく、ただの候補にすぎませんから」

　ジェイクからの物言いたげな視線にまったく気づかぬまま、ローズは「ほほほ」と笑って椅子を移動させ、「どうぞ座ってくださいな」と身重の妻に笑顔で勧めた。

　ローズは夫婦と向き合うと、実際はまだ少し体の中に残っている疲れを吐き出すように息をついて、そして「失礼します」と呟いてから腕の傷口を確認し、穢れが蠢く患部へと手をかざす。

　穢れを引っ張り出し、苦戦もせずに消滅させてから、光の魔力で傷の回復を促進させ、アーサに持ってきてもらった薬箱の中にある薬を塗りつける。

　穢れを祓うのは三回目なのもあり、そこまでは手際よく進んだのだが、包帯を巻くのだけは何度やっても緩くて不格好となってしまい、見かねたジェイクがしっかりと巻き直した。

「完全に穢れを祓っていただけるなんて、ローズ様、ありがとうございます。あの、今はこれだけしか持ち合わせがなく、もちろん足りない分は時間がかかっても払いますから」

　一連の流れを間近で目にしていた夫は、感謝で涙を浮かべる。そして、財布から取り出した紙幣を渡そうとするが、ローズは両手を軽く振って拒否した。

「わたくし、医療に関する免許をなにも持っておりませんし、お代などいただけませんわ！　それは産まれてくる子供のために使ってくださいな」

　妻はボロボロと涙を流し、「ありがとうございます」と声を震わせながら感謝の言葉を述べた。すると、夫婦から思いの結晶が浮かび上がり、ふわふわと瓶に向かって飛んでいった。穢れを祓って人々から思いの結晶を得る。それが自分にできる最良の方法だと、ローズは心の中で確信する。

「無免許ですけど、お役に立てることがありましたら、いつでも力をお貸ししますので、またなにかありましたら、いらしてくださいね。他にも困っている方がいたら声をかけてあげてくださいな」

「なんて慈悲深い。ローズ様が次の王妃様になるのを、心より願っております」

　玄関まで見送ろうとするローズを夫婦は丁重に断り、「今度、新鮮なお野菜を届けさせてください」と笑顔で申し出てから、しっかりと手を繋いで屋敷をあとにした。

　居間の窓から遠ざかっていくふたつの背中を見送りつつ、移動させた椅子を元の場所に戻してくれたジェイクのそばへとローズは舞い戻る。

「とはいえ、待っているだけではいけませんね。明日からわたくしもどんどん町に出て、困っている方のお役に立てるように全力で向き合いますわ」

　ジェイクも今さっきの夫婦とのやり取りで瓶の中の思いの結晶が増えたのに気づいていたようで、納得し頷く。

「なるほど。さっき言っていた思いの結晶を溜める方法とはそれか。でも、フェリックスが言うには、ローズの噂は結構広まっているみたいだぞ。待っていても、向こうからどんどんやって来るかもしれない」

「まあ、本当にそうなりましたら嬉しいですわ」

　ジェイクの予言めいた言葉に朗らかに笑ってみせたローズだったが、迎えた翌日、それは現実のものとなった。




　のんびりと朝食を済ませ、ジェイクが城に向かうのと同時に自分たちも町に出ようかとローズがミアに話しかけていると、玄関の呼び鈴が鳴った。

　やって来たのは穢れを纏った年老いた男性で、ブラウンの穢れがなくなっているのを見て理由を尋ねたところ、ローズを教えてもらったらしく、縋るような思いで訪ねてきたという。

　快く屋敷の中へ迎え入れ、すぐさまローズは穢れ祓いに取りかかる。見事な手腕と乗り越えられない不器用さを発揮しつつ治療を進めていると、次から次へと呼び鈴が鳴り始めた。

　男性の包帯を巻き終えたところで、すでに屋敷の外にローズと話をしたいという人が十人ほど集まっていて、それぞれに穢れやなんらかの怪我を負っている状態だった。

　これまであまり人に必要とされてこなかったローズは、自分を頼りにやって来た人の多さに唖然とするが、すぐに目を輝かせ、やる気をみなぎらせていく。

「屋敷にいらした順に中へお呼びしてくださいな！」

　ローズはアーサにそうお願いしたあと、外の様子に動揺しつつジェイクを迎えに屋敷の中に入ってきた御者に、時間があったら薬や包帯を購入してきてほしいとお願いする。

　ジェイクは張り切っているローズに苦笑いしてから、窓側に立って外の様子を眺める。すると、人だけでなく精霊や動物も集まってきているのがわかり、つい渋い顔となった。

「ジェイク、そろそろ時間だぞ」

　声をかけると、ジェイクが迷うような仕草を見せたため、フェリックスは呆れて肩をすくめた。

「まさか城に行かないなんて言い出さないよな？　今日はアルビオンから帰国してきた商人と会談の予定が入ってるぞ」

「わかってる。でも、ローズがまた倒れてしまわないか心配だ」

　穢れの森の脇道を通って屋敷に向かってくる民の姿が、いくつも見える。まだまだ人数が増えるかもしれないと予想すれば、ローズが張り切りすぎて倒れる心配も出てくる。

　ローズがベッドで眠り続けている間、ジェイクがどれほど心配していたかは、言葉はなくても表情から伝わってきていた。わかっているからこそ、フェリックスは心を鬼にして言い放つ。

「気持ちはわかるが、手を貸してはいけない以上、ジェイクがここに残ってもやれることはない。そばで見ていたら歯痒くなるだけだから、さっさと屋敷を離れた方がいい」

　相棒からの言葉にジェイクはハッとして目を見開き、「そうだな」と納得する。

　室内に入ってきた顔色の悪い男に、微笑みながら症状を聞いているローズには声をかけずに、ジェイクはフェリックスと共に居間を出ようとしたが、途中で踵を返し、薬箱の中を確認しているアーサの元へと向かう。

「ローズは次から次へと治療しようとすると思うけど、合間にしっかりと休憩を取らせてくれ。それから、ローズがつらそうだと感じたら、そこで終わりに。訪ねてきた人々にも、日を改めるように言って帰ってもらってくれ。やりたいように頑張れとは言ったが、ローズの体調が最優先だ」

　ローズを想ってのジェイクの要求にアーサは目を輝かせて「わかりました！」と答えた。

　ジェイクがいなくなったあと、アーサは使命感に燃えながら、ミアと共にローズの手伝いを行う。

　少しでも疲れを見せるようならば、すぐさま割って入って、休憩や中断を言い渡そうと考えていたが、アーサの思い通りにはいかなかった。

　定期的に「少し休憩を」と声をかけるが、ローズに「必要ありませんわ」とことごとく拒否される。そのため、強制的に休憩を取らせるべく、お茶やお菓子を準備するが、ローズはそれらを瞬く間に平らげ、すぐさま次の患者を室内へ呼び込んでしまう。

　仕方なく、アーサはローズの表情を注視する。しかし、ローズは穢れに対して集中するとき、表情を硬くするのみで、あとはずっとニコニコ笑っていて疲れをまったく感じさせない。

　思う通りの成果を得られない中、どうか限界まで頑張らないでほしいとアーサは心の中で祈り、一方で、笑顔で疲れを隠すところはお嬢様らしいと苦笑いを浮かべた。

　結局、ローズを訪ねてやって来た人々の列はなかなか途切れず、日が暮れたところでアーサが「今日はここまでにさせてもらいます！」と終わりを宣言した。

「さすがに疲れましたわ」

　人々が帰った途端、ローズは疲労困こん憊ぱいで魂の抜けたような顔をし、それを見たアーサが「そのお顔をもっと早くお見せくださいませ」とぼやいた。

　ローズは思い出したように瓶の前へと走り、まだ半分には届かないが、今朝見たときよりも明らかに増えている思いの結晶に歓喜する。

「ミア、しっかり増えていますわ！　努力の結果が形になって見えると疲れも吹き飛びますわ」

　ローズに呼びかけられ、フラフラと飛んでそばにやって来たミアも、疲れ切った顔を明るくさせ、嬉しそうに手を叩く。

「それにしても、穢れに苦しんでいる方があんなにたくさんいらっしゃるなんて。狂った獣たちからの被害は深刻ですわね」

　ローズは顎に手を当てて、窓の外に見える穢れの森へと真剣な眼差しを向ける。

「皆さんの話を聞いて、穢れの森が一番の原因なのだと改めて実感させられましたわ」

　数秒考え込んだあと、ローズはなにかを決意し、力強く頷く。

「明日は、皆さんから穢れを祓うのをお休みしますわ」

　てっきり、ローズは明日も張り切るのだろうと考えていたミアは、あっさりと宣言されて面食らった顔をする。

「誰か訪ねていらっしゃるようでしたら、そうお伝えくださいな」

　続けてお願いされたアーサも、ミアと同じ気持ちだったらしく驚いた顔をし、「かしこまりました」と返事をした。

　炊事場で夕食の準備が進んでいるようで、漂ってきた美味しそうな匂いにローズはいち早く気がつき、「なにかお手伝いできることはありますでしょうか」とにこやかに独り言を言いながら、居間を出ていった。

　アーサは「お嬢様は座って休んでいてください」とローズを追いかけていき、ミアはひとり取り残される。

　明日は休むと言い放ったローズの笑顔に違和感があり、嫌な予感も混ざり合っていく。ポツンと宙に浮かびながら、明日は休めないような気がすると、ミアは渋い顔をした。




　翌朝、玄関で「いってらっしゃいませ」とにこやかに見送りに立ってくれたローズへと、ジェイクは疑うような眼差しを向ける。

「今日は休むと言っていたな。本当に休むんだよな？」

「ええ本当に休みますわ。先ほどお見えになった方にも、謝って帰っていただきましたでしょう？」

「そうだが」と納得しながらも腑に落ちない様子のジェイクに、ミアも繰り返し頷く。

「今日はこれから子犬さんとお散歩しに行こうと思います。ジェイク様も張り切って行ってらっしゃいまし」

　にこやかに手を振られてしまい、ジェイクはローズの笑顔と彼女が手にしたリードの先にいる聖獣化した子犬を気にしながらも、玄関の扉を押し開けた。

　ローズたちも外に出て、ジェイクの乗った馬車が視界から消えるまで見送る。

「……さてと」

　不安げに子犬を見下ろしていたミアだったが、ローズから発せられた声音がやけに嬉しそうで、ぎくりとして顔を上げる。

　そして目が合った瞬間にっこり微笑みかけられ、ミアは嫌な予感と共に身構えた。

「わたくしたちも行きますわよ！」

　休むんじゃなかったのかと唖然としてから、やっぱりなという思いがじわじわと込み上げてきて、違和感は気のせいではなかったと理解する。

　そうなると、今度はどこに行くのかという疑問が湧き上がってきて、子犬と共に庭をずんずん進んでいくローズの後ろ姿を、ミアはじっと見つめる。

　途中でくるりと振り返ったローズから、「ミア、早く来てくださいな」と声をかけられ、ミアは覚悟を持ってローズを追いかけたが、不意にどこに行こうとしているのかわかってしまい、顔を強張らせた。

　すぐさまミアはローズの前に回り込むと、それ以上、先へ行かせないように両手を広げて通せんぼする。

　進んだ先には結界のひとつとなっている魔法石ランプが置かれてある。問題なく作用しているか確認をしにいくだけとも考えられるが、昨晩、部屋の窓の外を見つめ、ブツブツ言っていたのを思い出してしまうと、その可能性は低いのではないかと思えてくる。

　昨晩、ローズが窓から真剣に見つめていたのは、穢れの森だ。

「ミア、どうかなさいましたの？」

　目の前でなにかを訴えかけてくるミアに、ローズは可愛いですこととにっこり微笑む。しかし、次の瞬間、視界になにかを捉えたらしく、目をきらりと輝かせ、空いている方の手でミアを掴んで持ち、足早に歩き出す。

「今、なにかいましたわね。獣でしょうか。もちろん狂っている方の」

　ローズは魔法石ランプなどには目もくれず、ミアの予想通り、屋敷の敷地と隣接している箇所から、穢れの森へと突入していく。

　ミアは必死にもがいてローズの手の中から抜け出すが、すぐそばで蠢く穢れの気配に恐れ慄おののき、ローズの左肩にしがみつく。

　子犬も過去の記憶があるせいか怯えた様子だったものの、ミアに迫ろうとする穢れの気配を察知すると、すぐに光をたなびかせながらローズたちを守るべく前へと出た。

　聖獣、しかも光の魔力によって進化したためか、ひと吠えしただけでゆらゆら近づいてきていた穢れは茂みの中へと戻っていった。

　頼もしさにミアは感激して、背中に跨る形で子犬にしがみつく。

　ローズは普段と変わらぬ様子で森を見回しながら、雑草が生えている木々の間を進んでいく。

「穢れの棲家となっている場所はいくつかあると思いますけれど、その中でもこの森は群を抜いて危険な場所になってしまっていますよね」

　少し歩くと、しっかりと煉れん瓦がで舗装されている小道に出る。ローズは勢いよく飛びかかってきた穢れを、さらりと手で叩き落としたあと、自分たちを取り囲む穢れの気配に小さくため息をこぼした。

「面倒ですわね」
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　ローズは持っていたリードを足元に落とすと、目をつぶる。両手を頭上へ伸ばしたあと、地面と並行になるようにゆっくりと体の横へ下ろし、勢いよく目を開ける。すると、ローズを中心に光の波動が四方八方へ放たれた。

　まとわりつくような穢れの気配を一掃したのを確認してから、ローズは小道を森の奥に向かって、のんびりと進み始めた。

「苦しむ人々や動物たちをちょっとでも減らすために、わたくしも微力ながら、ここの穢れを時々祓って、清浄な場所に近づけていくためのお手伝いができたらと思うのですよね」

　使命感に突き動かされてというよりは、近所に住んでいるからお掃除をしに行くような気軽な様子でそんなことを言うローズを、ミアは本気かと見た。

　小道を進むと、度々狂った獣が飛び出してきて、その都度、ローズが対処する。

　リードを手放された状態でも子犬はローズのそばを離れず、近づいてくる穢れを吠えて追い払う。

「まあ、ウサギさんも感謝してくださいますのね。こちらこそありがとうございます」

　穢れを祓ったウサギの体から思いの結晶が出てきて、ローズは嬉しそうににっこり笑う。ウサギを逃がそうとするが、一拍置いて、ローズはハッとし、ウサギを素早く掴んだ。ミアにも手伝ってもらって、このウサギも聖獣化させてみようと考えたのだ。

　張り切ってもう一度挑戦したが、しかし、あと一歩のところで失敗に終わってしまった。

「あら。失敗してしまいましたわね。力が足りなかったのでしょうか」

　ローズは自分の手のひらを見つめながら失敗の理由を考える。正直、あのときと同様に力は発揮できていたし、それはミアも同じだった。そうなると、思い浮かぶ原因はひとつだけ。

「あのときは、ジェイク様が魔力を強めて安定した状況を作ってくださいました。だから成功したんですわね。聖獣化を行う際は、ジェイク様にも手伝ってもらわないと無理そうです」

　ひとつ結論づけて、ローズは再び歩き出す。途中で小さな池が出現し、池を迂う回かいしつつ小道を進みながら、ローズはじっと池を見つめた。

　池の水は澱よどんでいてとても汚く、時折ゴポリと嫌な音を立てて気泡が浮かび上がってくる。

「あれも、嫌ですわね」

　ローズはそうぼやいて、池に向かって手を伸ばす。ふわりと放った光の波動が藻の張っている水面を大きく揺らし、降り落ちた光で覆い尽くしていく。ところどころで発光したあと、水面を覆っていた光が徐々に水中へと沈んでいき、やがて藻も濁りも光も消え、水の底まで見えるほどの澄んだ水だけが残った。

「これでよしですわね」

　なんてことない口調で呟いて、ローズは先へと進み始める。完璧なまでの浄化を見せつけられたミアは、犬に跨ったまましばらく呆然と池を見つめていた。

　小道は、森を一周できるように作られていて、道なりに進んでいくだけで三本の聖樹を見て回れる。

　話に聞いていた通り、聖樹は禍々しさをまとっていた。

　ローズが近づくだけで、穢れを撒き散らしながら枝葉を揺らして威嚇し、汚染された葉を鋭く飛ばして攻撃してくる。ローズは怯えずに立ち向かっていき、まるで綱引きでもしているみたいに木から穢れを引っ張り出し、量の多さに手こずりながらも光の網で捕らえて浄化する。

　それを二本繰り返し、最後の一本に辿り着いたときには、子犬は呼吸を荒くし、ローズもミアも口数が少なくなり、表情に疲れを見せていた。

「残りの一本も、穢れを祓って綺麗にしてしまいましょう！」

　けれどローズは明るく元気にミアと子犬を鼓舞し、最後の一本に向かっていく。さっきまではうまく交わせていた葉っぱの攻撃を頬に受けてしまうも、なんとか汚れを引っ張り出す。そしてウネウネと身をうねらせてローズの手から逃げ出そうとする穢れを、浄化して消滅させようとするが、すべてを消す力はもう残っておらず、三十センチほどに縮まった穢れが手元に残った。

「これはどうしたら」

　困ると同時に、ローズは目眩を覚え、ふらりと聖樹に手をついた。

　次の瞬間、持っていた穢れが聖樹に吸い込まれてしまい、ローズは理解が追いつかず、瞬きを繰り返す。

「戻してしまいましたわ。やり直さないといけませんね」

　自分のミスにローズががっくりと肩を落とすと、風もないのに聖樹の枝葉が揺れ始める。再び穢れを纏った聖樹の姿は、先ほどよりも禍々しさを増している。

　ローズたちは本能で危険を感じ取り、それぞれに逃げ出そうとするが、ローズは足がもつれて前のめりで転ぶ。膝を打った痛みですぐには立ち上がれずにいる中で、殺気を感じ、肩越しに後ろを振り返ると、ローズに向かって大きく枝がしなった。魔力がほぼ残っていない自分がターゲットにされたのを頭で理解し、このままでは危ないと危険を察知するけれど、体が動かない。

　黒々とした穢れをまとった葉っぱが鋭く放たれた瞬間、ローズは歯を食いしばり、痛みを覚悟する。

　しかし、葉っぱはローズに到達する前に、炎に焼かれ塵ちりと化した。

「大丈夫か？」

　自分のそばに立った姿を見上げて、思わずローズは目に涙を浮かべる。

「ジェイク様、どうしてここに」

「胸騒ぎがして途中で引き返してきたら、ローズの姿がなくて、屋敷中捜し回ったあと、光の波動に気づいてここに来た」

「見つけてくださり、ありがとうございます。助かりましたわ」

「無茶はするなと繰り返し言っているのに。本当に放っておけない」

　ジェイクはぼやきながら、再び攻撃を仕掛けてこようとした聖樹を光の網で包み込む。

　動きを止められた聖樹がもがくような音を立てる横で、ジェイクはローズの頬に手を当てて魔力で傷を癒やす。治療が終わるとひょいと横抱きにし、歩き出した。

「正直驚いた。あの聖樹以外、ほぼ完全に浄化されているじゃないか。空気も澄んでいるし、水も綺麗だった。あとは、あれをなんとかできたら、この森は清浄の森と呼び名が変わるだろう」

　まだ光の網に捕らわれている聖樹をジェイクは振り返り見つつ、ローズに話しかけた。

　しかし、抱きかかえているローズから反応がないのに気づき、視線を落とすと、彼女は目をつぶってすやすやと寝息を立てていた。

「お疲れ様」

　フェリックスと、ローズに代わって子犬の手綱を持っていたミアも、ローズの寝顔を覗き込み、ジェイクと同じように仕方ないなといった風に優しく見つめた。




　ローズはまた二日眠り続けたあと、光の魔力の気持ちの良い揺らぎと、ほのかに感じる甘い匂いと共にスッキリ目覚めた。

　目覚める前に感じ取った光の波動にジェイクがそばにいるような気がして、ローズはベッドから身を起こしたあと、部屋の中をキョロキョロと見回す。しかし、室内には誰の姿もなく、ローズは「寝ぼけていたみたいですね」と呟きながらベッドを下りた。

　甘い匂いに導かれて居間に入ると、ジェイクが紅茶を飲む手を、ミアとフェリックスは焼き菓子を食べる手を止めて、ローズを迎える。

「おはよう、ローズ。具合はどうだ？」

「ジェイク様、おはようございます。わたくし、とってもスッキリしております」

　言いながら、また光の波動を感じたような気がして、ローズは不思議そうに窓の向こうへと視線を向ける。

「光の魔力の揺らぎを感じる気がするのですが、これはなんでしょう」

「あぁ、それはきっと母上だな。少し前にここに訪ねてきて、穢れの森がすっかり浄化されているってものすごく興奮してた。穢れの残った聖樹が一本残っていると話したら飛んでいったから、ローズに負けじと奮闘中なんだろう」

「王妃様がいらしているのね。でしたら、ご挨拶がてら、お手伝いしてきますわ」

　嬉しそうに笑って身を翻したローズを「今日はおとなしくしていろ」とフェリックスが大きな声で呼び止め、素早く飛んできたミアが腕を掴んで止めにかかる。

　声を聞き慌てた様子のアーサが居間に入ってきて、「お嬢様！　お目覚めですね」とホッとしたような声を発する。「今すぐお嬢様の分も準備しますね」とローズに話しかけ、急ぎ足で炊事場に戻っていった。

　外に行きたかったローズだったが、アーサの言葉で甘い匂いを漂わせている焼き菓子にじっと目を留めてから、先にそちらをいただこうと考え直し、ジェイクの向かいの席に座った。

　ほどなくして、アーサが追加の焼き菓子と、ティーカップがのったトレーを持って戻ってくると、呼び鈴が鳴り響いた。

「わたくしを訪ねてきてくださった方なら、食べ終わるまで待ってもらってくださいな」

　玄関へと向かっていくアーサにローズがお願いした横で、フェリックスが「休む気なしみたいだな」と苦笑いする。

　味わいながら食べ進めていく途中で、ローズは思い出したように、瓶の方へ目を向け、ゴホッとむせ返った。慌てて紅茶を飲んで「熱っ」と涙目になりつつ、ジェイクに驚きの眼差しを向けた。

「思いの結晶が、半分以上、溜まっていますわ！」

「短時間で溜められたのは、人々の困りごとにローズさんがしっかり答えられているからよ。努力の結果ね」

「王妃様！」

　感心した様子で室内に入ってきた王妃の姿にローズは笑顔で立ち上がったが、数秒後、困惑の面持ちとなる。

「大丈夫ですか？　どこかお怪我をされていたりはしませんか？」

　血は滲んでいないものの、王妃のドレスがところどころ切り裂かれている。あの聖樹と格闘してきたのがよくわかる姿で、王妃は満足げな表情を浮かべた。

「お手上げ状態だった穢れの森をあれほどまでに浄化してくれるなんて。聖樹が本来の姿を取り戻せた今、あの森はもう大丈夫。すぐに人々の、精霊たちや動物たちにとっても癒やしの場となるでしょう」

　数日後には元に戻ってしまうだろうくらいの気持ちでローズは森の浄化にあたっていたため、王妃の言葉に驚きを隠せない。

「穢れは、もう大丈夫なのですか？」

「ローズさんが土や空気や池と、森全体を完全に浄化してくれたお陰で、聖樹が生き生きと輝き始めています」

　ホッとしたローズの手を、王妃は両手でそっと掴んだ。

「これで増幅した穢れに狂わされた獣の数を一気に減らせます。ローズさんにはいくら感謝してもしきれないわ。動物たちが池の水を飲みにきていましたし、精霊たちが花を植えにきている姿もすでにいくつか見かけましたよ」

「王妃様にそうおっしゃっていただき光栄です。わたくしの大好きなこの場所が、人も精霊も動物も関係なく、みんなが安心して暮らせるところであり続けてほしいと思っております。だからわたくし、これからもお手伝いさせていただきたい。ただそれだけですわ」

　ローズからの心のこもった言葉に、ジェイクとフェリックスとミアは、嬉しそうに微笑む。王妃もローズを優しく見つめ返し、手をぎゅっと握りしめる。

「バレンティナも気づいているだろうけど、このことはしっかり報告させてもらいます。もちろん、ジェイクの正妃にどうしてもしてほしいと個人的な感想も添えてね」

　最後に王妃からウィンクを投げかけられ、ローズは苦笑いを浮かべた。

「母上、ローズにプレッシャーを与えないでくれ」とジェイクが苦言を呈したとき、アーサが「ローズお嬢様に診てもらいたいという皆さんが、詰めかけてきております」と部屋に飛び込んできた。

「私が入ってきたときもすでに玄関前に列ができていましたし、ローズさんは大人気ですね。この調子で、試練の最終日まで諦めずに頑張ってほしいわ。どのような結果を迎えるか、楽しみにしていますからね」

　王妃はローズへ真剣に訴えかけてから、「忙しいでしょうし、私は失礼しますね」と言って、部屋を出ていった。

　ローズもミアを振り返り、「さあミア！　頑張りますわよ！」と元気いっぱいに声をかけた。




　町の人たちの穢れを祓ったり、傷を癒やしたりして、ローズが忙せわしない日々を過ごすうちに、清らかな場所へと変わった穢れの森には動物たちが棲み始め、散歩をする人々の姿や池のそばでのんびりくつろぐ精霊たちの姿をよく見かけるようになった。

　ローズの活躍が話題になる中、明らかに治療目的ではないひとりの男性が屋敷へとやって来た。

　ミアには見覚えのない男性だったが、その男性を見た瞬間、ローズの顔色が変わり、あまり歓迎しない知り合いなのだと察する。アーサが外出中のため、自分がローズを守らねばと、ミアは警戒すると共に男の動きを見つめる。

　玄関から屋敷の中へ入ったところでエドガルド・セレイムルは足を止め、帽子を被かぶったままローズに要件を突きつけた。

「ローズ、今すぐアルビオンへ、いいや、我が家に戻りなさい」

　伯父が自分の元へやって来た理由に、ローズは眉根を寄せて拒絶の意を示す。

「どうして戻らねばなりませんの？」

「ミレスティが思うように力を発揮できずにいる。このまま大聖女になれないなんて事態に陥れば、ハシントン様の花嫁になる話も白紙に戻され、我がセレイムル家の名に傷がつく。それだけはどうしても避けなければならない」

　問いかけると、予想していた通りの言葉がエドガルドの口から飛び出す。ローズは目を閉じて、動揺が収まるのを待ってから、気持ちを強く持って言い放つ。

「お断りいたします。わたくしは、もう帰らないと心に決めてアルビオンを出ました。今のわたくしにはこの場所が我が家であると理解していただきたいです」

　渋られはしても、まさかここまではっきり断られるとエドガルドは思っていなかったようで、呆気に取られたあと、舌打ちする。

「なんだその言い草は！　お前は大人しく俺の言うことを聞けば良いんだ。さあ帰るぞ、手間を取らせるな」

　エドガルドに腕を掴まれ、屋敷の外へ連れ出されそうになり、ローズは力いっぱい手を振り払う。

「嫌ですわ！　だってわたくし、ミレスティの影となって生きていたあの頃にもう戻りたくありませんもの！」

「大聖女となるミレスティの役に立てるんだぞ、なにが不満なんだ！」

「望んでいないのだから、不満でしかありませんわ。そもそも、わたくしが手伝わなくては大聖女になれないというなら、辞退した方がよろしいのでは？　その程度で国守りの精霊のパートナーが務まるとは思えませんもの」

「お前、よくもそんなことが言えたな」

　エドガルドの声音が一気に低くなり、言いすぎてしまったとローズは口を閉じた。エドガルドは怒りに震えながら乱暴にローズの腕を掴んで、再び連れていこうとする。しかし、今度はミアがその手に齧かじりつき、ようやくエドガルドはローズから距離を置いた。

「ローズ！」とエドガルドが怒りをぶつけたとき、大きく戸が叩かれ、ギギッと音を立てつつ玄関の扉が開けられる。訝いぶかしげに中を覗き込んできたのは、ブラウンだった。

「美味しい果物をたくさん収穫できたから、昼休憩が終わる前に渡そうと思って来たんだが」

　さっきからずっと怒鳴っていたのはお前かといった様子で、ブラウンからじろりと睨みつけられ、エドガルドは気まずそうに視線を逸らした。

　ブラウンは果物の入った大袋ふたつを両手で持ったまま屋敷の中へ入り、ローズの横に立った。

　これ以上は話ができないと判断したのか、エドガルドはうんざりとため息をついてから、帽子を被り直して嫌みを言い放つ。

「今日のところは引き下がるとしよう。それにしても、ローズが王子の婚約者候補に本当になるなんて、シェリンガムも大したことないな」

　ローズは面食らった顔をするも、ブラウンが「お前！」とエドガルドに向かっていこうとするのに気づいて、腕を掴んで必死に止めた。すると今度は、怒りを爆発させたミアがブラウンの代わりにエドガルドに掴みかかっていった。

　何度手で払っても諦めないミアに追い立てられ、エドガルドは屋敷を出ていった。

「なんなんだ。あの失礼な男は」

「わたくしの伯父ですわ」

　ローズの返答にブラウンは目を大きく見開き、わずかに押し黙る。

「伯父だったのか。なにか力になれることがあったら、言ってくれ」

「ありがとうございます。ブラウンさんとミアがいてくれてとっても頼もしいです」

　ブラウンから果物が入った袋を受け取って、ローズは「美味しそう！」とにっこり笑う。そして、このあと用事があるからと辺りを警戒しながら屋敷を出ようとするブラウンを、「ぜひ今度はお茶でも飲んでいってくださいね」とにこやかに見送った。

　果物を厨房に運んでおこうと、ローズはひとまずひと袋抱え持って歩き出す。エドガルドに対して怒りのおさまらない様子のミアにローズは苦笑いを浮かべながら袋を運び終え、玄関の前まで戻ってきたとき、扉が叩かれ、ゆっくりと開かれた。

「失礼する。ここに、ローズ・セレイムル嬢がいらっしゃると聞いてやって来たのだが……」

　開いたドアから室内の様子をうかがうように覗き込んできたフードを被ったマント姿の男に対して、ミアはまた変なのが来たとばかりに警戒を露わにする。

　一方で、その声に聞き覚えのあったローズは果物入りの大袋へと伸ばした手を引き戻し、ゆるりと扉を振り返った。

　フードの奥の瞳がしっかりとローズの姿を捉えると、すぐに男は屋敷の中へと入ってくる。

「ローズ！　会えて良かった。久しぶりだね、元気だったかい。話をしたくて来たんだ……わっ。やめてくれ」

　エドガルドのときと同様に、ミアが男に掴みかかっていく。「ミア、お待ちになって」とローズが慌てて声をかけた瞬間、ミアがフードを引っ張ったために、男の顔が露わになった。

　ブロンド色の髪と品のある面持ちを目にし、動きを止めたミアにローズが説明する。

「ミア、そのお方はアルビオン国の王子、ハシントン様で、ジェイク様のご友人でもありますわ」

　相手が隣国の王子だと知って、ミアは掴んだままだったフードをパッと離し、愛想笑いを浮かべながら後退し、ゆっくりとローズのそばへ逃げ戻ってくる。

「ハシントン様、ごめんなさい。でも決して、ミアに悪気があったわけではありませんの。わたくしを守ろうとしただけで」

「ローズには頼もしい仲間がいるんだね。前もって連絡もせずに来た僕がいけないから、こちらこそすまない」

　ハシントンはミアに対して真摯に謝ってから、ローズへと真剣な眼差しを向ける。

　彼は改まった声で「話がしたくて来たんだ」と同じ台詞を繰り返し、続きを口にした。

「単刀直入に言う。アルビオンに帰ってきてもらえないだろうか」

　まさかエドガルドと同じ言葉を言われるとは思っていなかったローズは唖然とし、目を大きく見開いた。

「実は先ほど伯父様もいらっしゃって、同じことを求められました」

「エドガルド公爵が？　そっ、それでは」

「お断りいたしました。わたくしはもうアルビオンに帰るつもりはありませんので」

　エドガルドがすでに説得したかもと期待に目を輝かせたハシントンに対し、ローズは首を横に振って、バッサリと否定する。

「なんとか、考え直してくれないだろうか」

「考えは変わりませんわ。やらねばならないことも山積みなので、ここを離れるわけにいきませんし」

　これでもわたくし忙しいのですといった口ぶりのローズに、ハシントンは今のローズの立場を思い出し、頷く。

「そうだった。君はジェイクの婚約者候補になったと聞いているよ。そんな君にとって、今がとても大切な時期だっていうのはわかっている。それでも、アルビオンのために帰ってきてほしいんだ」

　こちらの都合がわかった上でもなお懇願してくるハシントンの姿にローズは不満を覚え、わずかに頬を膨らませた。

「ハシントン様も、わたくしにミレスティのために生きろとおっしゃるの？　わたくしは、皆様の力をお借りしながら、自分のための人生を歩き始めています。だからもう、誰かの影となって生きていくのは嫌なのです。どうかわかってくださいませ」

　ローズがエドガルドになにを言われたのかをハシントンは察すると、信じられないといった様子で大きく目を見開いた。

「ミレスティのために生きろだなんて、僕はそんな役目を君に押しつけるためにここまで来たわけじゃない」

「ではいったい、わたくしになんのご用が？」

　ハシントンに強く否定され、ローズの中で萎しぼみかけていた疑問が再び膨らみ出し、彼をじっと見つめて、次の言葉を待った。

「アルビオンの国守りの精霊を、助けてほしい」

「確か、アデリタ様といいましたよね。彼女は、ハシントン様の誕生日にミレスティが回復させたはずでは？」

　かつて目にしたアデリタの様子を思い出すと、嫌な予感と共にローズの鼓動が重々しく鳴り響き出した。

「これまでずっと、アデリタの調子が悪かったにもかかわらず、聖女宮は彼女に十分な治療を施そうとしなかった。だから僕は独断で、ジェイクにアデリタを診てもらおうと、自分の誕生日に彼を招いたんだ。あのあと、聖女宮の長である君の伯父に苦言を呈されたよ。精霊に関しては我々に任せてほしいと」

　我々という言葉に、自分を意地悪く見下すミレスティとエマヌエラの顔を思い出し、ローズはわずかに身震いする。

「君がアルビオンを出てから、またアデリタの具合が悪くなったのに、ミレスティはなにもできず、聖女宮はシェリンガムから派遣されて来た者を勝手に追い返した。やはり、ジェイクに力を貸してもらう以外、アデリタを助ける方法はないと確信して、僕はシェリンガムに来た」

　ハシントンは自分の体験を思い返しながら、続きを口にする。

「シェリンガムに入って、君の噂をたくさん耳にした。毎日たくさんの人々の穢れを祓い、救っていると。穢れきっていた森を浄化し、憩いの場として精霊や動物たちが棲みつくようになったとも聞いた」

　来るときにすぐそばを通ってきたのがその森だと、ハシントンはまったく気づいていないようで、ただただ感心した様子で言葉を並べていく。

「抱いていた疑問が確信に変わっていったよ。僕の誕生日にアデリタを回復させたのはミレスティではなく、本当はローズ、君だったんだな」

　ジェイクにはすでに真実を打ち明けているため、このまま認めてしまおうかとローズは考える。しかし、ハシントンを見ていると、どうしてもミレスティの影がチラついてしまい、正直に打ち明ける気が起きず、困り顔で黙り込んだ。

　そんなローズの態度に歯痒さを募らせつつ、ハシントンは必死に訴えかけた。

「このままではアデリタが死んでしまう。そうしたらアルビオンも滅びる。ミレスティも聖女宮もダメだ。もう頼れるのは君しかいない。ローズ、どうか一緒に国に戻ってくれないか」

　ハシントンは床に平伏し、ローズの足元で土下座をする。一国の王子らしからぬ行動にローズは慌ててその場に膝をつき、「ハシントン様、どうかお顔を上げてくださいな」と声をかける。

　ローズの呼びかけにハシントンが顔を上げ、縋るように見つめる。疲れ切っている顔を見つめ返したあと、ローズはぽつりと問いかけた。

「そんなに具合がよろしくないのですか？」

　真剣に頷かれ、ローズはわずかに言葉を失う。ミレスティだけの話なら切り捨てられるが、バレンティナの娘であるアデリタの生死に関わるとなると、気にせずにはいられない。

　様子だけでも見に行こうかと、ローズの中にそんな考えがちらりと顔を出すが、ミアの姿が視界に入ると、今ここを離れるわけにはいかないと改めて思い、気持ちを引き締める。

「ごめんなさい。わたくしやっぱり、今はどうしてもアルビオンには帰れません」

　きっぱりと言い切っていた先ほどまでの勢いがなくなり、ローズにわずかながらも迷いが生じているのを感じ取って、ハシントンはローズの手を両手で掴んだ。

「もし共についてきてくれるなら、あなたを僕の正妃として迎えると約束しよう」

　明言された交換条件に、ローズはキョトンとして瞬きを繰り返したあと、ようやく言葉の意味をのみ込み、「いえ、そういうのはちょっと」と今の話を絶対にミレスティの前でしないでほしいと微かに顔を青ざめさせた。

　そんなローズには気づかずに、ハシントンはローズの手を掴んだまま、ゆっくり立ち上がる。

「明日の朝には帰国の途につかなくてはいけない。今夜は、オリントの洋菓子店のそばの宿屋にいる。期待して待っている」

　心を込めてそう言葉にすると、まだ少し心残りのような顔をしつつローズの手を離し、「失礼する」と屋敷を出ていった。

　嵐が去った気分でローズはふうと息を吐くと、「運んでしまいましょう」ともうひと袋残っていた果物入りの袋を抱え持った。

　難しい顔で歩を進めていくローズを横目で見ながら、ミアも炊事場へ行き、そして袋を置いたあとは居間へと共に移動する。

「アデリタ様は大丈夫かしら。ハシントン様がわたくしを頼るしかないほど、聖女宮があてにならないみたいですし、不安ですわね」

　ハシントンの誕生日に目にしたアデリタの様子がひどかったのを思い出して、ローズは不安に陥っていく。

　自分が出ていったところで状況を改善できるはずがないと諦めてしまいたい気持ちと、でも行けばなにかできるかもしれないと、このまま見過ごすのをためらう気持ちが、ローズの心の中でせめぎ合う。

　少しくらい様子を見に行きたい。ここからアデリタの元まで、三日あれば辿り着ける。大急ぎで馬を走らせたら、もう少し時間を短縮させるのも可能だろう。

　すぐに戻ってくれば、バレンティナの試練最終日に間に合う。そこまで考えて、ローズは思いの結晶が溜まった瓶へと目を向け、ふるふると首を横に振る。

　それでは意味がない。これまで以上に必死になって思いの結晶を溜めなければ、べネッサに追いつき追い越すのは不可能だ。絶対にこの地にとどまる必要がある。

　ミアが勢いよくローズの目の前に飛び出してきて、なにかを訴えかけるような素振りを見せた。ローズは「アルビオンに行きたいだなんて考えていないでしょうね」と言いたいのかもと思い、慌てて両手を横に振って否定する。

「わたくし、行きませんわ。今のわたくしの一番の願いは、ミアを国守りの精霊にすることですもの！　そろそろ休憩も終わりにして、皆さんを迎え入れる準備をいたしましょう」

　ローズは身を翻そうとしたが、ミアに髪を掴まれ、動きを止める。ローズがミアに視線を戻したそのとき、必死になにかを訴えかけている様子だったミアの体が輝き出し、ふわりと温かな光を放った。

「ローズ！」

　ミアに呼びかけられ、ローズは驚いて目を大きく見開いた。

「まあ、ミアの声がしっかり聞こえますわ！　上位精霊に進化なさいましたのね！　すごいですわ！」

「行こう、アルビオンへ」

「ええ、ふたりならどこへでも行ける気が……え？　今、アルビオンとおっしゃいましたか？」

　にこやかに話を続けたローズだったが、ミアから飛び出した言葉に、再び驚いた顔となる。

「アデリタ様を放っておけない。ローズはそう思ってるんでしょ？」

「正直、様子を見に行きたいです。わたくしでもなにか役立てるなら、なんでもして差し上げたい。でも、行けば試練を放置することになります。思いの結晶を溜められなければ、ミアを国守りの精霊にしてあげられません」

　ミアはローズと視線の高さを同じにし、にこりと笑いかけた。

「大好きなバレンティナ様のような国守りの精霊になりたい。心の底からそう思っているけれど、今はローズの気持ちを優先したい。私はローズに選んでもらえて嬉しかった。ローズが私の力になろうと頑張ってくれたから、私も頑張ろうと思ったし、実際、ここまで頑張れた。ここからは私がローズの力になる番」

　力強くそう言ってくれたミアに、ローズの胸は嬉しさでいっぱいとなり、微笑み返す。一方で、ミアはハッとし、困ったようにおろおろする。

「でも待って、行ってしまったら、ローズをジェイク様の正妃にしてあげられなくなるのよね。どうしよう。そんなの嫌」

「わたくしは、正妃になれなくても構いません。使用人としてお仕えする身となったとしても、ジェイク様のおそばに置いてもらえるなら、わたくしは幸せですから」

「使用人だなんて！　ジェイク様はローズを気に入っているもの。きっと妃に迎えてくれるわ。国王夫妻にも、ローズを第二妃にってお願いするし」

　元々、ジェイクには妃として求められていない。だから、そんな自分が彼の花嫁になりたいと望んではいけないとローズは思っていた。

　ジェイクの妃となる夢物語りのような未来を想像し、ローズは少し寂しくなりながらも、自分のために必死に方法を考えているミアににこりと微笑みかけた。

「わたくし、ミアとペアを組めて良かったですわ！　知ったからには、知らんぷりできませんね！　行きましょう、アルビオンへ！」

　ローズはミアと顔を見合わせて、力強く頷き、決意を固めた。




　日が暮れてから、ジェイクは胸騒ぎを感じ、いつもよりも早く、フェリックスと共に屋敷へと帰った。

　玄関の扉を開けて中に入るとすぐに、血相を変えたアーサが階段を下りてくる。

「ジェイク様、ローズお嬢様が！」

　ローズの名を聞いてしまえば、ジェイクは足を止めてなどいられず、すぐさまアーサに駆け寄る。

「ローズがどうした」

「これを」

　差し出された紙を素早く受け取って、ジェイクはそこに書かれている文字へと視線を落とす。

『親愛なるジェイク様。わたくし、いったんアルビオンに戻ります。アデリタ様の具合が芳しくないらしいのです。相談もせず、勝手に決めてしまってごめんなさい。様子を見たら、すぐにあなた様の元へ戻ってきます。わたくしの居場所はここしかありませんから』

　その後に続く、『もし仮にですが、わたくしの戻りが遅いようなら、迎えに来ていただけると、大変助かります』という一文には二重線が引かれている。

　ローズの置き手紙をひと通り読み終えると、アルビオンから来たハシントンの使いか誰かが、ローズと接触したのだろうと考え、しまったと前髪をかき上げる。アーサに手紙を返し、素早く玄関へと引き返した。

「ジェイク様！」と不安そうに呼びかけてきたアーサに、ジェイクは肩越しに振り返り、ひと言返す。

「俺はローズを追いかける」

　フェリックスと共に、ジェイクが慌ただしく出ていったあと、アーサは「お願いします」と切に呟いた。










八章、掴んだのは温かな未来




　屋敷を飛び出したジェイクが、バレンティナに状況の説明をしておくべきだとフェリックスに促されて馬を走らせている頃、聞いていた宿屋を訪ねたローズは、朝を待たずにハシントンと共に町を立った。

　最低限の食事と休憩を挟みながら、大急ぎで馬車は進んでいく。

　シェリンガムを出国する前に、先に帰国の途についていたエドガルドに追いつき合流し、エドガルドから自分の馬車に乗り換えるように求められる。

　しかし、ローズは「わたくし、ハシントン様と一緒が良いですわ」とにこやかに拒否した。

　そしてハシントンも、もうすでにローズを自分の恋人のように扱い始めていて、ミレスティとハシントンの仲があまり良好でないのを知っているエドガルドは複雑な面持ちとなる。

　アルビオン国に入り、迎えてくれたオルコスの町並みを眺めながら、ローズは思わず「あっ」と声を発すると、向かい側でうとうとしながら座っていたハシントンが視線を上げる。

「どうしたんだい？」

「アルビオンを旅立つ前に、そこの大きな宿屋に泊まりましたの。あとはあのお店でドレスを買っていただいて、それからこの道をジェイク様と歩きましたわ」

　ローズは窓の向こうを指差して声を弾ませるが、あっという間に馬車はその場を通り過ぎていき、急に寂しさが込み上げてくる。

「やっぱり、ジェイク様にはお話ししてから出てくるべきだったかもしれませんね。お優しい方だから、今頃、きっと心配なさっていますわ」

　ハシントンは背もたれに寄りかかり、遠くを見つめながら安堵の息をつく。

「いや。話さないでくれて助かったよ。婚約者候補に途中で離脱されるのは嫌だろうし、引き止められてしまったと思うから」

　ハシントンの言葉にローズは引っかかりを覚え、目を大きく見開いた。

「わたくし、途中離脱したつもりはまったくありませんわ」

「でも試練の最中だったんだよね。途中で離れても合格できるほど甘いものではないだろう？　この前も言ったけれど、こうしてついてきてくれたんだ。僕が責任を取ってローズを娶るよ」

「いいえ。気遣いは無用です。たとえ試練の終了日に間に合わなくても、わたくし、すぐにシェリンガムに戻りますので」

「ほほほ」と笑ったローズの手をハシントンは掴み、真剣な面持ちでなにか言葉を紡ごうとした。すると、ハシントンの手の上にミアが舞い降り、仁王立ちする。

「一時、シェリンガムを離れようと、ローズはジェイク様の婚約者候補です！　いくらアルビオンの王子であっても、気安く触れないでいただきたい！」

　ミアが物怖じせずにハシントンへ言い放つと、ハシントンは「す、すまない」と呟く。手の甲を軽く蹴って飛び立っていったミアの姿を、ハシントンはじっと見つめる。

「君は、上位精霊だったのか。屋敷を訪ねたときにも君はいたよね。ということは、次の国守りとなるべく、ローズと共に試練を受けている子が君か」

　ハシントンとあまり馴なれ合うつもりはないのと、あの子の実力では国守りの精霊になんてなれるはずがないと今まで陰で笑われてきたのもあって、ミアはローズの隣に座ると、「だったらなに？」というような目つきとなる。

　そんなミアにローズは苦笑いしつつ、代わりに答えた。

「この子、ミアといいますの。確かにハシントン様が屋敷にいらしたときは、普通の可愛い精霊でしたが、その後、なんと上位精霊に進化したのです。すごいでしょう」

　手を叩いてローズがミアを自慢すると、ミアは「やめてよ」と少し顔を赤くしながら、ローズを手で押しやった。

「素晴らしい素質を持っているんだね。次の国守りの候補に選ばれるだけはある」

　ハシントンもミアを褒めて、なおかつにっこり笑いかける。ジェイクと違った優しい微笑みに、ミアはちょっぴり気恥ずかしさを感じ、愛想笑いだけして黙り込んだのだった。




　馬車は飛ぶように進んでいく。王都に近づくと、穢れの気配が濃くなり、まだ昼間だというのに徐々に辺りが薄暗くなっていく。

　ここに来るまでに、試練を終えてからアデリタの様子を見に行っても良かったのではないかと、すぐにシェリンガムを飛び出してしまったことを後悔する瞬間が何度かあった。しかし、穢れによって町が荒すさんでいるのを目にすると、自分の選択は正解だったかもしれないとローズは思うようになっていった。

　城に到着するとすぐに、ローズとミアはハシントンとエドガルドに続く形で、アデリタのいる庭へ向かって小走りで歩き出す。

　自分を狙って近づいてきた穢れを、ミアは「こっち来ないで！」と炎の魔法で追い払い、慌ててローズの肩のあたりにしがみつく。

「精霊の姿が見当たらない。シェリンガム以外の国には精霊ってあまりいないの？」

「昔から、アルビオンはシェリンガムほど精霊を見かけませんでしたけど、ここまでまったく見つけられないのはおかしいですわね」

　前を行くハシントンを気にしてか、ミアがローズに小声で問いかけると、ローズも周囲を見回しながらボソボソと答えた。

「アデリタ様、大丈夫かな」

　心配そうに発せられたミアの呟きにローズも頷き、自然とハシントンを追う速度を上げた。

　回廊を進んで、大広間のテラスの横に出る。庭の奥へ向かうと、以前ローズも目にした大きな岩が見えてくる。岩の周りには聖女宮の制服に身を包んだ人々が何人かいて、ミレスティとエマヌエラの姿を視界に捉えると、自然とローズの歩く速度が落ちていく。

「ローズ、どうしたの？」

　ローズの浮かない様子にミアが不思議そうに問いかけたとき、エマヌエラがエドガルドに気づいて声を張り上げた。

「あなた、こんなときにどこに行っていたのよ！　大変だったんですよ！」

　妻に怒りをぶつけられて、エドガルドは不快そうに眉を動かすも、特になにも言葉を返さない。エマヌエラはその態度に不満を募らせたが、エドガルドの横にハシントンがいるため、怒りをのみ込んだ。

　しかし、ふたりの後ろにローズがいるのを見て言葉を失ったあと、苛立ちを隠さず問いかける。

「どういうことですか？　なぜその娘がいるのです」

「彼女の力が必要だと判断して、連れ帰ってきた」

　エマヌエラの疑問にハシントンが毅然とした態度で答えると、そこでミレスティもローズに気づき、一気に歩み寄ってくる。

「あんたが聖女宮に入らなかったから、お世話係から逃げられたってみんなから陰口を叩かれて、とっても恥ずかしい思いをしたのよ！　私の前によくものうのうと顔を出せたものね！　この恩知らず！」

　溜まっていた不満を爆発させたミレスティがこれまでそうしてきたように、ローズに手を振り上げる。しかし、ミレスティがローズの頬を叩くより先にミアが飛びかかった。

　ミレスティの手に噛みつき、「痛い！」と振り払われたあとは、ミレスティの髪を乱暴に引っ張る。

「なんなのよ、この凶悪な精霊は！　邪悪だわ！」とミレスティは負けじとミアを掴もうとするも、ミアは素早く手をかわし、「うるさいわね！　あんただって性格の悪さが顔に滲み出ていて、十分悪人面よ！」と憤りを露わにする。

　上位精霊となったミアの言葉はミレスティにももちろん聞こえていて、口汚く言い返されて頭に血が昇る。

「精霊の分際で、よくもそんなことを。許さないわよ！」

　再び躍起になってミアを捕まえようとし始めたミレスティの腕をハシントンが掴んだ。

「やめろ、ミレスティ！」

「ハシントン様、なぜ止めるんですか！」

「さっきも言っただろう。僕がローズに頼んで、アルビオンに帰ってきてもらったんだ。帰国に関しての不満は僕への不満も同然だ。しかもその精霊は上位精霊。君こそ、言葉を慎んでくれ」

　さすがのミレスティもハシントンにきつく言い渡されてしまえば口を閉じるしかなく、胸を張ってニヤリと笑ったミアに拳を握りしめる。

　しかし、おどおどとした様子のローズを守るかのように、彼女の傍らへと戻ったハシントンの姿を見てしまえば、一気に不満が膨らみ、やはり黙っていられない。

「どうして、ローズに帰ってきてもらう必要が？　セレイムル家、いいえ、アルビオンを捨てた女ですよ？」

　ミレスティは話を大きくしてローズを責める自分を正当化しようとしたが、ハシントンには通じない。

「国守りの精霊を助けるために、誰が一番の適任者なのか、君が一番よくわかっているだろう」

　ハシントンの眼差しは、「適任者はミレスティではなく、ローズだ」と語っている。自分の方が優れているという自信を揺らがされ、ミレスティは呆然とする。

　もうひとり、信じられないと顔色を悪くさせたエマヌエラが、金切り声と共に口を挟んでくる。

「ハシントン様、それは聞き捨てなりません！　ミレスティは大聖女となる身です。我がパーセル家の優秀な能力を強く受け継ぐこの子が、そのような娘に劣るわけがない。だいたい聖女見習いでもないこの娘になにができるというの？」

　エマヌエラの主張に、共にいた聖女宮の聖女たち数人が「そうよ！」と同意し、自信を取り戻したミレスティは力いっぱい頷いてみせる。

「国守りの精霊には我々聖女宮がついています。お前の出る幕はない！　シェリンガムにでもどこでも、さっさと帰るといい！」

　黙って聞いていたエドガルドが「ちょっと待て、少し冷静になれ」とエマヌエラに声をかけるもまったく届かず、エマヌエラとミレスティは早く出ていけとばかりにローズを睨みつける。

　ふたりから突きつけられる険悪な視線に、心が萎縮して動けなくなったローズの前に、ハシントンが進み出た。

「パーセル家は確かに優秀かもしれない。けれど、あなた方が聖女宮を仕切り始めてから、他家の優秀な者をことごとく排除するようになった。結果、聖女宮は存在感ばかりが増すだけで、実質、能力は衰退していると僕には思える」

「ハシントン様、パーセル家を侮辱するおつもりですか？」

「だって、そうだろう。実際、国守りの精霊を守れていないのだから。違うというのなら、今すぐ穢れを完全に祓い、精霊も回復させてみせよ」

　憤りで声を震わせたエマヌエラに、ハシントンは強い口調ではっきり告げる。

　エマヌエラは言い返せずに口ごもり、場が静まり返る中、ハシントンのローズを庇う態度にミレスティは怒りを煮えたぎらせていく。

「ローズならできるというの？　だったら、やってもらおうじゃないの」

　真っ直ぐ自分に向けられた怒りに、ローズは思わず息をのむ。ミレスティの迫力にのみ込まれそうになっているローズの肩にミアがそっと触れて、力強く言い放つ。

「やってみせようじゃない。気合を入れて行くわよ、ローズ！」

　ミアの勝ち気な眼差しと微笑みを見ているうちに、ローズにいつもの笑みが戻ってくる。大きく息を吸い込んで、ローズも「行きましょう！」と明るく答えた。

　ローズとミアは、エマヌエラとミレスティの横を通り過ぎ、庭の奥を目指して進み始めた。

　すると、近くの木の枝が軋きしむ音が響き、続いて葉が揺れ、ガサガサと大きく音を立て始めた。穢れかと思わず足を止めて身構えたローズを、数体の精霊たちが一斉に取り囲んだ。

「ローズ！」と叫び、精霊たちの突然の行動に警戒した様子で素早く歩み寄ってきたハシントンを、ローズは平気だと手で制する。

「皆さんは確か、アデリタさんのそばにいた精霊さんたちですわね」

　精霊たちは目に涙を浮かべている。中には泣きながらローズに抱きついたり、先を急せかすようにローズのドレスを引っ張ったりする者もいた。

「ミア、通訳をお願いできますか？」とローズから助けを求められて、ミアはもちろんといった様子で、精霊たちへ近づいていく。精霊たちの必死の訴えに、ミアは真剣に耳を傾けた。

「穢れが濃すぎて、みんな、アデリタ様の元へ近づけないみたい」

　そこでミアは耳を疑うほどの衝撃を受け、目を大きく見開いた。

「アデリタ様が鎖で繋がれているって嘘でしょ？　だから、一緒に逃げたくても逃げられない。アデリタ様だけあの場に残してきてしまって、心配でたまらないってみんな言ってるけど」

　ミアは精霊たちの話が本当なのかどうなのか、聖女宮の制服を身に纏った人々へと眼差しで問いかける。しかし、みんな一様に黙り込み、言葉を返さない。

「呆れた人たちね。みんなはここで待っていて。ローズ、急ごう！」

　聖女たちをじろりと睨みつけてからミアは精霊たちに言葉をかけ、ローズを急かして再び進み始める。

「精霊たちは、ここにいる誰よりもローズを頼りにしているようだね」

　自分のそばに近づいてきていたミレスティに気づき、ハシントンは呟く。悔しげに唇を噛んだミレスティを冷たく横目で見てから、ミアを狙って影を伸ばしてくる穢れを素早く手で叩き落とすローズの横へと、ハシントンは向かっていった。

「こっちから行った方が近い」と道案内を買って出てくれたハシントンに、ローズは「ありがとうございます」とにこやかに笑いかける。そして、エドガルドと言葉を交わしたエマヌエラが引き返していくのを目にすると同時に、自分に向けられるミレスティの怒りの眼差しに気づき、小さく身震いした。

　ハシントンを追いかけ進んでいくと、アデリタのいたあの場所へと続く見覚えのある木製アーチが視界に飛び込んでくる。

「あれからそんなに経っていないのに、随分穢れが濃くなっていますわね」

　ローズの独り言と共にミアが表情を強張らせると、ハシントンが気まずそうに肩越しに振り返った。

「光の魔力は、生まれ持った素質がないと会得するのが難しい。残念ながら、僕にはその素質が少しもなくて、聖女宮に頼りきりになってしまっていた。すごく後悔している」

「誰しも、得意不得意がありますもの。ハシントン様は他にできることがあるのですから、そちらで誰かを助けてあげれば良いのです。気に病む必要はまったくありませんわ」

　にっこり笑ってローズが自分の考えを述べると、ハシントンは「ローズ」と嬉しそうに呼びかけ、表情を和らげた。

「問題は、得意だと言い張って自分の非力さを認めようとしない方々ですわ」

　ローズはため息混じりに指摘してから、木製のアーチをくぐり抜けた。視線の先にはアデリタの寝床となっていた絡み合う三本の木がある。影でブレて見えるほどに、木は穢れに覆い尽くされていて、近づくのをためらうほど禍々しい見た目だ。

　ローズも足を止めそうになるが、あの木にアデリタが囚われていると考えれば、立ち止まってはいられない。

　行く手を邪魔するように傍らの茂みから穢れが襲いかかってくるものの、ローズは先ほど同様、次々手で叩き落としていく。

「ミア。わたくしから離れないでくださいね」

　ローズはミアにそう声をかけると、大きく息を吸い込む。穢れの森で行ったみたいに両手を広げて、光の波動で場の浄化を行った。

　一瞬で三本の木以外の穢れを一掃し、間近で見ていたハシントンはもちろん、ついてきていたミレスティとエドガルドも圧倒され言葉が出ない。

　ローズは小さく息をついたあと、まだ穢れが残り、蠢いている三本の木を真っ直ぐ見据えて、ゆっくり歩き出す。

　枝が絡み合って巣のような寝床となっているそこを覗き込み、ローズとミアは息をのむ。アデリタの姿は確かにそこにあったが、彼女は楕だ円えん形の薄い灰色の膜の中にいて、ぐったりと横たわっていた。

　痩せ細り、生気があまり感じられないが、胸元が微かに上下しているため、弱々しく呼吸をしているのが見て取れる。

「アデリタ様！」

　ローズとミアの必死に呼びかける声がアデリタに届き、彼女は薄く目を開けると、助けを求めて、ふたりに向かって震える手を伸ばす。

　ローズとミアもアデリタに向かって手を伸ばし、ほぼ同時にアデリタを捕らえている膜に触れる。ローズは膜の中を光の魔力で満たし、ミアは風の魔力で膜の表面を切り裂こうと試みた。

　やがて膜に亀裂が生じ、そこから、蛇のような形となった穢れが勢いよく飛び出してくる。距離を置いて見ていたハシントンたちは、穢れのそのような形態を初めて目にしたため言葉を失うも、ローズは前回同様、躊躇なく蛇形の穢れを掴み取り、力いっぱいぎゅっと握りしめた。ローズは目を閉じて意識を集中させ、うねうねと抵抗する穢れを光の網で捕らえた。

　すると、アデリタを覆っていた膜の中から、もう一体の蛇形の穢れが姿を現す。

　ゆらりと高く首をもたげた穢れはローズに狙いを定め、勢いよく向かってくる。

「ローズ！」とハシントンは焦った声で叫ぶが、当のローズは落ち着いた様子で、ゆっくりと目を開け、空いている方の手をそちらに向かってかざす。

　穢れがローズに到達するよりも早く光の網が出現し、難なく穢れの捕獲に成功する。

「ひと筋縄ではいきませんわね」

　持っていた穢れと、飛びかかってきた穢れを足元に並べて、ローズはぼやいた。目の前の穢れ二体は、穢れの昇華速度が遅く、なかなか小さくならない。シェリンガムのときのようにいかないのは、穢れの濃さの違いかしらとローズが思いを巡らせていると、ミアが「アデリタ様！」と声をかけながら、ぐったりと横たわる彼女の元へ舞い降りた。

「本当に鎖に繋がれている。信じられない！　早く鎖を外して！　アデリタ様を解放してよ！」

　アデリタが足を鎖で繋がれているのを確認し、ミアは怒りを露わにする。声を荒らげて訴えかけるもエドガルドやミレスティは動こうともせず、さらに怒りを募らせた。

　ローズは鎖を両手で掴んで、引きちぎれるかどうか試してみるが、壊れそうもない。

「鍵は……いただけませんでしょうし、魔力でどうにか切れないでしょうか？」

　敵意を込めて自分を見ているミレスティたちから目を逸らしたあと、斧おのがあれば、あるいは魔法ならといくつか方法を考えながら、ローズがミアに相談すると、代わりにハシントンが答えた。

「その鎖は錬成術によって作られたものだから、魔力の耐性がある。実は、僕も一度試してみたけれど、無理だったよ」

　最後に声を潜めて打ち明けられ、ローズは「そうですか」と困り顔で呟いたあと、改めてアデリタと向き合った。

「ひとまず鎖は後回しにしますわね」

　宣言するなり、ローズはアデリタへと両手を伸ばす。彼女を守りたいという一心で、光の波動を送り続けた。

　幾度となく、ローズを中心として四方八方に温かな風が吹き抜けていく。やがて、青白かったアデリタの顔に赤みが戻り、彼女はゆっくりと目を開け、ローズの姿を捉えた。

「……マリアン。ああ、私の親友、来てくれると信じていました」

　小さな声を響かせて、アデリタが上半身を起こす。しかし、すぐにマリアンではないことに気づき、戸惑いを見せた。

「わたくしはローズ。マリアンの娘です。あなたを助けたくてやって来ました」

　ローズの言葉にアデリタが口に手を当てて目に涙を浮かべると、遠巻きに見守っていた精霊たちが大泣きしながら一斉にアデリタの元へやって来る。

　足元で形を保ったままの穢れへとローズが視線を落としたとき、ハシントンが手を叩いて褒め称える。

「ローズ、君はなんて素晴らしいんだ！　心からの感謝を！」

　ハシントンが興奮した様子でローズを抱きしめようとするも、ローズはにこやかに笑いながらさらりとその手をかわし、適度な距離を置く。

　ふたりの様子を見ていたミレスティが「ちょっと！」と食ってかかろうとするのを、エドガルドが素早く手で制す。エドガルドは歩を進めると、そばに来た伯父に怯えるローズの横から、アデリタを見下ろした。

「国守りの精霊よ。今すぐ空の穢れを祓い、元の温暖なアルビオンへ戻すんだ！　早く自分の役目をこなせ」

　エドガルドの求めにアデリタは泣きそうな顔をし、こくりと頷く。座ったまま、両手を合わせて、目を瞑った瞬間、ローズが口を挟んだ。

「おやめください、アデリタ様。そのような状態で力を使ったらいけません。今は絶対安静……」

「黙れ、ローズ！」

　エドガルドに一喝され、ローズは体を強張らせて言葉をのみ込む。そんな彼女の横顔を見つめながら、ハシントンが暗い声で話し出した。

「エドガルド公爵の言うことも一理ある。アデリタに頑張ってもらわないと、国民たちを守れない。ここ最近の気候の変動で、このままでは食糧不足に陥る可能性が高いんだ」

「十分な回復もしないままに搾取し続けた結果を、今さっき目の当たりにしたはずです。アデリタ様の回復が最優先だとわたくしは思います」

　食糧不足という言葉に怯みはしたものの、なんとか自分の考えを主張できたが、すぐにローズは不安に陥っていく。アデリタをここに残していったら、彼女は求められるままに力を使い、弱ったところで再び穢れにのみ込まれてしまうだろう。

　聖女宮側に、回復してあげようという気持ちがないのか、はたまた、能力の高いアデリタを回復し続けられる人材がいないのか。

　どちらにしても、このままでは同じことの繰り返しにしかならず、回避するにはアデリタをシェリンガムに連れて帰るしかないという結論をローズは頭の中で導き出した。

「その鎖、やっぱり邪魔ですわね」と、ここからどうやって逃げ出すかを、ローズが悩み始めたとき、ハシントンがローズの手を掴んだ。

「きっと大丈夫だよ。ローズ、君がいるんだから。アデリタは君が回復させればいい。アルビオンの大聖女となってこの子の、そして僕のそばにいてほしい」

「ちょっと待って！　大聖女になるのはこの私よ。ハシントン様のそばにいるのも私！」

　慌てて前へ出てきたミレスティをハシントンは冷たい顔で見つめ、厳しく言い放った。

「僕は大切にすべき相手を見誤っていた。大聖女の器であるのはミレスティでなく、ローズだ。だから僕は、ローズを花嫁として迎えることにする」

「ハシントン様！　間違っています。納得できません！　絶対に嫌です！」

「わたくしも嫌ですわ！　絶対にシェリンガムに帰りますから！」

　ミレスティと同時にローズも反対の言葉を発したため、ミレスティとハシントンが面食らった様子でローズへ視線を向ける。

　戸惑う空気の中、アデリタがわずかに目を輝かせて、ローズに話しかけた。

「あなたはシェリンガムから来たのですか？」

「ええ。しかもわたくし、つい最近、バレンティナ様とお会いしましたわ。アデリタ様をとっても心配されておりましたよ」

「ああ、お母様。会いたいわ。私もシェリンガムに帰りたい」

　シェリンガムにいた頃を思い出し、故郷が恋しくなったアデリタは両手で顔を覆う。悲痛な様子にミアは心が痛むのを感じ、励ますようにアデリタの肩に手を置く。

「アデリタ様、一緒にシェリンガムへ帰ろう！」

「それはダメだ！」

　強く却下してきたエドガルドの迫力に、ミアは少しも臆せず睨み返す。

「国守りと名付けられてはいても、精霊は人間のために存在しているわけじゃない。受けた恩恵を当然のこととしてなにも返さない国に、アデリタ様に守ってもらう資格なんてない！」

　小さな体には見合わないほどの威圧感を放つミアに、エドガルドは悔しげに顔を歪めた。

「なにを偉そうに。精霊の分際で」

　そして、憤りを込めてそう言葉を吐き捨てると、自分の背後にいる聖女宮の人々へ視線を送る。いつの間にかミレスティの隣にエマヌエラが立っていて、周りには聖女宮の関係者だろう制服姿の男性たちが何人か立っている。しかも男たちは屈強な体格で、腰元には剣が携えられていた。

　そんな男たちも気になるが、ローズはエマヌエラが持っている鳥籠のようなものをじっと見つめる。あれはなんだろうと不思議に思ったとき、ミアが小さく悲鳴をあげた。

　ハッとして視線を上げると、エドガルドがミアを掴んで、不敵な笑みを浮かべていた。

「お前は元気がいい。あの精霊と共にアルビオンに尽くさせてやろう」

　エドガルドが踵を返してエマヌエラの元へ向かっていくのを見て、ローズはまさかと顔を青ざめさせた。

「ミアになにをするつもりですか！」

　追いかけようとしたローズは、聖女宮の用心棒でもしているのかと思うくらい屈強な男に後ろから捕らえられた。ほぼ同時に、ハシントンも同じような男ふたりから腕を掴まれて動きを封じられ、「無礼だぞ！」と声を荒らげる。それらを目にして、アデリタが必死に声をあげた。

「やめてください！　私が頑張れば他の精霊には手を出さないと、約束したではないですか！」

「約束はしたが、最近のお前は穢れにも打ち勝てぬ有様。上位精霊のお仲間を増やしてやろうっていうんだから心強いだろう？」

　アデリタの訴えを、エドガルドは鼻で笑い、そして手で掴んでいたミアをエマヌエラが抱えている鳥籠の中へ放り込んだ。ミアはすぐさま飛び出そうとしたが、素早く扉を閉められ、鍵までかけられた。

「ミア！」と、たまらず叫んだローズと信じられないと不満を露わにしたハシントンへエドガルドは向き直り、ニヤリと笑ってみせた。

「国守りの精霊は二体いても問題ない。そして、ハシントン様、あなたの妃も何人いようが構いません。どうぞ、ミレスティだけでなく、ローズも娶ってください」

　そこでエドガルドは笑みを消し、冷ややかな眼差しをローズに向ける。

「しかし、大聖女はひとりでいい。その役目を担うのはミレスティであるべきだ。ローズは今まで通り、ミレスティの影となって生きていきなさい。シェリンガムに戻るのは許さない」

　言葉を失ったローズを捕らえている男に、エドガルドは指示を出す。

「聖女宮の地下室に連れていけ。私たちに逆らい勝手な行いをしたことを、しばらく反省してもらおう」

　追い立てられながら歩き出すも、ローズは最後の抵抗とばかりに大きな声で自分の気持ちを訴えかけた。

「嫌です！　絶対に嫌です！　わたくしはシェリンガムに……ジェイク様の元に帰ります！　わたくしはあの方と共に生きていきたいのです！」

　ローズの思いを聞いて、アデリタの周りに集まってきていた精霊たちが動き出す。ローズを捕らえている男に精霊たちは群がり、髪を引っ張ったり、足を掴んだりと、必死に邪魔をする。

「なんだこの精霊たちは！」と男の足が止まると同時に、ローズは精霊たちに話しかけた。

「ジェイク様は絶対にわたくしを迎えに来てくださいます！　ですから、皆さん、わたくしは聖女宮の地下室に閉じ込められていると、ジェイク様に伝えて！　地下室ですわよ！」

　地下室を連呼し、「黙れ！」と男に怒鳴られたローズを見ていたミレスティが馬鹿にしたように口を挟んだ。

「シェリンガムの王子って、あの無愛想で態度の悪い男でしょ？　あの人が、わざわざローズを迎えにくるはずないわよ」

「ジェイク様は来てくださいます！　わたくし、信じておりますから！」

　置き手紙をしてきたし、なかなかシェリンガムに戻らなかったら迎えに来てくれるはずと、そこまで考えて、ローズはハッと思い出す。迎えに来てほしいという一文は二重線で消してしまった。迎えに来なくていいと判断されるかもしれないし、そもそも読み取れない可能性もある。

　今更ながら消さなければよかったと激しく後悔するローズを、自信がなくて動揺していると勘違いしたミレスティは嘲笑いながら続けた。

「きっと今頃、お荷物を厄介払いできたって喜んでいるんじゃない？　まさかローズが本命だなんてあり得ないし」

「悪いな、そのまさかだ」

　ミレスティの背後で凛とした声が響き、ローズはパッと表情を明るくする。

「迎えに来た、俺の花嫁よ」

「ジェイク様！」

　ジェイクはローズに対して微笑んでみせてから、ローズを捕らえる男を冷たく見据えて真っ直ぐ歩き出す。途中で、ジェイクのそばからフェリックスが離れる。囚われたミアの姿を見て、怒りを隠さぬままにエマヌエラと対峙した。

　ジェイクの気迫に怯んだ様子で男はローズを突き飛ばし、持っていた剣を抜いてジェイクと向き合った。

「俺に向かって剣を抜いたこと、後悔するなよ」

　そう呟くと同時に、ジェイクは地面を蹴り、己も剣を抜く。素早く切りかかり、翻弄する形で男を追い詰めていく。

「そんな。あいつは聖女宮でも特に腕の立つ男だぞ」

「ジェイクは王族の間で、神童と呼ばれていた男だ。すべてにおいて優れた才能を持っている彼には、誰も敵わない。同じ王子として引け目を感じてしまうほどに」

　唖然とするエドガルドに、ハシントンは少し悲しそうに呟く。エドガルドは信じられないとばかりに顔を歪め、他の男たちにもジェイクを襲えと指示を送る。

　人数が増えてもジェイクの優位は変わらず、剣を振るい、魔法を放ちながら、自分に向かってくる男たちを倒していく。

　突き飛ばされて地面に尻餅をついたままの状態のローズの傍らに、ジェイクが立った。

「大丈夫か？」

「ええ、あの、ごめんなさい。勝手に行動してしまって、なんて浅はかだったかと、わたくしとても反省しております」

　自分に向かって拝みながら反省の言葉を述べたローズに、ジェイクは微笑みかけた。

「置き手紙を読んだときは心臓が止まるかと思ったが、顔を見てやっと安心した……さて、こいつらどうしようか」

　最後の呟きと共にジェイクが顔を上げて周囲を見回すと、すかさずローズは現状の説明と希望を言い並べた。

「ミアが囚われてしまいました。取り戻したいです。アデリタ様をシェリンガムに連れて帰りたいです。絶対に心落ち着ける場所での休養が必要ですもの。あと、わたくしも帰りたいです！　できれば試練が終わりを迎える前に」

「わかった。ローズの望むままに」

　真剣な眼差しでローズに見つめられ、ジェイクは嬉しそうに頷くと、意識を集中させるように剣の柄を持ち直し、アデリタを捕らえている鎖へと剣先を突き立て、断ち切った。

　鎖の切断は難しいと聞いたばかりだが、それをやすやすとやってのけたジェイクに、ローズは「さすがジェイク様ですわ」と感動して手を叩いてみせた。

「ローズは聖樹のそばで、アデリタを守っていてくれ」

　ジェイクはそうローズに頼むと、自分たちへにじり寄ってきている男たちへと突風のごとく突き進んでいく。

　ジェイクからの頼まれごとに「わかりましたわ！」とローズは目を輝かせて立ち上がり、早速アデリタを自分の手元へと引き寄せた。

「貴様！　絶対に精霊を逃すな。ローズを捕まえろ！」

　状況に焦りを滲ませたエドガルドの叫びに反応し、先ほどジェイクに倒された男たちの何人かが、苦しげながらも再び立ち上がって、剣を持ってローズに向かっていく。

　ハシントンは自分を捕らえている男がひとりに減り、なおかつその男がジェイクに気を取られているのを感じ取ると、勢いよく男を突き飛ばす。

　ローズを助けたい一心で走り出したハシントンは、ローズを庇って前へ出た。

「やめろ！　王子としての命令だ！」

「いいからやれ！　聖女宮の長である私の言うことが聞けぬのか！」

　男たちはハシントンではなくエドガルドの命令を聞き、ハシントンに向かって剣を構える。丸腰のハシントンは青ざめるものの、すぐそばに誰かの剣が落ちているのに気づいて慌てて手に取った。

　剣を構えるハシントンの手が震えているのをローズは目にし、ぽつりと声をかける。

「ハシントン様、剣をお貸しください」

「君は剣も扱えるのか？」

「いいえ、さっぱりです。なので、剣を振るうのはハシントン様にお任せし、わたくしは剣に細工をいたしますわ。ちょっとばかり時間をください」

　ローズの求めに応じ、精霊たちが男たちの邪魔をしにかかり、ハシントンはローズに剣を手渡す。ローズは近くでまだ蠢いている光の網に囚われている穢れをむんずと掴み、その場にぺたりと座り込んだ。

「わたくし、ジェイク様からアデリタ様を守るように申しつけられています。この役目、わたくしなりに立派に果たしてみせますわ」

　ローズはそう宣言してから、アデリタに「少しだけ力をお借りしても？」とお願いし、剣と向き合った。アデリタが手をかざすとローズは剣と穢れで錬成を行い、呪われた剣と言っても過言ではないような、穢れを纏った禍々しい見た目の剣を見事生み出した。

「ハシントン様、お使いください！」

「こ、これ、触っても大丈夫だよね？　穢れを受けたりしないよね？」

「それは……やってみたらわかりますわ！　さあ、どうぞ！」

　嫌々ながらも、ハシントンは禍々しい剣を受け取り、どうにでもなれと勢いよく男たちへ突進していく。何度か鍔つば迫ぜり合いをすると、剣の穢れが襲いかかかっていき、男たちは後ずさった。

「錬成と言ったって、結局はローズのやったこと。見た目だましでしかない、怯むな！」

　どこまでもローズを見下しているエドガルドはそう言い放つが、実際、穢れは光の魔力できっちり制御されていて、ハシントンが剣を振り下ろすたび、訓練された犬のごとく牙をむく。

　優勢に立ったのも束の間、エマヌエラが光の波動で剣の穢れを弱めた。そうなると、ハシントンは一気に追い込まれていく。

　ローズはなんとかしなくちゃと周りを見回し、光の網で捕らえたもう一体の穢れに目を留めた。考えるよりも先に穢れをがっちり掴み取り、三本の木と向き合う。

　今度は樹木と穢れとで錬成術を試みたが光の魔力と共に樹木が穢れを吸収してしまい、三本の木が聖樹だったことを知る。同時に穢れの森での失敗を思い起こさせ、ローズの心に不安が渦巻き始めた。

　すぐさま聖樹は禍々しさを取り戻し、「ハシントン様に加勢を！」とのローズのひと言で、穢れの葉を鋭く飛ばす。

　要求通り、葉はハシントンを器用に避けて、男たちに命中する。うまく錬成できたとわかり、「やりましたわ！」と喜んだのも束の間、剣を持った男がじりじりと自分に迫ってきているのに気づき、ローズは慌てふためきながらさらに光の魔力を聖樹に送り込んだ。

　すると、聖樹は暴走を始め、穢れと光の魔力の含んだ葉を交互に、そして大量に飛ばし始める。向かってきていた男は倒れたが、葉はハシントンの頬に擦り傷を作り、ジェイクも敵の剣先だけでなく葉も避けなくてはならなくなり、「やりすぎましたわ」とローズは青ざめる。

　このままでは不利だと悟ったのか、場が混乱し始めたのに乗じて、エドガルドはゆっくりと後あと退ずさり、ミアの入った鳥籠を持ったエマヌエラとミレスティと共に逃げ出そうとする。

　そばにいたフェリックスと精霊たちが阻止しようとするものの、エドガルドから短剣を振るわれ、うまくいかない。

「ローズ！　助けて！」

　ミアの叫びにローズはハッとし、考えるよりも先に走り出す。しかし、男たちがローズの前に立ち塞がり、行く手を遮った。ジェイクもハシントンもすぐにミアの元へ駆けつけられる状態ではなく、ローズは力いっぱい叫んだ。

「ミア！」

　声に導かれるように木製のアーチ付近に無数の小さな光が現れ、光は素早くエドガルドたちを取り囲んだ。

「お母様」

　ローズの傍らにいるアデリタがエドガルドの前にあるひと際強く輝く光を見つめ、感極まって涙をこぼした。

「なにをしている、愚かな人間め」

　声と共に、光の中からバレンティナを先頭にして多くの精霊たちが姿を現す。

「精霊だと？　なぜここに」

「ついさっき、俺が結界をすべて破壊したからだよ。今までは結界でバレンティナの目からアデリタの姿をうまく隠していたようだが、ここまでだ」

「貴様！」

　涼しげな顔でそう言ったジェイクに、エドガルドは忌々しいとばかりに顔を歪めた。

「なにが愚かな人間だ！　精霊ごときが偉そうに！」

　そして、バレンティナの威圧感に狼狽えながらもエドガルドが強い口調で言い返した瞬間、バレンティナが手を振るう。すぐさま伸びてきた蔦がエドガルドの頬を掠め、うっすらと血を滲ませた。

　一方で、バレンティナの元まで凶暴化させた聖樹の葉が飛んでいってしまっているのにローズは気づき、慌てて聖樹から穢れを引っ張り出す。

　奮闘の末、なんとか錬成の解除に成功するが、今ので聖樹に大きな負担をかけてしまったようで、一気に萎しおれ始める。ローズは「大変ですわ！」と目を大きくさせ、取り出した穢れを消滅させてから、全力で聖樹の回復を試みた。

　バレンティナはゆっくりと周囲を見回して、やがて、泣きじゃくっているアデリタに目を留め、少し悲しげに微笑みかけた。そして視線をエドガルドに戻し、厳しく睨みつける。

「思い上がった人間どもめ。許さんぞ」

　言い終わると同時に、エドガルドを狙った蔦にあった蕾つぼみが一気に大きくなる。弾けるように開花したそこから、甘い香りのする花粉が撒き散らされた。

　アデリタが慌てて結界を張り、ローズを守護する。「あなた方も！」とアデリタから呼びかけられ、すぐさまその中へジェイクとハシントンが飛び込んだ。

　花粉は人間に対し幻覚作用を及ぼすものだったようで、結界の外で男たちは怯え叫びながら見えないなにかと戦い始める。エドガルドも同様に罵声を浴びせながら短剣を振っていて、ミレスティは「私は悪くないわ」と頭を抱えてうずくまった。

　エマヌエラも慌てふためきながらなにかから逃げまどい、途中で石に躓いて転び、手にしていた鳥籠を手放す。すかさずフェリックスが、「来ないで！」と錯乱状態のエマヌエラのポケットから出ている紐ひもの鎖を引っ張り取って、急いで鳥籠へ向かう。

　紐の鎖の先にある鍵を使って鳥籠を開け、ミアを助け出した。

　人々は錯乱状態からやがて心安らかな表情へ変化していき、ひとり、またひとりと倒れていく。

　息をのんだ三人へ、アデリタは「大丈夫、眠っているだけです」と説明した。

　エドガルドたちも倒れ、気を失う。その場が静まり返ったところで、強い風が吹き荒び、花粉を空高く舞い上げていった。

「みんな、私の元へ帰ってきなさい」

　呼びかけに応えて、精霊たちはバレンティナの元へと集まっていく。

「精霊たちを連れてシェリンガムから出ていったことを許します。帰ってきなさい、アデリタ」

　バレンティナの呼びかけに、アデリタは目に涙を浮かべながら頷く。結界を解くと、ハシントンにわずかに笑いかけたあと、ゆっくりとバレンティナに向かっていく。

　すべての精霊がアルビオンを離れていく、そう感じたハシントンはバレンティナに訴えかけた。

「待ってくれ。アルビオンの人々を見捨てないでくれ。頼む。お願いだ」

　アデリタは頭を下げたハシントンを振り返り見てから、なにか言いたげにわずかに彼へと手を伸ばした。

　ジェイクも、ハシントンを庇うように彼の前に出て、バレンティナに話しかける。

「ハシントンはアデリタを心配していた。具合が悪いのをなんとかしてあげたいと、俺に相談してくれたからこそ、アデリタの行方を掴むことができたんだ」

「けど結局、なにもしてあげられなかった。すべて王子として僕が力不足だったからだ」

　ハシントンはアデリタに「ごめん」と囁きかけてから、決意に満ちた瞳をバレンティナに向ける。

「約束する。このようなことは二度と起こさない。僕が聖女宮を一から立て直してみせます。だからどうか、アルビオンの民たちを見捨てないでくれ！」

　大地を司る精霊たちがいなくなると荒れた気候となり、土地も寂れて農作物が育たなくなる。彼の切なる訴えにローズも胸が締めつけられる。

「確か、あなたはアルビオンの王子ですね。あなたがアデリタを助けようと動いていたのは、フェリックスから聞いています……良いでしょう。あなたに免じて希望を残そう」

　そう言って、バレンティナは先ほどまで大騒ぎしていた三本の木を指差した。

「あの聖樹があなた方に残された希望だ」

　聖樹は、ローズが回復を試みた後から、生命力を取り戻し、キラキラと強い輝きを放っていた。

「枯れてただの木となったがローズによって力を取り戻し、より強力な聖樹となった。あの木を大切にしていけば、いずれまたこの国に精霊が姿を現す。そのとき、精霊が王子の志に共感すれば、自ら力となってくれるだろう」

「ありがとうございます」

　深々と頭を下げたハシントンに対し、バレンティナはわずかに口元を綻ばせたあと、ローズとジェイクに向かってぴしゃりと言い放った。

「ふたりとも、期限を延ばしたりはしないゆえ、早くシェリンガムに帰ってきなさい」

「一日だけでも延ばしていただけると嬉しいのですが」と涙目で訴えかけてくるローズを無視し、バレンティナは「さあ帰りましょう」と精霊たちに声をかける。

　バレンティナはミアとフェリックスだけを残して、光となった精霊たちと共に姿を消したのだった。

「君たちも色々ありがとう。あとは僕がなんとかするよ。ジェイクみたいに完璧とまではいかないだろうけれど、アルビオンの王子としての誇りを持って、やってみせるよ」

「頑張ってください！　わたくし応援しておりますわ！」

　ローズが真剣な表情で両手を握りしめて、心からの応援の言葉を送ると、ハシントンは嬉しそうに目を細めた。

「ローズ、ジェイクの花嫁になれなかったら、いつでも戻っておいで。僕の正妃の座はローズのためにしばらく空けておくから」

　ジェイクに冷たい目で見られてもハシントンはお構いなしで、「僕たち恋のライバルだね」と笑った。

　精霊が消えたため、アルビオンがこの先、更なる悪天候に見舞われると予想し、不安を隠しきれずにいるハシントンに、フェリックスは聖樹の恩恵を受けているこの町に畑を増やすべきだと助言する。

　そして、ジェイクもシェリンガム国内で生産されている農作物を少しでも多く分けられるよう尽力するとハシントンに約束した。

　ハシントンはエドガルドを解任し、パーセル家も一掃し、一新した聖女宮でローズがくれた希望の木を大切に守っていくと誓い、シェリンガムヘ帰る彼らを見送ったのだった。

　遠ざかっていくアルビオンの町並みをローズは馬車の窓からじっと見つめ、ぽつりと呟く。

「伯父様たちは、これからどうなるのでしょうか」

「俺なら国守りの精霊の保護を怠った責任を問い、厳しい任務と共にエドガルド一家を辺境の地に追いやるかな。ハシントンもそうすると思う」

「身内に対して冷たいかもしれませんが、なにかしらの罰は受けていただきたいです」

　アデリタの弱りきった姿を思い返しながら、ローズは思いを口にした。

　エドガルドたちがジェイクの言う通りの顛てん末まつを迎えたと知るのは、数カ月後のことである。




　そして、バレンティナの試練終了日がやって来る。

　前日の夜にようやくジェイクの屋敷へ戻ってきたローズは、あまり眠れぬまま朝を迎え、思いの結晶を溜めていた瓶を袋に入れて、ミアと共にバレンティナの元へ向かう。

　木の枝にはバレンティナがいて、その横にアデリタが座っている。木の根元には王妃とジェイクが並んで立っていて、昨晩ジェイクは城の前で馬車を降り、屋敷に戻らなかったため、それぶりだ。

　周囲の木々や岩、草花には精霊たちの姿が多く見られ、彼らの視線をローズとミア、そしてべネッサとドロシーが一身に浴びている。

　べネッサとドロシーは自信たっぷりの表情で胸を張っているというのに、ローズとミアは表情が暗く俯きがちだったため、特にアルビオンからやって来た精霊たちが、ふたりを心配してざわめいていた。

「約束の時が来た。思いの結晶をどのくらい溜めたか、見せてもらおう」

　バレンティナの求めに、べネッサは元気よく、ローズは小声で「はい」と返事をした。

　べネッサは意気揚々と袋の中から瓶を取り出し、高々と掲げてみせた。

「満杯になりました！」

　言葉通り、瓶の上部ぎりぎりまで思いの結晶が詰まっている。バレンティナは「確かに」と認めると、促すようにローズに視線を移動させる。

　ローズは泣きそうな顔のミアと顔を見合わせてから、袋をずらして瓶の上部を露わにした。

「割れてしまいました」

　声を震わせて申し出た通り、ローズの持つ瓶は上部がなくなっていて、鋭く尖とがった割れたガラスがきらりと光を反射する。

「昨日の夜までは確かに無事だったのですが、朝になったらなぜか割れてしまっていましたの。でも思いの結晶は結構溜まっていましたわ。瓶の天辺までは届いていませんでしたけど」

　しゅんとしたローズとミアに向かって、べネッサが呆れ顔で言い放つ。

「私に勝てないとわかって、わざと割ったんじゃないの？　勝負をうやむやにしてしまおうとでも考えたんでしょ」

「違います！　確かに、あと二、三日だけでも、どうにかして期限を延ばせないかしらとひと晩中考えていましたけれど、誓って割ったりなんてしておりません」

　まったく溜まっていないだろうと思っていた思いの結晶は、帰国後、思いの外溜まっていた。しかし、べネッサがどのくらい溜めているのかわからず、もしかしたら引き分けくらいに持ち込めるかもしれないと、ローズは昨晩考えていた。

　しかし、朝早く、割れてしまっている瓶を目の当たりにし、ミアと共に絶望に打ちひしがれたのだ。

　ミアを国守りの精霊にしてあげられなかったことが申し訳なく、そして、思っていた以上に、ジェイクの花嫁になれなかったとショックを受けている自分にローズは気がついた。

「ごめんなさい」

　ローズは隣にいるミアにぽつりと呟いてから、遠くにいるジェイクを見た。

　見つめるうちに、徐々に目に涙が溜まってきてしまい、ローズは慌てて視線を足元に落とした。

「バレンティナ！」

　その瞬間、ジェイクの声が響く。彼は木の前に出ると、バレンティナを見上げた。

「代替わりの決定には従う。次期国王として、国守りの精霊とそのパートナーを全力で守っていくと誓う。しかし、己の花嫁に関しては自分で決めさせていただきたい。俺はローズと結婚したい」

　強く響いたジェイクの思いにローズは感激し、片手で口元を押さえて涙をこぼし、ミアは満面の笑みを浮かべる。

　しかし、べネッサが顔を強張らせて異議を唱えた。

「なっ、なんですって！　ここまで必死に頑張ってきたっていうのに、話が違うわ！　受け入れられない！」

　精霊たちもざわつき始めると、バレンティナが持っていた杖の石突の部分で足元の枝を叩き、静寂を促した。

「ジェイクには、試練の結果に従ってもらう」

　告げられたひと言にジェイクは悔しげに拳を握りしめて、逆に、さっきまで不満げだったべネッサは上機嫌となる。

「私の跡を継いで国守りの精霊となるのは……ミア、お前だよ」

　バレンティナの指名にみんなは呆気に取られ、場が静まり返る。そんな中、今度はドロシーが異議を唱えた。

「バレンティナ様、どうしてですか！　さっき、その子は、瓶の天辺までは溜まっていなかったって言っていましたよ！　しかも瓶を割ってしまっているし、失格を言い渡されるのならまだしも、ミアが選ばれるだなんて納得できません！」

「なに、簡単なことさ。魔法の瓶は割れるのが正しい。思いの結晶が集まりすぎて、瓶が内側から破裂したんだ。そもそも、外側から衝撃を与えても割れないようにできている」

　べネッサとドロシーが唖然とし、ローズとミアは驚きで言葉が出てこないまま、顔を見合わせた。

「わたくしたちが試練を突破したの？　……わたくし、ミアを国守りの精霊にしてあげられたのですね！　これほど嬉しいのは初めてです！」

　ローズはどんどん感極まっていき、声を震わせる。再び目に涙を浮かべながら、ミアの小さな体をぎゅっと抱きしめた。

「ローズ！」

　そして、走ってきたジェイクにミアごときつく抱きしめられ、ローズは頬を赤く染めつつも、笑顔となる。

「まだまだ結構なポンコツですけれども、こんなわたくしでも本当によろしくて？」

「俺はお前しか考えられない」

「ジェイク様に娶っていただけるなんて夢のようですわ」

「夢じゃない」

　言うなり、ジェイクはローズの白い頬に口づけ、抱き上げた。

「ローズ、俺と共に生きてくれ」

　微笑むジェイクの肩にローズは手を添えながら、胸を熱くさせて返事をした。

「喜んで、どこまでもついていきますわ」

　ローズの肩へ移動したミアのそばにフェリックスが来て、「ミアおめでとう」と祝福を贈る。
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　ミアが照れ臭そうにすると、アルビオンから来た精霊たちはもちろん、シェリンガムの精霊たちからも、一斉に拍手が鳴り響いた。




　思いを繋げて、温かな息吹を手繰り寄せながら、シェリンガムは今、新しい時代への一歩を踏み出した。




〈ＥＮＤ〉










あとがき




『手柄など差し上げます！～無自覚最強聖女は新たな人生をひたすら楽しむ～』改め、『「役立たず」と言われたので、喜んでお暇させていただきます。～虐げられた無自覚チート聖女は、隣国で精霊たちと第二の人生を謳歌する～』をお手に取ってくださり、ありがとうございます！




　今まで書いてきたファンタジー作品のヒロインは、みんな最強の部類に入るヒロインたちだったのですが、その中でも、天然でメンタルも強い（鈍いだけ？）ローズはなかなかの強者ではないかと思っています。

　だからか、書いていてとても楽しくて、時には振り回されつつも、ローズの行動から目が離せないといった状態となり、文字数ばかりが増えていく状況に陥っていました。

　いつもよりちょっぴりボリュームが多めではありますが、読者様に最初から最後まで楽しく読んでもらえたらと思いながら執筆しました。

　なので皆様には、キャラと一緒にローズに突っ込みを入れつつ、ついでにどこかでくすっと笑ってもらえたらいいなぁと願ってやみません。




　執筆中はもちろんのこと、原稿を直していても、もっともっと語彙力があればなぁと思うのですが、日常生活でも語彙力が皆無になる瞬間がありまして、それは愛猫たちと接しているときです。

　撫でながら、「可愛いねぇ」「本当に可愛いねぇ」「今日も可愛いねぇ」しか言ってない。猫が可愛すぎてつらい日々でございます。

　一匹は私のチェアがお気に入りで、パソコンに向かって作業しているとそばからじっと見つめてきます。「ワレネムイ。ソコヲドイテクレナイダロウカ」と圧がすごいため、下僕の私はもちろん今日も席を譲ります。ネコカワイイ。ホントカワイイ。




　今回表紙や挿絵を、フルーツパンチ。先生にご担当いただきました。ありがとうございます。

　表紙、素晴らしく可愛い。挿絵もとっても素晴らしく、ラフを見せていただいた段階でわくわくどきどきしまして、ありがとうございますと天に向かって感謝の念を飛ばしました。本当にありがとうございます。




　編集に関わってくださいました皆様、ありがとうございます。

　ＷＥＢにてお読みくださった読者様、そして、お手に取ってくださいました読者様に心よりの感謝を。ほんの一時でも、作品を通じて私と時間を共有してもらえて、その上、温かな声をかけていただけるときもあるからこそ、こうして活動を続けられているのだと思います。




　また皆様とお会いできるように、これからも頑張ります。ありがとうございました！




真ま崎さき奈な南な










あなた様への愛しさを口ずさむ




「ジェイク様、ご婚約おめでとうございます！」

　自分の屋敷に向かって馬を走らせている途中で町の民から声をかけられ、ジェイクはそれに微笑んで応えてみせた。

　子供の頃からずっと、己の婚姻に対して希望などなかったが、しかし今、たくさんの人々から祝福の声をもらい、ジェイクの心は幸福感と嬉しさと気恥ずかしさで満ちている。

　書面で婚約の正式な手続を踏んだ時、ジェイクは口元が緩みそうになるのを堪えながらサインを書いたのだが、一方、ローズは「わたくし、ジェイク様に見合う女性になれるように、努力に努力を重ねてポンコツを脱することをここに誓いますわ！」と宣誓し、鬼気迫る顔で誓約書と向き合い、周りを笑わせ、また和ませたのだった。

「共に生きていきたい」と言ってもらい、好意も示してくれているが、ローズは少しだけ掴みどころがない面もあり、時々ジェイクは不安になる。

　ローズに多大な負担を敷いてしまっていることと、それを乗り越えるに値するほど彼女は自分を好いてくれているのだろうかと。

　そこまで考えてジェイクは自嘲気味に笑って、馬の腹を蹴った。

　彼女に惚れてしまっているのだから、もう遅い。ローズを手放したくないのだから、昨日よりも今日、今日よりも明日、少しずつでも「好き」を増やしてもらえるように、努力するしかないのだ。




　屋敷に戻り、愛馬を厩舎に連れていったところで、裏庭の方からローズの楽しそうな声が聞こえてくることに気づき、もちろんジェイクの足は自然とそちらへ向かう。

　栽培している薬草のそばで、ローズはニコニコ笑いながら精霊たちと話をしていた。

「ジェイク様はいつでもわたくしを気づかってくださって、とってもお優しい方ですわ」

　自分の話をしていると思わなかったジェイクは、思わず足を止める。

「ジェイク様と会ってから、わたくしの毎日はとても輝いたものになりました。わたくしはジェイク様の婚約者になれて幸せです。昨日も今日も明日も、一年後も十年後もジェイク様と一緒にいられたら、変わらぬ幸せがずっと続きますわね」

　胸元に手をあてて噛み締めるように言ったローズの言葉が、ジェイクの胸を熱くする。一気に込み上げてきた愛おしさに突き動かされるように、ジェイクはローズに向かって歩き出した。

　一直線にやって来たジェイクに、まずはミアと精霊たちが気づいた。そしてローズも振り返り、可憐な笑顔を咲かせる。

「お帰りなさいませ、ジェイク様！　今日はお早いですの……ね」

　そのままジェイクがローズを力いっぱい抱きしめたため、ローズはジェイクの腕の中でキョトンとし、精霊たちは頬を赤く染めてざわめき出す。

「俺もローズがそばにいてくれる毎日に、この上ない幸せを感じている」

　甘く低く囁きかけられたところで、ようやくローズも現状を飲み込めたらしく、恥ずかしそうにしながらも、たくましい腕の中に大人しくおさまる。

　ローズが愛おしい。大きく膨らんだ恋心に従うようにジェイクはローズの腰を軽く引き寄せる。ふたりの視線が絡み合えば、ごく自然にジェイクがローズへ顔を寄せていき……、唇が触れそうになったその瞬間、ローズはジェイクから思いきり顔を逸らした。

「そっ、そっ、そろそろオヤツの時間ですわね！　そう言えば、ハシントン様がお菓子をたくさん送ってくださいましたの。ジェイク様も、皆様も、ご一緒にいかがですか？」

　ローズはするりとジェイクの腕の中から抜け出し、「準備しますわね」と言いながらパタパタと足音を響かせてその場から逃げ出した。

　ローズが嫌がって逃げていくようにしかジェイクには見えず、失敗したと頭を抱える。

　しばらくその場から動けなかったが、ミアに「ジェイク様、行きましょう」と声をかけられ、重くなってしまった足を動かし、ようやく屋敷の中へ移動する。

　とにかく謝ろう。ジェイクは声が聞こえてくる居間の前へと移動し、ドアノブに手をかけた。しかし、ドアを数センチ開けたところで、目にした光景に唖然とし、完全に動けなくなる。

　ドアに背を向けた状態ではあるが、そこにローズはいた。テーブルに箱をいくつか並べ、そこから袋に入った菓子をいくつか手にとっては、どれを食べようか吟味している様子なのだが……何か、呪文のようなものを口ずさんでいる。

　奇妙な抑揚のついたそれは、まるで呪いの言葉のようで、ジェイクは一瞬で真顔となる。

　許可を得ず、突然迫ってしまった自分が悪いという後悔と、頼むからそこまで嫌がらないでくれと切なさに心を痛めた時、ミアがジェイクの顔の横に並んだ。

「さっきの無自覚惚気もすごかったけど、ローズ、さらに上機嫌ね」

「えっ……上機嫌？」

　ジェイクは目を大きく見開いて、ミアと見つめ合った後、ぎこちなく視線をローズに戻した。

　そして、ローズの様子を数分観察した後、彼女は呪いの呪文を唱えているのではなく、楽しそうに鼻歌を歌っているだけだと、ジェイクはようやく気づくことになる。
















この物語はフィクションです。

実在の人物、団体等とは一切関係がありません。
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「役立たず」と言われたので、喜んでお暇させていただきます。


～虐げられた無自覚チート聖女は、隣国で精霊たちと第二の人生を謳歌する～【電子限定ＳＳ付き】
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